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　序章




　風は、まるで彼ひとりきりを嬲なぶる目的をもって強烈に吹きつけてくるかのようだった。

　西からの風なので、多量の砂を含んでいる。レイズスはフードを深くおろし、長衣の袖そでで鼻と口を押さえながら、その場に立ちつくしていた。

　目の前には、廃はい墟きよが死のごとき沈ちん黙もくとともに横たわっている。砂風に茶ちや色いろく煙けむるその都市の残ざん骸がいに、実際、生命の影かげはひとつとしてない。二百年以上も昔、略奪者たちの手によって打うち壊こわされた外がい壁へきは砂のなかに埋もれ、火をかけられた建物の多くは、へし折れた柱の数々となって残されているきりだ。

　かつてその都市の名を、ゼル・イリアスといった。

　レイズスは目ま深ぶかにおろしていたフードを軽く指でつまみあげ、周囲を蛇のように用心深くうかがいながら、歩を進めた。

（おかしなものだ）

　レイズスは空虚な道のりを進みながら、そう思った。

　ゼル・タウランは二百年以上前、この大陸西方部で、幻のように興おこって、そして幻のように消え去った国である。一時は大陸のどの国にも劣らぬ威容を誇ったこともあって、いまなおゼルド人たちはその時代を懐なつかしんでいる。西方一帯に散らばった都市国家群の領りよう袖しゆうたちは、互いに血で血を洗う争いをつづけながらも、いずれは自分こそがゼル・タウランを再さい興こうさせるという野望に燃もえているのだ。

（で、あるにもかかわらず）

　ゼル・タウランの首都ゼル・イリアスはこの有様だった。誰だれひとりその復興に力を注ぐ者もなければ、誰ひとり訪れる者さえなく、ただ砂の侵食に巨体をゆだね、時の経過の果てに朽くちていこうとしている。（おかしなものだ）とレイズスが感じたのは、それがあたかも、ゼルド人たちが忌いまわしい記き憶おくを頭のなかから消し去りたいと願ねがっているかのようにも思えたからだった。いまだに忘れられぬ栄光としてゼル・タウランの名を代々語り継いでいるにもかかわらず。

　びょうびょうと風は絶え間ない。レイズスの古びたブーツが砂を嚙かみつづける。道はやがて幅広の階段へと差しかかった。丘きゆう陵りように刻まれた階段をのぼっていくと、これも二百年以上前、むごたらしい侵略を受けた証あかしがこれ見よがしにあらわれた。

　半ばよりへし折れた門柱が二本、やや傾いてレイズスの左右に立っている。その向こうには、砕けた大小の石材がこれ以上の進行を阻はばむようにうずたかく積つもっていた。やはり生き物の影かげはない。辺あたりに生息するはずのトカゲや蛇はその影すら見つけることはできず、空にも鳥の一羽とて舞まっていなかった。風以外の物音がすべて静寂に閉ざされ、荒廃に打ちひしがれるこれら文明の残ざん骸がいを恐れるかのように。

（ゼルド人たちもまた、恐れているのだ）

　レイズスは足を止め、かつては都市のいちばん高い場所を陣取り、眼下に群れなす帰き依え者しやたちを睥へい睨げいしていたであろう神殿の遺跡を眺めた。

　王ヤッシュ・バズガンよりもあるいは権威を握っていたといわれるのが、この神殿の主にして、竜神教祭司ガルダである。ガルダは魔素エーテルを用いたあやしの技を得意とした魔ま道どう士しでもあった。彼の独断的な行動をいさめたとある司教が、人前で蛙かえるに変えられてしまったという逸話がある。またとある夏、降雨量がすくなかったために税としておさめる作物を今こ年としは半分に減らしてはもらえないかと懇こん願がんに来た農園主に対し、

「ほう、そうか。雨が欲しいか。それならば欲しいだけくれてやろう」

　と胸をそびやかしてガルダはいった。翌日から一週間、大雨が降りやまなかったといわれている。それも、懇願した人物の農園の上にだけ黒雲はあらわれ、収しゆう穫かくの大半を水に流してしまった。

　ガルダは西方中の恐怖と畏い怖ふとを一身に集めた。ある歴史家は、そうしたガルダの存在があればこそ、ゼルド人にとってはよそ者であったヤッシュが、わずかばかりのあいだとはいえこの地方に一国を興おこすことができたのだろうと分析している。

　ヤッシュ・バズガンの死後、ゼル・タウランの国内は荒れた。内乱の火が国土のあちこちで燃もえたった。ゼルド人同士の争いだけではない。砂漠の蛮族どもが、ここを機きとばかりに西からゼル・イリアスへと攻め入ってきたのだ。当時、呪じゆ術じゆつ長ちようとしての役やく職しよくを得ていたガルダは、兵力も満足になかった首都ゼル・イリアスを、その恐るべき呪法の数々で守り抜いたという。

「だが、それも一年足らず」レイズスがひび割れた唇を開いてつぶやいた。「いや、魔ま術じゆつの力と数百の信者だけで、よく一年近くももったものだというべきか」

　ゼル・イリアスは侵略者たちによって火をかけられた。砂と同じ色の肌をした蛮族たちは、その無慈悲と残ざん虐ぎやくさで知れわたるとおりに人々を殺害し、家々を破は壊かいした。そしていよいよ彼らのあげる蛮声が神殿にまで聞こえてきたとき、ガルダは西方の歴史にいまも語り継がれる言葉を囁ささやいた。

「竜神の爪つめだけは、決して渡しはせぬ。いかなる国の王にも、女王にも、いかなる神々の加か護ごのある大司教といえども。そう、たとえこの身が滅び、灰となって草原地に消えようとも」

　竜神の爪とは、ゼル・タウラン建国の際、ヤッシュ・バズガンが土地の長老からもらい受けた、古代魔道王国の玉ぎよく璽じとされているものだ。二本で一対となり、片方はバズガン家の末まつ裔えいが都市国家タウーリアにて現在も受け継いでいる。しかし、ガルダが神殿に奉納していた残る片方は、いまに至るも発見されていない。

　蛮族たちは神殿から彫像や金品を奪いつくしたものの、玉璽だけは見つけることができなかった。さらには、神殿にこもっていた百名余りの信者たちは皆、自らの喉のどに刃やいばを突き立てすでに事切れていたが、ガルダ当人の遺い骸がいもまた発見できなかったといわれている。

　ゼルド人たちは、だからいまも「ガルダ」という名にある種の畏い敬けいを抱いている。代々に根づいた恐怖といい換えてもいい。ゼル・タウラン時代のことや竜神教に関して多少なりとも批判的なことを口にする者があれば、それがどんなに盛りあがった酒宴の真最中であっても、「しっ」と口を掌てのひらで塞ふさがれることもままあるくらいだ。その後、彼らは揃そろって竜神教への祈りの文句を唱え、ガルダの怨おん霊りようからわが身を守ろうとするのである。

「ふむ」

　レイズスはしわがれた声を発し、改めて神殿の残ざん骸がいを眺めた。二百年、人手がまったく入っていないこともあるが、もともとゼル・タウラン時代に建築されたものではない。当時ですら古びた遺跡であったのを、ヤッシュ・バズガンが砂の山から掘り出し、改修させたのだ。そのため、柱も石材もすっかり磨ま耗もうしきっていて、もはや神殿としての姿かたちさえ保っていない。

　びょうびょうという風の音が、亡ぼう霊れいの発する怨えん嗟さの泣き声にも聞こえた。

（玉璽を持たぬ者がゼル・イリアスの神殿に足を踏み入れれば、ガルダの亡霊に殺されるのであったかな）

　レイズスは旅の途中、ゼルド人たちの村落で耳にした噂うわさを思い返す。ガルダの亡霊はいまもゼル・イリアスの神殿跡に留とどまっており、玉璽の片割れを守護しているのだという。もう片方の玉璽を手にした者が訪れるのを二百年以上にわたって待ちつづけているのだと。そして玉璽が一対揃そろったそのときにこそ、ガルダの亡ぼう霊れいはゼル・イリアスから解き放たれ、その代わりにこの荒廃と死の静寂とに支配された都市を復活させ、玉ぎよく璽じをもたらした者に絶大な魔ま力りよくを授けるともいわれていた。

　もちろん、レイズスの手に玉璽などはない。さらにいうなら、彼は魔道を生業なりわいとする者ではあったが、ガルダの伝説にいままでことさら関心を抱いたこともなかった。

（なぜ、自分はここにいるのか）

　レイズスはそんな思いを新たにした。旅の途中、いくたびも胸によぎった疑問だった。

　彼は国を追われた身だ。エンデ公国領にふたたび足を踏み入れたそのときは、国の兵士に槍やりを向けられ、かつて彼自身が所属していた魔道局の魔道士たちからも命を狙ねらわれる運命にある。

　レイズスはしかし自分の運命を悲ひ観かんしていなかった。自分ほど魔素エーテルに精通した人間であるならば、どこの土地であろうと一定の暮らしと給金を望めると自負していた。が、俗世間での名声や地位になど興きよう味みがない。思うぞんぶん魔道の研究に打ち込める環かん境きようが欲しかった。エンデほど堅苦しい戒律に縛しばられていない場所ならばもっといい。

（東に足をのばしてみるか）

　国境を越えたとき、レイズスは確たしかにそう思ったはずだった。東のリャリド国、アリオン王国を越え、ティーダの大河に沿ってさらに北東にひろがる荒野に、アリオンやエンデと同じく、魔の技術を古代より伝える一族の村々があるという。そこに赴おもむいて、人生の残りわずかばかりの時間を、研究に捧ささげるつもりだった。

（だが──）

　どのような気まぐれによるものなのか、自分でもわからない。エンデを出た翌日、宿場町で一泊した彼は、なぜだかいったん道をあと戻りすると、国境を跨またがぬよう、わざわざ危険なノーザン山地を踏破する道を選んでまでして、逆にエンデの西へと出たのだ。

　理由としては、なにか胸騒ぎがした、というのがもっとも正せい確かくなところだろう。魔道士らしくいい換えるなら、魔素の導みちびきによるものだ。宿泊所で眠りから覚めたそのとき、彼は噂うわさや伝説で耳にしていたガルダの痕こん跡せきをその目で確かめたくなった。そしてメフィウスを越え、タウラン諸国の土地に足を踏み入れたとき、その欲求はほとんど自分でも制御不可能なほどに高まっていた。

　エンデを旅立ってからどれほどの時間が経過しただろう。いま、目の前に求めてやまなかったゼル・イリアスの神殿跡がある。しかし高揚感はない。むしろ心に空洞が生じ、風はそこからも虚うつろな音を響ひびかせながら吹いてくるかのようだった。

（滅びと、過去の歴史）

　すでに齢よわい六十を超えようかというレイズスだ。広い領土を獲かく得とくしようと、いかなる栄華を極めようと、時が経たてば、こうして都市も、文明も、物語も、数々の名前も砂に埋もれいくばかり。

（魔ま道どうの研究。わたしはそればかりに血道をあげてきた。他ほかの楽しみなどいっさいなかった。家族を、人生を、心を、必要とあれば人としての魂をも捧ささげてきた。後悔などない。ないが──）

　こうして巨大な廃はい墟きよを前にたたずむとき、自分自身を犠ぎ牲せいにしてきた研究の成果がいかばかりのものなのか、という思いに囚とらわれた。くり返すが、もはや自分に残された時間は少ない。頭を悩ませる研究課か題だいは日ごとに増えるばかりで、これでは生涯を終えるまでにどれほどのことをなし得るものなのか、考えただけで絶望的な感情に駆られそうになる。

（わたしも朽くちていく。肉体は腐り、骨はやがて砂となって風に吹き散らされて、そして心は……心はどこへいく。六十年、積つみ重ねてきた知ち識しきと知恵、わたしが解明し、あるいは導みちびき出した魔道式の数々は。誰だれかが継ぐのか？　見ず知らずの肉体と心の持ち主に、わたし自身の生涯を踏み台にされるのか？　自分が数知れず、そうしてきたように？）

　レイズスはこのときほど自分の年ねん齢れいを、すなわち肉体に堆たい積せきさせてきた歳月の重さを実感したことはなかった。自分でも気づかぬうちに、レイズスの両りよう膝ひざは砂の上へと落ちていた。無性に悲しい思いがして、彼は若者じみた行為に出ようとした。どうなるはずもないとわかっていながら、己おのれを痛めつけたい思いに駆られて、頭を遺跡の床へと叩たたきつけようとしたのだ。

　頰ほおを舐なめる風の種類が変わった。

　と見たとき、レイズスは年齢に似あわぬ俊しゆん敏びんさで立ちあがると、ひと息に後方へと跳んでいた。ブーツに仕込んでおいた遺跡物アーテイフアクトによるもので、あたかも肉体が羽毛の軽さになったがごとくに動くことができる。

　七、八メートルも跳びさがったレイズスの視し線せんは上を向いていた。斜めになった門柱の切り口に、先ほどまでは存在していなかったはずの影かげがある。不安定な足場に四つの足をしっかりついたその獣けものは、黄おう金ごん色いろの毛並みをしていた。世界中の知恵を集めたエンデ公こう国こく魔道局に所属していたレイズスにすら、これがなんという獣なのかまったく見当がつかない。首まわりの鬣たてがみは獅し子しを連想させるが、赤く濁にごった眼光にせよ、顔だけをびっしりと埋めた緑青色の鱗うろこにせよ、まだ世界中のどこでも発見されていない新種の竜かとも思える。いずれにせよ──。

　レイズスは懐ふところから短剣を引き抜いていた。そう、いずれにせよ、この正体不明の、どこからあらわれたとも知れない獣の、当座の目的はあきらかだった。頭を低くし、こちらをうかがう赤い双そう眸ぼうには一点の知性もなければ慈悲もない。めくれあがった唇から覗のぞく、レイズスの手にした短剣に引けをとらないほど鋭するどい牙きばの数々で、彼の身体からだを嚙かみ砕いてやろうという本能のみがぎらぎらと放たれている。

「確たしかに人生を省みて、絶望的な気分になっていたところだが」レイズスは片頰を歪ゆがめて笑った。「いくらなんでも、貴様の胃袋におさまって人生の終しゆう焉えんを迎えるのはごめんだ」

　砂を含んだ風がなおも吹きつけてくる。やや強さを増したようだ。

　獣が動いた。門柱から音もなく飛び降りてくる。レイズスの身が軽やかに半円を描いた。短剣を振るって獣けものの脚を薙なぐ。が、想定した以上に獣はすばやかった。狙ねらいこそ過たなかったが、獣の爪つめもまたレイズスの胸を切り裂いていたのである。

　よろめきつつも、レイズスは素す早ばやく振り返った。階段に差しかかる寸前の位置に着地した獣もこちらへ首を向けるところだった。レイズスが短剣で切った右の脚が失われていた。が、血の一滴もこぼさず、痛みを感じたふうでもない。さらには、体勢がまったく崩れていなかった。『切られた』というよりたまたま右脚が『欠けた』だけというような感じだ。

　レイズスは視し線せんを下へと向けた。胸に三条の切れ目が入っている。そこから多量の血が染み出ていたが、レイズスが注目したのは自身の傷ではない。右手に握った短剣の切っ先である。そこに血の色を見出みいだすことはできなかった。

　レイズスは唇の両端を吊つりあげた。若く、屈強な戦士ですら青ざめるほどの手傷を負いながらも、彼は笑ったのである。かつて多くの巡礼者がのぼってきたであろう階段に、カランと音を立てて短剣が落ちていった。唯一の武器を投げ捨てたレイズスは、左手を獣のほうへと突き出した。その手首に宝石を埋め込んだ腕うで輪わがある。右の掌てのひらを宝石の部分へとかざした。

　獣がふたたび姿勢を低くする。三本の脚で床石を蹴けりつけた。ひとっ跳びにレイズスの喉のどもと狙ねらって襲おそいかかってくる。

　レイズスの右手が、宝石の上で複雑な動きを示した。あたかも目に見えぬ紋様を描くかのような仕し草ぐさをした瞬しゆん間かん、左の袖そでが急に膨ふくれあがった。獣の牙きばがレイズスの喉に、そして爪が胸もとへと迫る。

「ぬん」

　レイズスの発した気合の一声。と、膨れあがったレイズスの袖から、渦を巻いて解き放たれるものがあった。

　風だ。

　吹きつけてくる自然の風にも負けぬ──どころか、それよりもはるかに強烈な風が、レイズスの左腕から迸ほとばしったのである。鼻っ面つらに風を浴びた獣の姿が、そのとき突如として崩れた。

　レイズスの命を断ちかけた爪も、牙も、その凶きよう暴ぼうな面相も、黄おう金ごん色いろの肉体も──、空中で静止した姿勢のまま、ぼろぼろに砕け散ったのだ。あっという間に細かく分解されると、あとは風に運ばれ、きらきらとした尾を曳ひいて空へ流れ飛んでいく。獣は、この世のものではなかった。砂の集合体であったのだ。

「見事」

　気がつけば、レイズスの周囲に人ひと影かげがあった。五人に囲まれている。予感はあったか、レイズスの顔に驚おどろきはない。相手はいずれも頭からフードをおろし、複雑な刺し繡しゆうを施した長衣を着込んでいた。

「魔ま術じゆつの獣を遣わしたのは貴様らか」

　レイズスが聞いた。胸もとをさするその手に、血のりの色はない。彼が死し闘とうを演じたのは、本来、存在し得ぬ幻げん獣じゆうであり、それを悟った時点で、レイズスの傷は消えていた。無む論ろん、あのまま幻と気づかぬまま爪つめや牙きばを突きたてられていれば、彼は死んでいたろう。強烈な自己暗示は命をも脅かすものだ。レイズス自身、幻覚の術は得意とするところだから、その有効性も危険性も十二分に承知していた。

「ゼル・イリアスの墓守か？　なら、わたしに構う理由はない。ガルダの遺い骸がいを暴あばくような真ま似ねはせんよ。これから立ち去るところだったのでな」

「立ち去るとな。では、そなたはなんのためにここへ来たのだ？」

　魔ま道どう士しと思われる人ひと影かげのなかで、ひとりの男が口を開いた。年ねん齢れいはレイズスと同じくらいであろう。

　レイズスはしばし口ごもった。なんのためにここへ来たのか、という疑問は、つい先ほど、自分自身にも投げかけていたものだったからだ。

「ただの……」

　気まぐれ、といいかけたレイズスの機き先せんを制して、魔道士の男は、

「そなたは呼ばれたのだ」

　と断じた。

「呼ばれた？」

「左さ様よう」

　ひとつうなずいた男を筆頭に、彼らはレイズスには予想外の行動に出た。いっせいに風を巻いて襲おそいかかってきた──のではない。むしろ全員がその場にひざまずくと、

「お待ちしておりました」

　揃そろって頭こうべを垂れたのである。これにはレイズスも呆あつ気けに取られた。

「待っていた、だと。わたしを、貴様らがエンデより招いたとでもいいたいのか」

「こちらへ」

　女性の声がした。フードをかぶって顔は見えないが、だぶついた長衣の上からでもしなやかな身体からだつきが容易に想像できそうな挙きよ措そで、レイズスの手を取る。瞬しゆん間かん、レイズスの意い識しきがしばし途と絶だえた。

　気がつくと、辺あたりは暗がりに包まれていた。あれほど絶え間なかった砂風がぴたりとやんでいる。はっと目をしばたたかせたレイズスは、いつしか自分の身柄が石室のなかにあることに気づいた。

　狭い通路が目の前にのび、そこから開けた場所に祭さい壇だんらしきものがある。魔道士たちは祭壇を取り囲んでいた。揃って手に掲げた杯さかずきから、炎がゆらゆらと立ちのぼっている。

「こちらへ」

　年老いた魔道士がレイズスを招いた。その理由も、意味もはなからレイズスにわかりはしない。が、なぜだか抗あらがいがたいものを感じてレイズスは足を進めた。恐怖によるものではない。胸を強く叩たたく鼓動は、怪しげな未来への期待によって引き起こされていた。

（呼ばれた。わたしは──）

　男の言葉が頭のなかで反はん響きようしている。ここはおそらく神殿遺跡の内部なのだろう。わが身になにが起ころうとしているのかという不安よりも、いまは研究家特有の好奇心が上まわった。

　祭さい壇だんに至る短い階段をのぼると、そこに古びた石せつ棺かんが横たえられている。もはや胸の鼓動はこの孤独な男を内側から破は壊かいしてしまいそうなほどに高鳴っている。フードをかぶった魔ま道どう士しふたりが膝ひざを着き、左右から石棺の蓋ふたに手を添えた。大した力を込めたとも見えないのに、蓋と棺ひつぎとのあいだに細い空くう隙げきが生じるや、あとはひとりでに横へとずれて、その内部をレイズスの目にさらしていく。

「おお」

　知らず、レイズスの口から呻うめき声ごえが洩もれた。魔道士たちの掲げる火に照らし出されたのは、棺内に横たわる人ひと影かげ。ただし肉体はすっかり干からびて、あたかも木彫りの人形じみた姿である。ミイラだ。死したときのままの姿なのだろう、腰の前で手を組みあわせ、小さな箱を大事そうに抱えていた。

「…………」

　落おち窪くぼんだ眼がん窩かはもはやそこに生前の感情を感じさせるはずもないが、口はかっと開かれ、あたかも命が尽きる直前、何事か叫びを放ったようである。あるいは、墓を暴あばいたレイズスに呪のろいの言葉を投げかけているようにも見える。そのときはじめて血管が冷たくなるほどの恐怖を感じたレイズスだったが、

「おお、やはり。お認めになられた」

　男のつぶやきとともに、レイズスは魂を爪つめで引っかかれるような情動を覚えた。ミイラの手がそのとき動いた。魔道士たちがなにか小細工をしたのではとも思えたが、レイズスはミイラに魅み入いられたかのように動けない。細い手がぎくしゃくと宙へ差しのべられる。レイズスが見守るあいだに、その手は先ほどまで抱えていた小箱を彼の前へと捧ささげていた。

（これは──）

　箱の蓋がひとりでに開くと、赤黒い光がレイズスの両目を射いた。宝玉だ。両手で抱えるほどの大きさだった。その内側に気泡じみたものが浮かんでいて、さらにその内部になにがしかの欠片かけらのようなものが埋められてあった。

　レイズスがもっとよく見ようと顔を近づけたときだった。

　ぴしりと音を立てて宝玉にひびが入った。ひびは見る間に増えていき、宝玉を内側からはぜ割らせる。直後、なかにあった白い欠片が蛇みたいに身動きした。

　あとは声を発する間もなかった。欠片が空中で跳ちよう躍やくしたかと思うと、レイズスの額ひたいに鋭するどい痛みが走った。

　その場にしゃがみ込みたいほどの痛みだったのに、レイズスの身体からだは自由を失っていた。あの白い欠片かけらが額ひたいを喰くい破って、おびただしい熱ねつとともに頭の内側へと潜もぐり込んでくるのがはっきりとわかる。叫び声をあげたかった。身み悶もだえして、この手で振り払いたかった。しかし依然身体からだは思うようにならず、声すらもまともに発せられぬまま、ただじわじわと肉体が蝕むしばまれていくのをどうしようもなく耐えるしかなかった。

　かろうじて閉じることのできた瞼まぶたの裏に、広大な闇やみが広がった。無数に星を散らした夜空が天にあった。その一方、レイズスの見おろす先は人間たちでびっしりと埋めつくされている。ひれ伏した彼らはすべてが黒衣をまとっており、あたかも天と地とを同じ色あいに塗りつぶさんとしているかのようだ。

　レイズスの生涯にそのような一場面はない。それなのに、レイズスはその幻げん影えいに確たしかな実感と生々しさとを感じて身み震ぶるいした。

「聞け、者ども」

　レイズスは──あるいは、レイズスと同じ姿をした何者かは──高い位置から、眼下一面を黒い海のように埋めた帰き依え者しやたちに叫んでいた。

「地上のあまねく神々は死せる運命にある。かって天地を支配した竜たちが姿を消したように。竜はしかし、滅びぬ。その証左に、竜は肉体の死を迎えながらも、魂は現世にとどまって、わたしに囁ささやきかけ、わたしに命じて、わたしをもってこの世に再さい臨りんする準備をととのえさせようとしておられる。神が死に絶えて人類が滅びを迎えるその前に、そなたらは持てるものすべてをわたしに捧ささげるがいい。富める商人は金貨を、屈強な剣士は力を、賢けん者じやは知恵を、なにも持たぬ者は命を！」

　レイズスが手を振りあげるや否や、天が震えた。

　すると星のひとつが空から振るい落とされ、闇を斜めによぎって彼の眼前へと落ちた。あとはもう矢継ぎ早に、星はあまたの光跡を描いて落下していく。ひと塊になった光はレイズスに見えていたすべてのものを──人を、空を、闇を吹き飛ばして、そればかりか、たぎるほどの輝かがやきはレイズスその人の肉体をも貫いて外部へ放出されていくかのようだ。

　強烈なその輝きに促され、レイズスの両目が開いた。

　そこは以前と同じ、薄うす暗ぐらくて狭い石室であり、辺あたりにはレイズスのほかに五人の魔ま道どう士ししかいない。だが、変化はあった。レイズス自身の内側のなかで。

　痛みも、恐れも、好奇心も──つい先ほどまで、レイズスを支配していたもろもろの要素が消え去っている。代わりに宿っていたのは、いままで感じたこともないほどの力強さと、ある種の諦てい念ねんと、そしてなにより強い憎悪であった。

「お聞かせください」

　膝ひざをついた魔道士たちのうち、女が問いかけた。その声は震えを帯びている。女ばかりではなかった。五人の魔道士たちは皆、肩を震わせ、声もなく泣いていた。

「お聞かせください。あなたさまの御み名なを」

「名か。名だと。わたしは……」

　レイズスは答えようとした。生まれ落ちてから六十年、常に名乗ってきたその名を。

　しかし声はいっこうに唇の外へと出ようとしない。彼は戸惑いの顔をしていたが、わずかな間を挟んでのち、合が点てんしたようにうなずいた。その目がさらに爛らん々らんとした輝かがやきを宿す。

「そう、わたしは──」
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　タウーリア国太守アークス・バズガンの娘エスメナは、天てん蓋がいの設けてある館やかたの屋上にいた。

　夜明け近い。

「姫、そろそろお戻りになりませんか」

　傍かたわらにつき添っていた若い侍女が、欠伸あくびをこらえた表情でいった。無理もない。夜半に主人が突然起きたかと思うと、すぐさま部へ屋やを出た。また例の発作が出たのか、と侍女たちはあわてて着替えもせずに主人を追ったのだが、

「眠れなくて。少し風に当たってきます」

　エスメナは侍女たちのあわてぶりにむしろきょとんとした様よう子すでそういった。結局、侍女たちのなかでもっとも若いひとりがつき添うことになった。

　後宮と王宮のあいだは、昼夜問わず衛えい兵へいに守られた長い回廊で結ばれている。後宮は昔からの慣かん習しゆうで、回廊以外の道は堀で封ふう鎖さされている代わりに、その回廊一本で王宮へ入り、謁えつ見けんの間へ直接赴おもむくことができた。まだ後宮が男子禁制の場であったころの名残なごりで、女性たちが城へ向かう際、なるだけ人目につかないようにとの配はい慮りよである。

　屋上には、エスメナと侍女のほかに、胸きよう壁へきの左右にひとりずつ夜勤の警けい備び兵へいが立っていた。

　空には薄うすい雲がいくきれか流れている。夜明けのおぼろな光に隠されつつある星が、息を喘あえがせるかのように瞬またたいていた。

　エスメナがじっと目を凝こらしているのは、西の方角だ。いまごろ父は、馬上にあってタウーリアの西へ西へと急いでいるだろう。突如城内があわただしくなったのは昨日きのうの夕暮れ近くのことだった。鎧よろい兜かぶとを着込んだ兵士たち、それに竜や馬がずらりと城じよう館かんの前に並んでいた。これから戦いくさが起こるのだとは──それも、家の興こう亡ぼうを賭かけるほどの──誰だれの目にもあきらかである。エスメナには寝耳に水のことだった。

　父の言によると、まずは足の速い部隊のみで、一昼夜西を目指して駆けつづけるという。馬に跨またがったアークスは、妻のジャイナ、それに娘のエスメナを左右に抱いて、

「すぐに戻る」

　とだけいった。いまのいままで秘密裏に部隊を編へん成せいさせ、準備をしてきたらしい。母ジャイナもおそらくは聞かされていなかったことだろうが、

「お待ち申しあげております、殿」いつもアークスを戦地に送り出すときとまったく同じ態度で、一礼した。「戦勝の舞まいを、殿の前で披ひ露ろうする日を心待ちにしておりますれば」

「おう」

　アークスはにっと笑って兜をかぶった。これもいつもと同じ顔だ。エスメナにも笑えみを向けると、それから手た綱づなを引き、一軍を率いて出しゆつ立たつした。

　その後、夜半を過ぎたころあいに、後続の歩兵隊や砲兵も列をなして城外へ出た。部隊をわけたのは、先発隊が敵に接近するまでこちらの動きを気け取どられにくくするためらしい。

（敵）

　エスメナの胸に不ふ穏おんなその単語がよぎる。タウーリアの西、国境近くにチェリクが陣を構えていると彼女が知ったのは、父が出立したあとのことだ。チェリクの目的はタウーリアの封じ込めにあるという。そのため、北のヘリオがガルダ軍と思おぼしき軍勢に占拠されるのを、タウーリアは援助することができなかったのだ。

　城に残った兵士に聞いたところ、

「騎き馬ば隊たいの速度なら、おそらく夜明け前にはチェリクの陣へと辿たどり着くでしょう」

　とのことだった。

「戦になるのですか」

「ラバン軍師のおっしゃられるところでは、おそらくそこでの一戦はあるまい、とのことでした。チェリクはいったん引いて防ぼう衛えいに徹てつするはず。その間、殿の先遣隊がチェリクへの進路を確かく保ほし、後続を待って包囲戦をやられるおつもりではないでしょうか」

　エスメナは軽く下唇を嚙かみしめた。ガルダの名は知っている。どころか、悪夢のなかにたびたびあらわれ、エスメナを苦しめてきた恐るべき魔ま道どう士しこそがまぎれもなくガルダを名乗っていた。しかしメフィウス皇太子ギルとの出会い、そしてほかならぬ皇子が死去したという知らせが、彼女にそれらのことを忘れさせた。

　今回、大半の兵が外へ出払い、タウーリアに残された兵数は三百もない。それほどまでに事態が切迫していることなど、エスメナは露つゆほども知らなかったのだ。

　薔ば薇ら色いろをした唇から深いため息が洩もれた。

　いつからだろう、エスメナは、こうした折、自分がひどくちっぽけで、物事をなにひとつ知らない、くだらない人間のように感じるのだ。本当に自分は空っぽなのだという思いが、恐怖すらともなってこみあげてきて、感じやすいエスメナの心をずたずたに切り裂いてしまう。

　エスメナ・バズガンはこの都市国家タウーリアから外に出たことがほとんどない。タウーリアそのものに関してさえわからぬことが大半だといっていい。

　果たしてチェリクとの戦いくさがどれほどの規模でおこなわれるものか、タウーリアにどれほどの勝しよう機きがあるものか、ほとんどの兵力が出払ったいま、バズガン家の息女たる自分は主君不在のこの城でなにを為なすべきなのか──、考えようにも、その取っかかりすらつかめずにいる。

（皆が、なにも教えてくれないのだもの。陰でこそこそ笑っていたのだわ。あの姫君は、満ち足りた生活を送っていると思い込んでいるぞ、頭も心も空っぽな人形のくせに、って）

　寝床で横になっていてもなかなか寝つけずにいた。ぬくぬくとした床のなかであれこれ案じているよりも、せめて外に出て、父と同じ空気を吸いながら、父の武運を竜神に祈りたかった。

　タウーリア一、どころか西方一の美び姫きとして名高いエスメナである。柔らかな頰ほおを風が撫なでるに任せ、目を閉じて祈る姿は、タウラン地域に伝わるレリーフによく描かれている、竜神に身を捧ささげた古代の巫み女こ姫ひめメウルを思わせるものがある。

　知らず、年若い侍女が主人の美び貌ぼうに見み惚とれそうになっていたとき、

「なにをしておられるのです。このような時分に」

　半ば叱しかりつけるような声が聞こえて、侍女もろとも、はっとエスメナが振り返った。警けい備びの兵が敬礼して迎えたのは、ラスワン・バズガン。太守アークスの弟にしてタウーリア防ぼう衛えい軍ぐんを担うトゥーン・バズガンの長男。すなわちエスメナの従い兄と弟こに当たる男だ。

「ラスワンさまも、どうして」

「父の手て伝つだいですよ」ラスワンはやや自じ嘲ちようを含めてか、酷こく薄はくな笑え顔がおになった。「殿がおられぬいま、いついかなるときも警けい護ごを厳きびしくせねばなりますまい。姫も大事な御身。すぐ部へ屋やに戻られよ」

「ご苦労さま。では、そうさせていただきます」

　エスメナは昔から、言葉遣いや態度こそ丁てい寧ねいでありながら、常に頭ごなしの従兄弟が苦手だった。身を翻ひるがえそうとすると、

「姫」

　きゃっと悲鳴をあげたいほど無作法な距きよ離りにまで、ラスワンが迫った。

「な、なにか」

　大きい目をさらにみはってエスメナが問うと、ラスワンは、その切れ味の鋭するどそうな眼光に珍しくためらいの色を覗のぞかせた。

「いえ。……このような事態です。御身を大事になさいませ」

「ありがとう」

　エスメナはにこりとしたが、ラスワンはそれで話をしまいにさせたくないというように、距離を開けない。そのくせ、口に出しては何もいわなかった。もともとことさらに親しい間柄でもないから、エスメナは不気味なものを感じて、彼女のほうから距離を開けると、一礼し、屋上を立ち去っていった。侍女があわててそれを追っていく。

「ラスワンさま、もう少しお話ししたいご様よう子すでいらしたのに」

「悪い方ではないとは思うの、本当よ」エスメナは頰ほおに手を当てる。「でも、なんというのでしょう、ラスワンは根っからの武人ですから、同じところに長くいると、男性すぎるその空気に当てられてしまいそうで」

「まあ。でも姫のお父上だって、生きつ粋すいのタウーリア武人でいらっしゃるでしょう？　姫と仲のよろしいボーワン将軍だって、普ふ段だんはとてもお優やさしい方ですけれど、根っこには荒々しい武人の気質があるように見受けられますけれど」

「そうかしら。わたし、いまでもボーワンが剣を持って戦っている姿なんて想像もつかないくらいなのに」

「どちらかというと、ラスワンさまのほうこそ物腰が洗練されていて、男性らしい空気を感じないと思うのですけどねえ」

（お姿もよろしいし）

　と小声でつけくわえる。あけすけないいように、エスメナはおっとりと笑った。年ねん齢れいの近い友達などいなかったエスメナだが、アプターにおいてイネーリ皇女と姉妹の契ちぎりを結んで以来、そしてエスメナに自覚があるかどうかは定かではないものの、ギル皇子の死後、あの仮面をつけた不ふ遜そんな傭よう兵へいが訪れ、エスメナの感情を激げき化かさせて以来、こうして近しい人とのつながりを以前より深く持てるようになっていた。

　一方──、

　屋上に取り残されたラスワンは、ちっと舌打ちしていた。そろそろ陽ひがのぼって外がい壁へき周辺の田畑に人の姿が見えはじめるころあいだ。

　ラスワンも本来なら、騎き竜りゆう部隊を率いてチェリクへ駆けつける予定だった。アークスが騎竜部隊五百を預けようと抜ばつ擢てきしたのである。しかしラスワン自ら、

「今回は、父の手て伝つだいをしとうございます。いずれはわたくしも国家防ぼう衛えいの大事な任を担いたいと願ねがっていますれば」

　とアークスに申し出た。姿かたちこそガーベラの騎き士しに似て、貴人のたたずまいを見せるラスワンではあるが、戦場では鬼のように振ふる舞まう男としても知られている。だからアークスとしてはやや意外だったようだが、この申し出にはもうひとつの意味がある。トゥーン・バズガンのあとを継ぐということは、すなわちタウーリア太守の後継者争いに名乗りをあげないという意思表示でもあるのだ。

　アークスは殊勝なその心意気を汲くみ取って、ラスワンを守備隊隊長としてタウーリアに残した。無む論ろん、成長著しい甥おいっ子の胸中に毒蛇が巣くっているなどとは想像だにせず。

　エスメナの去っていった方向を苛いら立だたしげに見やっていたラスワンのもとへ、ひとりの影かげが音もなく忍び寄った。

「ラスワンさま」

　はっとして見やると、小柄な老人である。文官の装いで、人目を引くようなものなどどこにもない、ごく平凡な男だった。が、ラスワンは気おくれするものを感じたらしい、左右の胸きよう壁へきに立つ兵士が十分離はなれていることを確かく認にんする振りをして、目を逸そらした。

「いざ大事にあたろうとするとき、普ふ段だんとちがったことなどせぬほうがよろしい。城内に残っている兵も、我らの味方についていない者のほうが大多数。鼻の利く者がいないとも限りませぬ」

「わかっている」より苦々しい顔つきになってラスワンはいった。「タウーリアを平へい穏おんに統治するためには、太守直系の娘が必要だ。巻き込んで、あたら命を散らせたくないと思い、少し様よう子すを見に来ただけだ」

　老人の目を見れば、心の内側を見抜かれてしまいそうな思いがする。ラスワンは豪胆さを気負って、あえて厳きびしい口く調ちようでいった。

「決起まで時間がない。兵たちにも檄げきを飛ばさねばならん」

　ラスワンはこの日を迎えるにあたって、あらかじめアークスやメフィウスとの同盟に不満を抱く兵団長、あるいは要よう職しよくにある家臣に渡りをつけていた。トゥーン・バズガン抱える兵のなかにも、こちらに賛さん同どうの意を示す者たちがいる。が、肝心の父トゥーンに対しては、内密にしていた。ラスワンは、父の弱気な性格を知っている。下へ手たに説得を試みて、計画が明るみに出るような愚をラスワンは犯さなかった。すでに覚悟は決めてある。たとえ実の父といえど──、

（邪じや魔ま立だてするようならば、斬きる）

　しかし計画に賛同した者たちからして、ラスワンに全容を明かされたわけではない。彼らはこれを実行するときは、ガルダ軍を西方より退しりぞけてからだと思っているはずだ。すなわちその当のガルダ軍侵攻を利用しようとしているラスワンは、まさに今日きようこの日に決起するつもりだということを兵たちに改めて通達せねばならない。

「時じ機きは、任せるぞ」

「は」

　老人は細い顎あごを引いた。この老人、タウーリアにいながらにして、遠く離はなれた西方一帯の情報が目に見えるらしい。通常ならばとても信じられないところだが、ラスワンはそれを証明するいくたびもの機き会かいを得ていた。そもそもからして、タウーリアで兵を起こそうと決意したのも、彼の力を信じてのことである。いまさら疑念を抱く余地はない。

「メフィウスとの講こう和わを快く思わぬ者たちが中心だ。当然、タウーリアを手中にすれば、次はメフィウスとの戦いくさになろう。その辺あたりの準備もぬかるなよ」

「お任せを」

「おまえ」ふと、ラスワンの鋭するどい目にとある好奇心が浮いた。「西方は『見える』ようだが、メフィウスはどうだ。その実情はわかるのか」

「多少なれば。現在は皇帝の独善ぶりが目立つゆえ、家臣たちも不満を募らせております。かといって、いまの皇帝に歯向かえばいかなる処遇が下されるかもわからず、いささかものものしい雰囲気にある模様。さらには、皇太子が死去したいま、その婚約者であるガーベラ国王女の去就に関しても、国内で議ぎ論ろんがわかれておるようでございますな」

「つけ入る隙すきはいくらでもあるというのだな」

「いかにも」

　老人の表情も声音も、いつもと変わりない。

　ラスワンは深呼吸をして、空を見あげ、それから眼下に寝静まるタウーリアの街並みへと視し線せんを落とした。

　ラスワンは若く、血気盛んで、また、バズガン家としての血筋を誇りに思っていた。だが、メフィウスとの戦、和平によって、その誇りがいま、

（奪われつつある）

　そういう歯がゆさがある。ラスワンの若さはそれを許容できなかった。常にいき場を求める荒々しい血は、いま近くにいる老人の助言もあって、彼を行動に移さしめようとしている。

　ラスワンは身み震ぶるいした。

　恐れによるものではない。ゼル・タウランの歴史書を読みあさるとき、タウーリアがこれから辿たどるべき理想の未来を思い浮かべるとき、いまのようにタウーリアの街を眼下に望むとき──、常からラスワンの胸にこみあげてくるとある思いがある。

　もう幼少の時分からのことだ。

　その思いがいよいよ形となり、目の前にあらわれてくるという実感が、ラスワンをして震わせたのであった。




　　　　２




　タウーリアでラスワンが野望を燃もやしていたのとほぼ同じころ。カダインの赤竜モロドフは激はげしい勢いで馬を駆り立てていた。つづく軍勢、およそ三千。

　ヘリオから進発したガルダ軍の部隊である。砂煙をもうもうと立てて突き進む彼らは、無む論ろん、いまこのときヘリオで火の手があがっていることなど知らない。チェリクへ向かったタウーリア軍の本隊を急きゆう襲しゆうすべく、ただひたすらに馬や竜を駆っている。

　敵はこちらの動きなどわかりようもないはずだ。モロドフからして、なぜガルダ軍の魔ま道どう士しがタウーリアの動きを逐一把握できているか、理解不能なのである。この数で一気にあたれば、アークスの首を獲とれる。そして、

（アークスの首しゆ級きゆうさえあげれば）

　各都市で人質になっている者たちすべてを解放する、と魔道士はいっていた。口約束に過ぎない。どこまで信しん憑ぴよう性せいがあるかは不ふ明めい瞭りようなものの、はなから家族や仲間を殺すと脅され、従ってきたモロドフたちだ。いいなりに軍を動かすしかなかった。

　彼らはチェリクの北方、ソーマ湖をすぐ右手に望のぞむ位置を行軍した。掲げる火の列が、夜陰に暗く沈む湖をいっとき赤々と照らす。チェリクにこちらの来援を知らせるためである。タウーリアの大軍に怯おびえたチェリクがひと足先に降伏してしまったのではなんにもならない。こちらの軍とチェリクの軍とで挟はさみ撃うちにしようという算段であった。

　が、もう間もなく目的地、という段になって、モロドフは街道脇わきに控えていた斥せつ候こう隊たいに気づいた。予想より早い位置にいる。馬を止め、報告を耳にすると、

「ほう」

　短く唸うなって、前方に横たわる森を見やった。チェリクまではおよそ十キロ足らずの位置にある。ソーマ湖から水を引いて、周辺にある荘園のための用水池を中央に抱えている森だそうだ。木々の間隔が狭く、敵の大軍を足止めする役割もあった。

　東から来たタウーリア軍はこの森を南側に迂う回かいし、現在、森を背にして陣を張っているという。

（速い）

　モロドフの理想は、敵が布陣を終える前に衝つくことだった。こちらの隊をふたつにわけ、一隊が南から敵を待ち伏せし、もう一隊が北から襲しゆう撃げきする。その余裕は十分にあるものだと思っていたが、

（さすがにアークス、動きがいい）

　まずは足の速い騎き馬ば部隊で行軍し、陣をつくって、それから後続を待つつもりのようだ。物見も激しく、こちらの斥候隊もなかなか近づけない状態であるという。本陣の後方、タウーリアへ至る道には、五百の兵が警けい戒かいに当たっていた。このあたりも抜かりがない。夜を徹てつしての強行軍のあとだというのに、きびきびとした一兵卒の動きまでもが目に見える気がして、モロドフは舌を巻いた。

　さすがに一致団結している。アークス・バズガン、そして噂うわさに名高い軍師ラバン・ドウの手腕だろう。

　アークスがここで後続を待つ時間は、すなわちチェリクへ与えた猶ゆう予よでもある。チェリクが不利を悟って降伏するならばよし、そうでなければこのまま後続と合流してチェリク攻略に当たるつもりだ、とモロドフは見た。

（思いきった作戦だ。さすがにバズガンの名を継ぐだけはある、といいたいが）

　このとき敵を称たたえたい気持ちと裏腹に、モロドフは、現在味方であるはずの魔ま道どう士しにこそ、言葉につくせないほどの恐れと嫌悪感を抱いていた。なにしろすべてが彼らのいい当てたとおりなのである。魔道士の前では、いかなる策略も、覚悟も、決意も、まったくの無力であると思い知らされては、モロドフが面おも白しろかろうはずがない。

　ともあれ、こちらの救援を知ったチェリクはほどなくして──おそらく、夜明けとともに──部隊を押し出して、打って出てくるだろう。そしてその機きにモロドフもタウーリア軍を後方より襲しゆう撃げきする。

「チェリクの国主は、ヤムカ二世といったか」

「は？」

　モロドフの傍かたわらに控えていた副官が声をあげた。出自も編へん成せいもばらばらの寄せ集め軍だが、モロドフはカダインの部隊を自分の周囲に集めていた。兵ひとりひとりの顔を覚えているほどにつきあいが長い。ややあってから副官はうなずいて、

「若い国主です。確たしかまだ三十かそこらの」

「夢を見おったか」

　モロドフの嘆かわしそうな声に、副官は応こたえなかった。

　チェリクはガルダと密通している。ガルダ軍に攻め落とされて以降は民たみや王女の命を質にされ、いいなりに従うしなかったカダインとは事情が異なり、チェリクの場合、国主ヤムカ自身の意思でガルダに協力しているものと思われる。

　ソーマ湖の恵みのおかげでチェリクは比較的豊かではあっても、しょせんは小さな国だ。西方の勢力図を一気に塗り替える可能性のあるガルダという存在が、若い国主にはチェリクをものしあがらせる希望に見えたのだろう。

（魔道士風ふ情ぜいになにを期待している。ヤムカは知るまい。いまのカダインが、ラケキシュが、フグルムが、エイメンが、どのような苦境におかれているかを）

　モロドフの国カダインが陥落したのは、ひと月前、エイメンが落ちたのとほぼ同じ時期だ。

　将兵に油断があったわけではない。そのときはすでに北のラケキシュ、フグルムがガルダ軍に攻め落とされていたため、相手が容易ならざる相手だという認にん識しきははじめからあった。

　モロドフをはじめ、カダインの軍人たちはだからこそ徹てつ底ていして都市の防ぼう衛えいにつとめた。蟻ありの子一匹カダインの外がい壁へきを通れまいという布陣をもつくりあげた。

　しかしカダインはあっという間に陥落した。敵の進しん撃げきならばいくたびも弾はじき返せる自信のあったモロドフだったが、まさか都市内部に敵がいようとは思いもしないことだったからだ。

（しかも、その敵が──）

「モロドフ」

　もの思いにふけりかけたところへ、馬を寄せてくる人物があった。ラケキシュの将らしく、剣を模した角のある兜かぶとをかぶっている。吊つり目めで細ほそ面おもてという、ゼルド人の典型のような顔をしていた。

「どうして立ち止まっている。このまま仕掛けんのか」

「チェリクの動きを待つ」

「悠長だな。物見に聞けば、森を迂う回かいした先で退路を守っているのはせいぜい五百。これをひと息に吞のんで、本陣を叩たたけばいい」

（吞めるかな）

　モロドフは自身に問いかけた。先ほど想像した敵の練度、士気の高さを思えば、こちらはいかにも寄せ集めに過ぎない。

　もし少しでも手間取れば、敵の本陣が動いて、こちらの奇き襲しゆうが意味をなさなくなる恐れがある。それに退路を守るためとあっては、本隊のほうからも兵馬が駆けつけ、大勢の将士が死にものぐるいで戦うだろう。なにしろ陣にはアークス・バズガンその人がいる。

（かといって、この五百をさらに大きく迂回し、タウーリア側に兵を進めれば、後続とぶち当たりかねない）

「いや」決断を下し、モロドフはかぶりを大きく振った。「退路を断つにしても、やはりチェリクが動いてからのほうがいい。敵の注意を逸そらさぬことには、退却を許してしまう可能性がある。なんといっても、この一戦で決めねばならん。敵がタウーリアへ引き込めば、同盟を結んでいるメフィウスが出張ってくる恐れもあるのでな」

「はん。気長に待っていては、敵の後続が来る恐れもあるぞ」

「合流させればいい。チェリクと同時に攻め立てられれば、数は問題にならん」

「怖おじ気けづいたか、モロドフ。千載一遇の好こう機きをむざむざ……」

「総司令官に任じられたのはおれだ。そのおれに従えぬというなら、ガルダに異を唱えるも同じと思ってよいであろうな」

　ラケキシュ人の顔が青ざめた。それから、まるでモロドフがガルダその人であるかのように細い目でにらみつけて、馬首を翻ひるがえした。部下たちのところに戻る。なにか嫌いや味みを口にしたのか、ラケキシュの兵たちがこちらを見てどっと笑った。

「あ奴やつら」

　と副官が気け色しきばむのをモロドフが「よい」と止める。モロドフとて、本来は決して気が長すぎるということはない。が、あの将が意気込むのも、そして恐れるのも彼にはわかる気がした。ガルダの恐ろしさはここにいる誰だれもが身に染みている。いずれも故郷を奪われた身だ。どこに魔ま道どう士しの目、耳があるかもわからない。

（おれも、変わったか。いや、変わらざるを得んか。剣も鉄砲玉もいまさら恐れるおれではないが、魔道は、いささか勝手がちがいすぎる）

『ガルダ軍』とひとまとめに呼称されてはいるが、これらはもはやいうまでもなく、ガルダが進軍していく先々で兵を吸収して膨ふくれあがったものである。タウラン中央ではほとんど姿を見ない山地族もいれば、最初にガルダの標的となった都市国家ラケキシュの兵がいて、同じく陥落させられた都市フグルム、エイメン、そしてカダインの兵たちがいる。

　戦いとなれば、ガルダに命じられるがまま剣を振りかざし、死地へと身を投じるものの、いったん戦いがおさまってみると、厳きびしく軍規が課かせられているわけでも、当然高い士気でまとまっているわけでもない。ヘリオ陥落の際には、傭よう兵へい団だん『赤あかい鷹たか』に混じって、市民への略奪行為に加わる者たちも大勢いたという。

（戦国の世であっても、このようなことはなかった）

　戦いに明け暮れてはいても、ゼルド人には強い同朋意い識しきがあった。略奪や虐ぎやく殺さつなどがまったくなかったとはいわないまでも、軍が秩序を失えば、市民に累が及ぶのはわかりきっていること。モロドフとて、いままでいくたびも国の興こう亡ぼうを目にしてきたが、彼はいつも厳しく自分を、そして仲間を律してきたつもりである。

（弟に武人の教えを説いてきた自分までもが乱れては、弟にも、故国にも顔向けできなくなるわ）

　モロドフは、だからカダイン時代からの部下は厳しくいさめてきた。いいかえるなら、いかに歴戦のモロドフといえど、これほどに膨れあがった軍勢をまとめることはできずにいる。

（数こそ多い。そして故郷や家族を救うためと、その意気込みも猛烈なものだ。ただ、この軍はもろい）

　モロドフにはそうした実感がある。だからこのままの突とつ撃げきなど到底許可できなかった。チェリクとの挟撃であればこそ、タウーリア軍を押しつぶすこともできよう。

　と、前方にあった森を透かして、陣に灯ともっていた灯の数々が動くのが見えた。大勢の声がわあ、わあっと潮しお騒さいのように聞こえてくる。

　チェリクが打って出たのだ。




　チェリク軍が門もん扉ぴを開いて押し出してきた──との伝令を受けたであろうタウーリアは、当然迎撃の態勢となった。森を通して、大勢の気け配はいがざわめいているのをモロドフは肌身で感じた。

（よし。これで、敵も前へ出る。退路を断つならいまだ）

　カダインの赤竜と呼ばれた男の背後で、こちらの軍勢も一気に緊きん迫ぱくの色を帯びる。数々の将が、モロドフの左右に馬を並べてこようとするのを、モロドフはあえて手で押しとどめた。なかには名のある者も多い。むっとした顔になったが、

「そのほうらは森を迂う回かいし、五百の兵に当たれ。チェリクとぶつかるころあいを見計らって、われらカダイン部隊が森を突破し、先せん鋒ぽうをつとめる」

　モロドフはきっぱりといった。「なにっ」と先ほどモロドフを笑ったラケキシュの将が喰くってかかろうとしたが、

「手柄を横取りするなとでもいいたいか。では聞くがな、この戦いにどんな手柄があるというのだ」

「──」

「魔ま道どう士しに脅され、いわれるがままに剣を振るわねばならないようなこの戦地に、名誉も、栄光も、勝利すらあるものか。たとえアークスその人を討うったところで、いったいどのような名声が得られよう。むしろ魔道士の操あやつり人形だと後世まで罵ののしられるだろうよ」

「モロドフ」

「どのみち、大軍では森を突破できない。まずは少数で森を抜け、敵をかく乱する。その上で退路を潰つぶされ、前方からはチェリクが来るとあっては、敵も身動き取れまい」

　声こわ音ねこそ静かだが、それだけに迫力がある。モロドフの苛か烈れつな戦いぶりは多数の将も知るところだ。結局、従うこととなった。

　大勢の将兵たちが森を迂回する道へ馬首を並べるあいだ、モロドフは十数名の騎き馬ば武者を選抜して森の手前に伏せさせた。辺あたりが明るくなりはじめ、長くのびてきた木々の影かげがモロドフの顔にかかる。竜をかたどった兜かぶとの下で、モロドフの目にも深い影が落ちた。

　いよいよタウーリア陣地のほうで人馬の動きが活発になりはじめた。牽けん制せいのためだろう、銃声が一発、ぱあんと早そう暁ぎようの空に響ひびきわたった──。

　と、

「将軍！」

　副官が驚おどろきの声をあげた。モロドフは部下たちに「ついてこい」と声をかけるでも、もちろん一軍に号令を発するでもなく、突然単騎で馬を飛ばしたのである。

　森へと突入したモロドフの馬は、樹じゆ木もくのあいだを疾駆した。のぼりかけた陽ひが、木々の葉を透かして緑みどり色いろの淡い光を投げかけてくる。

（終わらせる）

　兜の下での形ぎよう相そうも凄すさまじく、モロドフは馬を駆り立てた。自身がラケキシュの将にいったとおり、この戦いには名誉も勝利もない。いかに自分たちだけは清せい廉れん潔けつ白ぱくであらんと胸を張ったところで、意に沿わぬ戦いを強いられている時点で、武人としての魂は汚れているのだ。

　ならば、一刻でも早く終わらせるしか道はない。アークスを獲とり、民たみを解放させるのだ。

　もしこれでガルダが約束をたがえて、民は囚とらわれたまま、兵たちも脅され、また新たな戦いに向かわされるというならば──、

（そのときは許せ、わが妻、わが息むす子こ、わが娘、カダインの民。それに……、リマ姫。おれは全軍を駆ってでも、ゼル・イリアスに攻めのぼろう。赤竜のこの髭ひげを返り血で真まっ赤かに染めることを約束しよう。たとえそれがそなたたちの犠ぎ牲せいによって流れた血を意味するものであっても）

　モロドフは森を抜けた。思惑どおり、チェリクが出たことで警けい備びの一端が崩れている。走り抜ける一いつ瞬しゆん、こちらをぼんやりと仰いだ若者の顔が見えた。歩ほ哨しようのひとりであったろう。その頭が首から離はなれ、宙を舞まった。最初の血を吸った槍やりを改めて身構えて、モロドフは突とつ撃げきをつづける。

　やや盛りあがり、高台になった場所に、灯がいくつか掲げられている。中央にはためいているのはタウーリア国旗。ゼル・タウラン国と同じ意い匠しようのものだ。

　そこに床しよう几ぎを出して座している男の姿が見えた。

「アークス・バズガン！」

　叫んだのは、せめて武人として示した最後の矜きよう持じである。騎き馬ばの猛烈な接近に遅ればせながら気づいたタウーリア人たちが、剣や槍を手に群がりかかろうとしたが、モロドフの突進の前にたやすく弾はじき飛ばされた。

　あわてふためいたアークスが床几の上から転げ落ちた。モロドフは馬の脇わき腹ばらを鋭するどく蹴けって、槍の狙ねらいを定める。ぐんぐんと敵の姿が迫り来る。アークスは剣を手に取ることもできなかった。鮮せん血けつが散った。モロドフの馬が高台を通り抜けようとしたときには、地面に這はいつくばったアークスの首から上が消えていた。

　しかし、

（ちがう）

　モロドフは胸に激はげしい違和感を抱いた。『あれ』はアークスではない。なんというのだろう、狙いを定めたとき、そして実際に首を刎はねた瞬間、伝わってきた敵陣地の空気が、あきらかに予想のそれとは異なる。

　ならば──、と左右に馬首を巡らせかけたモロドフの姿に、ぬっと巨大な影かげが投げかけられた。

　振り仰いだ彼の目に、大型竜ソゾスの姿が映し出された。




「おう」

　このときソゾスの背で声をあげたのは、タウーリア軍軍師ラバン・ドウである。枯れ木にも似た細い体格をした老人だが、見事な手腕で竜を操あやつっている。

「よもや、カダインの赤竜か。これは存外に大物が釣れた釣れた」

　竜の背に組まれた櫓やぐらで手を叩たたきながらも、ラバンが言葉ほど浮かれた様よう子すでないのは、『釣れた』のも結構だが、実際は『釣れなければ』もっとよかった、という状況であったからにほかならない。

　ラバンは竜数頭を統率して、チェリク攻略の準備をしているところだった。実際の陣地よりも後方で火を炊たいて、囮おとりの『本陣』をつくりあげていたのは、敵の奇き襲しゆうに備えてのことだ。だがそれは万が一、チェリクが少数で森を抜けてくるのを想定していたものであった。

　そしていま眼下にモロドフの姿を見たとき、

（しまった）

　激はげしい後悔がつきあげてきた。相手は、ヘリオから進発してきたガルダ軍だろう。タウーリアを空にしておけばそちらに向かうものとラバンは見ていたが、よもやチェリクの援軍に駆けつけてこようとは思わなかった。となれば、森を抜けてくる部隊だけでなく、敵はさらに大軍団を擁ようしているはずだ。

（だが？）

　それにしても敵の動きが速い。敵がタウーリアを狙ねらうにしても、チェリクとこちらとの交戦がヘリオに伝えられたあとだと思っていた。ということは、こちらの動きは敵に筒抜けだということなのだが、たとえそう考えたにしても腑ふに落ちない点はまだある。

　速すぎるのだ。

　位置関係からすれば、タウーリアからこちらの軍が発たったとほぼ同じ時期に、敵もヘリオを出たことになる。ラバンは今回の進軍に関しては慎重すぎるほど気を配った。タウーリアへの人の出入りを厳きびしく制限し、おそらくタウーリアの民たみさえ間もなく出陣だということはわからなかったのではないかというほど、ひそかに準備を進めていた。

　それを、なぜ──とは、いま考えても仕方ない。

　ラバンはソゾス三頭を押し出した。そのときには、モロドフの突とつ撃げきにつづいてカダインの騎き馬ば部隊も『本陣』に迫っていたが、大型竜が地面を揺らす勢いで走ってくると、馬のほうが怯おびえて散り散りになる。しかしただ一頭、モロドフの馬のみが、あたかも乗り手の魂が乗り移ったかのように、突撃の勢いもそのままにソゾスの周囲を駆け巡っていた。

「アークス、どこだあ。出てこい！」

　竜の吠ほえ声ごえにも劣らぬ大だい音おん声じようで、モロドフは叫んだ。ぴゅっと頰ほおを矢の一本がかすめたが、そんなものは気にもしない。

「て、敵だ」

「チェリクの奇襲か」

「赤竜だぞ！　カダインの赤竜だあ」

　騒さわぎに気づいたタウーリア軍が、槍やりや銃を並べて防御の構えを取った。この先にある、偽物ではない本陣への備えだった。

　だが、

（退ひくしかあるまい）

　モロドフの勢いに招かれてか、一時は散りかけたカダイン部隊もまた、再さい突とつ撃げきの気け配はいを見せている。

　ラバンの機きを見る目は確たしかだ。そして決断も速い。

　ヘリオから全軍が出てきたのなら、数はこちらと匹敵する。加えて、前面にはチェリク軍。どう考えても戦況は不利だ。ラバンは手を打ち振って、むしろ本陣を守ろうと駆けつけてきた兵士を追い払った。

　代わりに新たな合図を送って、弟で子しの竜丁たちに檻おりを開けさせ、数頭の小型竜フェイを野に放たせる。

　こうして竜を用いて時間稼かせぎをしつつ、アークス本隊を東に移動させ、また竜をしんがりにして敵の追い足を止める作戦だ。が、おそらくは敵の大軍もこちらの退路を潰つぶしにまわり込んでいるはずだった。アークスを目前にした敵が、ちょっとやそっとで勢いが削そがれるとも思われない。おそらく──いや、ほぼ確かく実じつにしんがりは全滅するだろう。

　このわずか一いつ瞬しゆん、ラバンは死を覚悟した。すでに自分でも正確な年ねん齢れいのわからないラバンではあるものの、彼はいつ自分が死んでもよいなどと思ったことは決してない。いついかなるときに死を迎えようとも、それはラバンにとっては道半ば。果たさねばならない夢、理想、目的は星の数ほどあった。

　が、ここでアークス・バズガンが討うたれれば、タウーリアは、いやタウーリアどころか、西方すべてはガルダの手に落ちる。ラバンにとってもっとも失ってはならないもの、それはアークスその人なのだ。夢も理想も目的も、すべてバズガン家の正統あればこそ。

「ふん」ラバンはいつも眠たそうにしている目をやや細めた。「まだまだお教えせねばならんことも山ほどあったが。仕方ない、教育係は別の誰だれかに譲ゆずることとしよう」

　それもこれも、まずはこの奇き襲しゆう、最初の勢いを殺してからだ。ラバンは伝令を走らせようとしたが、ただ一いつ騎き、竜にも怯おびえず駆けまわるモロドフがその隙すきを許さない。なにもかも規格ちがいの将だ。ラバンは内心で激はげしい憎悪と、それをも上まわる賞しよう賛さんとをこの敵将に送っていた。

　そのモロドフもまた、死は覚悟の上だった。アークスの首さえ獲とれば、彼らの勝利。背中を見せるより、ここはむしろ奥へ割って入る手だ。敵陣深くへと飛び込めばタウーリア得意の竜も使えない、という計算もあった。

　ラバンはソゾスを駆り、また櫓やぐらの上からひっきりなしに合図を送っては、フェイを誘ゆう導どうしてモロドフを追い詰めようとするのだが、人馬一体、フェイが間近で跳びかかろうと、ソゾスの歩みが大地を揺らそうと、将も馬もまったく動じずに駆けつづける。

（いかん）

　さすがの軍師ラバンの顔にも焦りが浮いた。

　モロドフは追いかけてくるソゾスを背後にしながら、銃弾を放った兵士を飛び越えて、左右から迫った剣も槍やりもいっしょくたに斬きり落とし、そして人波が右往左往するなか──、縦たてに割った敵兵の兜かぶとの向こう、ついに獲え物ものの姿をとらえた。

「そこにおったか、アークス・バズガン」

　名前を呼ばれた大柄な男が、佩はい刀とうに手をかける。周囲には槍の穂先が、手にした兵士と同じ数だけきらめいていたが、この突とつ撃げきの勢いならばひと息だ。モロドフが戦場中に轟とどろきわたるほどの声をあげて、前のめりの姿勢になった。

「殿！」

　ラバンも後ろから追いすがろうとするのだが、瞬しゆん間かん、ソゾスの首筋が黒っぽい血を噴ふきあげた。もっとも鱗うろこの弱い箇所に、奇跡的な確かく率りつで敵の銃弾が突き立ったのだ。

　竜の巨体が横に傾かしいでいくとともに、ラバンの身も櫓やぐらの上から放り投げられた。

「もらったあ」

　モロドフの双そう眸ぼうに、勝利の確かく信しんが輝かがやきとなって宿った。それは滅びの色をしていると自分でも思った。アークスが死に、タウーリアもが落ちてしまえば、もはや何者にもガルダの侵攻は止められまい。

（これが）

　ゼル・タウランより数えて二百年余り。

　これが、西方タウランの末路であった。
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　風を、射さし染めた陽光を、渦巻くいく多もの叫びも裂いて、モロドフは突進した。

　アークスも剣を引き抜いてはいたが、時すでに遅い。モロドフの掲げた槍はもはやその首を貫ける位置にあった。

　滅びの一撃、ついに解き放たれる。と──、その直前になって、モロドフの耳に意外な物音が飛び込んできた。

　銃声だ。

　もちろん戦場においては意外なものでもなんでもない。それも、モロドフの位置からは遠かった。弾が当たるとも思えないほどだったが、それだけに整せい然ぜんと鳴り響ひびいたその銃声に違和感がある。

　味方の部隊が敵の歩ほ哨しよう隊たいにかかっていくには早すぎるはずだ。となると、

（敵の待ち伏せか？）

　偽者のアークスを後方に配して囮おとりの陣をつくりあげていたことといい、一いつ瞬しゆんモロドフにはこちらの動きすべてが敵に誘われたものではないかと思えた。目の前のアークスとて、またもや影かげ武む者しやかもしれない。

　いってしまえば、モロドフは冷静でありすぎた。長年、将として多数の兵を率いてきた彼は、突とつ撃げき戦せんのさなかにおいても目と耳を周囲に配っており、そのためこの一瞬、槍やりの勢いがわずかに削がれたのである。

　そしてその一瞬にアークスの剛剣が地上から閃ひらめいていた。

　馬上のモロドフと地面のアークス、双方の中央で火花が立った。




　このとき、大挙して森を迂う回かいしようとしていたガルダ軍は、突如として、横あいからの攻撃を受けていた。

　モロドフが耳にしたのと同じ銃声が鳴なり響ひびき、数多くの騎き馬ば武者がばたばたと馬上から振り落とされる。他ほかの馬も棹さお立だちとなり、兵たちに動揺が伝わったころに、今度は馬ば蹄ていの響きが押し寄せてきた。

「てっ、敵だ」

　側面から、正体不明の騎馬隊が突撃をしかけてきたのである。その勢いは矢のごとく、「敵」とひとりが叫んだときには、先頭を駆けてきた騎兵がガルダ軍兵士二、三人の胸を槍で貫いていた。

　ガルダ軍は数こそ多くても、それぞれの国出身の兵たちがひとかたまりになって行動しているに過ぎない。突然の出来事への対応は鈍にぶく、またモロドフが見たとおりにもろかった。

　ある者は馬首を翻ひるがえして森から遠ざかろうとし、ある者は突撃に巻き込まれて落馬、あるいは槍で貫かれて絶命、そしてある者は前後の判断を失って、横あいを通り過ぎた敵騎兵に追いすがろうとし、背後からの剣で頭を刎はねられた。

　この襲しゆう撃げき部隊を率いていたのは、ヘリオの騎竜隊隊長ラスビウス。数にして、およそ五百。

　本来は小型竜、中型竜を率いての作戦行動がもっとも得意な男だった。ヘリオには現在竜が残っておらず、やむなく馬での出陣となったが、それとて並大抵の騎兵では遠く及ばないほど高い技量を持つ男である。

　先頭で突っ込んでいたラスビウスが、くるりと向きを変えてガルダ軍にふたたび正対したとき、血の色をまじえた土煙がもうもうと立っていた。

「落ち着け、落ち着け！」ラケキシュの将が、棹立ちになる馬をいさめながら怒声を飛ばした。「敵の数などたいしたことがない。おれにつづけ」

　決して士気が高くないとはいえ、さすがにそれぞれの国で勇名を轟とどろかせた将たちが多数いる。おのおの部隊をまとめて、ラスビウス隊へ攻撃をしかけようとした、その矢先。

「ぐあっ」

　ラケキシュ将の隣となりにいた兵が、頭を撃うち抜かれて馬の背に伏せった。その血しぶきを顔に浴びて、将が驚おどろきの声をあげる。

「な、なんだと」

　今度は背後からだった。

　白い衣服を風にはためかせてあらわれたのは、ピネペー族の一団である。そのほとんどが銃を肩づけにしながら走ってくる。馬上での射しや撃げきを得意とする遊牧民の一派だった。

　おびただしい銃声とともに、しばし彼らの肩口が白い硝煙で煙けむった。陣形も組めず、ばらばらになっていたガルダ軍の兵たちが面おも白しろいように倒れていく。

　接近するにつれて左右に広がったピネペー族の背後から、つづいて、剣や槍やりを振りまわす新たな騎き馬ば部隊が姿を見せた。

　これを率いるのは、顔の半分以上を仮面で覆おおった剣士だった。

　銃撃で崩れ立ったガルダ軍の、その中央を突っ切る勢いで駆けてくる。暁あかつきの光にきらめく剣、槍、槌つち。ガルダ軍兵士はなすすべもなく左右に切り倒され、馬に撥はねられていく。馬ば蹄ていの響ひびきと絶叫とが互いを喰くらいあい、竜の咆ほう哮こうを思わせる轟とどろきが戦場に満ちた。

「よし、われわれもいくぞ。つづけっ」

　ラスビウスが槍を掲げて部下たちの再突撃を促した。「おお」と応じる騎兵たちを背後に、ラスビウスは躍やく動どう的てきに上下する馬の背に揺られながら、内心にやりとした。

（オルバめ）

　そんな思いがある。

　二段構えの襲しゆう撃げきは、騎馬隊の片方を指揮する仮面の剣士──オルバが提案した策であった。敵に比してこちらの数が少ないことは、ヘリオを発たつ前から十分に予想のできたことだ。だがオルバはあえて少ない部隊をさらにふた手に分けることを具申した。そうすることで、逆にこちらの数は気け取どられにくくなる、というのである。敵にしてみれば、これがあと何回つづくか予想がつかなくなるからだ。

　実際にはこの二段で弾切れであり、ヘリオの部隊は総勢七百にもならない。ヘリオは僭せん王おうグレイガンとの戦いがあったばかりで、街はいまだ混乱のなかにあったため、かき集められるだけの兵を集めてもいまはそれがせいぜいだった。さらには部隊を再さい編へん成せいする間もなかったので、彼らとて受け手にまわるともろい。

　が、モロドフ率いる軍勢も同じ弱点を抱えている上に、実質的に指揮を任されていたモロドフが先せん鋒ぽうにいたことも災いした。

　飛び交う命令はあらゆる土地のなまりが入り混じって、誰だれが誰に下しているものかも判然としない。ラスビウス隊が再突撃したこともあり、オルバ隊はやすやすとガルダ軍を切り裂いて森のなかへと突入した。

　先頭のオルバがすいすいと木々をかいくぐって馬を走らせる。カダインの兵ひとりが横あいから槍やりを突いてきたが、オルバは造作もなくその穂先を斬きり飛ばした。

「進め、進め進め」

　号令をかけつつ森を抜けたときには、ガルダ軍指揮官モロドフが、アークスを目前にしながら、初手を外したところだった。後方へと転がったアークスへ追おい討うちをかけようとするも、わらわらと集まってきたタウーリア兵に阻はばまれる。

「邪じや魔ま立だてするなあ」

　馬上から槍を振るう。猛烈な勢いに、ひとり、またひとりと血しぶきをあげて倒れていくところへ、後方からオルバの騎き影えいが迫った。

　がちっ、と火花が立った。オルバの剣を野性的な勘で喰くい止めたモロドフが、恐ろしい形ぎよう相そうで振り返る。赤い口こう腔こう内ないを見せつけるかのように大きく口を開けて、

「生きておったか、仮面の小わっぱ」

「生憎あいにくと」
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　オルバとモロドフ、騎馬に円を描かせて何度か刺突しあった。地面を白く煮えたぎらせた陽光に、ふたりの得え物ものが輝かがやきを帯おんで激げき突とつする。

　真正面からでは、馬上戦に手て馴なれたモロドフに大きな分がある。しかし周囲にはタウーリア兵がおり、彼らが地上から槍を突き立てようとするさなかでは、さすがにオルバを圧倒するというわけにもいかない。

　さらに、

「カダインの赤竜ともあろう男が、いつまで魔ま道どう士しの片棒を担いでいるつもりだ」

　何度目かに火花が立った直後、オルバはモロドフへと怒ど鳴なりかかった。

「なんだと？」

「いまこそ西方の力を結集して、ガルダを討うつべきときだ。そんなこともわからず、いつまでガルダの奴ど隷れいなどに甘んじている」

「き、貴様」

　ひょいと首を反らしたオルバの眼前を、モロドフの槍やりが裂いた。わずかでも遅れていれば、あっさり首をもぎ取られていただろうという勢いだ。

「貴様などになにがわかるか」

「おれにわかることが、おまえにわからないはずはない」オルバはそれでも嘲ちよう弄ろうをやめない。「いまから部隊を率いて、カダインへと戻れ。あそこは手て薄うすだ。取り戻せる」

「黙だまれ、わっぱ！　人質にされた民たみ草くさがいたずらに傷つくだけだと貴様にはわからんか。それに、カダインの民のみならず、われらが姫君リマ・カダイーンさまはゼル・イリアスにおられるのだ。知ったふうな口をそれ以上利くようなら」

「利くようなら、なんだ。さっきからおまえの槍は風を貫いてばかりだ。それでは鳥一匹落とせまい」

　いいながらも、オルバはいま耳にしたことこそがモロドフの──ひいては、ガルダ軍に属する兵士たちの実情だという理解を得ていた。もちろん、オルバはカダインの事情など最初から知るよしもない。本音を引き出すための芝しば居いでしかなかった。

　ひゅっと肩の上を穂先が飛んでくる。こちらは十から二十もの数で取り囲もうというのに、気を抜いたら手足の一本くらいは簡かん単たんに持っていかれかねない。

「姫ならば、なおのことだ」

「なにっ」

　モロドフの一いち撃げきがオルバの仮面を貫きかける。その寸前、下方から走った剣光がこれを喰くい止めた。

「人質にされた自分のせいで、故郷が魔道士の手下にされている状況を、一国の姫君ならば憂うれえぬはずがない。真の忠誠を示せ、モロドフ。ガルダなどに屈するカダインでないことを、おまえこそが姫君に証明するのだ」

「き、貴様、貴様」

　仮面剣士の勝手ないいように、モロドフの顔が血の色に染まった。もはやアークスを狙ねらい討うつどころではない。標的をオルバひとりのみに定めて、巧みに馬をさばきつつ距きよ離りを縮ちぢめてくる。

　防戦一方に立たされたオルバであったが、そのときにはオルバ隊が隊たい伍ごを組んで、森から抜けたカダイン兵と槍やりを交えていた。タウーリア軍も態勢を整ととのえつつある。さらにこちらの本隊はいまだラスビウス隊に足止めを喰くっているとあっては、

（ちいっ）

　モロドフも新たな決断を余よ儀ぎなくされた。

　いかに数で上まわろうとも、いったん敵の手に渡った勢いを取り戻すのは難むずかしい。まずいことに、もともと援軍頼みだったチェリクの軍勢は、その援軍が不利と見るや、城門を開け放って飛び出てきた勢いもどこへやら、タウーリア軍と剣を交える前から及び腰になってしまった。

「ええいっ」

　最後の最後と念じて振るった槍の一いち撃げきが、オルバの剣をへし折った。それだけに残した未練も凄すさまじく、たぎるような眼光をオルバの目に当てると、手た綱づなを思いきりたぐり寄せて、

「退ひけ、退け、退けえっ」

　血もにじむような叫びを放ちつつ、馬の脇わき腹ばらに蹴けりをくれた。
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　撤てつ退たいの際、決して広くはない森が人波にあふれた。波に溺おぼれて味方の馬に背中をつぶされる者すらあった。剣を振るえば誰だれかの首が飛ぶ、という状況にあっても、モロドフは退路をしっかと見きわめ、槍を手に突進、剣の雨を縫ぬって森を突破した。

　モロドフはそこで森を迂う回かいしかけていた部隊と合流すると、しばし馬を止めて、自らしんがりを引き受けた。味方を援えん護ごしながらじりじりと後退していく。これに同どう調ちようした各国の猛も者さたちが左右に並んだ。敗走が決まったいまとなっても槍は少しも苛か烈れつさを失わず、追おい討うちにかかったラスビウス隊をひとりふたりと屠ほふっていく。

「深追いをするな」

　ついにはラスビウス自らが叫んで味方を制止せねばならなかった。くり返すが、彼らも本来の連携など発揮できない立場である。手柄を得ようとでたらめに襲おそいかかっても犠ぎ牲せいが増えるばかりだ。結局、遠方から鉄砲や弓を射かけるのを主とした。

　相応の効果はあったが、モロドフには傷ひとつつけられず、やがて、彼もろともガルダ軍は砂煙を立てて北東へ向かった。いったんソーマ湖の東端を経由して、エイメン、もしくはカダインへと落ちのびるつもりだろう。

　森の内外に残されたタウーリアの兵士たちは、勝かち鬨どきをあげながら、仲間たちの顔に、ガルダの侵攻がはじまって以来のことをなし遂げた誇らしさを見た。すなわち、ガルダ軍に対する勝利である。

　アークス・バズガンは腰をさすりながら彼らの勝ち鬨を耳にしていた。モロドフの槍やりが眼前にまで迫ったときはさすがに肝を冷やしたが、いまは大きく構えて、兵たちのあげる喜びの声を受け止めている。

　ほぼ時をおかずして、チェリク軍も退ひいていった。

「追ってはならんぞ」アークスは厳げん命めいした。「おれ自らチェリクの門もん扉ぴを堂々とくぐってくれよう。ヤムカもまさか嫌いやとはいうまいよ」

　よい知らせばかりが届いたわけではない。タウーリア軍に出た被害のそのほとんどはモロドフひとりの突とつ撃げきによるものだが、アークスの顔色を曇くもらせたのは、そのなかに軍師ラバン・ドウが入っていたことである。

　竜から振り落とされた軍師は、全身を地面に叩たたきつけられて意い識しきを失っているという。息はあるが、年ねん齢れいが年齢だ。予断を許さぬ状況にあるのは想像がつく。

　速度を重んじての行軍だったため、アークス率いる第一波には非ひ戦せん闘とう員いんがほとんどいない。砲兵や歩兵からなる後続部隊のなかになら医師もいるはずで、後続の到着までは天幕を設けて軍師を休ませておくこととなった。

　そのアークスのもとへ、ラスビウスが赴おもむいた。タウーリアが動いたのは、このラスビウスのもとに保ほ護ごされたボーワン・テドスの書状によるところが大きい。

「さすが、バズガン家の血筋を継がれたお方。ガルダへの最初の戦果をあげるにはタウーリアの協力が不可欠でありました」

「なあに。西方はバズガン家がおさめていた土地だ。それを守るのに、われわれが出張らんということはない」

　そのいいようがややラスビウスの癇かんに障ったらしい、細ほそ面おもてに不快な色がよぎったが、口に出して非ひ難なんすることはなかった。アークスのほうは別段それに気づいたからでもなかろうが、

「ヘリオの義士たちが、ヘリオ奪だつ還かんをあきらめなかったからこその戦果だ。礼をいう」

　そういって握手を求める。ラスビウスは応じながらも、

（不ふ思し議ぎな男だ）

　という顔をしていた。不ふ遜そんな面も、どこか人ひと懐なつっこい面も、矛む盾じゆんもせずに同居している。ラスビウスは声を交わしながら、途中、

（ああ、なんのことはない）

　と思い至って、すこし笑いそうになってしまった。要するに、アークス・バズガンとは子供のようなものなのだ。それも、隣となり近所の子らを集めてガキ大将を気取っているような子供にそっくりだった。

　その後、ラスビウスは部下に命じて、同じ場所にオルバをつれてこさせた。傍かたわららにはシークの姿もあって、アークスはつい数日前にタウーリアを訪れたこの使者の顔を覚えていた。使者、とはいってももともとはタウーリアに雇われた傭よう兵へいであり、さらにさかのぼればメフィウスの剣けん闘とう士しであったとも聞かされて、アークスはやや複雑な顔をした。

　しかしその彼らが、コルドリン丘きゆう陵りようの戦いで敗走したボーワンを最後まで見捨てず、守りきったことには変わりない。ラスビウスにしてみれば、オルバのほうをタウーリア太守に紹介したかったのだが、時間がなかったので、

「あとで一席設けよう。褒ほう美びも授けようが、このような時勢なので、あまり大きな期待を抱いてもらっても困るぞ」

　アークスは冗じよう談だんめかしてそう笑いかけるにとどめた。

　その後、後続を待って、森の周辺で小休止が取られた。もちろんアークスは兵たちに代わる代わる陣形を組ませ、常時周辺に斥せつ候こうを走らせている。ちなみに後続には早馬を飛ばしており、状況を伝えるとともに、彼らのうち三分の一をタウーリアへ帰き還かんさせている。チェリクを甘く見たのではなく、いったん敗走したガルダ軍がタウーリアに目標を変えた場合の備えだ。

　オルバはその間、シークやギリアムといった昔からの顔なじみ、それからタルコットやスタンといった傭兵たちとともにかたまっていたが、

「メフィウスの剣闘士風ふ情ぜいが」

　そんな声がした。聞こえよがしにいったのは、離はなれた場所で歩ほ哨しよう兵へいたちに指示を飛ばしていた男である。装具からして、ヘリオの兵。それも大隊長クラスではあるらしい、てっぺんの尖とがったタウーリア製の兜かぶとには房飾りがついており、右の肩に短めのマントを垂らしている。

「ラスビウスの命か知らんが、調ちよう子しに乗って別働隊の指揮など執りおって。顔もさらせぬ小僧のような男が。いつからヘリオは、奴ど隷れいに頼らねばならんほどの人材不足に陥ったのだ？」

「よう、シークよ」巨漢のギリアムが、自分の耳穴を指でほじりながらいった。「西方なまりの言葉ってのは聞こえづらくていけねえ。これは喧けん嘩かを売られているのかな？」

「よしたまえよ、ひょっとしたら勘ちがいということもあるかもしれないからね」

　シークはその風ふう貌ぼうどおり、女性のような優やさしげな声音で、彼をたしなめるかに見えたが、

「いざ剣を抜いて目の前に突きつけてみたら、『ちがうんです、誤解させてしまったのなら申しわけありません』と泣いて謝あやまられるかもしれない。そういうとき、気まずい思いをするのはわれわれのほうなのだからね」

　なかなか穏おだやかでないことを、こちらも聞こえよがしにいう。シークには珍しいことだ。当のオルバはというと、なにもいわず、ただチェリクのある方角へと顔を向けている。考えごとにふけっているときの癖くせで、一点を見つめたまま身動きせず、瞬まばたきすらろくにしない。

「あの男の名、知っているぜ」

　あとになって、タルコットがこっそり小声でいった。

「確たしか、ヘリオの歩兵隊大隊長のスルール・ワイリム。虫の居所が悪いみたいだが、あまり挑発すんなよ。見た目以上にはできる男らしいぜ」

　そういいながらも、目つきはどこか事態を面おも白しろがっているふうでもある。

　ともあれ、それ以外には何事もなく、後続も無事本隊と合流した。アークスが腰をあげようとした矢先に、伝令が駆け込んでくる。報告を聞いて、

「ようやく来おったか。本気でこちらから乗り込まねばならんのかと思っていたが」

　太い鼻息を噴ふいた。

　チェリクからの使者が来たのである。




　一方──、

　遠く離はなれたタウーリアにおいて、

「なに」

　ラスワン・バズガンが、酷こく薄はくそうな顔に驚きよう愕がくの表情を貼はりつけていた。

「それはまことか」

「はい──」

　答えた老魔ま道どう士しは、両の掌てのひらを胸の位置に掲げ、そこに奇妙な形をした水晶球を載せている。角が生はえ、やや鼻はな面づらののびた頭ず蓋がい骨こつのごとき形状だ。それを覗のぞき込みながら、

「ヘリオからわが軍勢が発たった直後、そのヘリオが王家の兵によって奪だつ還かんされた模様。そこからタウーリアを救援する部隊が駆けつけたらしく、おそらくモロドフ率いる軍勢は挟きよう撃げきされたでしょう。結果がどうなったかまでは見えませぬが、あるいはモロドフが退しりぞけられた可能性もあります」

「なぜだ」

「ラスビウスなる男が、部下とともにベルガナ山さん嶺れいに潜せん伏ぷくしていたようで──」

「ちがう！」いかにも癇かん症しような表情になって、ラスワンが吠ほえた。「なぜ、ヘリオ陥落の報を、モロドフの部隊に伝えられなかった。おまえらはたとえ距きよ離りが離はなれていても、たちどころに意思の疎通ができるのではなかったか。援軍が後ろから来るのがわかっていれば、モロドフとて動きようはあったろう」

「モロドフの部隊に、われらの仲間が同行していなかったがゆえでございます。こちらも数が限られておりますれば」

　魔道士の答えは簡かん潔けつだった。そこには、焦りも、後悔も、そして謝しや罪ざいの意思もない。ラスワンの唇が震ふるえたが、

「急がぬことです」

　老人の声こわ音ねは冷たい。怒りに頭が沸ふつ騰とうせんばかりだったラスワンを、一いつ瞬しゆんにして凍りつかせるほどに。が、彼も実の父にすら刃やいばを向けようと覚悟を胸に抱いた男だ。ぐっと眉み間けんに力を込めて相手をにらみつけた。

「機きを逸しては、なんにもならぬぞ。おまえらにどのような魔ま道どうがあろうと、歴史をも動かす時機というものは、そうたやすく──」

「左さ様よう。時機がなにより大事」魔道士はラスワンの言を遮さえぎった。「好機ならばあとでいくらでも訪れましょう。ただし失敗すればそれきりでございます。わが主人ガルダはラスワンどのの力添えに大変期待を寄せておりますれば、どうか短気を起こしてせっかくこれからも訪れるであろう機会を潰つぶしてしまうことがなきよう」

「こ、このまま、西方が手を組んでガルダを吞のみ込んでしまう、ということはなかろうな」

　ラスワンにしてみれば、ここで甘く見られてはなるものかという意気込みがあった。ガルダにいわれるがままタウーリアを手中にして、それで満足できるほどお人ひと好よしではない。太守になった暁あかつきには、西方の大半をおさめるであろうガルダといかに対等につきあっていくかも念頭におかねばならぬと考えていた。が、

（ぬっ）

　ラスワンの表情から激はげしさが削げ落ちて、褐色の肌からうっすら血の気が引いた。

　魔道士は何もいわない。ただ、笑ったのである。それも、声なき笑いだった。

　やや経たってから、

「急がぬことです」

　魔道士はくり返した。結局、ラスワン・バズガンはタウーリアでの行動を延期せざるを得なくなった。すっかり夜明けを迎えたタウーリアの街路を窓から見おろしながら、依然事情を知らない兵士たちに通達がいき届いていなかったことが、まだしも運が残っている証拠でもある、と、ラスワンは自らにいい聞かせるしかなかった。
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「ガルダに騙だまされていたのだ」

　チェリク城内にて設けられた席上で、国主ヤムカ二世は涙をこぼさんばかりに訴えた。

　招かれたのはアークス、それと兵団長が数名。ヘリオを代表してはラスビウスと騎き竜りゆう隊たいの副官。

「騙されていただと。それですべての説明になるとは思っていないだろうな」

　席上にラバン・ドウがいれば主君をたしなめるところであったろうが、あいにくと老軍師はいまだ意い識しき不明の状況にある。アークスはいかつい顔に朱しゆ色いろをのぼらせて、

「チェリクとガルダが手を結んでいたのはもはや疑いようもない事実。よし聞こう、いったいどのような甘かん言げんに惑わされれば、兵を動かしてわがタウーリアにその剣先を向けようなどと思えるのだ？」

「タ、タウーリアと事を構えようなどと思ったわけではない。あれは、国境のあの兵は、ヘリオが陥落したと知ったため、国の守りをかためようとしたまでのこと──」

「それにしては、動くのが速かったな。コルドリン丘きゆう陵りようでの戦いが決着を迎える前から、チェリクを出発したとしか思えぬ速さで、国境に兵を布陣させていたはずだ」

　ちくりちくりとアークスは言葉を突き刺す。風ふう采さいのあがらない顔をしたヤムカは、頭髪の薄うすい頭に何度も手をやり、汗を拭ぬぐいながら、

「ガルダ軍が、わたしに脅迫の書状を送りつけてきたのだ。ヘリオを後方より攻めよ、さもなくば次はおまえたちが標的だと。もちろん、そんな脅迫などに屈するこのヤムカではない。われわれはガルダにチェリクの武威を示さんと、兵を動かしたまでのこと。しかしそれこそが奴やつの狙ねらいだったのだよ。アークスどのが誤解されていたように、奴は、そうしてチェリクとガルダがいかにも手を組んだように見せかけて、タウーリアの動きを封じようとしたのだ」

「ほほう」

　室内に入ったときは青白かったヤムカ二世の顔が、しゃべっているうちに赤らんでくるのをアークスはうろんげに眺めた。一応はもっともらしい言葉を並べてはいるものの、

（もしそれがガルダの策だというなら、実に稚ち拙せつだ。チェリクがどう動くかなど、脅迫しただけで読みきれるはずがない）

　アークスは元来気の短い男だが、それを半ば自覚している。ラバンがいないことで、自分の性格が仇あだになる可能性があるということもわかってはいた。

（ちっ。そういうことにしておくほうがよいか。いや、ここはもっと攻め立てて、ガルダの情報を引き出すべきか）

　こういった細かい駆け引きはいかにも苦手だ。アークスが無言になれば、自然、室内は沈ちん黙もくに包まれるしかない。窓の外からは陽ひ射ざしがふんだんに入ってきている。あまりに明るいので、室内に立ち込めた埃ほこりのひとつひとつまではっきり目に見えて、元来、潔けつ癖ぺき症しようの性質があるラスビウスはさっきから仏ぶつ頂ちよう面づらをしていた。

　ヤムカ二世はそんなふたりの顔色を必死にうかがっている。

　ちなみに現在、タウーリア兵はチェリク近郊で陣を張っていた。ものものしい雰囲気があるかというとちがう。ここはアークスのおおらかな性格がよい方向に出た。ヤムカに打診し、タウーリア兵をチェリク側が歓待するという形で小さな酒宴を催させているのだ。チェリクからも要よう職しよくにある人間数名が参加していた。

　チェリクの国民や一兵卒は、おそらく自分たちの国とガルダとのつながりなど知らされていまい、とアークスは踏んでいた。西方は勢力争いが絶えない土地柄であるが、チェリクはタウーリアと同じく、ゼル・タウランが分裂した時点から存在しつづける国である。ゼル・タウラン時代の風習や風俗を伝える国々は、いまも独特の絆きずながあって、たとえば外敵に対しては、たとえ昨日きのうまで戦火を交えていた相手であろうと、すぐさま肩を組んでこれの迎げい撃げきに当たる。そんなチェリク人が、西方を乱すガルダの存在を容易に受け入れようはずがなかった。

　だから、いまヤムカが口にしたように、実際、兵たちには「ヘリオから来るガルダ軍に当たれ」という指示を飛ばしていたのではあるまいか。

　チェリクは今後、対ガルダの重要拠点になる。だからアークスも民たみを傷つけたり、必要以上に警けい戒かい心しんを抱かせたりはしたくなかった。となれば、国主ヤムカ二世に対しても深く切り込みすぎてはならない、ということになる。

（ちっ）

　アークスはまたも小さく舌打ちすると、ラスビウスに、ヘリオでの状況を聞くことで話題を変えた。

　ラスビウスは、エイメンでの敗戦から、国主エラーゴンの戦死、そして国内で起こった内乱といった、ヘリオに立てつづけに起こった不幸を淡々と語った。

「内乱を起こした人物が、ガルダにたぶらかされていたのであろうか」

「いまとなっては確かく認にんしようもありませんが、あるいはその可能性もありましょう」

　その後ラスビウスは、ヘリオに招かれたグレイガンという傭よう兵へい団長がガルダとつながりがあり、コルドリン丘きゆう陵りようの戦いにおいて味方を裏切った話をした。

「グレイガンな」

　アークスがそのときちらりとヤムカを見やると、チェリク国主は激はげしい咳せきをして、そっぽを向いた。

　傭兵団『赤あかい鷹たか』首領グレイガンは、もともとチェリクに雇われていた男だった。それがヤムカと不和を起こし、国外追放の身分になった。その後七百もの兵を率いてヘリオに雇われたというのだが、その経緯いきさつとて不自然だ。ヤムカとガルダとのつながりを考えれば、不和を起こしたのではなく、ヤムカがむしろグレイガンを送り込んでヘリオを内部から壊かい滅めつさせた、と見るほうが自然である。

　となればもちろん、ラスビウスのヤムカに対する感情も穏おだやかならざるものがあろうが、ヘリオ騎き竜りゆう隊たい隊長はその鋭するどい顔つきに感情の色をまじえることはなかった。

　彼も、今後チェリクが担う役目の重要性を認にん識しきしているのだろう。鉄の克こつ己き心しんで自らを律している。アークスは面おも白しろくもない気持ちで、

（チェリクに関しては、あとまわしにするしかないようだな）

　と決意した。すべてはガルダ軍を退しりぞけてからのことだ。そのあとでなら、チェリクとの交渉のことごとくで優ゆう位いに立てられる材料を手に握った、と考えれば多少気分のよくないこともない。ひょっとしたら、ソーマ湖周辺にある豊かな穀倉地の経営権をいくらか握れるかもしれない。

「まさに今日きよう、われわれが迎むかえ撃うったガルダ軍。あれはヘリオに駐ちゆう留りゆうしていた部隊だな。その実態はいかがなものであった」

「ひと言で申せば、寄せ集めの軍勢。しかし皆、ヘリオでそうさせられていたように、民たみ人びとを人質に取られた状態で、ガルダの命令に従わざるを得なかったようです」

「奇妙な話だ。そんなやり方で、たとえ敵対勢力を残らず駆逐したところで、政治がおこなえるはずがなかろうに。ガルダはなにを考えているのだ？」

「さあ、それは。ただ」

「ただ？」

「ガルダの弱点は、まさにそこにあるのではないでしょうか」

　静かに言い放ったラスビウスの、それまで冷たい氷のようだった表情が、内心の感情に溶かされてか、憤ふん怒ぬとも歓喜ともつかないものに取って代わった。

「民にしてみれば、故国が蹂じゆう躙りんされたとて、統治者が変わったとて、その後の暮らしむきがよくなるなら、新たな国の名前にも体制にも馴な染じむもの。しかし政治をおこなわぬ以上、人心は常に怒りを帯びています。国の名を懐なつかしみ、本来の王族が玉座を奪だつ還かんする日を待ちわびて、待ちきれぬようなら自ら拳こぶしを振りあげる。われらヘリオがそうであったように、いまはガルダの占領下にあるカダイン、エイメンなども同じような状況にあるのはまちがいないでしょう。だから、本日われわれが挙げた戦果が、西方に伝わり広がって、なにか大きなきっかけのひとつもあれば」

「ガルダ軍とて崩れ去る」

「そうです」

　両者の、力がこもった会話を、ヤムカ二世だけが居い心地ごこち悪そうに耳にしている。打倒ガルダの計画をさっそく話しあうふたりをよそに、

（憑つきものが落ちた、とはこのことだな）

　他ひ人とごとのように考えていた。

　当然、彼がアークスにしゃべったことなどはでたらめだ。彼はガルダと確たしかなつながりを得ていた。が、本当に『確かな』ものがあったかと問われると、当のヤムカとて首をひねらざるを得ない。なにしろ、彼がガルダと関かかわりを持つようになったきっかけは、いまになっても釈然としないからだ。

　ヤムカがアークスに真実を秘ひ匿とくしたのも、もちろんひとつにはチェリクの今後を考えたということもあるが、表ざたにできない真実の理由は、

（他人に話せば、あまりに馬ば鹿かげていて、笑われるようなこと）

　だったからだ。

　半年以上も前になるだろうか、ヤムカ二世は、ある晩、夢でとある踊り子に出会った。その優ゆう雅がな舞まいといい、濃こい目の美び貌ぼうといい、いままで見てきたどんな女性よりもヤムカの好みにあうもので、あまりに理想の女性像とぴったり符合するものだから、この出会いはきっと竜神さまが定められた宿命によるものではないかと思ったほどだ。

　舞いを披ひ露ろうし終えた踊り子と、ヤムカは夢のなかでまぐわった。その踊り子が、耳もとで、

「殿は、いずれタウランの南半分をおさめられるお方」

　と囁ささやいた。情事を終えたあとの、他愛たわいもない戯ざれ言ごととも聞こえた。が、夢から覚めて、その生々しい余よ韻いんをしばし楽しんでいるうちに、踊り子の囁いた言葉が、ヤムカ二世の半ば忘れかけていた覇は権けんへの欲望を呼び覚ました。

（あるいは、竜神さまの授けられた予知夢ではなかろうか）

　などと考えていた矢先に、とある踊り子の団体がチェリクを訪れた。そのひとりが、

「わたしは殿にお招きいただいた」

　と城の門前に姿を見せたのである。抑えがたい好奇心と期待をもって、ヤムカはこの踊り子を御前に召した。果たして、その姿かたちは夢のなかで出会った踊り子と瓜うりふたつだったのである。

　踊り子は、名をタヒーと名乗った。そのあとのことも、ヤムカ二世には夢のつづきのようで、詳細を思い出そうにもぼんやりとした記き憶おくしか残されていない。タヒー本人も、

「またあとでお伺うかがいいたします」

　とだけいい残し、ヤムカが軍事行動を起こす直前に姿を消してしまった。こうしてもくろみのなにもかもが潰ついえたいまとなっては、

（あれはただの幻であったか）

　とすら思えてしまう。

「しかし解げせぬのは」

　チェリク国主を置き去りにして、議ぎ論ろんは進んでいる。アークスが腕を組んで唸うなっていた。

「奴やつらは空のタウーリアではなく、チェリク攻略にかかったわれわれのほうへと軍を進めてきた。よもやラバンの考えた策がこうもやすやすと見破られたとは考えにくい。であるなら、タウーリアから軍が出しゆつ立たつしたのとほぼ時を同じくして、タウーリアにひそんでいた間者がその情報をヘリオに送ったとも思えるが、しかし、それにしては」

「情報が速い」

「速すぎるのだ。いかなる方法を用いているものか」

　ここでちらりともう一度ヤムカのほうを見たのは、それに関するガルダの情報はないか、という無言の問いかけである。アークスはいっそのこと、

（おい、おまえはどうやってガルダと連絡を取っていたのだ）

　と直接聞きたい思いに駆られていたが、ヤムカがまた青白い顔になってかぶりを振ったところからすれば、詳しいことは彼も知らされていないのだろう。

（使えん男だ。どうして内心も、その用いる技も、正体も知れぬような奴やつを信じる気になったのだ）

　怒ど鳴なりたくもなる。ここはしかし感情を飲み込んで、

「奴らは伝説に語られるような炎や竜巻をもって軍を壊かい滅めつさせたりはせんが、あるいはそれ以上に恐ろしい技を用いる、と考えたほうがよさそうだ」

　そういった。

　こちらの動きが逐一気け取どられる恐れがある以上、せめて数の上で相手を圧倒せねば戦いくさにならない。

（今度の勝ち戦で、他ほかのタウラン諸国がどう動くか）

　それを見きわめる時間が必要なようだった。




　その後、いったんチェリク城を辞したアークスは、ラスビウスとともに酒宴のほうに顔を出した。

　警けい護ごに当たっていたチェリク兵が直立の姿勢をとる。彼らにしてみれば、タウーリアとのあいだにあった誤解が解けた気分でいるのだろう。いずれ正式な和わ議ぎを取り交わすにしても、風前の灯ともしびともいえる状況まで追い詰められかけたアークスにしてみれば、やはり面おも白しろくない。

「こちらへ」

　しばし兵たちと歓かん談だんしたあと、ラスビウスはアークスを別の場所へと導みちびいた。彼はあらかじめ、ともに救援に駆けつけた兵たちのうち数名を選んで、チェリク国内の酒場に案内させている。チェリク側の役人に馬車を用意させると、アークスとともにそちらへ向かうこととなった。

　陽ひは中天に差しかかっていたが、先ごろからどんよりと雲が出ていて、なんとはなしに嫌いやな風が吹いている。

　屈強な兵十数名を背後につれた馬車は、チェリクの表通りにある大きな酒場の前で停とまった。

　チェリクでは女性が働ける場所はごく限られており、他国のように女性店員が給仕することはない。彩の欠けた、いかにもむさくるしい場所に足を踏み入れて、アークスが鼻の頭に皺しわを寄せる。

　ともあれ、店の奥まった場所に、ラスビウスが選んだ兵たちの姿があった。

　いずれもゼルド人ではない。オルバをはじめとした、傭よう兵へいたちだった。




（アークス・バズガン）

　オルバは仮面の奥で、こちらへ近づいてくる男の姿を認めた。傭兵たちが次々に席を立つのにならいながら、やや目を伏せがちにする。

　ここで改めて述べるまでもないが、オルバは以前メフィウス帝朝の皇太子、その影かげ武む者しやとなって兵を指揮したことがある。メフィウス南西と国境を接したタウーリアとも刃やいばを交えており、そのときアークス・バズガンとはじかに顔をあわせていた。

　そのため、ギル・メフィウスとしての『仮面』を脱いだいま、あまり近くで声を交わしたい人物ではない。だから、ここは無言を貫いておこうと思っていたのだが、

「先ほどは時間がなかったが、ボーワンを救ってくれた礼をいうのを忘れていたな。よくぞタウーリアのために尽力してくれた。こたびの勝利、そのほうらの活かつ躍やくによるところも大きい」

「われわれの活躍などではありません」

　自分自身、嫌いやになるほどのタイミングで口を開いてしまっていた。どこかよそを見ているような態度といい、傭よう兵へいとしてはいかにも不ふ遜そんである。

（また）

　とギリアムが顔をしかめるのにも構わず、その場の注目を一身に集めながらオルバは、

「ボーワン将軍を、そしておれたちをも救ってくださったのは、ダンカン隊長と、タウーリアの正規兵たちであります」

　そういった。

　ラスビウスは笑えみを押し殺しながら、

「この者、いささか態度を誤るときがございます。どうかお許しを」

「なに、もとはタウーリアの傭兵であろう。そなたがかしこまることもない」

　アークスはそれでも不満げに眉まゆを寄せ、得え体たいの知れない仮面の男を眺めていたが、

「そうか、ダンカンがな」

　ひとつうなずく。無む論ろん、第五兵団の傭兵隊長ダンカンの死は、アークスにも伝えられていた。

「あれはいい男だった。いずれは傭兵といわず、正規の兵を指揮させてみたかったが」

「ご立派な武者ぶりでございました」シークが頭を下げていう。「われわれ傭兵風ふ情ぜいが、ボーワン将軍を最後までお守りしようと決意したのも、ダンカン隊長のご遺志を預かればこそでございます」

　アークスはダンカンや戦死者のためにか、しばし目を閉じて、それから、

「このような時勢なのでな、嘆かわしいことに、死者を悼いたむ時間さえ惜しい。代わりを立てることをまず考えねばならんのだ。それに、いまはひとりでも多くの人材が欲しいところだ」

　アークスはここへ来るあいだ、馬車のなかで、ラスビウスからヘリオ奪だつ還かんの経緯いきさつを詳しく聞かされていた。そして、ぎょろりとした目で改めて仮面の剣士を見据えると、タウーリア国太守は傭兵たち誰だれもが耳を疑うことを口にしたのである。

「オルバといったな。どうだ、小隊を預からんか」

　またもラスビウスが笑いを嚙かみ殺したのは、さすがのオルバも仮面の向こうで目を白黒させたからだ。

「おれ……いや、わたしが、でありますか」

「そうだ。傭兵を五十人。少なければもっとまわす。銃も新式を十丁は準備できよう。馬も可能な限りまわす」

「な、なぜわたしが」

「褒ほう美びのひとつと考えてもらっても構わんが、それだけではない。傭よう兵へいたちを率いるには、大たい儀ぎや名誉を振りかざすだけでは駄だ目めだ。給金を増やすだけで全員が命知らずの勇士になれるかというとそれもちがう。なにより、求心力のある人物が必要だ」

　それは普ふ段だん、ダンカンが口くち癖ぐせのようにアークスに言っていた台詞せりふだった。それをできる自分は有能だ、と一種ダンカンが自分を売り込むための文句でもあったが、アークスは当時からなんとはなしに納得できるものを感じていた。

「このまま傭兵をやめても今回のことで金きん子すははずむ。が、隊を率いて手柄を立てれば、その倍、いや三倍の金を積つんでやろう」

　誰だれより喜んだのはタルコットだった。アークスからやや離はなれた位置で酒を飲んでいたタルコットは、それを聞きつけるなり、小声で、

「タウーリアの大将は気前がいいや。スタン、どうだ、いい未来が見えそうか」

「こういうのは駄目だよ、兄貴。実際に戦場へいくなり、この目で見ないことには、予感もなにもないんだ」

　一方、オルバは視し線せんをテーブルに落としたままだ。

　メフィウス皇太子の影かげ武む者しやであったころには、当たり前のように大勢の人間に命令を下し、兵を率いた経けい験けんのあるオルバだ。が、もう、はるか昔の出来事のようだ。

（思えば、無邪気なものだった）

　人が聞けば、ずいぶん賢さかしらな物思いにふけっているものだと笑ったかもしれない。だが、オルバにはそうした実感がある。兵を与えられ、動かせる権限に酔いしれて、好きなように戦況を動かしてきた。

　だが、

（兄にいさん）

　アプターで、あの染み入るような夕ゆう陽ひのなか、心しん臓ぞうが止まりそうな思いで見つめた剣つるぎの刻印がいまも忘れられない。墓標代わりに地面へ突き立てられたその刀身には、『ロアン』と彫られてあったのだ。

　ロアンは村から兵士として徴収され、そして戦場で息絶えた。作戦を指揮する立場の者にはおそらく名前など覚えられないままに。

　兵を使う者には、下級兵などはただその数でしか認にん識しきされない。しかし彼らひとりひとりにも家族はある。それまで生きてきた人生がある。いつか、オルバは皇子ギルとしての仮面をまとうことで、そんな当たり前のことさえ見落としかけていた。

　権力者を忌いみ嫌っていたはずの自分が、それと同じ存在になりかけていたのだ。オルバはオーバリー・ビランへの個人的な復ふく讐しゆうを果たしたとき、そうした自己矛む盾じゆんに惑うのが心底嫌いやになった。だから皇子としての地位も未来も捨て去り、ここ西方タウランにまで足を運んできた。

　いままた兵を扱う身分となれば、それと同じことになるのではないか。捨て去ったはずの仮面をわざわざ拾いに戻るような、無様で、矛む盾じゆんに満ちたことになるのではないか。

「どうだ」

　アークスが重ねて問いかけてくる。オルバの目め線せんが上がった。またしても不ふ遜そんな間が生じた。オルバはこのとき、正面からアークスの顔を仰ぎ見ていた。

　かつてこの西方の地においてゼル・タウランを興おこしたヤッシュ・バズガンの子孫。こうしてあらためて見あげるに、皇子として出会ったときとはまたちがった印象のある顔つきだ。

（タウーリアの王。王か）

　居い心地ごこちの悪い沈ちん黙もくがつづいた。アークスの眉まゆがぴくりと跳ねあがる。シークがなにか口を挟もうとしかけたとき、

「お引き受けします」

　オルバは言葉少なに申し出を受け入れた。アークスはにっとして、手ずからオルバの杯さかずきに酒を注いでやる。

　かしこまった態度でそれを受けながら、

（おれはガルダを討うって、いまの戦いを終わらせる。そう決めたはずだ）

　傭よう兵へい隊長ダンカンの死も、ヘリオ王妃マリレーヌが負った覚悟と運命も、直接その目にしてきた。彼自身刃やいばを振るった戦場に、大勢の『ロアン』たちがいた。そしてガルダ軍のなかにいたひとりの若者は、家族を人質に取られて戦わざるを得ないのだといっていた。

　オルバの、ともすれば暗い光を宿しているようにも見えるその目にも、激はげしさを秘めた新たな光が浮きあがっていた。




　　　　３




　西方の風が変わりつつある。

　チェリク近郊での戦いからおよそ半月。タウーリア、ヘリオの連合部隊がガルダの軍勢を打ち破ったという話は、魔ま道どう士しの侵攻が本格的にはじまったときとほぼ同じ衝しよう撃げきをもってタウラン諸国に伝えられた。

　タウーリアとヘリオは改めて同盟を強固なものとし、その二国とチェリクとのあいだでもこれからの友好関係を確かく認にんする書状が取り交わされた。北のアッバス大平原に散らばる各小勢力──ほとんど遊牧民に毛が生はえたていどのものだが──もヘリオに使者を飛ばし、協力関係を結ぶことで同意。さらにはチェリクの国境線であるヌメルダ渓けい谷こくを越えて西、荒地と砂漠の境目にあってタウラン最南端の国家、アルタクからも早馬が飛んできた。

　かつてゼル・タウラン時代の交易路であった街道を、武装した兵士たちが多数、行き来する光景が西方各地で見られるようになった。

　諸勢力の集中しはじめたチェリクも、ガルダとつながりがあったという『噂うわさ』を払ふつ拭しよくする意味でも積せつ極きよく的てきに各地へ声をかけ、ソーマ湖からの恵みによってふんだんに蓄えていた糧りよう食しよくを、駐ちゆう留りゆうする外国の兵士たちに惜しげもなく振ふる舞まった。この半月で、チェリクの巨大な蔵三つ分が空になったともいわれている。

　この間、敵の動きはない。

　ガルダはゼル・イリアスに籠こもったきりだし、カダインやエイメン、おそらく西方の連合軍が動くに当たって最初の標的になるであろう都市国家にも目立った動きはなかった。チェリク近郊での戦いではじめての敗北を喫したガルダ軍は、その統率が乱れつつあるのではないかという噂が飛び交ったが、真相は知りようがない。

　西方の王や軍の指揮官たちは、この間、もちろん数限りない間者や斥せつ候こうをガルダの支配地域に送り込んでいたのだが、そのことごとくが帰らず、連絡のひとつもなかったためである。

　一方、タウーリアの傭よう兵へい小隊長となったオルバは、いったんタウーリアに戻って正式な軍装を受け取っていた。オルバの所属する第五兵団長ボーワン・テドスは現在療りよう養よう中ちゆう。さらには兵団つきの傭兵隊も、隊長のダンカンをはじめ、副隊長以下の各小隊長すべてがコルドリン丘きゆう陵りようでの戦いで戦死。よって隊としてはほとんど機き能のうしていないため、『第五兵団』という肩書きはいまのところほとんど意味をなさないものだった。

　オルバはその代わりに、タウーリア防ぼう衛えいを担っているトゥーン・バズガン将軍の抱える傭兵隊から兵員を補充してもらうこととなり、その傭兵隊長と話しあいの席を設けて、部下の編へん成せいを済ませた。

　総員五十三名。小隊としてはまずまず数が多いほうだ。シーク、ギリアム、タルコット、スタンの名前があるのはいうに及ばず、なかには、ラスビウス隊の見習い隊士だったクルンの名前もあった。

「隊長から追い出された」

　まだ幼さの残る風ふう貌ぼうで、クルンは笑った。当然、彼はタウーリアの人間ではない。国境を越えて彼が傭兵としてやってきたこと自体、西方が変わりつつある証あかしともいえよう。

「しばらくはきみの下で実戦を学ぶといい、とおっしゃられて。このごく短いあいだに、ずいぶん隊長に買われたものだな」

「男たらしなのさ」

　シークがこっそりいった。顔に誇らしさがある。とともに、なんとはなしに不ふ穏おんな空気を漂わせていた。

「まさか手て前めえを『隊長』なんて呼ばなきゃいけなくなるとはなあ」

　そういう意見では、ギリアムとタルコットは一致している。とはいえ、オルバの配下でいたほうが給金はいい。金があるから、毎晩のように飲み歩く。シークが一度同行して、おかしなことに気づいた。

「あのふたり、いっしょにいたほうが酒の席がいいものになるよ」

「なんだ、それは」

　陽ひの暮れかけた練兵場で、オルバは小隊つきの小姓に馬を預けている。いままでオルバの荒々しい乗り方で責めに責められた馬は憔しよう悴すいしきっていた。

「ギリアムはあのとおり気が短い。タルコットはお調ちよう子し者もの。普ふ段だんこそそれほど仲もよくないし、ひとりきりだと酒の席が荒れることも多い。ギリアムはすぐ他人に手をあげるし、タルコットはというと他人をからかってよく怒らせちゃうからね」

「だったら、あのふたりが真っ先に喧けん嘩かになりそうなもんだ」

「そこだよ」シークは満面の笑えみを浮かべた。「酒の相性というのかね、ああいうのを。ふたりいっしょだと、それぞれの悪いところが変に抑えられるんだ。ギリアムはタルコットの皮肉をさも面おも白しろい冗じよう談だんみたいに笑い飛ばすし、タルコットはタルコットで、ところどころで妙にギリアムを立てるようなこともする」

　聞かれもしないのにシークはふたりの関係をオルバに解説した。

　タルコットの軽口を、腕っ節のいちばんいいギリアムが聞き流すことによって、他ほかの者も、たとえ自分を悪くいわれたとしても冗談として受け止めやすくなる。ギリアムのほうも、そんなタルコットの冗談がいちいちつぼにはまるらしかった。

　そうなると、場が荒れずに済むどころか、周囲をも巻き込んで大いに盛りあがるという。シークはそのため、新しくオルバの下についた傭よう兵へいたちを巧みに誘って、毎晩代わる代わるこのふたりと飲みにいかせた。

　傭兵は正規兵に比べれば出自も様々とはいえ、やはりゼルド人が多い。ゼル・タウラン時代より敵対してきたメフィウス人によくない感情を持つ者とて多数いるはずだった。

「口さがないタルコットは、酔えばメフィウス人の悪口もいう。ギリアムが同席しているなかでなら、それもいい緩かん衝しよう材ざいになるんじゃないかな。隊長が仮面の小僧だっていう不満も、彼らのなかで共有し、彼ら自身で発散してくれれば、隊をまとめやすくなるだろう？」

「そうか」

　オルバはそのアイディアを「いい」とも「悪い」ともいわなかった。シークが話し終えると、小姓に、

「もう一頭、馬を」

　と新たな馬を用意させる。シークが呆あきれ顔がおになった。今日きようは日がな一日、こうして馬上槍やりの訓練をしている。

「まだやるのかい」

「モロドフ並みになれるまで、とはいわないが、多少は慣なれておいたほうがいい」

　新たな馬に跨またがって、練兵場を駆け出す。しばしそれを見送っていたシークだったが、オルバの姿が遠くなると、突然大笑いをはじめた。近くにいた小姓がぎょっとして、女のような顔をしたこの傭よう兵へいを見やる。いまのいままで必死でこらえていたような笑い方だった。

「み、見たかい、ぼくがしゃべっているあいだの、彼の顔を」

　などと肩を叩たたかれたところで、小姓には仮面をつけている男の顔など見えようはずがなかった。シークはそれでも涙を流さんばかりに笑いながら、

「ずうっとご機き嫌げん斜ななめだったじゃないか。あれだよ、ぼくのアイディアを、自分が思いつかなかったことが不満でしょうがないんだね。いつもいつも策を弄ろうしている彼だから、新しい部下たちともどうにかうまくやれる方法を考えていたにちがいない。ところがどっこい、恋女房のシークさまがすでにうまくやっていた、ってことさ」




　ひとまず部隊編へん成せいを済ませたオルバは、タウーリアには一週間と滞在せず、同じくタウーリアにいったん戻っていたアークスよりひと足早く、ヘリオへと発たった。

　ヘリオもその位置柄、チェリクと同じように各国の兵力が結集しつつある。定まった住居を持たない遊牧民たちの姿も目立って、さながら街路はゼルド人種の博はく覧らん会かいの様相を呈している。ちなみに遊牧民たちの大半は外がい壁へきの外側で天幕を張って、思い思いに狩りをしたり、訓練をおこなったりしていた。

　オルバ隊は、このヘリオで最初の軍務に服することとなった。コルドリン丘きゆう陵りようからヘリオに至る道のりを護ご衛えいする役まわりである。行き来するのは、兵士ばかりでなく、物資を高く積つみあげた荷に駄だの列、それに大勢の人が集まると見込んでやってくる隊商の数々。

　敵の襲しゆう来らいはない。

　ヘリオ正規軍も警けい戒かいに目を光らせているだけあって、退屈な任務だったが、オルバはその間、隊商が通るたびに声をかけ、彼らからタウラン地方の地図を買った。西方全域を扱ったものもあれば、カダインやエイメンといった都市周辺のみに絞っている地図から、山岳や渓けい谷こくの抜け道を記した、旅人の手書きのものまで、種類は様々だ。

「地図収集家にでもなるのかよ？」ひょいとオルバの手もとを覗のぞき込んだタルコットがからかう。「ああ、前に買ったやつのほうができはいいな。こっちは古い地名が使われているし、見ろよ、添えられた各地の風景画もまずい。おれのほうがまだうまく描かける自信はあるな」

　タルコットは自分でいうとおり、多少の画才がある。街の酒場にいくたび、気に入った女の似顔絵を描いては口く説どいていた。

　ヘリオといえば、メフィウスから国境を越えてはじめて来た日、オルバやタルコットらが揃そろって寄った店がある。ケイという若い女性、それに弟のニルスだけで切り盛りしていた小さな店だ。そこでオルバらは、グレイガン配下である『赤あかい鷹たか』の傭兵と揉もめごとになった。

　ただの喧けん嘩かで終わればよかったが、ヘリオはよりによってそのグレイガンと『赤い鷹』に支配された。それだけに、ケイの店がどうなったか、シークが不安をこぼすこともあった。ひょっとしたら我がもの顔で振ふる舞まう兵たちが店を襲おそい、ケイをさらってしまったのではないか。

　そして久しぶりに立ち寄った店は、出入り口を鍵かぎで閉ざされ、窓から覗のぞける内部もがらんとしていた。全員が悪い予感を抱いたとき、

「あら、あなたたち」

　背後から声をかけられた。赤いスカーフを頭に巻いた女性は、他ほかならぬケイだ。手に食しよく糧りようの入った袋を抱えている。

　聞けば、グレイガンが謀む反ほんを起こして王になった直後から、さすがに身の危険を感じたケイたち姉弟は、店の常連だった雑貨屋の家にかくまってもらっていたという。日常雑貨から、戦場に打ち捨てられてあった剣や鎧よろいをも修しゆう繕ぜんして軒先に並べるその商店は比較的繁はん盛じようしている。

　彼の援助もあって、近いうちに店を再開する予定だとケイはいった。ちなみにその『彼』はケイの隣となりで同じく荷物を抱え込んでいる。

「ほーう、そいつはよかった」

　タルコットが鼻の頭に皺しわを寄せたのは、傍はた目めにも、ケイとその男とがただならぬ関係にあることが察知されたからだ。

　ともあれ、その晩は復旧途中の店で祝杯をあげることとなった。ヘリオ奪だつ還かんの祝い、そしてオルバが小隊長に就任した祝いである。

　終始楽しい酒だったが、タルコットはいつになく酩めい酊ていし、しまいにはギリアムの大きな胸を借りて泣いた。

「驚おどろいた」シークが小声でいった。「彼、ケイには本気だったのかな」

　するとスタンが酒杯を手にかぶりを振った。

「いつだって、兄貴は本気なんだ」

　タルコットとスタンのつきあいは長い。こんな場面には慣なれっこなのだろう。

　そうして一夜を過ごした翌日のこと。

　オルバたちが寝泊りしていたヘリオの屯とん所じよに、珍客が来た。

　客、というより傭よう兵へい小隊への入隊志し願がん者しやである。当然、オルバのところに来るのは筋ちがいだ。オルバはタウーリアの傭兵であって、ヘリオの兵ではない。しかし無む下げに追い返せなかったのは、相手がケイの弟ニルスであったからだ。

　屯所にいたギリアムが真っ先に怒ど鳴なりつけた。

「その足では兵士など向かねえよ。帰って、姉貴の手て伝つだいをやっていろ」

　ニルスは三ヶ月ほど前、エイメンにおけるガルダ軍との戦いに志願兵として参加している。そのときに足を痛めており、いまでも膝ひざから下を引きずって歩いていた。

　が、ニルスは頑として聞かない。荷物をまとめてきたのか、小さな包みを脇わきに抱え、腰には真新しい剣を引っさげて、

「姉ねえさんにもいい人ができた。もう誰だれにも迷惑をかけることなんてない。おれは、こんな街で、姉ねえさんの手て伝つだいをしながら年老いていく一生なんてまっぴらなんだ」

　ちょうどそこへ、外出していたオルバが帰ってきた。仮面を見るなり、ニルスはその足もとにひざまずかんばかりの勢いで訴えはじめた。

「どうするね、オルバ──隊長」

　シークが聞くと、オルバは腰に下げていた剣を叩たたいて、

「ついてこい」

　とニルスを庭へと誘い出した。高い塀に囲まれた、わずかばかりの庭である。

「雇ってくれるのかい」

　ニルスは興こう奮ふん気味にオルバのあとへとつづいた。年ねん齢れいはオルバと同じか、ひとつ上くらいだろう。庭に出るなり、オルバは剣を引き抜いた。

「突いてこい。試してやる」

　仮面越しの静かな眼光と、剣が浴びた陽光とに目を射抜かれ、ニルスの喉のどが鳴った。それとほぼ同じころ、今度は姉のケイが屯とん所じよへ駆け込んできた。弟に負けず劣らず興奮気味に、

「あの子を止めて。戦いになんて、もう二度といかせない。父とうさんみたいになるだけだって、どうしてわからないのよ！」

「まあまあ、落ち着くんだ」ギリアムが広い肩をすくめた。「弟ならじきに帰ってくるさ。ほれ」

　ギリアムが庭への戸口を指し示すと、まさしくそこからオルバが出てくるところだった。つづいて、追いすがるようにニルスが姿を見せた。が、足ばかりか、腕もまともに動かない様よう子すなのでその場に蹴けつまづきかける。息を喘あえがせながら、

「ま、待ってくれ。あんなのは、一方的だ」

「いったはずだぞ。五回突いてこい。それでかすりもしなかったらあきらめろと」

「まだなんの準備もできていなかった。この足なんだ、わかるだろう──」

「戦場で誰だれがおまえの足を思いやってくれる。敵はその足を狙ねらい、味方はのろまのおまえを置いていく。どっちにしろ、なにもできずに屍しかばねをさらすだけだ」

「お、おれは、おれは……」

　オルバに剣を弾はじかれたときに痺しびれたのだろう、腕をだらりと垂らしたまま、両りよう膝ひざを床に落とした。同じ位置に涙が滴したたっていくのを見届けることなく、オルバは背を遠ざけていく。

「馬ば鹿かね、馬鹿だね、あんたは、本当に」

　弟の肩を背中から抱きしめる、ケイの涙まじりの声が聞こえてきた。




　そうして様々なことがあるなかで、西方連合の盟主ともいえるアークス・バズガンはタウーリアで諸々の用事を済ませていた。部隊編へん成せいから兵に持たせる糧りよう食しよくの確かく保ほ、留守にしているあいだの防ぼう衛えいや経済、やらねばならぬことは山とあり、それらすべてを考えていたらおそらくガルダが西方を支配するまでタウーリアから一歩も出られまいというほどだ。

　タウーリアはタウラン地方の東端に位置するため、チェリクやヘリオのように人の出入りが激はげしいというわけではない。だから警けい戒かいに目を光らせる必要もないが、二国のように懐ふところが潤うるおうこともなかった。かろうじて、東のメフィウスとの交易が、ザジ・ハーマンという商人を通じて細々とおこなわれているきりだった。

「剣も鉄砲玉も、この戦いで使いつくしてしまいかねんな」

　ふとアークスがこぼした言葉だが、あながち冗じよう談だんでもない。ガルダを斃たおして、いち早く北との交易路を確かく保ほしないことには、タウーリアばかりか、西方そのものが衰弱し、飢え死にしかねないのである。

　また、アークスが済ませた数々の用事のなかには、ボーワン・テドスへの見み舞まいも含まれていた。

　第五兵団にあてがわれている兵舎の自室で、ボーワンは床とこに臥ふせっていた。主君自らの訪問に彼は恐れ入り、それから、預かった部隊を失い、おめおめと生きのびた自分を恥じた。

　アークスは、

「恥と思わば思え。失ったもののため、いっそうの精進をせよ」

　とだけいい、ボーワンに落涙させた。

　アークスはその後、ボーワンを王宮内にあるもっと広い部へ屋やに移し、王族専用の医師団を配してやった。

　一方、やはりタウーリアの居室において寝たきりになっている軍師ラバン・ドウは、なんとか意い識しきを取り戻し、身体からだのほうも回復に向かっている。しかし肋ろつ骨こつが折れ、腰や背中も痛めているいま、前ぜん線せんへ赴おもむくというわけにはいかない。

　そんなラバンは、アークスが見舞いに来るのを決して許さなかった。

「こんな老人の顔などを見にくる暇がおありになるなら、ご領主として為なすべきことをなさいませ」

　と口では殊勝だったが、アークスにはこの軍師の内心がよくわかっている。要するに、屈辱なのである。主従の関係でありながら、このふたり、師弟関係のようでもあり、親子のようであり、時に意地を張りあって敵同士のような関係になることすらある。

　しまいには、「殿が来れば剣でおのが喉のどを突いて死ぬ」とまでいい張った。その一方で、ガルダと戦うにあたっていくらかの策を書状にしたため、主君に渡してある。

　あわただしく時間は過ぎ去っていき、アークスはまたも馬上の人となって、ヘリオへ向かうこととなった。その見送りに、タウーリア防ぼう衛えいを任されたトゥーンとラスワン親子が立った。

「トゥーン、留守は任せたぞ」

「兄上、土産みやげ話ばなしを楽しみにしておりますぞ。魔ま道どう士しがどのような命いのち乞ごいをしたか、お聞かせくださいませ」

　トゥーンはこのようにいい、息むす子このラスワンはというと、馬上のアークスに一礼したきりだった。だがその目はじっとアークスの腰に吊つるされてある軍配へと注がれている。視し線せんに気づいてか、アークスは何気なくマントでそれを隠すような仕し草ぐさをした。

　このとき、ラスワンの口もとに暗い笑えみが浮かんだのを何人の人間が気づいたか。

　ガルダの侵攻がはじまっておよそ半年。

　西方連合軍の反はん撃げきがはじまろうとしていた。










　三章　魔道士ガルダ
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　タウラン地域が、打倒ガルダ軍の機き運うんで盛りあがりを見せはじめた時期。

　チェリクでの戦いに敗れたモロドフ率いるガルダ軍は、北西のカダインへといったん退しりぞいていた。

　モロドフの故郷でもある。もちろんそれを理由に逃げ込んできたわけではない。敵が北上してくるのを避けられない以上、ここに大部隊をおいて守りをかためるほうがいいというモロドフの判断だったが、カダインに到着してすぐ、ガルダの配下を名乗る魔ま道どう士しがやってきて、

「二千の兵とともにエイメンへいけ」

　という命令を下された。エイメンはカダインよりさらに北、ゼル・イリアスを守る最後の要よう衝しようともいえる都市国家である。カダインにはおよそ千の兵力を残すこととなる。それを聞いて、モロドフは首をかしげた。

（はて）

　エイメンは守るに適した場所とはいいがたい。モロドフにしてみれば、東西を山に挟まれたカダインのほうにより大きな兵力を配して都市防ぼう衛えいに当たりつつ、もし敵が攻めやすいと見たエイメンへ部隊を動かせば遊ゆう撃げきに当たれると踏んでいたのだが、どのような場合であれガルダの命令は絶対だ。

（魔ま道どう士しどのになにかお考えあってのことなのだろうよ）

　ガルダ軍にはいつものことだった。何しろ、勝ち戦いくさをつづけていたときでも、彼らに命令を下すべき部隊の司令官は、いったん敵勢力を制圧したのちは、将や兵士に命令を下すことも指針を示すこともせず、ただ、

「次の進軍の合図を待て」

　とだけ伝えて、あとは誰だれにも会わない。

　待て、といわれたところで、兵たちには何もすることがない。その間、ただでさえ寄せ集めでまとまりに欠いた兵たちは荒れに荒れる。いずれも家族や恋人を人質に取られた身で、その焦りからか、自じ暴ぼう自じ棄きになる者とて少なくないのだ。

　今回は初の負け戦だ。兵たちが魔道士につき従っているのはもちろん先述したのと同じ理由によるものだが、そればかりではなく、得え体たいが知れず、またどのような勢力に対しても勝利をおさめてきた魔道士に対する、ある種畏い怖ふのようなものもあったのも否めない。

（その神通力も弱まった）

　兵たちはますます士気を失おう。故郷のカダインで乱らん暴ぼう狼ろう藉ぜきを働かれるよりは、なるほど、大多数を率いてエイメンへ向かったほうがまだしもだ。

　モロドフは半ば腐ったような気持ちで自分を納得させると、部下たちに再出発の準備をさせた。モロドフ自身は、残されたわずかばかりの時間を利用して、カダインの顔なじみたちに会った。

　いずれも豪胆なカダイン武人らしく、占領下にあるとは思えぬくらいに闊かつ達たつな態度だったが、さすがに顔や言動がややすさんでいる。

　なかに、モロドフの弟ニルギフの姿もあった。『青竜』との異名を持つ武人であり、モロドフとあわせて、『カダインの双竜』とも呼ばれる将だ。モロドフとは腹ちがいで、歳としも十以上ちがう。しかしその風ふう貌ぼう、雰囲気ともによく似ていた。

「兄者！　お帰りになられたか」

　どかどかと足を踏み鳴らし、雷のような声で呼ばわってくる。兄に比べればやや背は低いものの、横幅がある。酒さか樽だるから太い手足が生はえているかのような、そんな懐なつかしい姿に、モロドフの口もとがゆるんだ。

「ああ、負けた負けた。大敗だ」

「おや」

　ニルギフが太い眉まゆを上下させた。

「どうした」

「いや。もっと悲壮な顔をされているかと思っていた。カダインがガルダの手に落ちて以来、ずうっとしかめっ面つらであられたからなあ。それが、今日きようは機き嫌げんがよい」

「負けてどうして機嫌がよいものか。部下も何人か失った。おれはそれほど非情ではないぞ」

「言葉をまちがえたかな。機嫌がよい、というのでなく……精気をたぎらせているといえばよいか。うん、負け戦いくさのとき、兄者がそうしてたぎっているときには、たいがい同じ理由がある」

「ほう、なんだ」

　そのときには両者甲かつ冑ちゆうを脱いで腰を下ろし、供の者が差し出す馬乳酒を手にしている。カダインの人々は遊牧民気質が高く、生活様式もどこか似かよっている。近くに湖沼地帯があるために周辺は緑に恵まれており、農耕するのにも不自由はないのだが、南方の荒地をわざわざ牧草地に用いて家畜の大群を飼っているのもそうだ。また、遊牧の民たみが代々伝えてきた工芸品は、カダインで文化の爛らん熟じゆくを迎えたといわれるほど、その質が高い。

「兄者が、戦いくさ場ばでよい敵に会われたときさ」

「よい敵──」モロドフはおうむ返しにしてから、「あるいは、そうかもしれぬな」

[image: ]

　ガルダ軍所属となってから、常に勝利をつづけてきたモロドフだった。しかしそれらの戦いで昂たかぶりや喜びを感じたことなど一度もない。ガルダ直属の魔ま道どう士しがひとりかふたり部隊についてきて、司令官代わりとなった彼らの指し示す方向へと軍を進めていく。それだけだ。

　司令官、とはいうが、そもそもガルダ軍は編へん制せいが奇妙だ。何しろモロドフはそれらの男の名前も知らない。フードをかぶり、顔の半分ほどがいつも隠れているものだから、顔かたちすらはっきりしなかった。

「わたしの声がガルダの声、わたしの目がガルダの目と思え」

　魔ま道どう士したちは口くち癖ぐせのようにそういっていた。ガルダの部下であるのはまちがいないが、彼らはいつも進軍先を指し示すばかりで、兵の配置やら作戦に関して具体的に命令することもない。

（おかしなものだ）

　あとのことはモロドフや諸将に任せきりだ。その将たちとて、いうまでもなく、もともとは別々の勢力にわかれて争っていた人間たちなので、軍ぐん議ぎを開いても意見がまとまることなど滅めつ多たにない。

　それなのに、彼らは勝利する。

　圧勝といっていい。

（なぜだ）

　と首をひねるまでもない。どの勢力においても、ガルダ軍が動くその直前、あるいは直後になって、必ずや内紛が起こった。ひとりの将、あるいは後継者争いに洩もれた王族の末子などが、いつの間にやらガルダ軍に与くみして内部から反乱の火をあげる。そこを、ガルダ軍が疾風の勢いで衝つく。モロドフたちは軍馬を、あるいは竜を駆って、突とつ撃げきのおたけびをあげればよかった。作戦もなにも必要ない。

（そんな戦いに、武人としての血がたぎろうはずもない）

　モロドフの兜かぶとは竜をかたどった形をしている。その兜にある角と同じ形状をした皮袋で酒を飲みながら、齢よわい五十を超えた猛将は思う。

「確たしかに、少し面おも白しろい男がいた」

「どのような」

　ニルギフが身を乗り出す。兄とは十五ほども歳としが離はなれているせいか、ニルギフはその立派に蓄えた髭ひげや、数々の武ぶ勲くんに似あわず、仕し草ぐさが妙に幼い。いまも、親から昔話を聞かされる子供みたいに目を輝かがやかせている。

「仮面を顔につけた剣士よ。まだ小僧のようだったが、これが使える。頭もまわるようで、おれのいく先々で、ことごとく邪魔をしてきおった」

「ほう」

　戦場での話を弟に聞かせてやりながら、モロドフは、その仮面の剣士にいわれたことを思い出さずにはいられなかった。

（真の忠誠を示せ、モロドフ。ガルダなどに屈するカダインでないことを、おまえが姫君に証明するのだ）

　ガルダ軍赴おもむくところ、必ずや内紛、裏切りがある。ここカダインの場合も例外ではなかった。だがそれは、日ごろの扱いや王の指針に不満を抱いていた将や兵によるものではない。

　リマ・カダイーン王女。

　カダイン王の一人ひとり娘むすめである彼女は、夜ごと、とある悪夢に悩まされていた。その時期、タウラン地域では数々起こっていたことである。ガルダが夢のなかにあらわれては、古代より伝わる怪しげな術で乙女おとめたちを誘惑し、自らのもとに誘い招こうとしていたのだ。

　リマはこのことを父や竜神教の祭司に相そう談だんしていたが、ガルダがまだ本格的な脅威となってあらわれる以前のこと、周囲はただの夢に過ぎないと笑っていた。

　そして時同じくして、カダインへ巡礼者の集団が訪れた。西方の都市都市をまわり、各地の聖堂で祈りを捧ささげている途中だという。だがそれがガルダの遣わした魔ま道どう士しであり兵士たちであった。リマ・カダイーンはその夜、寝床から不意に起きあがると、誰だれにも気づかれることなく門を開いて、彼らを城内へと引き入れた。

　リマの案内で、その父──すなわち王の寝室へと入った彼らは、音もなくカダイン王を暗殺。城内で武具を受け取った兵たちは、カダイン南北の門に詰めていた警けい備び兵へいを奇き襲しゆうすると、この門を開いて、外に伏せていた仲間の軍勢をも招き入れた。

　この間、カダインの軍勢はほとんど身動きも取れないままであった。モロドフもニルギフも、西方中に喧けん伝でんされる武力の十分の一も発揮できぬまま、捕ほ縛ばくされてしまったのである。

　カダインはほどなく占拠された。民たみのうちいくらかはゼル・イリアスへと連れていかれ、残りは兵たちの監かん視しのもと人質にされた。リマ王女はゼル・イリアスへつれていかれたひとりである。

　それ以降、モロドフたちは魔道士たちのいいなりだ。

（あの魔道士を斬きってしまえば）

　そう思ったこととて何度もあった。有志を募って魔道士を殺し、一気に馬首を翻ひるがえしてガルダのいるゼル・イリアスの神殿跡に攻め込めば、こんな馬ば鹿かげた戦いも終わりを迎えるのではないかと。

　しかし、魔道士は戦争のないときはいつもひとりでどこかにこもりきっているように見えて、なぜか軍の内情や支配地域の情勢について驚おどろくほど詳しい。あの魔道士が『ガルダの目』であるというなら、軍の内部にも『魔道士の目』となる間者がまぎれ込んでいるのではないかとモロドフは推察していた。

　となれば、その間者の数や正体を暴あばかぬことには動けない。カダインやゼル・イリアスにいる民人にどのような害が及ぶかもわからないのだ。猛将猛将とたたえられることの多いモロドフだが、ただひたすら敵にかかっていけばよいと思い込んでいるほど思し慮りよの浅い男でもなかった。

「カダインの様よう子すはどうだ」

　戦場での話がいったん終わると、モロドフは弟に聞いた。

「以前とさほど変わらぬ。ただ、ここのところ魔ま道どう士しどもが竜神教の聖堂を改築しはじめた」

「改築？　見かけは変わっていなかったようだが」

「おう。おれもてっきりガルダの権威づけのため、聖堂を派は手でに飾りつけるつもりかと思ったが、奴やつらは内部にあれこれ手を加えておるようだ。奴ら以外の出入りは禁じられておるし、いったいなにをするつもりなのかさっぱりわからん」

「ふうむ」

「ところで兄者、ご家族には会われたか」

　兄の杯さかずきに酒を注ぎながらニルギフが問う。

「いや」モロドフは太い首を左右に振った。「会わん」

「なぜだ。人質とはいえ、兄者が会いたいと申し出れば、あ奴らも無理はいうまいよ」

「おれだけが会うわけにはいかん」

　モロドフはきっぱりといった。カダインの将から一兵卒に至るまで、ほぼすべての男たちが家族を人質に取られている。弟ニルギフの家族などはゼル・イリアスにつれていかれているのだ。そんな現状を思えば、モロドフが自分だけ家族に会いたいと願ねがうはずもなかった。

「兄者」

　と、そこでニルギフが声をひそめた。

「なんだ」

「兄者が現在率いておられるカダイン兵が七百。おれがここで同じく預かっているカダイン兵が五百。ここカダインにいた魔道士たち五人のうち、三人がカダインを離はなれ、なにやらばたばたしている様よう子す。ガルダも、チェリクでの敗戦は予想外だったのだろう。兄者、いまならばあるいは──」

「ならん、ニルギフ」

「なぜだ。間もなく、タウーリアやらチェリク、ヘリオの軍勢がここへ来よう。彼らの進しん撃げきとあわせて反旗を翻ひるがえし、カダインを取り返した勢いで、西方連合軍と合流してゼル・イリアスを攻める」

　ニルギフの目は、戦いくさのただなかにあるようにぎらついた光を放っている。モロドフとて当然弟に劣らずその魂に苛か烈れつなものを抱えている。ともすれば引き込まれそうになる自分を感じながらも、強固にかぶりを振った。

「民たみ草くさが犠ぎ牲せいになる。ゼル・イリアスにはリマ王女も、おまえの家族もいることを忘れるな」

「速さだよ、兄者。敵が民や王女を盾にするような、そんな間を与えなければいい。ひょっとしたら奴らは皆を見殺しにするつもりなのではないかと思われるほど速く、速く、敵本陣へ攻め込むのだ。目の前まで槍やりが迫っているのに、わざわざ人質を引っ立ててくるような愚か者はいまい」

「それは──」

　弟のいうことももっともだ。モロドフは眉み間けんに皺しわを寄せる。敵は魔ま道どう士し。ガルダを名乗る、得え体たいの知れない男だ。いままでも、こちらの常じよう識しきでは計り知れない出来事を数々起こし、そして実際西方の半分までも手中にしかけている。

「それに、リマ王女がなんだというのだ」ニルギフが、兄に対して珍しく怒りを露あらわにして怒鳴った。「ガルダなどに屈し、国を裏切った売女ばいたではないか」

「よせ」

「なぜだ。あれはもうわれわれの知っている姫ではない。本物のリマ・カダイーン王女なら、魔術などに惑わされるものか」

「われらこそ、その魔術などに翻ほん弄ろうされ、意に沿わぬ戦いを強いられている身ではないか。それ以上姫のことをあしざまにいうのなら、おれにも考えがあるぞ」

「兄者！」

　ふたりの視し線せんが激はげしく火花を散らしたところへ、音もなく長衣姿の男があらわれた。カダインに滞在している魔道士のひとりで、禿はげ頭あたまに瘦やせた顔をしている。はっとふたりが戸口を振り返るより早く、魔道士は口を開いた。

「カダインの双竜は、酒に酔われて兄弟喧げん嘩かの最中か。それでも構わんが、いまも戦いくさの最中であることを忘れてもらっては困るな。それと」しゅるしゅるとどこか空気が洩もれ出ているかのような声で、「余計なことは考えぬほうがいい。我らの目、我らの耳は西方一帯に存在する」

　あたかも兄弟の会話を最初から聞いていたかのような口ぶりでいった。さすがにニルギフが表情を改めたが、酒が入っていることもあって、この憎んでも憎みきれぬ魔道士に一いつ矢し報むくいたくなったのだろう、無理にでも笑いかけて、

「その割には、兄者の部隊をヘリオ軍が強きよう襲しゆうすることは見抜けなかったようだな。魔道士の目といえど、頼りにならぬことだ」

　と皮肉った。が、魔道士は肉の薄うすい唇に気味の悪い笑えみを浮かべた。

「そのようなことも時にはあろう。が、われわれの目を決して侮あなどらぬことだ。おお、ニルギフどののお子さまは七つの女の子であるか。娘は男親に似たほうが美しいといわれるが、あなたさまの場合は奥さまに似ておられてよかったですな」

「貴様、なにを……」

「ゼル・イリアスにおられるご妻子は、ひとまず人間らしい暮らしを約束されておられるようだ。しかしわたしがここから声ひとつ投げかければ、その処遇をいかようにすることも可能。一日に二度与えられている食事を二日に一度、いや三日に一度にすることもできようし、母か娘、いずれかを竜神さまの生いけ贄にえにすることとてできよう。おや、娘御がいきなり泣き出されたようだぞ。わたしの気け配はいを感じ取っておるのかもしれぬ。奥方が耳もとで歌を歌ってあやしておられる。これはカダインの子こ守もり唄うたではないな。フグルムのある地方に伝わる唄のはず」

「貴様──」

　今度こそニルギフの顔は色を失い、表情がこわばった。ニルギフの妻子は確たしかにゼル・イリアスにつれ去られている。娘が泣き出すたびに、妻が後ろから抱きしめてやりながら歌を歌って聞かせるのも確たしかだ。さらには、妻がカダインの出身でないことも事実だった。それをこの魔ま道どう士しが知っているはずがない。その目でじかに見、その耳で聞かぬことには。

　魔道士は勝ち誇った顔をするでもなく、ただ、

「モロドフどのも準備を急がれよ。敵はエイメン、そしてこのカダインへと部隊をわけてこよう。カダインの守しゆ護ごはニルギフどの、そしてエイメンの守護はモロドフどのに任せる。カダインの双竜こそがタウランの正しき統治者を守るとあれば、将兵の士気も高まりましょうな」

　と、おまけのようにいいおいて、その場を立ち去っていった。

　ニルギフの拳こぶしが震ふるえていた。怒りのためか、恐れのためか、ともかくモロドフはそれに気づかない振りをして、

「くれぐれも、おれのいないあいだに短気を起こすでないぞ」

　念を押した。

　それから七日後──、オルバがタウーリアへ向かっていたとき、モロドフは馬上の人となって、二千の兵とともにカダインを出、北上した。北は、ゼル・タウラン時代に牧草地として整せい備びされた広大な草原が広がっている。その入り口を守るような位置にエイメンはあった。

　風が強い。

　この時期、西から砂まじりに吹いてくる風はいよいよ勢いを増す。カダインでは西の山地がそれを防いでくれていたが、エイメンを東に望む位置まで北上すると、行軍中の兵士たちの顔に小粒の砂がまとわりついてくる。モロドフは兜かぶとをより目ま深ぶかにかぶりながら、感情を押し殺した顔で馬を進めた。

（不吉な風だ）

　なんとはなしにそう思う。

　西の砂漠は、砂ひと粒ひと粒がこの地で戦いに敗れ、屍しかばねをさらした竜神族の化石がぼろぼろに朽くち果てたものだという伝承がある。

　風は牧草地一帯に吹きわたった。

　そのとある一点、草原のほぼ中央に位置するのがゼル・イリアス。

　廃都である。

　誰だれも踏まぬ間に堆たい積せきした砂が、風で散らされ、そしてまた運ばれてきた砂が敷しき石いしの隙すき間まに積つもり積もっていく。

　幅の広い階段がつづいていく先、この廃はい墟きよでもっとも高い位置に、そこばかりは最近人の手が加えられたと思おぼしき建造物──竜神教の神殿があった。

　砂も掃はき清められ、入り口の門柱も立派にそそり立っている。四方の風景が死と滅びを見せるなか、不気味なまでの生命力を誇示していた。

　そしてそのなかで、

「ガルダさま」

　と呼びかける声があった。




　　　　２




「ガルダさま」

　いま一度呼ばれ、老人は「おお」と振り向いた。

　神殿の内部、そのもっとも奥まった場所である。入り口からここに至るまでは見あげるほどに高かった天てん井じようがぐっと低くなり、巨人が横たわるにふさわしい、大きな寝台にも似た祭さい壇だんが設けてある。そのさらに奥には、竜神をかたどった像が台座の上におかれてあった。

「六十年以上も別の名前で呼ばれていたわしだ。慣なれるまでにはまだ時間がかかるようだな」

　老人は飾り気のない、灰はい色いろの長衣を着ている。腰に金きん糸し織おりの鞘さやに入れられた小剣を吊つるしてあり、両の手首に腕うで輪わをはめているのが数少ない装飾品だったが、もうひとつ、額ひたいに鈍にぶく輝かがやく小さな宝石があった。ただし紐ひもで結ばれているものでも、飾り輪のなかにはめられているものでもない。この老人の皺しわ深ぶかい額に直接埋め込まれてあるかのようだ。

　ガルダ。

　二百年以上も昔から、畏い敬けいと恐怖をもって伝えられてきた名前。そしていま西方で、歴史を語り継いでいたときよりよほど生々しい恐怖と、憎しみとをもって広められているその名前。

　神殿の薄うす暗ぐらい聖堂内に、その人物は確たしかにいた。本人が口にしたとおり、見た目は六十かそこらの、どちらかといえば小柄な老人である。二百年のときを経て現世に復活した稀き代たいの魔ま道どう士し──というイメージにはそぐわない。表情はどんよりと暗く、頭髪は薄く、鼻の下や顎あごから垂れ下がった髭ひげもやや弱々しい。

　数々の都市国家、その石畳を血で濡ぬらし、宮廷の門柱にそれぞれの統治者たちの首を飾りつけているこの男が、魔道士ガルダであった。

「ザファル、タヒー。何事だ。夜明けまでは魔術の準備があるゆえ、戦いくさのことは任すと申しつけたぞ」

「申しわけありません」

　白髪頭を下げたのは「ザファル」と呼ばれた男だ。年ねん齢れいはさほどガルダと変わらない。こちらは背が高く、胸も厚い。髪も髭も立派にととのえられており、ある意味ガルダよりよほどガルダらしい人物とも見える。

　その横に並び、「タヒー」と呼ばれたのは、一転して若い女性だった。二十代前半だろう、褐色の肌にしなやかな身体からだつき、黒い縁ふち取どりを施した目は、常から男を蠱こ惑わくするような輝かがやきに満ちており、宝石や衣装で着飾りさえすればあらゆる王から寵ちよう愛あいを受けるであろう、と思わせるほどの美女だ。

　そのタヒーが、濡ぬれた唇を開いた。

「侵入者がありましたもので、ご報告にあがった次第であります」

「侵入者？　タウーリアからの密偵か」

「いえ。魔ま道どう士しです。おそらくはエンデから遣わされたものでしょう。結界を破ろうとしたところに、わたしどもが仕掛けました。骨の一本、肉の一片すら残さず、灰にしてさしあげましたわ」

　殺さつ戮りくの余よ韻いんに浸ってか、興こう奮ふんに目を輝かがやかせ、喘あえいでいるようなタヒーの表情がなまめかしい。

「魔道王朝の流れを汲くむというエンデの魔道士も、質が落ちたもの。ガルダさまも、あのような地を離はなれられて正解でした。古びたしきたりや掟おきてに縛しばられ、魔素エーテルのなんたるかも理解しない凡人に顎あごで使われるがごとき魔道士など、竜神の伝えるいにしえの言葉も、世の理ことわりの一端すらも、解き明かすことなどできますまい──」

「いや、そうでもないようだぞ」

　ガルダの声が笑えみを含んだ。

　タヒーが意味を問いかけるより早く、ガルダはその右手を掲げて、なにかを放るような仕し草ぐさをした。ザファルとタヒーが並ぶ背後に、ぱっと火の粉が散ったのはその直後。

　振り向いた魔道士ふたりの眼前に、火に照らされ、とある人物の姿が浮きあがった。

「貴様」

　タヒーの美び貌ぼうが、急きゆう激げきに憎悪の色へと染められた。ザファルもすかさず身構える。ガルダが招いたと見える炎の輪わに取り囲まれていたのは、裾すその長い黒衣をまとい、フードを深々とかぶった男だ。

「馬ば鹿かな。この手で焼きつくしたはずだわ」

「いかにも」黒衣の男が口を利いた。「ただし、それはわたしが生み出した『影かげ』に過ぎない。そのていども見抜けぬようでは、ガルダ配下を名乗る魔道士も、かつて西方一帯を席せつ巻けんしたまでの力は失っておられるようだ」

「なにっ」

　ザファルが両手を掲げた。常人には目にすることもできぬ魔素の流れが、その手の動きにあわせて空気を撹かく拌はんさせたが、

「よい」

　押しとどめたのはガルダだった。ザファル、タヒーの両名を押しのけるようにして黒衣の男へと近づく。命令は絶対なのだろう、魔道士たちはあっさり顔から憎悪を取り除くと、ガルダの左右へ退しりぞき、ひざまずいた。

　ガルダが骨ばった指をぱちりと鳴らす。黒衣の男を取り巻いていた炎が瞬しゆん時じにして消きえ失うせた。

「久しいな、ヘズル。エンデ魔ま道どう局きよくからの刺し客かくに選ばれるのがそなたであろうとはな」

「刺客などとはとんでもない。これは、わたしの独断行為であります。かつての同志の晴れ姿をこの目で確かく認にんしたくなったまでのこと」

「相変わらず口が減らぬな、若僧めが。まあよい。ザファル、タヒー、下がれ。この者はわしの客だ」

「は」

「しかし──」

　殊勝に頭を下げたザファルと異なり、タヒーはその目にまだ殺意の残り火を揺らめかしていた。が、ガルダがじろりと一いち瞥べつするとすぐさま一礼し、しなやかな足取りで、ザファルともども聖堂から退去した。

「帰国する際は気をつけよ」ガルダがまた笑いを含んだ声でいった。「後ろからやられかねん。今度は、そのていどの傷では済まぬかもしれぬぞ」

「さすが。見抜いておられる」

　ヘズルは無感動にいうと、かぶっていたフードを手で跳ねあげた。意外にも──というべきか、目鼻立ちのととのった若者である。しかしその右みぎ頰ほおが広こう範はん囲いにわたって焼やけ爛ただれていた。それも、ついいましがたできたばかりのような傷だ。肌の焦げる臭においさえしそうなほどなのに、ヘズルはまったく痛みを感じていない様よう子すで、

「先ほどはああ申しましたが、さすが、ガルダの墓を長きにわたって守り抜いてきた一族だけはありまする」

「情報が速いな。確たしかにザファルをはじめとした魔道士たちは、ガルダ直属の家臣、その末まつ裔えいを名乗っている。が、おぬしを傷つけたあの女、タヒーだけは操あやつる魔素エーテルの種類が異なるようだ。なかなか興きよう味み深ぶかい研究対象ではあるが──、まあそれはいずれ。いまは他ほかのことにかかっている余裕がない。なにせ、わしが生涯をかけておこなってきた研究が、以前とは比べものにならぬほどの次元で実を結ぼうとしておる。これは、エンデではなし得なかったことだ」

「レイズスさまがおこなわれていた研究……すなわち、禁きん忌きの魔道でありますな」

「禁忌などと」

　ガルダは低く笑った。ごく平凡な顔つきをした老人だけに、悪意に満ち満ちた笑えみにはむしろ異様なまでの迫力がある。

「タヒーのいったとおりだ。古い因習に縛しばられては、魔素をもって世界生成の謎なぞを解き明かすなど不可能。人の定めし倫理や道徳は鉄てつ籠かごも同じよ。そこから一歩外に踏み出そうとしなければ、そなたらは永遠に狭い世界にのみ生きる小さき者になってしまうだろう」

　レイズスと呼ばれたとおり、この男、もともとはガルダなどと名乗っていなかった。そもそもゼルド人ですらなく、もとはというとエンデ魔道局に所属していた魔道士である──。




　魔ま道どう、とひと言であらわしても、その実態を理解できる者はこの世にそれほど数多くない。

　この惑星において魔術の基き礎そを築いたのは魔道王朝の祖、ゾディアスだ。ゾディアスは惑星各地に点在していた竜神の遺跡を研究し、そこから発掘した遺跡物アーテイフアクトを用いて、自然現象を操あやつる術を発見した。

　そのために必要なのが魔素エーテルである。この惑星の海水に含まれるとある物質は、気化することでまったく別の性質を帯びて、遺跡物の動力となるエネルギーを供給した。その気体を魔素と呼んだが、すべての海水に含まれているわけではなく、場所によっても含有量は異なっている。また、近年その魔素が枯こ渇かつしつつあるという報告も多数あった。

　かつては人類の天敵とも呼ばれた竜人族を退しりぞけ、この地に千年王国を築くかともいわれたほど栄華を極めた魔術。それもいまや衰退しつつあったのである。

「小さき者は、鋼こう鉄てつに頼って戦争をくり返しおる。なんとも前時代的で、惨みじめなことだ。母星を巣立ってなお、人類は己おのれの殻を破れずにいるのだ。わしは魔術こそが進化のきざはしになり得ると確かく信しんしている。魔道王朝を見よ。どれほどの平和と繁はん栄えいがもたらされたことか。あの時代を復活させるためには、魔術を衰退させるわけにはいかぬのだ。そのための研究が、禁きん忌きとは笑わせおる」

　レイズスは魔道王朝の復ふつ興こうを本気で夢見ていた。残された時間が少なくなってきたと自覚してからはなおのことだ。彼の情じよう熱ねつは日ごとに膨ふくれあがって、ついには魔道王朝時代から受け継がれ、エンデ王家が代々守ってきた遺跡物──魔道器とも呼ばれるそれらがおさめられた宝物倉に忍び込むと、禁書とされている書物の数々を勝手に持ち出しては読みあさった。

　古代の知ち識しきを溜ため込んでいくうちに、レイズスは、いにしえの王朝でも禁忌とされていた領域へと辿たどり着いた。海水以外からも魔素を得られる手段についてである。その記述を目まの当あたりにしたとき、レイズスは心しん臓ぞうが止まるほどの衝しよう撃げきを覚えた。含有量の高い海水ほどの効率性はないものの、ある意味で無尽蔵の資源である。

　それは他ほかならぬ『人間』であった。

　古こ文もん書じよによると、魔素とはもともと人が生きていくために必要な力の一要素であり、誰だれしもが死の瞬しゆん間かん、あるていどの魔素を放出することが確認されているという。また、特殊な魔道器を組みあわせれば、生きた人間からも微量ながらも採取することが可能である。その可能性にいち早く気づいたのは、魔道士ならぬ、人類がこの星へ降り立ったときに天敵として立ちはだかった竜人族であった。彼らはそれゆえ、捕ほ虜りよとして捕らえた人間たちを繁はん殖しよくさせ、魔素供給のため、家畜にしていたという伝承まである。

（これだ。魔術を復ふつ興こうさせるには、これをおこなう他ない）

　レイズスは決意した。ただし禁書には、それさえ読めば方法のすべてがわかる、というほど詳細には書かれていなかった。あとは自力で突き止めるしかない。そのためには巨大な研究施設と、生きた人間の実じつ験けん体たいが多数必要だった。

　エンデ魔ま道どう局きよくはもちろん他国に比べれば設備が充実しているものの、レイズスのこの遠大な願ねがいをかなえるほどではない。それでもあきらめきれなかった彼は、これも無断で、局内にあるもっとも大がかりな研究施設を利用することとした。

　実じつ験けん材料のほうはというと、こちらは局外へ一歩でも出れば、山とあふれていた。どうせこの先命を長らえたところで、星の資源を食いつぶすだけの輩やからだ。老若男女問わず、レイズスはエンデの人民を人知れず誘拐した。そしてそのたびに手持ちの遺跡物アーテイフアクトで効果を試してみたが、いずれも失敗。実験の尊い犠ぎ牲せいになった人間は百を下らない。

　結局、研究をはじめてから一年と経たたないうちに、レイズスの行動は魔道局に露ろ見けんした。その罪状が表ざたにされることこそなかったが──当然、魔道局そのものの存続すら危ぶまれたからに他ほかならない──、エンデ公国から追放されることとなった。

　しかしどのような運命の因果か、それから時おかずして、彼は欲しいものすべてを手に入れた。自由になる遺跡物の数々、二百年前の大魔道士ガルダの研究資料、そして何より、これも自由に手に入れ、消費することのできる豊富な実験材料、すなわち生いけ贄にえの数々。

　レイズスがガルダを名乗りはじめてからおよそ半年。陥落させた都市都市で大勢の人間が実験材料として捧ささげられた。そう、彼らは竜神の生贄になったのではなかった。レイズスの実験のためにその身を、その心を、魂を捧げられたのである。




「ヘズル、おぬしも感じたはずだ。世界中のどこよりも、そうエンデよりも、アリオンよりも、いま現在もっとも膨ぼう大だいな魔素エーテルが渦巻いておるのは、この西方タウランの地よ」

「確たしかに。成果は確かく実じつにあがっておられるようですな」感銘を受けた様よう子すもなく、ヘズルは淡々という。「しかし、わたしもあれこれと『ガルダ』の情報を集めておりましたが、ひとつ腑ふに落ちぬ点が。なぜ、西方各地から、高い身分にある女性たちを集めておられるのです？」

　その問いかけがさも面おも白しろい冗じよう談だんのようにレイズス──いや、いまはまぎれもなくガルダを名乗る魔道士──は、笑った。

「おとぎ話に出てくる悪い魔道士というのは、たいがい、姫君をさらっては高い塔に幽閉しておるものさ」

「確かに」

「おぬしはつまらんな。昔からしゃべりがいのない男だった」

「で、ありましょうか」

「冗談はさておくにしてもだ。これはわし自らが研究して得た知ち識しきなのだが、高い身分にある人間ほど、その体内から得られる魔素の質も高いのだよ。それも女性であればなおいい」

「まさかそのような」

　それこそ冗談だと受け止めてか、ヘズルはかぶりを振った。

「身分の貴き賤せんなど、しょせん人間が定めたものに過ぎますまい。しかも世は戦国乱世。昨日きのうまで奴ど隷れい同然だった男が王になるときもあれば、つい先ほどまで優ゆう雅がな貴族生活を送っていた女が、祖国を失い、奴隷の身分に貶おとしめられることもありましょう」

「心は魂に作用する」ガルダは口の端を吊つりあげ、にっと笑った。「高貴であろうとする心、高貴と他人にあがめられる心、そうしたものは無む駄だではない。心は魂に、そして魂も魔素エーテルに作用するのだ。生まれ持った素質が人それぞれ異なるように、魔素もまた人によって、育った環かん境きようによって異なるといっていい」

「ほう」

「いいものを見せてやろう」

　ガルダが手をあげ、もう一度指を鳴らすと、竜神像のある場所に動きが生じた。

　いつしか、そこに音もなくあらわれたのはひとりの女性。祭さい壇だんと台座のあいだに地下への階段があり、そこをのぼってきたと思われる。薄うすい衣を身に着けたその若い女性は、

「カダインの姫君。およそ四ヶ月前ほど前だったかな。魔素を供給する家畜としては古いほうだ」

　リマ・カダイーン。齢よわい十八の姫君は、かつては花よ蝶ちようよと愛めでられていたであろう高貴な面おも影かげをなくし、奴隷同然に一礼しながら足を畳んで、その場にひざまずいた。ガルダが近づき、ゆっくりと指でその頰ほおを撫なでる。

「姫よ、わしは何者であるか」

「ガルダさま。世界の、そしてわたしの支配者にございます」

「わしの命令を聞くか」

「なんなりと」

　その表情は茫ぼう洋ようとし、起きながらにして夢のなかをさまよっているようでもある。ガルダはいったんヘズルのほうを向いて、

「この女、わしの兵を自国の城に招き入れ、故国を陥落させたのだよ。なにを意味するかわかるか？」

「魔ま術じゆつを用いての洗脳でございますか？」

「そう。だが、人の心を操あやつるというのはそうそうたやすいものではない。その人間に本来備わった本能や嗜し好こう、倫理といったものは意外と頑丈にできておるものでな、それに相反する命令を下しても、一時的な催眠などでは効果がない。そう、たとえば」

　ガルダはリマのほうへと向きなおり、ふたたび柔らかな頰を、その骨ばった指で撫でた。

「わしの命令であればなんなりと聞くといったな」

「はい、ガルダさま。ご命令のままに」

「これより命令を申しつける」

「はい」

「死ね」

「はい」

　ガルダは腰帯に刺していた短剣を鞘さやから抜くと、それをリマの眼前に放った。リマの両手が拾いあげ、切っ先を喉のどへ向ける。呆あつ気けないほど円滑な挙きよ措そだったが、そこでぴたりと動きが止まった。黒い、ぱっちりとした目が短剣を中央にとらえている。肩がわななき、手が震ふるえていた。
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「どうした。わしの命令だ。死ね」

「はい」

　そう答え、確たしかに実行しようとはするものの、剣が喉に届く寸前となると、どうしてもそこで身動きが止まってしまう。リマの震えは抑えがたいものとなり、黒目がちの瞳ひとみからはぽろぽろと涙があふれてきた。

「つらいのだよ、この女」

　ガルダはまたヘズルのほうを向いた。笑え顔がおだ。まるで、子供が遊び場につくった自分の領土を誇るような笑顔だった。

「わしに従おうという意い識しきはあるものの、本能の部分でそれを拒こばんでいる。わしの命令が聞けないのがつらくて仕方ないのだ。わかるか、ヘズル。表層の意識をどれほど掌しよう握あくしたところで、やはり人間、生なま半なかなことでは根底の部分を崩しかえることはできぬ」

「は」

「だからさらってきた女どもは、こうして、時間をかけて魔ま術じゆつを重ねていかねばならぬ。心底から──もっというなら、魂の部分から、わしになにもかもを捧ささげ、わしと一心同体と化すほどに精神を同どう調ちようさせねばならぬのでな。そうすればもっと高い質の魔素エーテルを得られるだろう。が、これは骨の折れる作業だよ。わし以外の誰だれにも任せられる作業ではない上、女どもひとりひとりの記き憶おくをさらって、性根を探り、本質を見きわめて、どこをどう操あやつれば意のままになるのか、どこを改変すればわしに心を投げ出すようになるのか、それらすべてを手探りでおこなわねばならん。まさかガルダを名乗り、こうも大勢の生いけ贄にえを自由にしながら、女の気持ちを知ることなどに労力を割さこうとは、思いもしなかったことだ」

「レイズスさま」

「なんだ？」

「放っておけば、この女、内側から破は壊かいされましょう」

　淡々としたいいようだったが、見ると、リマ・カダイーンは短剣を手にしたまま、なおも葛かつ藤とうのさなかにある。全身が震ふるえ、目は開ききって、唇からは涎よだれが滴したたっていた。「おお」とひとつつぶやいたガルダは、リマの眼前に手をかざした。と、カダイン王女は眠るように目を閉じて、その場に膝ひざを折って前のめりに倒れた。

「せっかく丹念に仕立てた家畜だ。ここで失うのはひとりたりとて惜しい。──が」

　ガルダが宙を掃はくような仕し草ぐさで指を上向けると、リマ王女はふらふらと立ちあがって、あとは声を発するでもなく、あらわれたときと同様に、祭さい壇だんと台座のあいだへと姿を消していった。

「これではまだまだ理想とするほどの魔素は得られぬ。タウランの都市国家など、支配者の血統が三代もつづけば、由ゆい緒しよをもって語られるほどだ。血が薄うすいのだよ。それでは魂も磨かれまい。やはりここは、かつてゼル・タウランを興おこしたバズガン家の血が欲しい。それもほどなく手中にはできようが、わしとて神ならぬ人の身。限られた時間というものがある」

「しかし、レイズス……いえ、ガルダさま。現在、西方のその他の国々がひとつにまとまりつつあるのは無む論ろんご存知でしょう。いかにここで魔素を蓄えたところで、早急に手を打たねば、許されたお時間がいまよりもっと短くなる可能性とてあります。なぜ、敵の好きにさせておられるのです？　たった一度の敗戦でガルダはすくみあがっている、と他の国家群を調子づかせるだけでしょうに」

「まだわからぬか、ヘズル。ここで魔素を蓄え、練りあげることこそ、奴やつらに対する『手』にほかならぬ」

「と、申されますと」

「ここの復旧を先に済ませたのは、ガルダの本拠地として見栄えを優ゆう先せんさせるためなどではないぞ。この神殿そのものが、ガルダの──すなわち、二百年前のガルダだが──つくりあげた魔道器も同じなのだ。ガルダは、各地にこの神殿と似たような建造物をつくり、さらに自分と波長のあう魔道士を選び出すと、神殿とその者たちを媒介とすることで魔素の『道』をつくろうとしていたのだよ」

「道？」

「さよう。それこそガルダが、魔ま術じゆつにおける支配の、古代魔道王朝よりも進んだ形として求めた秘術にほかならん。『道』が完成すれば、魔道士たちは遠く離はなれた場所にいながらにして、魔素エーテルの受け渡しも、意思の疎通も可能となる。広大な大陸中を、情報が、そして魔力が一いつ瞬しゆんにしていき交うのだ。何者も為なし得なかった、完全なる支配の形が、ここにある」

　ヘズルは何も応こたえなかったが、ふとその身をこわばらせた。彼にも感じられたのだ。音なき波動、形なき脈動。この神殿が心しん臓ぞう部ぶであるなら、さながらガルダはタウラン全域に手足をのばした巨人であるかのようだ。大勢の人間の生き血をすすり、いまなお膨ぼう張ちようをつづけている巨人。

「いまでも意思の伝達くらいは可能であるが、魔素の受け渡しとなると、この神殿と同じ規模の魔道器を各地に築く必要がある。まずは、カダイン。あそこでの施設は完成しつつある。ゼル・イリアスにおいて蓄えた魔素を、ここにいながらにしてカダインに送ることができれば、わしは一兵たりとて失うことなく勝利をあげることができるようになろう」

　ガルダはにやりと笑った。

「そう、わしは西方がまとまりはじめたら、最初から兵を引く心づもりであった。いちいち都市をひとつずつ落としていくのも飽いたでな。ひとまとめにかかってくればいっそたやすい。なにしろ敵がこれから踏み込もうとする土地は、どこであってもわしの勢力圏内ということになるのだからな」

「…………」

「タウラン支配などと小さなことはいわん。全タウランの人類を抹まつ殺さつしたところで、わしの理想とする魔素にはまだほど遠いほどなのだ。エンデに帰って好きに報告するがいい。おまえらの追い出した老いぼれの魔道士レイズスはもはやおらず、そこには世界をも手中にしようなどと、愚かしくも凄すさまじき野望を抱いた男がいた、とな」

　かつてレイズスと呼ばれていた男は、別人のごとき顔で笑った。
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　諸勢力が各地で声をあげるなか、アークス、ラスビウス、そしてヤムカ二世がふたたびチェリクの城に集つどったのは、モロドフ率いる部隊を撃げき退たいしてからひと月半が経たったのちのことである。

　その間、タウーリア、ヘリオ、チェリクは協力して厳きびしい警けい戒かい線せんを張ったが、対するガルダは相変わらず一兵たりとて動かさなかった。こちらが共同戦線を構築しつつあることはもちろんわかっているだろうに、たとえば、タウーリア側につこうとしている小勢力に脅しをかけるために近きん隣りんの村々へ火を放つだとか、街道を頻ひん繁ぱんに行き来している物資を狙ねらって襲しゆう撃げきをかけるだとか、敵の北上を可能な限り抑えるため、コルドリン近辺に陣を張るだとか──、いままでのガルダならばしそうなものだったが、ただ単にラケキシュ、フグルム、エイメン、カダインといった、支配地域のなかだけで兵力の移動があったのみで、不気味なくらいに息をひそめている。

　その真意こそ読めぬアークスたちだったが、ともあれ、余計な邪じや魔まが入らぬうちに兵力は着々と蓄えられていった。

　現在集つどった兵の総数は、一万弱。もちろんそのすべてを攻め手で使えるわけでないにせよ、いざとなれば七割までは前ぜん線せんに投入する予定でいる。ただし、人間ばかりが揃そろっていて、馬や竜、それに銃は不足気味だった。これからかき集めるにしても、満足できる量が揃うにはさらに時間がかかってしまうため、出陣をあまり先延ばしにしたくないアークスと、慎しん重ちよう論ろん者じやのヤムカとがしばしば議ぎ論ろんになったが、そのたびに、

「そこは、バズガン家のご威光を信じて」

　と、ヤムカが渋々論を引いた。立場的に弱いのは無論彼のほうだ。

　アークスの家臣たち、それにヘリオの重じゆう鎮ちんたちが、西方各地を飛びまわっては、各都市から発たった部隊に指示を伝え、武器や物資の分配、それに部隊の編へん成せいをおこなっている。さらに、アークスはラバン・ドウからの助言を受けて、チェリクからソーマ湖を挟んで北、エイメンとの旧交易路に飛空船の前ぜん哨しよう基地を築かせていた。

　基地に配する予定の船は、タウーリアが所有する巡じゆん洋よう艦かん二隻と、各地から集めた小型船が七隻、飛空挺はさして航続距きよ離りの長くないものがせいぜい五十ていど。

　もともと魔素エーテルを買いつけるのにも時間を要する西方では、飛空船を用いた戦いはあまり一般的ではない。大船団、というにはいかにもさびしげな陣容だったが、これがあるのとないのとでは雲泥の差がある。敵ガルダ軍も飛空船を所有しているという情報があった。こちらが行軍中に、側面や背後を衝つかせないための備えになるし、もちろんいざゼル・イリアスへ攻め入らんとするときには強大な力になってくれよう。

　なお、タウーリアの所有する二隻のうち片方は、つい先ごろメフィウスの商人から買ったものだ。これは前哨基地にあるどの船よりも速く、航続距離も長い。さすが、メフィウスで飛空船における運搬業を一手に引き受けた商人ザジ・ハーマンが用立てただけはあった。

「ゼル・イリアスに至るまで、要よう塞さいとなって立ちはだかるのが」

　ラスビウスが、机上に広げられた地図を剣の柄つかで示した。ソーマ湖から北西にふたつの都市国家がある。

「ひとつは、エイメン。ここがゼル・イリアスの盾となりましょう。敵も兵力の大半をここにおくはず」

　エイメンの名を耳にして、アークスがやや複雑な顔をした。ゼル・タウラン時代の牧草地と荒野の境目に位置する都市で、昔、アークスの姉が嫁とついだ地でもある。アークス自身が訪れることはなかったが、タウーリアとは長く国交があった。しかしいまは姉の安否も知れない。

「南方こそ山地に守られておりますが、あとの三方はほぼ開けております。敵としては守りにくい地でしょう。こちらの侵入に備え、即席の砦とりでをいくつか築いている可能性もあります」

　それからラスビウスは、エイメンから南西の位置を剣の柄つかで叩たたいた。

「もうひとつは、カダイン。ここにも看過できぬ兵力があります。敵はフグルム、ラケキシュを空にしてでも、ここふたつに兵を集めておる様よう子す」

　カダインは、エイメンを守っている山地を挟んで南西。湖沼地帯と矮わい樹じゆ森林で有名な都市だ。

「ふむ」

　とアークスはうなずいた。

　いままでガルダ軍は吸収した兵力を一点のみに集中させ、奇き襲しゆう、夜襲をおこなってきた。ガルダの狙ねらった勢力ことごとくで内紛が相次いだこともあって、これが功を奏していたが、しかしいったん力で撥はね退のけられると、ガルダも次の一手を打ちようがないらしい。

　アークスは斥せつ候こうから届けられた情報があれこれ記された地図の全景を改めて見やりながら、

「たった一度の敗戦で、ガルダも守りの一手に入ったか。しょせんは戦いくさ知らず。兵数もわれらが上まわっている。この戦、勝てるぞ」

　そう笑った。普ふ段だん、表情の明るい男ではないが、それだけに、味方となった人物に見せる笑えみには不ふ思し議ぎなあたたかさがある。

　エイメンにカダイン。

　どちらを狙うにしても、残った片方が挟きよう撃げきに動くはずで、連合軍からすれば双方同時に進軍する、すなわち両面作戦を取るのが確かく実じつであろう。敵ももちろんそれを見越し、こちらの兵を二分させた上で、エイメンにおいて決戦に臨のぞむつもりのはずだ。

　以前アークスとラスビウスが話したとおり、敵は情報戦に長たけている。こちらに敵間者が潜ひそんでいることは避けられない。どこに目、耳があるかわからぬ相手だ。軍ぐん議ぎの内容すべてが筒抜けだと考えたほうがいい。

「だとすれば、あれこれ策を講こうじていてもはじまらぬ」

　アークスの思考もシンプルだ。単純に両面作戦をおこなうことで決定した。

「どちらも攻め落とそうなどと欲をかくと、よからぬ結果になりかねん。カダインへの部隊は敵への抑えになればそれでよかろう。ラスビウスどの、どうする」

「わたしは、アークスどのとともにエイメンを」

　ヘリオの騎き竜りゆう隊たい隊長も複雑な策をあれこれ弄ろうする人種ではない。胸をひとつ叩いて、簡かん素そにいった。アークスも短い期間で、この男を気に入っている。満足げにうなずいて、

「決まった。われら主力がエイメンを、そしてカダインのほうには歩兵や傭よう兵へいを中心とした一千の兵を送り込もう。ヤムカどのにはここチェリクでの守りを任せる。ソーマ湖の東西に部隊を展開しておいてくれ」

「し、承知した」

　終始蚊か帳やの外であったヤムカ二世は、寝起きばなのような顔をした。ガルダと通じていたときもそうだが、何事も他人任せにして、あとは待ってさえいればいい、と考える種類の男だ。ヤムカ個人のなかでは、あるいはガルダのことなどすでに終わったに等しいのかもしれない。アークスは腹のなかで笑いつつも、

（さて。ラバンにいつもいわれているとおり、大らかで、単純な王を演じてみせたつもりだが）

　老軍師によれば、アークスが難むずかしい顔をして黙だまり込んでいると、将兵や家臣に悪あく影えい響きようがある、ということだ。

「大らかに構えていらっしゃればよい」ラバンは常々いっている。「ひょっとしたら殿はあほじゃなかろうかと噂うわさが立つくらいでちょうどいい。殿は愛されておりますれば。そうすれば、自分がしっかりして殿をお支えせねば、と家臣たちも背筋がのびる思いがいたしましょう」

（あほにも限度はある。このヤムカはまちがいなくあほだが、それで家臣が締しまっているかといえばそうでもない）

　問題は、どれだけ賢かしこかろうと、知恵がなかろうと、ガルダにはあらゆる人間の心が読めるのではないかということだ。

（だからこその力押し。まちがいはなかろうが、しかし──）

　豪胆なアークスにしても、この戦い、いかなる勝算が立ったところで、不安は常にへばりついて離はなれない。




　三者会かい談だんの三日後、ヘリオにいたオルバにも命令が下った。

「最悪だな」

　とタルコットが顔をしかめたのは、彼らがカダイン攻略部隊に選ばれたことではなく、そのカダインへ赴おもむく一千の兵を率いるのが、ヘリオ歩兵大隊長スルール・ワイリムであったことだ。

　そのさらに二日後には、スルールからの召集があった。小隊長を含めての召集だったので、オルバも向かうこととなる。

　仮面をつけたタウーリアの傭よう兵へいの話は、ヘリオでもまずまずの噂となっていた。ラスビウスとともにヘリオを奪だつ還かんした功労者である。とともに、もちろんメフィウス人であることも知られていた。

　スルールは、オルバの仮面を見つけるなり、

「タウーリアからご苦労。いや、メフィウスからであったかな。これはまた遠路はるばる。さすがは剣けん闘とう士し、血と戦いを求める嗅きゆう覚かくは相当なものだ」

　そんな嫌いや味みをいった。

　丸顔だが、細い目には愛あい嬌きようがない。神経質かと疑いたくなるほどきれいに口くち髭ひげをととのえていた。

　カダイン攻略部隊は、スルールを中心に、半数がヘリオの正規兵だったが、残りは様々な出自の者が集まっている。ヘリオの傭よう兵へい隊たい、山地族の騎き馬ば弓矢隊、地図には名も記されていない小勢力の歩兵、遊牧民の騎竜隊。そして、オルバ率いる五十三名の傭兵小隊。

　全員が集まったところで、スルール自身が編あんだらしい編へん成せい表ひようが読みあげられた。

　オルバはこれを自分の隊へと持ち帰ったが、

「最悪だ」

　またもタルコットは天を仰ぐこととなった。

　オルバの小隊は、どこの中隊にも属さず、大隊長スルールの直属となっていたのである。

「おまえらがメフィウス人だってんで、いびり倒す気だぞ。いや、いちばん危険な任務に就かされるかもしれねえ。スタン、おまえの見立てはまちがいだ。いつもいっつも、ろくなことにならないじゃねえか」

「兄貴、おれはなにもいっていないよ」

　オルバはことさらに取りあわず、ここひと月半で集めていた地図に視し線せんを落としている。

　不ふ機き嫌げんというわけではない。ただ、誰だれの下につこうと、自分たちが周囲からどう思われていようと、自分の為なすべきことだけはしっかりと見定めておかねばならない、とオルバは胸に決めている。

（コルドリンの二にの舞まいはごめんだ）

　あのときは戦いくさにほぼ無関心だった。剣を取り、命を張って戦場に出向いておきながら、無関心というのもおかしいが、コルドリンのときの自分を思い返すに、それ以外にふさわしい表現がない。

　コルドリンでの敗戦はオルバの胸に深く刻み込まれている。自分ひとりの力でなにができたとも思わないが、それでももう少し気を配っていれば、そして周囲に影えい響きよう力りよくのひとつもあれば、あれほど見事な負けっぷりはなかったろう、とも思う。

　オルバの視線は、地図の一点、カダインへと落ちている。

　ここには、あのモロドフの弟ニルギフが守将として詰めているらしい。おそらく部隊の大半はカダイン兵だろう。モロドフが率いていたような寄せ集めではないし、そもそもニルギフらにしてみれば、ガルダ軍としての戦い、というより、故郷を守るための戦いである。連携が取れているはずで、士気とて高いはずだ。

（兵数から考えて、アークスは、おれたちがカダインの抑えになればいい、と思っているようだ）

　無理して都市攻略する必要はないということだ。敵の配置を予想するに、その考えはまちがっていないと思える。だが。

（そう、だが）

　相手は魔ま道どう士しの軍勢だ。なにか先のことを考え、結けつ論ろんが出そうになるたびに、この、「だが」がつきまとう。

　いよいよ西方がひとつにまとまるというときになって、オルバは、アークスと同じ種類の危き惧ぐを抱いていた。










　四章　スルール隊
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　出陣前となると、兵士たちは街なかのいたるところで歓待を受けた。皆、ガルダを斃たおす聖戦に臨のぞむ義士たちだ。ここへきて西方の連携は強まっている。昨日きのうまで敵対関係にあったような者たちも、肩を並べて同じ歌を歌い、同じ酒を酌くみ交わした。

　とはいえ、それがゼルド人特有の連帯意い識しきからくるものであるのはまちがいなく、オルバたちメフィウス出身者となると、さすがに同じ歓待を受けるというわけにはいかない。

　その代わり、出陣前夜、オルバたちはまたケイの店に招かれた。贅ぜい沢たくなものはなにもないが、心づくしの宴うたげである。ちなみにタルコットの姿はなかった。彼はもう新たな女性を見つけて、似顔絵や詩をつくるのに忙しい。

　店では、ニルスも働いていた。何事もなかったかのように、以前と同じに振ふる舞まっている。

「今度こそ、戦いが終わるといいのだけれど」

　男よりも飲みっぷりのいいケイが、頰ほおを赤くしながらつぶやいた。それから急にぱっと目を輝かがやかせて、

「ねえ、わたし思うのだけれど、この戦いが終われば、きっとタウランは昔よりずっと平和になるんじゃないかしら」

「へえ。そりゃまた、どうして？」

　ギリアムが聞くと、

「だって、こんなにもたくさんの国々が手を取りあって、ガルダをやっつけようとしているんだもの。ゼルド人同士でいつまでも争っている馬ば鹿かさ加減に、偉い人たちもみんな気づいてくれるんじゃないかしら」

「そうなると、働き場所がなくなるな。せっかく傭よう兵へいになれて、隊長さんのおかげで給金もいいってのに」

「いいじゃない、そんなことは終わったあとで考えれば。あんた、力持ちだから働ける場所はいっぱいあるわよ。そっちの色男さんも、女の人をたくさん騙だませてお金に困らなさそうだし」

「だ、誰だれが」

　シークが酒を噴ふき出しそうになった。そもそも女嫌いを自認するシークだが、それはあくまでも恋愛絡みのことであって、たとえばケイのような女性とは普通に話もするし、ヘリオ陥落の際には気にかけていた一面もある。

「仮面の隊長さんは……ええと」

　ケイが口ごもると、ギリアムが豪快に笑った。

「ははは。こいつこそ、剣以外は何もできん男さ。どんな職しよく業ぎようも似あわん。こいつが親方のいうことを聞いてパンを焼いているところを想像してみろ。いかん、わ、笑いすぎて腹が破裂しそうだ」

「ああ、似あわんだろうさ。おまえが女に甘い言葉を囁ささやいているところと同じくらいにはな」

「なにい」

　相変わらず、酒の席でのオルバとギリアムは相性がよくない。今日きようはタルコットがいないからなおさらだ。

「はいはい」とその代わりに、ケイが両者を止めに入った。「あなたたちときたら、仲がいいんだか悪いんだかわからないわ。全部の国で戦いが終わっても、きっといつまでもいい争っているんでしょうね。離はなれもせずに」

　ケイとて、これですべてが終わるなどとは考えていなかったにちがいない。

　現在、西方の国々が一丸となって共通の脅威に当たっているのは確たしかだが、これはなにも奇跡的な出来事というわけでなく、十年以上前にも同じことがあったのだ。他ほかならぬメフィウスが東から来攻してきたときのことであり、ケイはそのときの戦いで父を亡くしている。

　一時は、メフィウスの侵略を喰くい止めるため一致団結したタウラン諸国ではあったが、その後のことは現在の状況を鑑かんがみればわかるとおりだ。ともに勝かち鬨どきをあげ、勝利の祝い酒を酌くみ交わしたゼルド人たちは、もう次の月には隣りん国ごくとの小こ競ぜりあいを開始していた。

　そんなゼルド人の気質は、ケイもよくわかっていたはずだ。が、ここは男たちを戦場に見送る女の身、つとめて明るい雰囲気で酒宴を盛りあげたかったのだろう。

　ただ──。

　ただ、このときケイが西方全体の空気を嗅かぎ取っていたかどうかまではわからないが、いまのタウランは、確たしかに前回のメフィウス戦のときとはまたちがった雰囲気がある。この戦いが外部からの侵略によるものではなく、ゼルド人全体を巻き込んでの内戦といった様相を呈していたのが大きな理由でもあろう。

　これは、自分たちがくり返してきたこと、そのために引き起こされたある種の結果だといえないこともない。

（もう、戦いは終わるのではないか）

　そんな思いを胸にしていたのは、料理屋を切り盛りする一女性ばかりでなく、出陣前に仲間たちと馬ば鹿か騒さわぎをして戦場への恐怖を忘れ去ろうとする兵士も、そんな騒ぎを遠く耳にしながら夜空を見あげる恋人たちも、夫や息むす子このために竜神教の聖堂でお守りを買い求める女性たち、このときにも計略を練りあげる将士たちもまた、あるいは同様だったかもしれない。

　オルバは、特有の嗅きゆう覚かくをもって、そんな変わりつつある西方の風を嗅いでいる。

（だが、そのためには）

　タウランにはまだ欠けているものがある。それが欠けていると判断した時点で、オルバは自分の変節を感じないわけにはいかなかった。だから口に出すこともなく、具体的に考えを進めることもなかった。




　スルール・ワイリム率いる兵がヘリオを発たったのは、オルバが編へん入にゆうされてから約二週間後。

　いったんチェリクに寄って、残りの兵力を吸収、予定どおり一千の数となったのちに、カダインを目指すこととなった。

　野営をまじえて二日かけて行軍。カダインへの距きよ離りのほぼ三分の一を越えた地点に位置する、宿場街へと辿たどり着いた。先遣隊がすでに辺あたりを見張っている。

　オルバは、前に聞いたことがある。ゼル・タウラン時代の街道は、西方全域の交易を滞らせぬため、たとえ戦いくさに明け暮れていようと、そこを行き来する旅人や隊商は、ほとんど掟おきてのようなものによって守しゆ護ごされていると。

　この宿場街も、沿岸諸国との貿易で物や人の往来が頻ひん繁ぱんなことに加えて、近くのチェリクがソーマ湖から得た恵みを同盟国へ輸ゆ出しゆつしていたこともあり、以前は栄えていたらしい。

　以前は、というのも、ガルダ軍がタウラン地域のほぼ北半分を制圧して以降、ほとんど交易がおこなわれていないからだ。

　いまとなっては、兵隊目当ての娼しよう婦ふや物売りの姿がいくらか見えるばかりだった。

　そんな街の宿や竜神教寺院、空いている民家まで、一千の兵が占拠した。

　まだ先が長いようなら、スルールも兵たちにあるていどの自由は許したろうが、戦いはごく近い。

　夜になって、本営となった寺院に各隊長が呼び集められた。タウーリアやヘリオにあった竜神教聖堂より広々とし、ヘリオでは見かけなかった偶像も多々祀まつられている。ここでは礼拝者が好きに出入りを許されているらしかった。

　そこで、各方面に出した先せん鋒ぽう隊たい、斥せつ候こうからの情報がまとめられた。

「先鋒の第二中隊が、街道付近の村で射しや撃げきを受けた模様」

「敵は、村々に兵を伏せさせているようですな」

「しらみ潰つぶしに潰しますか」

　オルバは本堂の端っこにいて、ところ変われば同じ竜神教の建物といえどこうも変わるものか、とおかしな感想をもって辺りを見わたしていた。無む論ろん、情報は戦いくさの要だ。聞き耳だけはしっかりと立てて、逐一胸のなかにとどめている。

　カダインとの国こつ境きよう線せんには城じよう砦さいがあり、そこを八百の兵が守っているという。数ではこちらが上まわるが、受け手のカダインがもし守りに徹てつすれば、二百くらいは差ともいえない。攻め手としては倍するほどの差がほしいところだ。ヘリオから、そろそろエイメン攻略のための本隊が発たったころだろう。まださほど距きよ離りは離はなれていないはずで、早馬を飛ばしてでも援軍を求める意見もあったが、スルールはすぐさま却下した。

（おや）

　オルバは仮面の下で、軽く眉まゆをあげた。スルールの顔をちらりと一いち瞥べつする。と、その隣となりにいた中隊長のビシャムと目があった。彼もヘリオ軍人だ。温厚な人柄と顔立ちで、その辺の路地で子供のいい遊び相手になっている父親のような雰囲気がある。オルバになにか目配せするような間をおいたのち、

「オルバどの」と声をかけた。「なにかご意見はおありになるかな」

　ラスビウスからの推すい薦せんという形で入隊したオルバを気遣ってだろう。それ以上のもくろみはなかったはずだが、このとき座にいるゼルド人全員の目がオルバを見た。

（さて）

　オルバはスルールの顔を視界の端に入れながら、いかにも発言の機き会かいを待っていたというようにわざわざ立ちあがった。

　なんとはなしに辺りがしんとするなか、

「カダインへの抑えになるだけならともかく、もしカダインをお取りになるつもりなら、増援は不可欠かと思われます。カダインを取れれば、そのさらに北、フグルム、ラケキシュをも抑え、ゼル・イリアスを包囲することもできましょう」

「いまの兵力で十分だ」

　スルールはかぶりを振った。口もとに薄うすら笑いが浮かんでいる。

「この街でも、われらが傘さん下かに加えてほしいと懇こん願がんしてきた若者や傭よう兵へいたちが百を下らん。これから村々を開放していけば、ますます膨ふくれあがるだろう。たとえあい争う間柄であっても、西方の危き機きとあれば一致団結するのがゼルド人だ。他国人には西方の気質は理解できぬようだがな」

　席上にいた何人かが同どう調ちようの笑い声をあげた。オルバは仮面越しにちらりとスルールの丸顔を見やって、

（焦っていやがる）

　そう直感した。

　スルール・ワイリムの人となりは、ヘリオでいくつかの情報を得ている。戦せん績せきは悪くない。むしろ騎き竜りゆう隊たいのラスビウスと肩を並べるほどの人物だ。それほどの男でありながら、

（というよりも、ラスビウスと張りあう男だからこそ）

　今回のカダイン攻略には気負いがある。ありすぎる。

　なにしろ、ヘリオをグレイガンやガルダ軍の手から奪だつ還かんしたその功績は、ほとんどラスビウスにひとり占めされた格好だ。スルールとて当然、ラスビウスからの決起を促す伝言を受け取り、街なかで派は手でに暴あばれたひとりだったが、グレイガン本人を討うったラスビウスに比べれば、いかにも地味な功績でしかない。いうまでもなく、民たみたちに絶大な支持を受けているのもラスビウスだ。

　加えて、好こう機きをうかがってベルガナ山さん嶺れいに潜せん伏ぷくしていた期間、ラスビウスはエラーゴン王の遺児ロージィ・ヘリオを保ほ護ごしている。ロージィはまだ九つの幼さだが、王家の正統後継者である。

　スルールにしてみれば、ラスビウスに相当水をあけられた気分だろう。だからこそカダイン攻略の指揮官に任じられた彼は、ここで名をあげねばならない、と気負っているはずだ。気負いがよい方向に働く将もあれば、当然その逆もある。悪いことに、スルールの場合は後者のようだった。

「ラスビウスは、おまえに軍師の才覚があるといっていた。敵が襲しゆう撃げきしてくるとしたなら、どこと見る」

　意見をはねのけたばかりでなく、試すようなことも口にする。これにはオルバを推挙したラスビウスをも貶おとしめたい気持ちもあったろう。

　オルバは机上の地図に目を当てた。しばし考えをめぐらせたのち、その一点を指差すと、スルールはにやりと笑い、

「よかろう。先せん鋒ぽうとしてここを張らせてやる。敵が来たならすぐさま本隊に知らせるのだ」

　傭兵五十三名に偵察を命じた。

　オルバの見立ては決してまちがっていない。宿場街から進発するルートの途上に敵が鉄砲兵を伏せるにふさわしい峠とうげ道みちがあり、ここをひと晩見張った。

　が、敵兵の姿はなかった。道いく人ひと影かげこそあったが、これはスルール隊へ加わろうと西からやってきたゼルド人の一隊であり、むしろスルールの強気を裏づける形となった。

　結局オルバ隊は手ぶらで帰らざるを得ず、スルールは「ご苦労」とだけいった。

　オルバはラスビウスとともにヘリオを取り戻した、いわば小英雄だ。指揮官が他国の小英雄をやり込めたという話が伝われば、そうした空気はたやすく全体に伝染する。

　オルバたち傭よう兵へい隊たいは、その半数以上がゼルド人で構成されているにもかかわらず、一千の兵団のなかで孤立したのである。

　それは、戦いがはじまってからも同様だった。

　翌々日、カダインを目指す隊は街道からいったん西へと逸それた。ここから先は曲がりくねり、わざと国境に至る道が遠まわりになるようつくられているためだ。たとえば街道を封ふう鎖さしたり、隊商を襲おそったりと、交易の邪じや魔まをすることは西方全体にとっての禁きん忌きである。不文律によって、街道に砦とりでや城を建造することも忌き避ひされている。だから国々は「交易路の整せい備び」というもっともらしい言い訳のもとに、街道をつくり変え、敵国の兵が行進するのに不都合な道にしているのだ。

　そしてその西に逸れた村に、敵兵二百が伏せてあって、これと交戦になった。機き動どうを重んじる騎き馬ば隊たいでこちらの目をひきつけつつ、中型竜を数頭放ってこちらの軍容をかき乱す策だ。ただしスルールは落ち着いて、手ずから兵を率いて、ほとんど損害もなしにこれを撃げき退たい。

　以降、宿場街を拠点に、各方面へ小隊中隊を放って、あちこちの敵対兵力を潰つぶしにかかった。勢いと数に上まわるスルール軍は、そのことごとくに勝利した。

「兵を散発的に出して、こちらの足を鈍にぶらせようというのだろう。が、われわれとてこうした戦いには慣なれている」

　西方の戦いでは、兵数百単位の小こ競ぜりあいも多い。一千の兵を率いるのはスルールもはじめてだったろうが、この巨体にも等しい軍団を、彼は確たしかに手際よくまとめていた。

　諸隊長がそれぞれの戦果を土産みやげに拠点へと戻ってきた。敵から奪い取った銃や大砲もなかには含まれている。村々の蔵から手に入れた──貰もらい受けたのか、奪ったのかはわからない──酒をも携えて、将兵たちは夜ごとに自分の手柄話を酔いながら語った。

　ただしオルバ隊はその輪わのなかに入れなかった。戦せん闘とうに参加させてもらえなかったのではない。むしろスルールは積せつ極きよく的てきにオルバ隊を布陣に組み込んだ。しかしそのすべてで戦果をあげられなかった。というより、その機会を与えられなかったのだ。

「あのスルール、ってのも相当陰険な野郎だぜ」

　タルコットが口をきわめて罵ののしったのも無理はない。オルバ隊を組み込んだそれぞれの中隊長はスルールにいい含められていたのだろう、オルバたちが前ぜん線せんに立たされることはほとんどなく、後こう衛えいの守りにのみつかされた。

　剣も甲かつ冑ちゆうも返り血に濡ぬれることなく、五十三名すべてが無傷のまま。本営のなかではますます肩身が狭い。

「はん、すっぴんで客引きしなきゃならん娼しよう婦ふの気分だな」

　ギリアムも苛いら立だっている。大の酒好きだったが、さすがに手柄話に興きようじているゼルド人たちからおこぼれをもらうような真ま似ねはしなかった。

　そんななか、オルバはいっさいの感情を露あらわにしなかった。その代わりというべきか、新しい村にいき、敵を制圧するたびに周辺の偵察を引き受けて、部下とともに馬を飛ばす。地味で危険な任務なので誰だれも引き受けたがらないそれを、オルバ隊は率先してやりつづけた。

「他ほかの隊ばかりが手柄をあげているので、気に入られようと必死のようだな」

　そんな陰口が囁ささやかれているのも承知の上である。

「あいつ、なにを考えている？」

　夜よ闇やみが迫るなか、馬を走らせながらタルコットがシークに聞いた。シークのほうは面おも白しろそうに、

「なぜだね」

「仮面男だから表情が読めねえのは当たり前だが、隊長になってからこっち、前よりずっと無口になりやがった」

「そうだね。彼は、そうなのさ」

　答えにもならない。馬上で、手もとの地図と周辺の地形とを見比べているオルバを遠目にしながら、シークひとりが満足げだった。

　スルールがいうとおり、カダインの部隊が撃げき退たいされるたびに、村々から志し願がん兵へいの群れが陣容に加わっていった。快進撃をつづけるスルール隊のこと、カダインの民たみにすれば、このまま都市をも攻め落とし、ガルダ軍の人質となった家族を取り戻せるのではないかという期待がある。とはいえ、戦う相手もまたカダイン兵だというのが、彼らには複雑な心境だったにちがいないが。

　いよいよ近きん隣りんを平らげたというので、スルール隊は本営を西へと動かした。いままでの宿場に比べればやや規模が劣るものの、兵一千をかろうじて収容できる場所がある。そこにもカダインの部隊がいるという話だったが、スルール隊の破竹の勢いに恐れをなし、三日前に逃げ散っていったらしい。

　鉄砲弾と竜の吠ほえ声ごえの代わりに、スルール隊を迎えたのは、民たちの大歓迎だった。早くもスルールを西方一の英雄、と称たたえる声もある。これに気をよくしたスルールは、圧倒的な勝ち戦いくさつづきということもあって、ここで兵たちの疲れを癒いやすべく、一定の自由を許した。

　スルール自身、兜かぶとを脱いで、街の有力者たちから歓待を受けた。カダインの湖沼地帯で漁をしていたという男たちから魚の燻くん製せいを振ふる舞まわれて、スルールは目め尻じりを下げた。タウラン地域において魚は貴重品だ。

　酒も出た。上じよう機き嫌げんに杯さかずきを空けていたスルールだったが、そこへ、足音も荒々しく近づいてくる者があった。いまだ甲かつ冑ちゆうを着込んでおり、腰に剣を吊つったままだ。

「何事だ、騒そう々ぞうしい」

「ここをいますぐ離はなれるべきだ」

　と、勢い込んだのはオルバだった。スルールは目と同じく細い眉まゆを寄せて、

「なに？」

「ここの守りといえば、南に岩山があるばかりで、他ほかは開けている。敵が来たら守りきれない」

「警けい護ごは厳重にしてある」

　街の有力者たちがいる手前、スルールは怒ど鳴なり声ごえをあげず、むすっとした様よう子すでいった。

「敵は主力を国境の砦とりでにおいている。そこで迎むかえ撃うつつもりだろう。むざむざ数に勝るこちらにかかってくるほど愚かでもあるまい」

　同席した人々に聞こえるよう、とくとくとスルールは語った。

「しかし」

「一度も戦っておらぬおまえとちがって、兵たちも身を休めねばならんのだ」

（こ奴やつ、功を焦っているな）

　という内心の感情がありありと大隊長の面おもてにあらわれていた。と、なにかを思いついた顔になって、

「それほど敵の襲しゆう来らいが怖いのなら、おまえに警護を任せてもよい。ひと晩中槍やりを持って突っ立っておれ」

「そうさせてもらう」

　オルバは憤ふん然ぜんとした様よう子すで背を向けた。

　スルールはあざ笑ったが、オルバはその口約束を真に受けて、警護の編へん成せいに口を出した。百の兵のみが交代制で警戒に当たっていたが、これを北方に二百、東西には五十ずつを立てることにした。

　が、いかにスルール大隊長の口約束があったところで、よそ者の指図など誰だれも聞きたがらない。いきなり夜警を振り当てられた兵たちは不満を口にし、結局はオルバが新たに割り振った兵たちの半分以上が勝手に持ち場を離れ、酒を飲みにいってしまった。

　これを気の毒に思ったビシャム中隊長が、自分の隊から五十名ばかりを引き抜いてオルバに貸し与えてくれたが、数としてはいかにも物足りない。

「なに。あと百名だと？」

「槍を使える歩兵がいい。それだけ数を揃そろえなければ突とつ撃げきも様にならない」

「突撃」

　ビシャムはやや飛び出し気味の顎あごを手でさすった。この場合、他国人の新参者を怒鳴ってよいものか、笑い飛ばせばよいものかわからないふうだ。

　が、結局は百名を追加してくれた。これで守備に立ったのは、三百五十ほど。オルバはなぜかその大半を北に投入し、自分の隊をも同じ場所で歩ほ哨しように立たせた。

　当人はというと、ビシャムとの交渉が成立したあとになって、こっそりと街をあとにしている。少数の部下のみを率いて彼が向かったのは、街の南方を守る岩山である。さほど高さはないが、どこの道を選んでも坂が険しい。

　陽ひが沈む寸前になって、

「ここだな」

　とオルバは口にした。

　岩棚が平らに張り出した場所で、ここからは街の全景が一望できる。

　やがて陽が落ち、警けい備びの兵たちが掲げる火で街がうっすらと縁ふち取どりされた。兵たちの笑い声が街路に絶え間ない。

「タウランの守しゆ護ごをつかさどる竜神に」

「ガルダを騙かたるペテン師の最期に」

　口々に叫んでは酒しゆ盃はいを交わしあう。娼しよう婦ふたちへの寝物語に、自身の手柄を何べんも語って聞かせる兵たちも多数いた。

　深夜近いころあい。

　さすがに静まりかけた街なかに、一発の砲声が鳴り響ひびいた。

　宿場街の外がい壁へきからわずかに逸それた場所に着弾。砲弾は木々に当たって、火を広げながら何本かをへし折った。炎はそれ自体生き物のように侵食範はん囲いを広げ、警護兵たちが大わらわするなか、さらに二発、三発目の砲声が轟とどろきわたる。

　寝静まっていた宿場街が一転、大おお騒さわぎになった。火を消そうと奔ほん走そうする者、剣も銃も手にせず、天からの雷光に怯おびえるみたいに逃げまどう者、馬を引き、剣を手にしたはいいが、どこへ向かったらよいかわからず途方に暮れる者──。

　スルールはさすがにいち早く街路へと飛び出していた。

「警護はなにをしていた！」

「ほ、砲ほう撃げきはおそらく南から。あの岩山からです」

　なに、といい返す間もなく、新たな知らせが飛び込んできた。

「ニルギフです」

　そう叫んだ兵士が、オルバ隊の傭よう兵へいであることにスルールは長いこと気づかなかった。ただ、細い目をかっと見開いたのみ。

「ニルギフ率いる騎き竜りゆう兵へい、騎馬兵、およそ五百が突撃してきます！」




　　　　２




　カダインの青竜と呼ばれるとおり、ニルギフは竜をかたどった兜かぶとをかぶり、青備えの鎧よろいを着込んでいた。兄と異なるのは、鎧の色だけでなく、兜の角が頭頂部からの一本のみという点だ。

　五百の兵の先頭で、ひた走りに馬を走らせる。

　いままでは、あえて仲間に散兵戦を命じていた。ことごとくが壊かい走そうするのも予定どおりだ。敵にこちらの意図を読ませぬよう、銃や大砲といった貴重な武器もわざと打ち捨てるように徹てつ底ていさせていた。

　もちろん撤てつ退たいありきの戦いとはいえ、戦死者は出る。死力をつくして戦い、それで死ぬというなら武人の誉ほまれにもなろうが、はなから逃げることを前提とした戦いだ。

（それでも、おれの命令に従ってくれた）

　ニルギフは生まれつき涙もろい。ともすれば、突とつ撃げきのさなかにありながら、こみあげてくるものを抑えきれなくなる。

（無む駄だ死じにではないぞ。ここにて、一千の兵に壊滅的打撃を与えてくれる）

　ニルギフは砲を二門、あらかじめ街の南にある岩山へと運ばせていた。予想どおり、敵は南側にまったく注意を払っていなかった様よう子すで、突撃の合図ともなる一発目が撃うち込まれた。

「よおし、いくぞ」

　街の西側を守る兵たちが見えてきたとき、ニルギフは蛮声を張りあげた。

　掲げていた火を打ち捨てると、長い槍やりを馬上で振りまわし、脇わきに抱えようとした。

　その矢先に、四発目となる大砲が打ち鳴らされた。

「うおっ」

　土砂が跳ねあがって、ニルギフの顔に飛んだ。いや、飛んだのはそれだけではない。仲間の血肉もともにだ。

　次々と馬が棹さお立だちになって、馬上から武者たちが振り落とされた。

　ニルギフはさすがにこれを制動しながらも、血走った目で、着弾地点に立った煙と、倒れ伏した仲間と馬とを凝ぎよう視しした。岩山からの砲撃だろう、とはわかる。わかるが、

「馬ば鹿かな！」

　このとき、

「よし、いくぞ」

　ニルギフと同じ号令を下した人物がいた。

　いつしか西の守りについていたオルバである。槍を高々と掲げ、自らが先陣を切って馬を進ませた。

　あとにつづくのはオルバ隊五十三名、そしてビシャムから借り受けた百五十名の槍そう兵へい、もともと歩ほ哨しようについていた百以上の歩兵。

「あの野郎、読みやがったな」

　戦せん斧ぷを担いだギリアムがにやりと笑う。

　ゼルド人兵たちは、さすがに驚おどろきを隠しきれず、しかし眼前に敵が迫れば、指揮する人間が他国人であろうと誰だれであろうともはや関係がない。手に手に槍やりを携えて、敵騎き馬ば隊たいへと迫った。

　もはや砲声はない。乱戦となったからに他ほかならないが、そもそも大砲を山へ運び入れた人間と、撃うった人間とは敵味方そっくり入れ替わっているのだ。

　オルバが岩山への偵察をおこなったのは、

（もしおれが敵ならば、必ず南から攻める）

　と考えたからだ。果たして、格好の岩棚を見つけた。

（ここか）

　オルバはそこに、最近複数の人間が立ち寄った形跡を見つけた。カダイン兵は宿場街を去る前に、この場所を確かく認にんしていたにちがいない。

　砲を運び入れるつもりだと気づいたオルバは、少数の兵をここに伏せさせた。いずれも剣の腕が立つ精せい鋭えいだ。シークもこのなかにいる。そして当然、砲ほう撃げきに手て馴なれた兵も入れておいた。

　オルバのもくろみは的中した。夜半になって、十数人の兵が分解した砲を運んできたのだ。それを組み立てるのを待ってから、シークら精鋭たちが飛び出した。相手は剣を身構える間もなくばたばたと斬きり伏せられた。

「まずは街の周辺に向かって撃て」

　オルバはあらかじめそう命じている。ひとつは、それを合図にしているであろう敵部隊をおびき寄せるため、もうひとつは、惰だ眠みんを貪むさぼっているであろう味方を叩たたき起こすためだ。

「敵が突撃してきたら、そこにもう一発。あとはおれたちの仕事だ」

　馬上のオルバ、先頭にいた騎馬武者と槍を交わした。穂先が火花を放ち、それが消えきらぬうちに両騎き影えいがすれちがう。

　オルバの腕にずしりとした重みが残った。槍の達人だ。鎧よろい兜かぶとの色と形状からして、

「ニルギフ」

　叫びつつ、馬首を翻ひるがえす。一方、ニルギフのほうも相手の姿に驚きを覚えていた。

「仮面の剣士。貴様か」

　兄のモロドフがいっていた相手に相違ない。仮面の剣士は兄のいく手ことごとくにあらわれ、邪じや魔まをしていたという。

（ならば、こちらの策を読んだのもこの男か）

　頭がいまにも沸ふつ騰とうしそうな熱ねつに促され、ニルギフは馬の脇わき腹ばらを激はげしく蹴ける。

　オルバとニルギフ、ふたりがもう一度すれちがった。がしっと嫌いやな音を立てて、オルバの手にあった槍がへし折れる。勢いづいたニルギフがさらに反転。しかしオルバはもう振り返りもせずに駆けつづけている。

「逃げるか、貴様」

　馬をあおりたてようとしたニルギフだったが、そのときはすでに左右を敵の槍やり歩兵が疾駆しているところだった。カダインの騎き馬ば兵へいは砲の一いち撃げきで陣形を乱されている。そこへ、次々と襲おそいかかっていく。

「あっ、待て」

　思わず子供じみた声をあげてしまう。あの仮面剣士が自分をおびき寄せたことに気づいたのだ。

「ぬっ」

　ニルギフがひょいと首を傾けると、その横あいを折れた槍が吹き抜けていく。それを投とう擲てきしたオルバは、左右に槍歩兵を従え、馬上で剣を抜いていた。

「一騎で撃うちあえ」

　ニルギフはわめいたが、

「ニルギフ、どうした。貴様の兄は、引き際が見事だったぞ」

「な、なにっ」

　槍歩兵が突出してくる。右に左にとニルギフは槍を刺突してこれを振り払おうとするが、つづいてオルバも駆け出してきた。長剣の一撃を、かろうじて肩の上で喰くい止める。

　ニルギフは歯は嚙がみした。もはや勢いが敵の手にあることはニルギフとてわかっている。いたずらに長引かせたところで、砲が奪われた以上、あとは門から敵の群れが押し寄せてくるだけだ。

（退ひくべきときは退け。生きていれば恥ち辱じよくをそそぐ日が必ずや来る）

　あの仮面剣士の言い草ではないが、兄モロドフから受けた教えのなかでも、徹てつ底ていして叩たたき込まれたのがまさしくそれだ。頭に血がのぼっていたニルギフだが、ただでさえ味方の損害を覚悟の上でこの夜や襲しゆうを用意立てている。これ以上部下の命を失うわけにはいかなかった。

「ええい、退却。退却だ」

　兄にそっくりな銅ど鑼ら声ごえを発し、ニルギフは槍を一いつ閃せんさせて、襲いかかってきた穂先の群れをまとめて斬きり飛ばした。

　オルバも一時は追撃したが、これも兄と同様、ニルギフはしんがりについて接近を許さない。

　夜半での追撃戦はこちらも危険をともなう。宿場街より先はまだカダインの勢力圏でもあった。オルバは馬を棹さお立だちにさせると、剣を掲げて味方の足を止めた。

　オルバ隊五十三名が、やはり剣や槍を星空に高く掲げ、勝かち鬨どきをあげる。

　そんななか、オルバは剣を腰におさめると、柄つかを握っていた右手をじっと見つめていた。まだ痺しびれが残っていて、いっこうに握力が戻らない。

（なるほど、兄に劣らず豪ごう槍そうだ）

　戦国乱世の西方に名を轟とどろかせているだけはある。モロドフとニルギフ、どちらかひとりだけならばよいが、この先、赤と青の双竜が揃そろって戦場にあらわれるようなことになれば、さすがに厄やつ介かいだ。

　街へ引き返すと、門前にスルール・ワイリムが待っていた。甲かつ冑ちゆうを急いで着込んだらしい、紐ひもが外れていたり、肩当てが片方欠けていたりする。背後に居並んだ兵たちも同様だった。

「お褒ほめの言葉のひとつもあるかね」

　ギリアムがいえば、馬首を並べたタルコットが、

「どうかね。あの顔を見りゃ、それも期待薄うすだな」

　悠々と笑う。

　実際、松明たいまつを手にする兵たちに挟まれたスルールの顔は、怒りに震ふるえている。そのときになって、岩山を制圧していたシークらも降りてきた。

　それにねぎらいの言葉をかけてから、オルバが馬からひらりと降りる。

「なぜ」

　スルールが口を開く。自慢の口くち髭ひげもぶるぶると震えていた。

「なぜ、敵が来るとわかっていながら黙だまっていた」

（まともじゃねえな）

　オルバは瞬しゆん間かん、そう思った。兵の前で口にする言葉ではない。少なくとも、人前では「よくやった」とでも称たたえておくべきところだ。

（そうすれば、『隊長のいわれたとおりにしたまでです』とおまえの手柄にしておいてもよかったんだが）

　ラスビウスのときにも述べたことだが、オルバが（気に喰くわん）と思えば、それは高い確かく率りつでオルバのほうも嫌われているときだ。本来、スルールも有能な男のはずで、でなければ別働隊の指揮官に任じられるはずもない。この場合、相性が悪かったというべきだろう。ラスビウスのようには、オルバの面つら憎にくいやり方を許容できなかったのだ。

「わかっていたわけじゃない。ただ、来るだろうという予感がしたまでだ」

　その予感は、スルールに命じられて待ち伏せをしていたときからあった。襲しゆう撃げきの地点としては絶好の場所だったのに、敵はそこへ一兵たりとも派遣しなかった。さらには、各地での戦いに参加していたオルバは、敵の撤てつ退たいがいささか早いことにも疑念を抱いた。周辺の偵察を徹てつ底ていしたところ、敵が前もって退路を確保していることも確認している。

　敵がわざわざ少数でこちらの部隊を誘っているようにしか見えなかったのだ。

　が、スルールは聞く耳を持たず、

「手柄欲しさに、焦ったか。こちらは一千からの兵を抱えている。おまえの独断行動で、仲間が危険な目にあうとは考えなかったのか」

「なんだと」

　先ほど余裕しゃくしゃくだったタルコットの顔色が変わった。シークが制そうとするより早く、

「確かく実じつに敵が来るかどうかなんてわかる奴やつがいるかよ。ただうちの大将だけが、来るかもしれない、ってんで、兵隊を寄こせといったんじゃねえか。それをほとんどの野郎が許可もなくいなくなりやがって。手柄欲しさに焦っただと？　自分の鏡かがみを見ながら同じことをほざきやがれ」

　タルコットもいいたいことを溜ため込んでおける性質ではない。この機き会かいにすべてをぶちまけてしまった。痛いところを衝つかれたスルールは押おし黙だまったが、

（これは、勝ったあとにしてはまずい空気だな）

　シークが辺あたりをうかがいながら唇を嚙かんだ。

　人種のちがいというのはこうも足あし枷かせになるものらしい。オルバのとった行動は確たしかに味方を壊かい走そうから救い、タルコットの口にしたこともまったくの事実だったとはいえ、スルールをはじめとして、戦うことのできなかったゼルド人たちの目には感嘆よりも怒りのほうが色いろ濃こい。タルコットは沿岸諸国出身なのだが、ゼルド人たちにしてみれば同じこと、「憎いメフィウス人が大隊長に啖たん呵かを切った」と受け止めているはずだ。

　双方、松明たいまつに眼光を赤く染められながら、しばしにらみあうような格好だったが、

「酒は残っているか」

　オルバが仮面の下で口を開いた。ぴくりとスルールの眉まゆが動く。

「なに。酒？」

「歩ほ哨しように当たってくれた兵たちに振ふる舞まってくれ。貴様らとちがって、乱らん痴ち気き騒さわぎをしなかったからな、このままでは不公平というものさ」

（オルバ！）

　シークが仰天したのは、むざむざオルバが火に油を注ぐようなことを口にしたのと、その瞬しゆん間かん、スルールの半身が右に傾いたかと思うと、その拳こぶしがオルバの顎あごにめり込んでいたからだ。

　地面に尻しり餅もちをつきそうになった彼を、近くにいたスタンがあわてて受け止めた。

　ざわっ、と兵たちがどよめいた。

「調ちよう子しに乗るな、若僧」スルールは細い目をかっと見開いていった。「タウランでメフィウス人が好きにできると思うな。おれのいうとおりに剣を振るっておればそれでいい。わかったか！」

　このとき、ざわめきが歓声につながらなかった事実を、スルールは考えるべきだったかもしれない。オルバたちとともに歩哨に当たり、ともに連携して戦ったゼルド人兵たちは三百名ほど。スルールの拳は、彼らの戦勝気分や、手柄を立てた誇らしさをも打ち砕いたのである。

「てっ、手て前めえ」

「よせ、よすんだ」

　タルコットやギリアム、気の短い傭よう兵へいたちが前に出ようとするのを、シークや、そしてともに戦ったゼルド人兵たちがあいだに立って押しとどめる。

　夜気には、砲弾に燃もえた木の臭においが混じっていた。




　翌日、部隊の再さい編へん成せいを終えたスルールは、いよいよカダインへの本格的な進軍をはじめた。

　オルバ隊はさすがにスルール直属を離はなれ、ビシャム中隊の所属となっている。

　その道中、

「らしくないね」

　シークが、前をいくオルバに声をかけた。馬を取りあげられたので、隊員は全員徒歩である。

　だんまりを決め込んだオルバに、

「きみならもっとうまくやると思ったが。スルールから隊丸ごと奪うつもりならともかく」

「性た質ちが悪い」

「ぼくが？　それともきみが？」

「使えない将は、手ごわい敵より性質が悪い」

　シークは噴ふき出しそうになるのをこらえた。本で読んだことの受け売りか、実感したことなのかはともかく、短気を起こした自分を正当化しようとしているのはオルバには珍しい。

「苛いら立だっているね。剣けん闘とう士しのときも、皇子さまのときも、とにかく敵を苛立たせることに関しては天才的だったきみがねえ」

「うるせえ」

　仮面の下に、少年の素顔が透けて見えるようだ。

　その夕刻。斥せつ候こう隊たいが馬を飛ばして駆けつけてきた。

「ほう」

　知らせを受けて、スルールがかすかに笑う。

　国境の城じよう砦さいがもぬけの殻だという報告だった。ニルギフの夜や襲しゆうが失敗したので、兵をいったん引きあげて、カダインそのもので待ち受けるつもりだろう。

　が、そのさらに翌日、斥候が新たに運んできた知らせを受け、スルールどころか、兵全員が当惑の顔をした。

　当のカダイン本国からも、兵すべてが引き払ったというのである。
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　退陣せよ、との命令を耳にしたとき、ニルギフはなんのことやらわからない、という顔をした。

「退陣、とはどこへだ」

「エイメンへ赴おもむき、連合軍本隊を待ち受けよ」

　いつもながら、淡々と告げる魔ま道どう士しに人間らしい表情はない。まるで、現実とはちがう、物語の話をしているかのようだ。

「馬ば鹿かな。そんなことをすれば、こちらに向かっている部隊に後ろから狙ねらわれる」

「余計なことを案ずる必要はない。われらとて、むざむざ兵力を失う真ま似ねはせんよ」

「待て。そもそもここを死守せよ、というのがおまえらの命令だったではないか」

　いいながらも、ニルギフは魔道士の背後にいる男たちに視し線せんを誘われていた。ゼル・イリアスからたったいま派遣されてきたという男たちだ。魔道士に負けず劣らず薄うす気き味みが悪い。というのも、全員が黒ずくめの装具で身をかためており、肌の露ろ出しゆつした部分などほとんどない。兜かぶとから垂れた黒い布で、顔をも覆おおい隠しているという徹てつ底ていぶりだ。

（あの布の下に覗のぞく顔が、生きた人間のものでなく骸がい骨こつのそれであっても、おれはさして驚おどろかんぞ）

　先ほどから声ひとつ発せず、また身じろぎもしない。呼吸をしているのかどうかすら疑わしくなるほどだったが、その黒衣の剣士たちは総勢でわずかに百五十名ほど。どれほどの精せい鋭えいか知らないが、ニルギフたち八百近い兵が引くというのに、当然、彼らだけでカダインを防ぼう衛えいできるはずがない。

　しかし魔道士はいつもの調ちよう子しで、

「準備がととのったのだよ。よく時間稼かせぎをしてくれた。さあ、いわれたとおりにするがいい。そこまで敵が迫っておる」

　準備とはなにか、敵を撃げき退たいさせられるほどの策があるのか、という問いに、魔道士はいっさい応じなかった。ニルギフは苦々しい顔で鼻を搔かいた。

（くそっ、むざむざ仲間を失った。ならばここで敵を殲せん滅めつしてやろうかと思えば、カダインを退ひけ、だと？）

　命令が二転三転することからして、やはり、ガルダも動揺しているのではないか、という思いにも駆られた。

（いまならば、あるいは──）

「前にも申したとおり」

　とこのとき、魔道士が薄ら笑いを浮かべたので、ニルギフはぞっとした。そこに人間らしい感情を読み取ったからではない。それはまるで、命を吹き込まれた人形が人間の真似をして笑ってみせた、というような顔だった。

「余計なことは考えぬほうがいい。われらはここに残り、民たみたちを見張りつづける。もし命令を無視し、そなたらが街へ引き返してきたり、連合軍に味方したりするようなことがあれば、ひとり残らず民人の首を刎はねてくれよう」

「おのれ」歯を剝むいて、肉にく食しよく獣じゆうじみた顔になったニルギフだったが、「待て。ここに残るだと？　敵が来たら、貴様らはどうするのだ？」

「死ぬだろう」

　魔ま道どう士しの答えに、ニルギフは、またもなんともいえぬ顔つきになった。前々から考えの読めぬ連中だとは思っていたが、まさかこれほどとは思わなかった。魔道士と、そして新たに派遣されてきた百五十名の剣士たちは、カダインで敵を待ち受け、そしてわざわざ死ぬつもりらしい。

「ああ、ただし、それを待ってカダインへ戻ろうなどとは考えぬがいい」

「またおれの家族の話を持ち出そうというのだろう。わかっている！」

　ニルギフはいい加減、この不気味な男の相手をしているのに耐えきれず、ひと声吠ほえるとその場をあとにした。

（だが、考えようによっては）

　悪い話でもない、とニルギフは感じていた。ガルダはカダインを手放すつもりだ。魔道士たちがここに残って云うん々ぬん、というのは、機きに乗じてニルギフらが反乱を起こさぬためだ。となれば、自分たちはともかくも、カダインは解放されるということだ。西方連合軍がここを占拠する形になろうが、まさか彼らも民たみを虐ぎやく殺さつなどしまい。

（ガルダも、崩れてきおった）

　そういう実感がある。得え体たいの知れぬ、この世のものでもないといった恐ろしい幻想から、一枚一枚、薄うす皮かわをめくられるようにして、次第次第に生身の人間に近づきつつあるといった実感が。

「ならば、気の変わらぬうちに、いうとおりにしてやろう」

　声に出してニルギフはいった。カダインの民が無事解放されるというなら、払ってきた犠ぎ牲せいも無む駄だではないと思える。

（あとは、ゼル・イリアスだ）

　そこにも、決して少なくない数のカダインの民人がいる。他ほかならぬニルギフの家族もともに。

　生きてまたあいまみえることがあろうか──と思うと、去り際、故国カダインを見やる目がまた熱あつくなる。

　このまま西方連合軍が優ゆう勢せいになれば、ガルダは自分たちに決死の戦いを命じるにちがいない。それに逆らえぬ立場の者たちは、あとに破滅や死が待っているとわかっていても、それを受け入れる他はなかった。

（だが）

　カダインを彩る矮わい樹じゆ地帯を抜けるとき、ニルギフは部下たちに感傷を起こさせぬよう──自分こそがもっとも感傷に浸ひたりたいからこそ──馬の速度を上げた。

　将軍の気質を知っている兵たちは、何もいわない。大粒の涙がその髭ひげ面づらを伝い、ぽろぽろとこぼれ落ちていくのを、見て見ぬ振りをする。

（だが、そう……だが、決して、無駄死にではない。無駄な死など、この戦いにひとつたりとてなかった。必ずや、後世にそう思わせる戦いになるだろう。いや、そうしなければならんのだ）




　スルール・ワイリムの顔には常以上の焦りがあった。

「馬を飛ばせ。カダインを解放したら、すぐさま追つい撃げきに向かうぞ」

　彼がもっとも恐れているのは、カダインを出たという敵部隊が、エイメン攻略の本隊を奇き襲しゆうすることだ。それはすなわち自分の失敗だと見ているからだ。

　が、

（敵がカダインを発たったタイミングを考えれば、解げせないことが多すぎる）

　ガルダ軍がこちらの部隊をカダインに引き込んだ上で、手間取らせている隙すきにエイメンの本隊を叩たたく──。もしそれが本当の目もく論ろ見みだとしたなら、むしろカダインには少数でも兵を残しておくべきだろう。籠ろう城じよう戦せんをやり、半日だろうが一時間だろうがこちらの足を鈍にぶらせようとするはずだ。

　オルバは不安に駆られた。皇太子の影かげ武む者しやであったときには感じなかった種類の不安だ。彼は隊の者を残して前へと走った。途中、騎き馬ば武者から馬を借り、先頭集団のなかにいるスルールへと追いついた。

「大隊長」

「なんだ」苛いら立だたしそうにスルールは振り向いた。「メフィウス人の剣けん闘とう士し、まだおれに鉄てつ槌ついを振るわせる気か」

「敵の様よう子すがおかしい。ここはいったん陣を張り、時間をかけてでもカダインを偵察したほうがいいかと思われます」

「馬ば鹿かめ。そろそろ本隊もエイメン取りにかかるころあいだ。その本隊がカダイン軍の奇襲を受けたらどうする。『なにかある』と思わせ、こちらの追撃を止めるのが奴やつらの手だ」

「しかし」

「黙だまれ。さあ、さっさと自分の持ち場に戻るんだ」

（ちっ）

　感じたことのない種類の不安とは、まさにこれだ。皇子であったときには、すべて自分の判断で動いていた。もちろんそれゆえにかかる精神的な負担も相当なものだったが、いまの場合、指揮官が他人であるというのと、その他人の判断が信用ならないという不安は、それを上まわるものがある。

（シークにいったとおりだ。いや、シークがいったとおりか）

　宿場街を巡る攻防で、オルバは自分がスルールに対して子供じみた復ふく讐しゆうをやってのけたことを悔いた。そりのあわない男といかにしてうまくつきあい、信用を得ていくか、というのも、いまのオルバが立たされている状況においては重要なことだったのだろう。

　そういう意味では、ガーベラの知将ノウェにせよ、ヘリオ騎き竜りゆう隊たい隊長ラスビウスにせよ、彼らはオルバに反感と苛いら立だちを持ちながらも、最終的には目的のために手を組み、互いに信をおくこともできた。これらのケースがしごく自分には幸運だったと思わざるを得ない。

（一いち傭よう兵へいのおれではこんなものか）

　腹に溜たまった怒りがいつまでもまとわりついてくるようで、オルバの眉み間けんに苛立ちを刻ませる。

　オルバは馬も返へん還かんせず、すぐさま自分の隊へと戻った。

　と、スタンの様よう子すがおかしい。

「おい、どうした。スタン、どうしたと聞いてるんだよ」

　タルコットがしきりに肩を揺さぶり、声をかけているのだが、スタンは応じようとしない。見ると、顔が青ざめ、目はうつろに中空を漂っている。歩くのもおぼつかないほどなので、ギリアムが身体からだを支えてやっていた。

「どうした、どうした」

　どうしても歩くペースが鈍にぶるので、他ほかの歩兵隊に追い抜かれる際、からかいの声をかけられる。

「戦いが恐ろしくなったか。いざとなりゃ噂うわさの剣けん闘とう士しも使えないな」

「馬ば鹿か野郎」本気で激げつ昂こうしてタルコットはわめいた。「スタンは剣闘士じゃねえ。それに、おまえらなんぞよりよっぽど荒々しい戦いくさを生き抜いてきたんだよ」

　オルバは馬を飛び降り、びっしり汗の珠たまを光らせているスタンの顔を覗のぞき込んだ。

「しっかりしろ。いったん横になるか」

　ひょっとして、前の戦せん闘とうでどこかやられていたのかもしれないとオルバは思った。スタンは応じようともせず、ただなにかをくり返しつぶやいている。かすれ気味の小さな声だったので、はっきりとは聞き取れない。

　隊はますます進軍速度をあげていた。ほとんど最後尾に位置したところで、オルバは決断して、ギリアムと協力してスタンを馬に乗せた。その後ろからオルバも飛び乗り、

「先にいく」

　と馬を飛ばした。

　一時間もしないうちに、門もん扉ぴを開いたカダインの街が見えてきた。ひっきりなしに揺れ、ともすれば落馬しそうになるスタンの身を支えてやりながら、門扉をくぐる。

　街なかは歓呼と喜びの声に包まれていた。カダインの民たみたちが総出でスルール隊を迎えているのだ。泣きながら抱きあう者たちの姿が多く見られた。いまのいままで人質にされ、自由な生活を許されずにいた人々だった。

（奴やつら、本気でカダインを捨てたのか）

　自分の予感も当てにはならないものだ、とオルバは思いながら、とりあえずは済まさねばならないことがあった。

　住民のひとりを捕まえ、当てになる医師の名前と住所を聞き出した。中央の街路を一本折れた先に、教えられたとおりの看板が出ている建物があったが、医師は不在だった。おそらく街路に出て、ほかの住民たちと喜びあっている最中だろう。

　舌打ちしながらも、勝手になかへと入り、奥にあった寝台にスタンを寝かしつける。

「──」

「どうした、なにか欲しいものがあるか」

　スタンがまた何事かつぶやいたので、オルバは彼の口に耳を寄せた。

「来る」

「なに？」

「……来る、来る、来る。怨おん念ねんがわめいている、亡ぼう霊れいが叫んでいる、空が燃もえている」

　スタンのつぶやきは、熱ねつにうなされている人間特有に、意味もなさない、ただのうわごとに聞こえた。

　が、このときオルバの身体からだを悪お寒かんが走り、肌が粟あわ立だった。そしてスタンがまた何かをつぶやこうとしたとき、ふと陽ひが翳かげって、室内が薄うす暗くらがりに包まれたのである。はっとしてオルバは窓のほうへ駆け寄ろうとした。それより早く、

「ば、化け物だあ！」

　建物のなかにいてさえ、耳をつんざくような叫びが聞こえた。




　カダインの街路はいまだ歓呼の波に包まれていた。

　物見に立った兵がそれを満足げに見おろしていたのだが、そのとき誘われるように空を見あげた。

（雲が速い）

　青一色の晴天だったのに、視界の端から黒雲がみるみる湧わき起こりつつある。何気なく見あげつづけていた兵の目が、ついには釘づけになったように動かなくなった。速い、どころの話ではない。雲は瞬またたく間まに太陽を押し隠すと、空一面を黒く染めあげたのである。

　歌い、踊っていた民たみたちも揃そろって空へと顔を向けた。そして彼らも見た。巨人の臓ぞう物もつのごとくどくんと蠢うごめいた黒雲が、瞬しゆん間かん、砕け散るのを。

　その一片が降り注いでくるや、兵の胸を貫いた。ぐらりと傾かしいだ兵の身体が、物見の塔から落下する。

　それは激はげしい驟しゆう雨うにも似ていた。しかしただの水滴であり得なかったのは、急降下してきた黒い影かげは人間たちに覆おおいかぶさるや、その頭を、手足を、ずたずたに引き裂きはじめたことである。

　お祭り騒さわぎだったカダインの街路が、瞬時にしておびただしい血の色に濡ぬれた。

「化け物だ！」

　オルバが奇怪な叫びを聞いたのはそのときである。

　それは、翼つばさある生き物だった。人間の子供と似たサイズで、全身を黒い毛に覆おおわれている。顔は牙きばを生はやした猿に似ていた。見たこともないそれら不気味な生き物が、翼をはためかし、ひっきりなしに人間へと襲おそいかかってくるのだ。

　爪つめはやすやすと人間の肉を裂き、牙は甲かつ冑ちゆうや兜かぶとにすらたやすく穴を穿うがった。

　悲鳴をあげ、逃げまどう人々の背中へ爪を振るい、胸に抱いた子供をかばってしゃがみ込んだ女性の頭部に牙を立て、槍やりを持って戦おうとした兵士へ多勢で群がりかかる。結果として、残されるのはもはや原形も留とどめぬほど引き裂かれた屍しかばねばかり。

（なんだ、これは）

　街路へと飛び出したオルバは、街中が黒く、そして赤く染められているのを、一いつ瞬しゆん呆ぼう然ぜんと見やった。

　その目を塞ふさがんとばかりに、魔ま物ものが数匹躍おどりかかってくる。オルバは反射的に剣の柄つかに手をやった。直後、二度振るう。それは過あやまたず、剛毛を生やした胴体をふたつ薙なぎ払った──はずだった。

（なにっ）

　剣は宙を裂いていた。その代わり、手甲の辺あたりに強い痛みを感じて後ろへよろめく。

　もはや呆然としていられる間もなかった。空から耳を圧する唸うなりが聞こえてきたかと思うと、新たに黒い影かげが出現したところだった。

　それを見あげたオルバは、いよいよ自分の正気を疑いたくなった。

　カダイン上空にあらわれたのは、巨大な竜だった。身の丈は四、五十メートルにもなろうか、その巨体に引けをとらぬほど大きな翼を打ち振って、悠々と空を飛んでいる。

（あり得ない）

　このような竜など、あり得るはずがない。翼よく竜りゆうならば南方の火山島にいると聞くが、あれほどの巨体ではない上に、全身をびっしり埋めた黒い鱗うろこ、太い両手両脚、二本の角を有した長い頭部──となれば、これは想像上の産物以外にはない。オルバも、昔、兄のロアンが土産みやげに持ち帰ってきてくれた絵本のなかで見たことがあった。

　愕がく然ぜんと見あげるオルバの前で、黒い巨大な竜が、そのとき口を開いた。まさか、と思ったときには、口こう腔こう内ないから稲光が迸ほとばしっていた。

　本能の命ずるままにオルバは身を伏せた。遠くの屋根屋根が吹き飛び、火を吐きながら瓦が礫れきが飛び散っていくのを、彼は、腹はら這ばいの姿勢のまま見つめていた。当然、大勢の住民が命を失ったはずだ。竜はふたたび空を徘はい徊かいし、次の狙ねらいを探しているふうである。

　悲鳴と絶叫とが、オルバの鼓膜にこびりついていっこうに離はなれず、止やむ気け配はいもない。オルバは剣を杖つえ代がわりに立ちあがった。

（これが、魔ま道どうか）

　そんな思いがする。黒い魔物も、竜も、魔道士の仕業にちがいない。そのためガルダ軍は兵力を引きあげたのだ。

　超自然的な現象を前に、オルバの体毛は総毛立ち、頭には痺しびれるような恐怖がある。もしこれが本当にガルダの力だとしたら、剣ではどうにもならないのではないかという絶望も胸をかすめた。

　と──、

　またも爆ばく発はつが起きて、オルバがふたたび身を伏せた。そして顔をあげたとき、黒い魔物が眼前に迫っていた。

　すばやく身を起こして、後方へ跳ぶ。跳びながらも、剣を握りなおしていた。この辺りの動きは、もはや身に染みついた習性だ。着地したときには剣を縦たてに構えていた。間にあった。黒い魔物の爪つめを、これで確たしかに防いだはずだった。

　が、オルバの首筋に鋭するどい痛みが走った。爪は刀身をするりと抜けて、その先端がかすめていたのである。
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　時ついに来きたれり。

　ラスワン・バズガンの額ひたいで、石が打ち鳴らされたかのようにかっと火花が散った。目をひん剝むき、荒々しく行進していくその顔は平素の涼しげにととのった彼とはあたかも別人のようである。

　そんなラスワンが、完全武装し、おまけに兵士を二十名あまりも背後に引きつれて、城の門前にあらわれた。兵士たちも鎧よろい兜かぶとを着込んでいる。ただそのなかにひとり、武器を持たない中年男がひとり混じっていた。青白い顔をして、いかにも落ち着かない様よう子すだった。

「何事でございます」

　警けい護ごに当たっていた兵が驚おどろきの顔をするのも無理はない。ちなみに城──というより、タウーリアの場合は大きな館やかただ──の守備に当たっている兵士は、ラスワンの父トゥーン・バズガンの配下だ。

　ラスワンは用件も告げず、ただ、

「入る。通せ」

　とだけいった。なにやらその雰囲気に危険なものを察してか、

「トゥーンさまをお呼びいたします。しばらくここでお待ちあれ」

　守しゆ衛えいのひとりが門前を去ろうとした。

　その背中めがけて剣光きらめいたときこそ、ラスワン・バズガンの蜂ほう起き、そのはじまりを告げる合図だった。

　血しぶきがあがって、何事かと集まりかけていた宮仕えの人々から悲鳴が巻き起こった。ラスワンは無表情に兵士の屍しかばねを踏み越えた。二十の兵とともに城内へ入る。

　相手がトゥーンの息むす子こラスワンということもあって、城の守り手である兵たちも動揺を隠せない。なにより、大おお股またで城内を進んでいくラスワンの気迫はただごとではなかった。寄らば斬きられるといった空気が、兵たちの気を吞のんでか、ラスワンはほとんど邪じや魔まが入らぬままに奥へと進んだ。

　が、謁えつ見けんの間へと通じる大扉の前。さすがにここを守る兵たちは、槍やりを交差してラスワンの前に立ちはだかった。

「お下がりを」

「お下がりあれ！」

　口々に叫ぶのだが、ラスワンはここも問答無用に武力へ訴えた。あっという間に同国人の兵たちを斬り倒して、玉座へとつながる重々しい扉をこじ開ける。

　なかには、王おう后ごうジャイナと、ヒルゴ・テドス大公がいた。西方各諸国から送られてきた友好の使節と会っていた最中である。もちろん騒さわぎは届いていたのだろう、彼らを逃がそうとしていた矢先と見えて、皆が席を立っていた。

　ラスワンの引っさげた血刀を目まの当あたりにして、使節のあいだから悲鳴が起こり、ジャイナも息を吞のんだ。

　とそこへ、遅ればせながらも、トゥーン・バズガンと彼率いる五十ほどの兵が、ラスワンの後方より迫った。

　扉は開け放たれたままだったので、そこをかためていたラスワンの兵とにらみあう格好となる。両陣営ともに抜刀していたが、息子の行動を知らされて混乱と動揺の極みにあるトゥーンだから、なかなか命令を下せない。

「ラスワン！」

　せめて大声をあげるのだが、ラスワンは父の呼びかけにも応じず、また振り向きもせず、ただ鷹たかのように鋭するどい目を玉座へと当てている。

「乱心したか、ラスワン」

　ヒルゴ大公が叫んだ。第五兵団長ボーワンの養父に当たる人物で、アークスの父の代から仕えてきた人物だ。

　と、ラスワン・バズガンの口もとに嘲ちよう笑しようが浮かんだ。
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「乱心？　いや、正統バズガンの血筋を引く者として、まっとうな権利を要求しに参っただけのこと。その玉座、空いているようならおれに与えてくれまいか」

「馬ば鹿かなことを」

　頰ほおを震ふるわせたのはジャイナだ。娘のエスメナに似て、普ふ段だんはおっとりとした女性だが、さすがに血相が変わっている。

「この玉座は、わが夫にして、国民の父アークス・バズガンのものです。それを知らないおまえではありますまい」

「バズガンの玉座は、すなわちゼル・タウランの玉座。日ごろから口くち癖ぐせのようにいっているのは当のアークスのはずですぞ」

「それが、そなたの行動となんの関かかわりがある」

　ヒルゴは、ラスワンの頭を飛び越え、その背後にいるトゥーンへと呼びかけた。

「トゥーン、この乱心者を捕らえよ。いかにそなたの息むす子ことはいえ、これはタウーリアへの謀む反ほんにほかならぬ！」

　緊きん張ちようの糸がぴんと張りつめていた双方の兵に、そのとき動きがあるかに見えた。が、

「まあ待たれよ」

　ラスワンは、この騒そう乱らんの当事者でありながら、妙にのんびりとした口く調ちようで手を挙げていた。

「ここに、ひとりの者を用意してある。その者の言葉を聞いてからでも遅くあるまい」

　そういってラスワンが引き寄せたのは、彼らのなかに混じって、唯一武装していなかった中年男だった。街の道具職しよく人にんであるという。いきなりの刃にん傷じよう沙ざ汰たに、顔からはすっかり血の気が引いている。息苦しそうにしていて、いまにも倒れそうなほどだった。

　が、一見どうということもないこの男の口にした言葉が、広間中に動揺を招いた。

「馬ば鹿かな」

　ヒルゴ大公までもが青白い顔で呻うめいていた。

　男のいうことには、およそ半年前、太守アークス・バズガンの手の者がやってきて、軍配をつくってほしいという依頼を受けた。それも、普ふ段だんアークスが腰から吊つるしていたものと同じ形、つくりにしてほしいという。柄つかの部分の意匠には特に細かく口を出された。もともとアークスが愛用していた軍配の柄には、魔ま道どう王朝の玉ぎよく璽じがおさめられてあるのだ。

「皆さまは、覚えておいでではないか」ラスワンが、男の証言によって招かれた動揺を余すところなく見つめようというふうに、じっくり周囲に視し線せんを送りながらいった。「太守アークス・バズガンは、メフィウスとの戦いくさの折、アプターにて捕ほ縛ばくされた。その直後、タウーリアとメフィウスは突然講こう和わを結ぶこととなった。そのとき、一時的に太守の腰から軍配が消えていたという話を、覚えているのではないか」

「そなた、なにがいいたいのです？」

　ジャイナがやはり青ざめた顔で問う。ラスワンは低く笑って、

「これ以上、どのような言葉が必要になろうか。太守アークスは、ギル・メフィウスに軍配を、すなわち魔道王朝の玉璽を奪われたのだよ。そしてそれを質に脅しつけられ、メフィウスなどと手を結ぶに至ったのだ。玉璽を失った、とあればそれはもうバズガン家として、いやゼルド人としての名折れに等しい。それだというのにアークスは周囲を欺あざむかんとして、軍配の代わりをこの男につくらせたのだ」

（ふふん）

　広間には動揺が巻き起こっている。トゥーンの配下たちですら顔を見あわせているなか、ラスワンひとりが冷ややかな思いで自身の声を耳にしていた。

　彼がつれてきたこの中年の男は確たしかに道具職人だが、実際のところ、アークスから軍配をつくるよう依頼された人物ではなかった。さすがに国を左右しかねない事態だということはアークスも悟っていて、ラスワンもすぐには尻しつ尾ぽをつかめなかった。おそらくは素性を伏せて国外に依頼したか、あるいは軍配をつくらせた職人を人知れず殺して口を封じたか。

　もう少し時間があれば詳細を調しらべられたのだが、ラスワンにも差し迫るものがあった。仕方なく、タウーリアでも名の知れたこの男を高い金で雇ったのである。無む論ろん、のちのちには邪じや魔まになるから、この謀む反ほん劇げきに巻き込まれたように見せかけ、すぐに殺害するつもりである。

　ともあれ、広間中に動揺が満ちている。ラスワンはここぞとばかりに声を張った。

「アークスめにもはやバズガン家の筆頭を名乗る資格はない。そうは思わぬか？　この手に軍配を取り戻し、新たにゼル・タウラン復ふつ興こうをとなえる新王が必要なのではないか？」

「ば、馬ば鹿かげたことを」

　広間中の空気がおかしな流れになりつつあるのを察してだろう、ヒルゴもことさらに大声を出し、ラスワンのほうへと詰め寄った。

「そなたの憶おく測そくに過ぎん。殿がお帰りになってから確たしかめればよいこと。わざわざ殿の留守を狙ねらった時点で、そなたの魂胆は見え透いておる。いまは引け、ラスワン。事情がどうあれ、そなたの取った行動は許されるものではない」

「まだわからぬか。殿が帰られてからだと？　玉ぎよく璽じを奪われ、太守としての資格を失ったアークスがガルダに打ち勝てるものか。西方全体に脅威が迫るいまこそタウーリアには新しき指し導どう者しやが必要なのだ」

「引けと申しつけた。ラスワン、いまのうちに引かぬというなら」

　ラスワンはただでさえ癇かん症しような男だ。思いどおりに事が運ばぬとなると、その眉み間けんにびりっと皺しわが寄る。余りある覚悟を抱いた身であり、一世一代の大おお舞ぶ台たいと気を張りすぎていた。

　あまりに距きよ離りが近かったため、ヒルゴには見えなかったはずだ。このときラスワンの右手が上がり、血ち滴しずくを垂らす剣が肩の上へと振りかぶられたのを。

「大公！」

　ジャイナが叫んだときには遅かった。ラスワンの剣はヒルゴ大公の右肩から胸に至るまで、ひと息に斬きり裂いていた。ヒルゴの身体からだはよろめき、そして口から血の泡を吐いて後ろ倒しになった。

　静まり返る一いつ瞬しゆん。そののち、

「と、捕らえよ！」

　さすがにこの段になっては、トゥーンも決意せずにいられなかった。右手を振って部下たちに突とつ撃げきを命じる。

　槍やりの群れが広間内にきらめいた。ラスワンのほうを向いた穂先はしかし二十にもならず、残り二十はその仲間たちへ、そして残り十はというと、命令を下したトゥーン・バズガン本人へと向けられていた。自らも抜刀して突撃しかけていたトゥーンはたたらを踏んで、

「貴様ら」

　呆ぼう然ぜんとつぶやいて、部下たちの顔を見やった。もちろん彼は知らない。このとき増援として駆けつけてくる予定だったトゥーンの部下たちは、皆、城の門前で足止めを喰くらっている。やはりラスワンの息がかかった兵たち五十以上が武装してかためており、

「トゥーンさまのご命令である」

　といい張って、内部へ誰だれも通さぬようにしていたのだ。悪いことに、彼らを指揮していたのがトゥーンの右腕的存在ともいえる副隊長だった。トゥーン・バズガン以外に彼の命令を覆くつがえせる権限のある者は他ほかになく、そしてトゥーン当人はというと城内にいる。これで他から駆けつけられる兵はいなくなったといっていい。

　一方のラスワンは、槍やりを向けられた父の様よう子すなど一いち瞥べつだにしなかった。ヒルゴの死し骸がいを足のあいだに見おろしながら、

「おれは、メフィウスに宣戦布告して、必ずやこの手に玉ぎよく璽じを奪い返す」

　暗い目をして、そうつぶやいた。

「そして西方の地にゼル・タウランを復活させるのだ」




　このとき、アークスの息女エスメナ・バズガンは居室へ戻ったばかりだった。宮殿内に部へ屋やを移されたボーワンの見み舞まいへいった帰りである。

　幼なじみの身体からだが快かい調ちように向かっている様子なのでエスメナはほっとしていた。ただ、部下たちを多数失ったこともあり、気持ちのほうが塞ふさぎ込んでいていけない。

「なにか、ボーワンを元気づけるいい方法はないかしら」

「姫さまが日をおかず、訪ねて差しあげればよろしいのですよ。それだけでボーワンさまもよくなっていかれるでしょう」

「そういうものかしら？」

「そういうものです」

「変だわ、みんなしてにこにこして」

　侍女たちは、実際、ボーワンの世話を焼くエスメナが微笑ほほえましいやら嬉うれしいやらだった。ここのところ塞ぎ込みがちだったのは、エスメナとて同じである。それを、幼なじみの身を案ずることで、姫のほうこそ次第次第に心身を回復させつつあるのが、侍女たちにはなにより喜ばしかったのだ。

　陽ひ射ざしもあたたかく、なにやら平和な一日だった。しかしその直後、宮殿内を包む空気が一変した。

　後宮を警けい護ごしている兵たちが、足音も荒々しく走ってきたかと思うと、

「なにやら城内が騒さわがしい様子です。姫さまは、ここから一歩もお出になりませぬよう」

　そういいおいて、来たのと同じ勢いで走り去ったのである。

　エスメナの胸にざわめきが起こった。

　その後、侍女たちが代わる代わる外へ出て、警護の兵たちから報告を受けては帰ってきた。

　ラスワン・バズガンが兵を率いて謁えつ見けんの間を制しようとしていると聞かされて、エスメナは驚きよう天てん動どう地ちの思いがした。ラスワンに関してあまりいい印象を抱いていなかったエスメナだが、さすがに謀む反ほんを企くわだてていようとは想像もしなかったことだ。

　さらに、大公ヒルゴ・テドスまでもが斬きられたという知らせが走ってきた。城は門前を封じられ、他ほかの兵たちは駆けつけられない状態であるらしい。となれば、城内にある兵力は、この後宮を守しゆ護ごしている者たち三十名余り。彼らは密室で相そう談だんをおこない、いざとなれば門をかためている兵たちと剣を交える覚悟を定めつつあるらしかった。

　侍女たちも大おお騒さわぎだ。侍女長の指図で、この部へ屋やのドアに長なが椅い子すやら机やらを積つんで、臨りん時じのバリケードを組もうとしている。

　周囲があわただしいなかで、

（ギルさま）

　エスメナはベッドに突っ伏したい思いがした。父が戦場にいるいま、頼るべきものは思い出のなかにしかない。と、

「ボーワンさまがお部へ屋やを出られたようです」

　外部との連絡係を買って出た侍女が、ドアの隙すき間まからそう知らせてきた。

「世話役の小姓たちがお止めしようとしたのですが、剣を持って、ものすごい剣けん幕まくで走っていってしまわれたとかで」

　エスメナの喉のどが鳴った。ヒルゴ・テドス大公はボーワンの養父だ。その敵かたき討うちをしようというのだろう。いくら回復に向かっているとはいっても、戦いくさで受けた傷は深い。ボーワンただひとりで、果たしてラスワンに立ち向かえるものなのかどうか。

（ああ）

　見知った世界のなにもかもが崩れ去る思いがして、エスメナは身を揉もんだ。父もおらず、ヒルゴ大公は斬きられ、ボーワンまでもが死地に赴おもむこうとしている。陽ひがのぼったときにはいつもどおりの一日だったはずなのに、こうも短いあいだに世界が一変するものか、という思いが立ちくらみにも似た症状を引き起こさせ、エスメナをふらふらと寝台の上へ座り込ませてしまった。

　無む意い識しきのうちに、寝台の傍かたわらに立てかけておいた包みを手にし、抱きしめる。わずかばかり、そこからあたたかさが伝わってくるようだった。

（タウーリアに、わがメフィウスから同盟の証あかしとして）

　この包みを差し出されたとき、言い添えられたその声が忘れられない。

　本来なら、それはギル・メフィウスから父アークス・バズガンへの贈おくりものだった。が、これを持ち帰ったエスメナは、それをすぐに父に渡すのも、なかを確たしかめるのもなにやら惜しく思われて、しばらくは手もとにおいていた。

　素直な性根のエスメナには珍しいことだ。あとで父に激げき怒どされるのも覚悟の上で、エスメナはアプターで出会ったギル皇子との一場面、その残り香に浸ひたっていたかったのだ。

　数日経たって、いよいよそれを父に届けようかというときになって、ギル皇子死去の知らせが、世界崩ほう壊かいを告げる鐘かねの音であるかのようにエスメナの耳に飛び込んできたのだった。

　ギルの死も、いまこうして起こっている出来事も、すべてが悪夢のようだ。

（悪夢。そう、悪夢だわ。わたしは、長いこと悪夢に悩まされていたのだわ）

　ガルダを名乗る魔ま道どう士しが、闇やみの淵ふちからエスメナの名を呼んでいる。幾いく重えにも折り重なった黒い襞ひだの向こうから、じかに手がのびてきて、エスメナの髪や肩を摑つかみにかかろうとする。

　かつてそんな悪夢に苛さいなまれていたエスメナは、いまの出来事もすべてそのつづきでしかないと思い込んだ。

（ギルさま、早く迎えにいらして。タウーリアに取とり憑ついた悪あく霊りようを、わたくしの悪い夢を、その手で振り払ってくださいまし！）

　包みを抱きしめ、目を閉じながら思い出のぬくもりに逃げ込んだエスメナの脳裏を、そのとき不気味な笑い声がよぎった。

　はっとして目を見開く。一いつ瞬しゆん、それが悪夢のなかでいくたびもエスメナを恐怖させたガルダの哄こう笑しように聞こえたからだが、

（ギル皇子が生きているなどと、これが、おかしくないはずがありましょうか）

　それは、以前この部へ屋やに招いた、メフィウスの剣けん闘とう士しが発した笑い声だった。

（ギルは死んだのです）

（失礼ながら、姫がかの皇太子のなにを知っておられるのです。忘れることです、あのようにつまらぬ男のことなど）

　エスメナの肩が震ふるえる。不ふ遜そんなあの剣闘士の言葉が、なぜだろう、いまのエスメナには、ギル本人からの叱しつ責せきのように聞こえた。

　自分は確たしかにギル皇子のことなどほとんどなにも知らない。泣いて感傷に浸ひたる資格もないのではというほどに。

　だが──、それでも、エスメナには、わかる思いがした。あのギル・メフィウス皇子ならば、いまの自分をきっとお叱しかりになるはずだと。

　国の苦境にあって、泣いて脅えて、助けを求めるだけの女を、かの人はどう思われるだろう？

　エスメナ・バズガンの、涙にうっすらと曇くもった鉄灰色の瞳ひとみが、ある種類の決意を揺らめかした。

　そして包みを改めて手に取ったとき、はじめてエスメナはその意味をも知ったのである。




　　　　２




　首筋から血を噴ふいて、オルバは後方へと体勢を崩しかけた。敵はなおも躍おどりかかってくる。

　こちらの剣は当たらない。牽けん制せいの一矢とばかりに軽く突いたが、これも魔物の頭部に当たるはずがすり抜ける。

「くっ」

　後退をつづけるオルバの全身が冷えていた。戦いとなると、たとえどんな状況であれ煮えたぎっていた血が、いまはもうただ凍こごえるほどに冷たい。手に握った剣の感触。腕に伝わる鋼こう鉄てつの重み。これさえあればいかなる障しよう壁へきをも叩たたき壊こわせると、そうした信念を抱いた剣士にとって、その剣がまったく通じぬとあっては、陥る先は絶望でしかなく、そして戦いのさなかに抱いた絶望は死につながる以外、あり得ない。

（魔ま術じゆつとは）

　もはや人の世界にあってはならぬもの、人の世界を超越しているものなのかもしれない。

　知らず、オルバの動きから精彩が失われた。愚直なまでに後退をつづけるしかないオルバの背中が、家の壁かべへとぶち当たる。

「ふざけるな」

　その一いつ瞬しゆん、オルバは恐怖を怒りへ転換し、生き残るための本能、その残り火をいっぱいに燃もやした。ただし血は冷たいままだ。それは全身手負いの獣けものが、苦しまぎれの反はん撃げきを試みようとしたに過ぎない。

　黒い魔物は翼つばさをはためかせると斜めに降下し、下から鉤かぎ爪づめを振るいにかかった。迎むかえ撃うとうと、前へ踏み込んだオルバ、横殴りに剣を振るいかけた。

　それとほぼ同じ瞬間、竜がまた雷を放ったのだろう、右手側から炎の色が飛び込んできて、オルバは反射的に目を閉じた。

（しまった）

　血液どころか、体液のすべてが凝ぎよう固こするような一瞬があった。

　横に振るいかけた剣を止め、下からの一撃に備えて柄つかを胸に引き寄せようとしたが、なぜだか身体からだがそのとおりに動かなかった。彼の剣は理性を越えた本能に衝つき動かされて、顔の正面に立てかけられる格好となる。その剣が、真正面からの一撃を弾はじいた。

「なにっ」

　はっと目をみはったオルバは、今度は横手から襲おそいかかってくる魔物の影かげを認めた。だが、目覚めかけた本能は、目に映った光景とは別の方角からの攻撃をオルバ自身に訴えかけてくる。オルバは体重を後ろ足に移して、膝ひざを曲げると、二、三歩、真横へと跳んだ。

（こいつは──）

　目に見えるものと、実際の攻撃とが食いちがっている。なにより、いま眼前を叩たたいた風は、オルバの鼻に馴な染じんだ臭い──鋼鉄の剣が巻き起こす風そのものだった。

　目を閉じた一瞬にそれを正せい確かくにとらえられたのは、六年間を生き抜いてきた剣けん闘とう士しとしての経けい験けんゆえだったろう。

（ならば）

　オルバは跳びかかってくる魔物と相あい対たいしたまま、よろめいた振りをして剣けん尖せんを下げた。

　敵が人間ならば、こちらが晒さらした弱点を衝ついてこないはずがない。読みが外れればもうそれはオルバの死を意味する。

　魔ま物ものは横あいから襲おそいかかってくる──と見えて、その殺気はだらりと正面にひらいたオルバへ真っ向から吹きつけてくる。それこそ、オルバが一対一で相あい対たいした剣けん闘とう士したちがその身から、そして剣から放ってきたもの、すなわち剣気とでもいうべきものである。

　オルバは切っ先を地に滑らせ、自らは思いきり膝ひざをたわめて地面へと沈んだ。頭上を、猛烈な風が薙ないだ。とともに地面から雷光さながらに跳ねあがったオルバの剣が、ずぶりとなにかに潜もぐり込んだ。

　魔物は右から跳びかかってきたはずだ。それなのにその瞬しゆん間かん、魔物の姿は視界から搔かき消えて、代わりに、オルバの眼前には、黒い人ひと影かげが浮きあがってきたのである。

　それは、黒ずくめの格好をし、人間の四肢を備えた剣士だった。オルバの突き出した剣が、その腹部に深くめり込んでいる。オルバは力ずくで引き抜いた。

「ぐっ」

　そんな息を洩もらし、剣士は前のめりに倒れた。絶命はあきらかだ。兜かぶとから布を垂らして顔も見えないほどだったが、腹部から、そして口の辺りからあふれた血のりはまぎれもなく赤い色をしている。

　荒々しい息をついて、オルバは血と人間の脂あぶらにまみれた刀身を見やってから、改めて周囲をうかがった。

　逃げ惑う民たみや兵の姿、それを追う、羽根の生はえた黒い魔物。異様な光景だ。だが、あの魔物たちの群れすべて、オルバがいま斃たおしたばかりの黒衣の剣士であるとしたなら？

（魔術の正体見たり）

　人の目をくらませているのか、心を惑わせているのかはわからないが、ともかくも、あのような魔物など実在しないのは確たしかなようだ。幻を隠かくれ蓑みのにした兵士たちが殺さつ戮りくをくり返すことで、カダイン入りした兵士を混乱状態に陥れるのが目的だと思われる。

　オルバは、いま実戦で培つちかった感覚を下地にし、彼らをひとりひとり斬きり伏せようかと思ったが、敵の数は未知数だ。こちらが敵の正体に気づいた、と悟られれば、敵は群れなしてオルバひとりにかかってくるだろう。

（となれば）

　いま殺されかかっている民や、仲間の兵を救おうなどと安易な正義感を発揮すべきではなかった。オルバ以外誰だれひとり敵の策を見破れていない現状では、それこそ、カダインの滅亡を招きかねない。

　なすすべもなく魔物の爪つめにかかり、絶叫をあげる男が視界に入った。駆けつければ間にあうかもしれない距きよ離りで、女性が子供を庇かばいながら路上に伏せていた。

　オルバは目を閉じかけた。

　しかしその一瞬後、かっと目をみはって、名も知れぬ男が、そして母親が、命を落とす瞬間をその網もう膜まくに焼きつけた。

　強く歯を嚙かみしめながら、オルバは先ほど出てきた建物のほうへ戻った。スタンをつれていったんこの場を離はなれようと思ったのだ。シークらがすでにカダイン入りしているかどうかも確たしかめなくてはならないし、もし彼らを指揮することができれば、この状況とて打破できるかもしれない。

　と、すでにスタンは寝台の上に身を起こしていた。

「オルバ」

　弱々しい目をあげる。「しゃべるな」と制そうとしたオルバだったが、

「外は、どうなっている？　すごい規模の魔素エーテルが、渦巻いているんだ。ここにいるだけで、頭が割れそうなくらいに」

「魔素を？　感じるのか」

「こんなのははじめてだ。普通じゃない。……だけど、オルバ」スタンは、瞼まぶたを震ふるわせながらもオルバのほうを強い意思を込めて見据えた。「どれだけすごかろうと、それを操あやつっている意思はただひとつだ。おれを、いっしょにつれていってくれ。敵の場所だってわかるかもしれない」

　オルバはすばやく思考を巡らせた。スタンのいうことなど半分も実感できない。が、魔ま術じゆつがいかに常じよう識しきを超えたものであれ、悪夢じみたものであれ、それが人間の操る技ならば、

（その人間を斃たおせば、止められる）

　そういったシンプルな結けつ論ろんが導みちびかれるならば、戦う術すべはいくらもあるように思える。

　そうなると決断の速い男だった。オルバにはもともと、喧けん嘩かは速度が命だという信念がある。

「よし」

　オルバは即決した。どのみち急がなければ、このまま被害が増える一方だ。

　スタン自身がいくと決めたのなら、もはや彼の身を気遣うのは不要だった。オルバは彼をつれて外へと出たが、舌打ちした。馬がいなくなっている。門の立ち木につないでいたはずだが、爆ばく発はつに怯おびえた馬が、暴あばれに暴れて綱つなを引きちぎり、逃げ去ってしまったのだろう。

　思いきって路上を駆けることにした。遅れがちになるスタンを待つあいだ、路地の角から顔を出しては魔物が──すなわち敵の剣士たちがいないかどうかを探る。

　炎に取り巻かれたカダインには、依然、悲鳴が渦巻いている。街路はものいわぬ死体で埋めつくされていた。兵士のものもあれば、女性のもの、子供のものもあった。それが魔物の仕業であるとすれば、ただ身震いするだけの光景だったが、いまのオルバにはわかる。それが得え体たいの知れぬ化け物の仕業などではなく、生きた人間が振るった剣によるものであることを。

（ほう）

　空を見あげたオルバはかすかに目をみはった。空を黒い竜が舞まっている。だが、それも実在するはずがないと決めつけた上で改めて見やれば、飛空船の一種なのではないかと想像できた。

　ガルダ所蔵のものだろう。あれを街の近郊に忍ばせておいて、幻術を発動させるとともに、上空からの爆ばく撃げきを敢行したのだ。

　自らの支配領域であるはずの場所を、空から焼き払う。それはオルバ自身がアプターでやったことでもある。

　道をいきながら、スタンが方向を指し示した。なにをもってスタンが魔素エーテルを感じているのかは不明だが、進めば進むほどにスタンはその素そ朴ぼくそうな顔に苦痛の色を露あらわにした。

「吸いあげられていく」時折、熱ねつにうなされるように呻うめき声ごえを出す。「魔素が、心が、死者たちから吸われていく」

　敵の目を盗み、襲おそわれている住民たちを断腸の思いで見捨てつつ、辿たどり着いた先は、カダインの城じよう館かん近くにある竜神教の聖堂である。なるほど、と駆けながらオルバは思った。敵の親玉がいるにふさわしい場所ではあった。

「待っていろ」

　いうまでもなく、スタンはすでに疲ひ労ろう困こん憊ぱいの体ていで、聖堂へ通じる階段の脇わきにへたり込んでいる。

　オルバは剣の柄つかを握りしめ、なかへと躍おどり込んだ。大勢のガルダ軍が忍んでいるかとも思われたが、なかはむしろ人ひと気けがなく、がらんとしている。さらに進んでいくと、下り階段になった向こうに、柱の立ち並ぶ広間が見えてきた。

　そこに、ひとりの男がいた。フードをかぶった長衣姿の男で、手にした杖つえを振りかざしている。杖には七色に光る宝玉がはめ込まれてあり、そこからなにがしかの波動が伝わってくる。目には見えずとも、そしてスタンほど敏感に感じられずとも、それが魔素というものなのだろう。

　気け配はいを殺し、息をも断って、オルバは柱の陰からそろりそろりと進み出た。

　が、

　突然、前触れもなしに男が振り向いた。オルバも覚悟を決めて、剣を片手に広間へと駆けおりる。

「おまえがガルダか」

「わたしがガルダかだと？」

　魔ま道どう士しらしきその男は、喉のどをつぶされたようなしゃがれ声で笑った。

「ある意味で物事の本質を衝ついておるな。仮面の小僧。だが、わたしなどはガルダさまに選ばれた通路にすぎぬ」

「通路だと？」おうむ返しにしたオルバだが、どのみち魔道のことなど彼にはわかりようもない。「なにがどうあれ、おまえを斬きればこの馬ば鹿かげた騒さわぎも終わるようだな」

「ここへ辿り着いたことは褒ほめてやる。だが、それだけよ」

　魔道士はいうなり、腰に結びつけてあった皮袋を手に取ると、それをオルバのほうへと放った。地面にぶつかるや、それが光を発しながら炸さく裂れつした。剣で斬りかかろうとしかけていたオルバはたたらを踏んで、思わず顔を庇かばう。

　と、魔ま道どう士しはかざしていた杖つえを剣のごとく身構えて、オルバのほうへ突きかかってきた。距きよ離りは遠い。届くはずもなかったが、それはあたかも鞭むちのようにのびて、オルバの右腕へと巻きついてきた。

「なにっ」

　腕に冷たい感触を覚えたときには、杖はおぞましい変化を遂げていた。いつしか一匹の蛇と化して、黒い斑はん点てんを散らした蛇体をうねらせながら、オルバの首筋へその牙きばを打ち立てようとしていたのである。

　オルバは必死に首を後方へと逸そらしたが、その間にも蛇は幾いく重えにも胴体を巻きつかせながら這はいのぼってくる。蛇の尻しつ尾ぽにあたる部分は不自然なまでに長くのびて、その端っこを魔道士の手が握っていた。

「やれ」

　冷笑を交えた声で魔道士が命じた。その相手は彼が使役した蛇ではなかった。聖堂のこしらえる闇やみの向こうから、黒い装具で全身を覆おおった兵士が進み出てきたのだ。どうやらこの魔道士を警けい護ごするためにひとりは配されていたらしい。

　片手用の斧おのを構えて、無造作に近づいてくる。立ち向かおうにも、右腕は蛇に封じられて剣を振るえない。

「ちいっ」

　しゅうしゅうという耳障りな呼吸音を発し、なおも首を狙ねらう蛇から必死に顔をそむけながらオルバは後ろに下がりかけた。が、蛇の尾を摑つかんだ魔道士は存外に強い力で踏ん張って、オルバに後退を許さない。

　兵の姿がすぐそばまで迫った。仮面の奥にあるオルバの双そう眸ぼうが激はげしい焦りをきらめかせる。

　もう一度後退を試みようとしたが、むしろ反動で前へとよろめきかかり、あたかも敵に首を差し出すかのような姿勢となってしまった。

　敵が斧を振りあげ、オルバの眼前で死を意味する風が巻き起こった。

　が、このときオルバはよろめいたのではなく、自ら歩み出ていたのである。前方へ『出た』のは、後方へと『下がる』距離をつくるためであり、斧が叩たたきつけられようとすると同時に、半歩後退すると、右腕を眼前へとかざしていた。

　血の色はあふれなかった。

　斧によって頭部を刎はね飛ばされた蛇は、ふたつに砕けた杖となって宙を舞まっていた。

　そのときにはオルバの剣が兵士の膝ひざ頭がしらを叩き割り、呻うめいて膝立ちになったその頭部へ間髪を入れぬ二に撃げき目めが襲おそいかかった。

　断末魔もなく沈んだ兵の身体からだを飛び越え、オルバは魔道士へと迫った。

　フードの下に、驚きよう愕がくの表情を刻んだ顔があった。しかし勝利をあきらめず、もう一度腰をまさぐるような仕し草ぐさをした。

　瞬しゆん間かん、オルバは力の限りに剣を投とう擲てきした。

　不意を打たれた魔ま道どう士しはかわすこともできず、鋼こう鉄てつの切っ先が胸を深々と貫いてくるのに身をゆだねる以外になかった。
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「ラスワン・バズガン！」

　震ふるえる声が謁えつ見けんの間に響ひびきわたった。

　槍やりと剣とが交差しあいながら動きの止まった謁見の間において、その人物の登場が新たな風を吹き込んだ。

　トゥーン・バズガン、そしてラスワン・バズガンの親子が同じ方向を見やる。ラスワンの頰ほおに蔑さげすんだような笑えみがあらわれた。

「これはこれは」

「父上」

　新たな人物──ボーワン・テドスは、血だまりのなかに沈んだヒルゴ大公の姿を目もく撃げきすると、いったん足を止めた。ボーワンは親しん衛えい隊たい衛士の息むす子こだったが、その父が十二歳のとき戦死。直後に、ヒルゴ大公に才覚を認められ、養子になっている。

　ふたり目の父を失ったボーワンの顔に、激はげしい怒りが浮きあがった。トゥーンの部下らを力ずくで押しのけながら前へ前へと出る。普ふ段だんは花や鳥を愛めでるといった一面もある若者だけに、怒りを具現化した形ぎよう相そうは凄すさまじく、彼が手にした鞘さやから剣を抜き払っても、近くにいたはずのラスワン派の兵士すら容易には斬きりかかれなかったほどだ。

「よい、通してやれ」

　ラスワンはいい、自らも剣を抜いた。

「おまえにはおれを討うたんとするゆえがある。おれが、伯お父じを放逐し、玉座につくゆえがあるようにな。王となれば、自分の都合のみを優ゆう先せんさせるわけにもいくまい。おまえの心を受け止めてやろう」

「抜かせ、逆ぎやく賊ぞく」

　ボーワンの顔はいまこそ血にたぎっていたが、本来はまだ青白い顔をして寝台に伏せっているはずの身体からだである。コルドリン丘きゆう陵りようの戦いで肩を割られ、背中には銃弾が喰くい込んだ。この一ヶ月でだいぶ癒いえてはいたが、剣を持って撃うちあえるほどではないはずだ。

　しかしボーワンは臆おくしもせず、広間の中央にまで進み出ると、ラスワンと対たい峙じした。

　この両者、普段から比較されることが多い。年格好が近く、体格の面でも似通っているばかりか、ともに武芸に通じ、またともに気が早いとされつつも、後継者候補として名が挙がることもたびたびある。もっともそれは市井しせいのあいだだけで、アークス自身がそれをほのめかしたことは一度もない。

　しかしそうした空気は互いに伝わるのか、ラスワンもボーワンも普ふ段だんから仲がよいとはいえなかった。親しく口を利いたこともない。

　じかに戦えば、どちらが上まわるのか。

　こんなときだというのに、広間の決けつ闘とうに、好奇心にも似た関心が集まりはじめた。

　双方がじりじりと間合いを計りはじめる。

　大勢の目が、互いの動きを追う。

　先にしかけたのはラスワンだった。左足を強く踏み込んで、ボーワンの喉のどに突きかかる。それを弾はじいたボーワン、左へ身をさばいて側面から突き返した。

　あとは目にも止まらぬ攻防戦となった。ふたり、巨木を刈り取らんとするかのように、一定の距きよ離りを挟んで、ともに右へと円を描きながら剣を振るいあう。

　見守る者たちに声はない。

　腕前はほとんど互角に見えた。しかし五合ごう、六合──と剣を撃うちあわせているうちに、やはりボーワンのほうが体勢を乱しはじめた。

　あとは力押しに押されるだけだろう、と見たのは戦いを見守る兵たちばかりでなく、ボーワン本人とて同じことだった。だからこそ捨て身の一いち撃げきに出た。身体からだに損傷を追う覚悟で、でたらめなほどの勢いで間合いを詰める。ちょうどフェイントをかけてからさらなる攻勢に出ようとしたラスワンの隙すきを衝ついた形となり、奇跡的に無傷で懐ふところへと潜もぐり込んだ。剣と剣とが鍔つばもとで撃ちあわされる。

　ラスワンにもその勢いは意外だった。受けたときに足が乱れている。ボーワンは体重をかけて逆臣をその場に押し倒そうとした。

「そこまでだ！」

　このときトゥーン・バズガンが動いたのは、ラスワン派の兵士たちが決闘に固かた唾ずを吞のむあまりに、自分への注意を一いつ瞬しゆんおろそかにしたためもあった。しかしあるいは、息むす子こが剣にかかるのを目まの当あたりにしたくなかったためもあったかもしれない。

　トゥーンは間近にいた兵士に体当たりすると、そのまま広間を突っ切って、ラスワンめがけて走り出そうとした。

　が、それが裏目に出た。討うたんとする男の、父の姿を目の当たりにして──自分のほうこそ養父を殺されたにもかかわらず──ボーワンの気勢がほんの一瞬削そがれたのだ。それに乗じてラスワンのほうが相手の足を払った。前のめりに倒れたボーワンの手から剣が払い落とされる。

　とともに、トゥーンの突進を、ラスワン派の兵たちが羽は交がい締じめにして喰くい止めていた。

「終わりだな」

　ラスワンが冷たい笑えみを浮かべた。ボーワンは倒れたまま身動き取れない。

　さらにここに来て、双方の兵がにわかに殺気立った。いよいよタウーリアを舞ぶ台たいに、血で血を洗う内紛が起こるかに見えた。

　そのとき、

「お待ちなさい」

　またも広間に姿を見せた人物があった。

　それが他ほかの誰だれであろうと、広間に渦巻きはじめた殺気は止めようがなく、見向きもされなかったにちがいない。

　アークス・バズガンがひとり娘、エスメナ・バズガンでさえなければ。
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　皆、半ば呆あつ気けに取られたようにそちらを見やった。後宮から謁えつ見けんの間に通じる道から来たのだろうとはわかる。わかるが、あの、平生おっとりとして虫一匹殺したことがないような姫が、ただひとり、背筋をのばしながら剣と槍やりのきらめく広間へと歩み出てこようとは、誰ひとり予想だにしていなかった。

「姫」

　と呼びかけたのはトゥーンの部下で、

「お下がりください、姫！」

　懇こん願がんするように叫んだのはラスワン派の兵である。彼らにしてみても、玉ぎよく璽じを失い、メフィウスと同盟を結んだアークスは放逐すべき国主であるにしても、その娘エスメナに対しては敵意も憎しみもなかった。むしろ、ラスワンが従妹いとこのエスメナと結ばれれば、かつてゼル・タウランを興おこしたバズガン家の血筋はより濃こく守り継がれることとなる。

　が、エスメナはかすかに身を震ふるわせ、いっぱいに開いた目に涙を浮かべつつも、左右の兵たちには目もくれず、ラスワンと一いつ直ちよく線せんに視線の糸を結んだ。

　この場の誰が知ろう。

　かつてメフィウスとガーベラのあいだで和平が成ったとき。それに不服をとなえた逆臣リュカオンとその一派がザイム砦とりでを占拠した。ガーベラの王女ビリーナは、リュカオン派の兵たちから懇願の声を耳にしながらも、当のリュカオン本人に強い眼まな差ざしを向けたのである。

　その再来であるとは、もちろん知らず、ラスワンはいっとき苦々しい顔になっていた。が、すぐに表情を改めると、

「姫君の出られる幕ではない。これは国を憂うれい、国を負って立つ男の問題だ。あなたの母君も含め、危害を加えたりはせん。下がっていなさい」

　そう命じた。足もとには、ボーワンが転がっている。ラスワンの剣はその喉のどもとに当てられていた。それを見たエスメナの顔はいっそう青ざめた。もとより争い、いさかいの類たぐいから身を遠ざけてきた娘である。広間に蔓まん延えんした殺気に当てられ、このまま気を失って倒れてもおかしくなかったが、

「下がるのはあなたのほうです、ラスワン・バズガン」

　エスメナは常にない形ぎよう相そうで、まなじりを吊つりあげて叫んだ。

「なんといわれる？」

「あ、あなたに、国主アークス・バズガンが預かった正統なる玉座を汚す資格などありません。いますぐに剣を引き、ここより立ち去るのです」

「あなたに政治のなにがわかろうか。アークス・バズガンこそすでにゼル・タウランの正統を名乗る資格を失っているのだ。わたしは玉座欲しさに行動を起こしたのではない。その証拠に、すぐにタウーリア太守を名乗りはせぬ。この手に、ゼル・タウラン王の証あかしを取り戻すまではね」

「証？」

「そうです、姫」

　ラスワンは余裕を取り戻し、微笑ほほえんだ。さすがにエスメナが出てきたときには驚おどろいたが、悲壮なまでの覚悟を負った壮士である彼に比せば、エスメナなどは世間知らずの小娘に過ぎない。なにができようはずもなかった。

「アークスは愚かにもそれを宿敵メフィウスなどに奪われた。しかもそれを取り戻そうともせず、メフィウスと同盟まで結んだ。これがタウーリア、ひいてはゼルド人への裏切りでなくてなんであろう？」

　武装したラスワンは、見ばえのする若武者だった。顔だちはととのい、体格もよく、なにより周囲を圧倒するような気迫が眉み間けんの辺あたりから迸ほとばしっている。アークスに忠誠を誓った兵たちに動揺があるのも無理はなかった。

　ボーワンが倒れ、トゥーンも身動きを封じられたいま、ラスワンに対たい峙じするのは姫君ただひとり。ラスワンは冷笑を浮かべ、

「わたしとて血は好まぬ。姫、それでも立たざるを得なかったわたしの苦く衷ちゆうを察してくれるがいい。わたしはアークスを放逐したのち、全軍をまとめあげてメフィウスへ攻めかかるつもりだ」

　そういい放った。

　気運というものがある。物事が大きく変わろうとするとき、峡きよう谷こくの底から強く吹きつけてくる風に乗るかのごとく、その気運に乗った人物は、通常からは信じられぬくらいの力を発揮して、またあたかも神に選ばれたかのごとき超自然的な魅み力りよくを放つものだ。いまのラスワンはその典型とも見えた。このとき、

「これはいわば全ゼルド人のための義戦。そしてこの手に、必ずや古代王朝の玉ぎよく璽じを取り戻し──」

「古代王朝の玉璽」

　エスメナがそう声を発し、さえぎるまでは。ラスワンは不快そうに眉まゆを寄せた。

「くどい」

「その玉璽とは、ラスワン」

　エスメナは脇わきに挟んでいた布の包みを取り出すと、片方の手でさっとその布を取り払った。

「これのことですか」

　瞬しゆん間かん、ラスワンは驚きよう愕がくに立ちくらみ、エスメナの背後でなりゆきを見守っていた兵たちのあいだからも動揺の声が起こった。

　エスメナのその手にあるのは、まぎれもなくアークスが常に携帯していた、竜の頭をかたどった形の軍配。それはあたかも無色透明の輝かがやきを放ったかのように、大勢の人々の顔を照らしあげ、全員がまぶしそうに目を細めたのである。

　ただひとり、血相を変えたラスワンはそれを指差し、

「に、偽物だ」と断じた。「ここにあるはずがない。アークスは、軍配の偽物をつくって戦場へ持っていった。それがもうひとつあったところで不ふ思し議ぎではない！」

　エスメナは無言で、玉璽の柄に手をかけた。握りの部分は普通のものに比べるとやや大振りである。その理由を、エスメナは手ずから明かすこととなった。柄の部分を外すと、長方形をした水晶があらわれた。その内部にきらめくものが確たしかに見える。

　古代王朝の玉璽にして、竜神の爪つめのかけらともいわれる品である。場内のすべての人間が息を吞のみ、そして、

「馬ば鹿かな」

　呻うめいたのは、ラスワン派についた兵士のひとりである。激はげしく顔の筋肉を震ふるわせて、

「ラスワンどの。これはどういうことだ。玉ぎよく璽じは、メフィウスに奪われたのではなかったのか」

「うろたえるな！」

　そう叫ぶラスワンこそ、あきらかに正常な心を保ててはいなかった。突きつけた指もそのままに、

「そ、それも偽物だ。エスメナ、それを寄こせ。竜神の爪つめはこの世のどんなものでも傷ひとつつけられぬという。この手で叩たたき壊こわしてくれる」

　いうが早いか、エスメナのほうへと詰め寄ろうとする。エスメナはここを正念場とばかり、全身の力を振り絞ってラスワンをにらみつけた。

「わがバズガン家がお預かりした古代王朝の玉璽。これをゼル・タウラン王の証あかしといったのはあなた自身です。それを偽物などと呼び、剣をもって叩き壊そうとするあなたこそ、全ゼルド人の敵でなくてなんでしょう。皆の者！　この愚か者を捕らえなさい」

　ラスワンは聞く耳持たず、そのままエスメナに摑つかみかかろうとした。が、その背後から逆に肩を摑まれる。疾風はやてのごとき速さで起きあがったボーワンである。

「放せ！」

　揉もみあいになるうちに、ラスワンの手からも剣が抜け落ちた。

　このときになって兵たちも動いた。ラスワン派兵士たちの武器が揃そろって跳ねあげられ、こちらも格かく闘とう戦せんになる。謀む反ほんを起こした兵たちからはあきらかに気勢が失われていた。アークスをふがいなしと踏んでラスワンにつこうとした彼らだが、それも彼らがゼルド人としての歴史と血筋に誇りを抱いているからだ。

　それを他ほかならぬラスワンが踏みにじろうとした時点で、彼らの敗北は決まっていたといっていい。なかには、自ら槍やりを手放す者とてあった。

　それらの情勢すべてを見取ることはできずに、エスメナはふらりとその場に倒れかかった。繊せん細さいで、傷つきやすい性根のエスメナはすでに心身ともに限界へ来ていた。その王女の肩を支えた者がある。

「王女、危険です。こちらへ」

　エスメナはもう半ば以上意い識しきを遠ざけつつある。トゥーン隊の甲かつ冑ちゆうを身につけた兵士に肩を支えられたまま、抗あらがいもせずに広間からつれていかれた。

　タウーリア城じよう館かんでの戦いは、それから長いことつづきはしなかった。ラスワン派の兵たちは半分以上が戦意を失い、その場に膝ひざをつかされ、残りは命を落とした。当のラスワン本人はというと、ボーワンと、加勢に来た兵たちの手で取り押さえられている。

「姫は？」

　場がいったんおさまったと見て、ボーワンが顔をあげた。

「先ほど、隊のひとりが外へおつれするのを見かけましたが──」

「そうか」

　と応じたボーワンは、背中の傷口が開いたか、やや青ざめた顔をしている。義父を失ったばかりで気が昂たかぶっていたのと、かろうじて大事な人を守ることができ、安あん堵どもしていたのだろう。気がまわらなかった。

　広間での戦せん闘とうが終わりを迎えかけたころ、エスメナをつれた兵士は彼女を居きよ館かんの離はなれではなく、館やかたの中庭へと導みちびいていた。なにやら踊りにも似た動作で腕を何回か振ると、その場に黒塗りの飛空挺が忽こつ然ぜんとあらわれた。あらかじめカモフラージュして隠してあったとしか思えないが、その手段となるとおそらくタウーリアにいる誰だれも理解できなかったにちがいない。

　兵士はおもむろに兜かぶとを取り去った。エスメナに声をかけたときにはまぎれもなく若者の顔をしていたはずなのに、いまは老人そのものである。砂漠を徘はい徊かいする蛇のごとき呼吸音を洩もらしながら、彼は気絶したエスメナを手に抱え、飛空挺の座席に着いた。

　金属に爪つめを立てるのにも似た始動音とともに、艇は、タウランの人間が見たこともない速度で空へと舞まいあがると、そのまま西の空へと消えてしまった。




　モロドフはこのときエイメンに詰めていた。

　敵が徐々にこちらへ近づきつつある。アークス率いる本隊が、数日中にもエイメンの領内に牙が旗きを打ち立てんとしているのだ。ここを突破されれば、ガルダとておのが身が危うい。だというのに、相変わらずなにか指示を下すでも、ガルダ自らがゼル・イリアスから出てくるということもない。兵力を配置しただけで、あとは、

「エイメンまでは敵の前進を阻はばむな」

　とだけ魔ま道どう士しを通じて命令があったのみで、なしのつぶてだ。

　いつものやり口ではあったが、さらに解げせないのは、弟ニルギフの部隊がカダインを発たつという報告だった。出しゆつ立たつは、別働隊がカダインに迫る直前だというから、もう間もなくのはずである。

「なんのつもりだ」

　と聞いても、魔道士は応こたえない。兵力をエイメンに集中させるというなら、最初からそうすればよかっただけの話ではないのか。

　太い首をひねりつつ、モロドフはしかしいままでそうだったように、自分にできることに集中した。弟を含むカダインの部隊が加わるなら、陣の配置をやりなおさねばならない。

　エイメン周辺の地図を広げ、

（頭の痛い仕事だ）

　唇を歪ゆがめる。自分自身が乗り気でない戦いに、部下や仲間たちをどう鼓こ舞ぶして向かわせるというのか。

　こういうとき、酒が欲しいとモロドフは思った。だが、エイメンに配された兵の数は多く、それゆえか、配給される食しよく糧りようも日に日に少なくなっていく。酒などもはや手もとになかった。

（このままもし食料がつきれば、兵たちも正気ではいられまい）

　人質のことも故郷のこともあきらめ、反逆ののろしをあげるのは目に見えている。実際、モロドフとて酒がないばかりに苛いら立だっている。毎夜、浴びるように吞のむのが習しゆう慣かん──というよりもう、飯を喰くらい、眠るのと同じくらい、モロドフにとっては本能が命じる、ごく自然な欲求に過ぎない。

（酒か）

　そんなモロドフも、一時期酒を断ったことがあった。

　四角い石造りの建物の窓から、彼は曇どん天てん模様の空を見あげた。

　常に覇は権けんを競きそって争いあうタウラン地域のなかでも、ラケキシュ、フグルム、カダインの三国関係はまた一種ちがう関係性にある。

　タウラン西端のラケキシュは、西方の砂漠民族からの進しん撃げきを防ぐための砦とりででもある。それゆえ、砂漠の動向が怪しいときには、この三国が協力関係を結ぶことが多々あった。

　その際、昔からの習慣として、三国はごく短い期間、それぞれの貴人の子や娘を、質として互いに預けあう。

　三年前、カダインにもラケキシュから若い王子が送られていた。名をヤーキンといい、歳としは十七。本来、質に送られるのは年ねん齢れいがひと桁けたの幼子である場合が多かったので、異例といえば異例。カダインの王女リマが当時十五歳だったので年齢が近い。同盟が長引くようなら、縁えん戚せきに入ることも考えられた。

　ヤーキンはぱっと見、姿のいい男だったが、ゼルド人の武人らしい覇は気きが感じられない。それだけでもうモロドフなどは男としての価値がない、と決めつけていたのだが、そのヤーキン、カダインに来て以来、あてがわれた居室からほとんど外へ出ることがなかった。

　王自らが歓迎の宴うたげを催しても、体たい調ちよう不良を理由に断った。

（われわれを敵だとでも思っているのか）

　いかにもカダインを小こ馬ば鹿かにしているように感じられ、モロドフをはじめ、将兵たちはヤーキンへの反感を強めた。

　と、そんな彼らの雰囲気を察したのだろう、

「あの方は内気なだけなのよ。どうしてそう殿方はすぐに血気にはやろうとなさるのかしら」

　リマ・カダイーンがそういってモロドフらをたしなめた。王家の娘でありながら、そういった男同士の細々としたことにもよく気がつく女性である。姫にそういわれてはモロドフらもかしこまるしかなかったが、なにぶんリマ王女も年若い少女の身。なにやらヤーキンにある種の関心がおありになるのではないか、とこれまたカダイン武人には面おも白しろくなかった。

　そしてヤーキンが訪れ、二ヶ月が経過したころ。年に一度の祭りがおこなわれたとき、今度はリマが宴を主催した。それまで、なにかとヤーキンに気を配っていたこともあって、さすがのラケキシュ王子も彼女の誘いだけは断れなかったらしい、そうした席にはじめて姿を見せた。

　見せたはいいが、相変わらずヤーキンははずまない。酒が進んでいたモロドフは、苛いら立だちながらもそれを見ていたのだが、まだはじまって二時間も経たたないうちに、席を辞そうとした。それが、モロドフにはリマ王女の心遣いをぶち壊こわしたように思われ、かっとなって、気づいたときにはヤーキンの薄うすい胸を突き飛ばしてしまった。王子はいくつものテーブルを巻き添えに後ろ倒しになって、頭から軽い出血をした。

　当然ながら、他国から預かった王家の人間に暴ぼう力りよくを振るったとあっては、大罪を負わされてしかるべきだ。

　そこを、王に口添えして救ってくれたのがリマであり、またヤーキン自身であった。

　あとで言葉を交わしたときわかったのだが、ヤーキンは実際、身体からだが弱く、ラケキシュにいたときでさえほとんど外出できなかったのだという。

「このような身体ですから、国内でも厄やつ介かい者もの扱いです」

　ヤーキンはいかにも気弱そうに笑ったが、その笑えみは、どこか澄すんでいる。彼には弟がいるにもかかわらず、長男の自分が人質に選ばれた理由も察しているのだろう。モロドフは終始そのでかい身体を縮ちぢめ、頭を下げていた。

「モロドフ、やめてください」

　リマ王女に対しても同様である。あまりに平身低頭しているので、リマは噴ふき出してしまった。

「あなたのような豪傑がずっとそうしていては、きっとわたくし、周囲からなんと鬼のような姫だろう、と思われてしまいます。これでは婚期が遅れてしまいそう」

　花のようなその笑みが、モロドフの胸に染み入るようだった。

　その日以来、モロドフは酒をやめようと決意した。自分では強い決意のつもりだったが、結局、半年ともたなかった。目の前で、これ見よがしにニルギフがうまそうに酒を飲んでいるものだからいけない。ついには兄弟喧げん嘩かにもなった。

　妙に懐なつかしい思いにとらわれ、笑みを浮かべかけていたモロドフは、ふとその顔を真顔に戻した。

（リマ王女）

　モロドフには、あの王女が国を裏切ったなどとは到底信じられない。いやたとえ事実であったにせよ、すべてはガルダの操あやつる怪しげな術のせいだ。

　カダインの王族はリマ以外皆殺されている。だから守らねばならないという理由以外にも、モロドフには、王女に命を救われた恩義がある。

（必ずや、お救いせねばならない）

　何度となくそう胸に誓っているモロドフだが、

「真の忠誠を示せ、モロドフ」

　ふとその言葉が脳裏をよぎってきて、苦々しい顔になった。事情もろくに知らない若僧の戯ざれ言ごとに過ぎない。それなのになぜこうも耳の奥にこびりついて離はなれないのか。

（いまのおれを、姫はたしなめられるだろうか。あのときのように）

　そんな思いとてこみあげてくるのである。

　……そして、敵がいよいよ目前に迫りつつあるころ、ニルギフ率いる部隊がエイメンの領内に入ったという報告があった。

　弟を迎えにいこうと準備をしていたモロドフは、そのとき、また新たな知らせを受け取った。

　伝えてきたのは、エイメンの南にある山中に陣を敷しいて、周囲の警けい戒かいに当たっていたフグルムの斥せつ候こう部隊だ。伝えるのを、わずかにためらうような顔をしていたのを不ふ審しんに思ったモロドフだったが、すぐにその理由は知れた。

「確たしかに、伝えたぞ」

　あとは逃げるように去ってしまった。モロドフは長いこと立ちつくしていた。なにをどう考えていいやらわからなかった。肌身を焼くような凄すさまじい怒りも、そのまま座り込んでなにもかも捨て去ってしまいたくなるような絶望感も、心の表層を撫なで去っていくだけだった。

　やがて──、

　はっとモロドフは顔をあげた。

（急がねば）

　同じ報告を弟も受けているだろう。だとしたら、すぐさま駆けつけねばならない。今日きようこの日まで耐え忍んできたことがすべて無む駄だに終わってしまう恐れがあったからだ。










　六章　決戦
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　前のめりに倒れた魔ま道どう士しはそのまま動かなくなった。オルバは肩で息をしながら、猫ねこのように慎重な足取りでゆっくり屍しかばねへと近づいた。

　よもやとは思うが、魔道士には心しん臓ぞうがふたつか三つはあって、突然よみがえってこちらに牙きばを剝むきかねない。が、見たところはただの死し骸がいだ。折れた杖つえも残骸となって散らばっているだけで、蛇に化けてオルバに牙を剝いていた面おも影かげなど微み塵じんもない。

　男は『ガルダの通路』なのだと自称していた。その意味するところなどは無む論ろんわからないが、おそらくガルダ本人ではないのだろう。

　オルバはその胸から剣を引き抜くと、なにを思ってか、長剣を手にしたまま遺体の傍かたわらに膝ひざをついた。

　数分後、聖堂を出ると、スタンが馬を引いて待っていた。顔色は戻っている。オルバの想像したとおりに、魔道士を斬きったことで魔術の罠わなもおさまったらしい。街路にいる兵たちの顔が、まるで突然眠りから叩たたき起こされたような表情になっている。

　しかし幻覚から覚めてもたやすくパニックはやまなかった。いまなお上空には飛空船──そう、いまやオルバの目にもこれがはっきりと竜などではなく、魔素エーテルのエンジンを有する空飛ぶ船だと見えている──の姿がある。これが爆ばく撃げきをおこなうたび、オルバの顔は白く照らされ、次いで、家々が炎に包まれた。

　逃げ惑う人々にしてみれば、目が覚めてなお、悪夢のつづきにいるような心持ちであったろう。夢かうつつか、自分のおかれている状況がどちらかわからないまま駆けている者も大勢いたはずだ。

　オルバとスタンは馬に飛び乗り、街路を駆け巡った。地じ響ひびきがして、いたる箇所の建物が瓦が礫れきを散らして破裂する。炎と煙が、互いを喰くいあうようにしてカダイン上空を埋めにかかっていた。

　耳を押さえたくなるほどの爆音、それと悲鳴、怒号のなかにあって、

「オルバ！」

　シークの声が甲かん高だかく聞こえた。オルバ隊の面々が、都市の南門近くに揃そろっている。いずれも目立った負傷はない。街に入ったのが遅れたことが幸いしたようだ。

「なにが起こってやがる？」ギリアムは、苛いら立だちと怒りとを混ぜあわせたような顔をしていた。「どいつもこいつも、生まれたての竜みたいにぎゃあぎゃあわめくばかりで、なぜ戦おうとしない？」

　オルバは状況を手短に説明した。聖堂で魔ま道どう士しを斬きったと伝えられると、タルコットがぎくりとしてあとずさる。

「おお、怖い。おまえ、末代まで祟たたられるぞ」

　もと船乗りの彼は迷信深いところがある。なにやら魔ま除よけの印を指で切っていた。

「どうせガルダを斬ろうというわれわれだろう。ひとりやふたりの魔道士に祟られても恐ろしくない」

　胸を張ったのはクルンだ。経けい験けんの浅い新兵は意外なところで豪胆なものだ。

　オルバは主だった面々がいつもの顔つきに戻ってくるのを眺めると、

「これからがおれたちの反はん撃げきだ」

　といった。

　まずはギリアムに傭よう兵へい三十名以上を預け、敵兵士の掃そう討とうを任せた。残りは、

「あれを墜おとすぞ」

　空を指し示す。

　幸運なことに、シークたちはもともと列の最後尾近くにいたため、行軍が遅れがちになる砲兵隊もすぐ近くにいた。手近にある砲は、敵から奪ったものを含めて五門。何とか足りる、とオルバは判断した。

　街の外側ですぐに砲を組み立てるよう指示を出してから、オルバ自身は人手を搔かき集める目的もあって、すぐさま馬を飛ばした。

　街路で当てもないままにさまよう兵たちに次々と声をかけた。隊も人員もばらばらになっているため、指揮系統がまったく機き能のうしていない。すでに街から逃げ散ってしまった兵たちも大勢いた。

　そうこうしているうちに、また地面が揺れて、小さな石つぶてがオルバの仮面を叩たたいた。内心舌打ちする。スルールは気に喰くわない男だが、オルバ隊を除いては、諸国の武人を集めたこの部隊を、大きな混乱もなくまとめていたはずだ。それが、

（たったひとりの魔道士に、こうも乱されるのか）

　これでは策も計略もあったものではない。

　かろうじて人数を集めたあと、オルバは街路の交差する中央に人員を集めた。駆けているあいだ、頭に入れておいた街の地図を簡かん単たんに手書きして、砲の配置をそこかしこに記していく。

「いっせいに撃うとうとするな。合図を送る。必ず、その順番どおりに撃て」

　指図した者のなかには、宿場街での攻防でオルバ隊とともに戦ったヘリオ軍人も多数いた。それ以外のゼルド人のなかには、頭ごなしに命令されることに反感を多少ならず示す者もいたが、

「おれたちが囮おとりになる」

　オルバ率いる少数の騎き馬ば隊たいが、敵てき艦かんの目につく位置を馬で走らせれば、さすがに文句のひとつもいえない。

　馬を飛ばすオルバらの後方で、爆ばく発はつが連続した。先頭をいくオルバは、はじめての街であるにもかかわらず、道を的てき確かくに選んでいたが、最後尾についていた傭よう兵へいのひとりが衝しよう撃げきのあおりを食って落馬。首の骨を折って死んだ。

　やがてほとんど街中を一周し終えたオルバが、庭園を前方に抱える広場に辿たどり着くと、馬上でさっと手を振りあげる。

　砲声が轟ごう然ぜんと鳴なり響ひびいた。

　一、二発目は逸それたが、どのみち敵艦を誘ゆう導どうするための威い嚇かくである。砲撃から距きよ離りをおこうとして、空中で旋回する様よう子すを見せた。このときが、飛空船はもっとも行動が鈍にぶくなる。

「撃うて！」

　オルバの命令一下、今度は立てつづけに地上から火が放たれた。船の巨体が揺らいだと見えると、下っ腹から火炎を噴ふきあげて、あとは一気に体勢を崩して落下した。

　カダインの路上に、歓声が起こった。

　改めて見やると、もはやカダインの街並みは火と煤すすとに支配され、たくさんの死体に街路を隠されているありさまだった。住民たちも多くが殺され、生き残った大半も、呆ぼう然ぜんと突っ立ったままでいるか、家族や仲間の死を嘆いて、抱きあい、泣くばかりだった。

　ひときわ甲かん高だかい声がオルバの耳に聞こえた。

　横手を見ると、若い女性が路面に爪つめを立てて搔かきむしっている。嘆きの言葉を聞くに、生まれたばかりの赤子を亡くしてしまったらしい。

「──」

　オルバは唇を引き結んで、それからふたたび馬を駆けさせた。外がい壁へき沿いに植えられた老木が火に包まれており、オルバの頭上へ何度となく火の粉を降らしてくる。

　部隊長スルールの姿を捜したのだが、見つかったのは、兵数名に担ぎあげられ、運ばれていく彼の亡なき骸がらだった。

（武運のない男だ）

　あるいは一軍の将などでなく、大隊のみを率いて戦いに参加していれば、もっと手柄を得られた男かもしれない。オルバがやるせないような思いでため息をついたとき、

「オルバどの」

　中隊長のビシャムが声をかけてきた。目端の利く男らしく、この異常事態にあってもつとめて冷静に、兵たちを一ヶ所に集めさせている。

「ガルダは、人の心を乱す魔ま術じゆつを扱うようですな」

　声がかすかに震ふるえている。彼も魔物と戦った口なのだろう、手足に傷を負っていた。

　オルバはうなずき、

「ああ。だが、魔ま道どう士しとて、斬きれば死ぬ」

　オルバの示した事実は、部隊を半はん壊かいの憂うき目めにあわせられたゼルド人たちにとって、ほとんど唯一の希望ともいえた。

　彼らは、ガルダの伝説を子こ守もり唄うた代わりに聞かされている。実際、よみがえったガルダはほとんど時間もかけずにタウラン地域のおよそ半分を手中にした。得え体たいが知れず、正体が摑つかめず、その目的すらわからない。

　チェリクで勝利したとはいえ、彼らのなかにはまだ、剣や槍やりが通じる相手なのかと疑問を抱く者もいたろう。たったいま、恐るべき魔術を体感したばかりだ。しかしオルバはそれを斃たおした。剣で貫き、命を絶てば、魔術も効果をなさなくなる。

　が、

「それも罠わなだ。全部罠だ！」

　半狂乱にわめく者たちもいた。オルバを指差しながら、

「なぜおまえだけが正気でいられた。メフィウスの剣けん闘とう士しめ、なにもかも罠だ。おれたちを騙だまして、ここよりひどい地獄へつれていこうというんだ！」

　魔術に心を蝕むしばまれてか、同どう調ちようする声も決して少なくない。またも辺りの空気は刺とげ々とげしさを含みつつあった。ビシャムが制そうとしたが、そのとき、中隊長を押しのける勢いで、オルバのほうから前へと出た。

「その、剣闘士だからさ」

「なんだと？」

「家畜のごとく扱われ、命じられたままに誰だれとでも戦う、それが剣闘士だ」

「そ、それが」

　どうした、と兵士はつづけられなかった。オルバは歩く速度をあげて、もう目と鼻の先にまで迫っていた。反射的にか、手にした槍を掲げようとするのを、さっとのびたオルバの手が押しとどめる。

「民たみを楽しませるためとあれば、実の親であろうと、兄弟だろうと、血をわけた息むす子こであろうと、剣を取って殺しあいをしなければならない。それがおれたち剣闘士。だから幻などに惑わされない。だからおれたちは悪夢を見ない。実際、生きていた日々そのものが悪夢のようだったのだから」

　オルバの口にしていることなどはでたらめだ。彼自身、魔物の幻げん影えいに殺されそうになったばかりなのだ。だがこの際真実などはどうでもよかった。ゼルド人兵たちを、メフィウス人を忌いみ嫌ったままにさせるのか、ともに死し線せんをかいくぐったと実感させて強大な仲間にするのか、その正念場だった。

（いまさら、噓うそのひとつやふたつなど）

　当のメフィウスにおいて、噓で塗りかためた日々を送っていたではないか、とオルバは自じ嘲ちよう気味に思う。

　オルバは槍やりの先端近くを摑つかむと、それをぐいっと自らのほうへと引いた。兵士が狼ろう狽ばいしたことには、穂先があわやオルバの喉のどへ喰くい込みそうになる。

「な、なにをしている」

「試してみるか」

「試す？」

「おれが魔ま道どう士しの仲間かどうか。おれが斬きった魔道士は血の色も赤かったが、おまえはそれを信じないというのだろう。おまえの想像する魔道士は、どんな色の血を流す？　それを、おれの身体からだで試してみるか」

　オルバはなお槍を引こうとし、兵は無む意い識しきのうちにか抵抗する。仮面越しの視し線せんが、正面からじっと彼の顔を眺めたまま離はなれようとしない。兵士の喉がごくりと鳴った。

　常軌を逸した行動に、ギリアムがそれを止めようと前へ出かかった。その眼前にのびてきた手は、シークのものだ。

（なぜ止める）

　シークをにらみつけたギリアムの眼光が、不意に力を失った。シークはオルバのみを見つめている。ギリアムよりもよほど切せつ羽ぱ詰つまった表情をしていて、いまにも剣を取ってあの兵士を斬り倒しかねないほどだ。

　オルバと兵士はなお無言の闘とう争そうをつづけている。ゼルド人たちが固かた唾ずを吞のんで見守っているうちに、

「なにをしてるの！」

　大きな声が聞こえた。

　それが自分たちに浴びせかけられたような気がして、ぎょっと振り向いた兵たちは、先ほどオルバが目もく撃げきした若い母親に、中年の女性が背中からのしかかるような光景を目にした。

　あの母親はまだ路面を搔かきむしっていた。とっくに爪つめは割れ、血の帯を地面に引いている。もはや泣き声も枯れ果て、かさかさに乾いた唇からは男のような呻うめき声ごえしか洩もれ出ていない。

　それを止めようとする中年の婦人も、衣服がぼろぼろに焼け焦げていた。片方の乳房などほとんど露ろ出しゆつしている。ゼルド人の女性は、往来を歩くとき肌をほとんど見せない。しかしそうした風習など、いまはまったく意味をなさなかった。

　煤すすで黒くなった頰ほおを、彼女自身、とめどなく流れる涙で洗い流しながら、必死に若い母親を励まそうと背中を撫なで、抱きしめてやる。「大丈夫、大丈夫だよ」とこれも具体的な意味などなにもない言葉をくり返しかけてやっていた。

　熱ねつ気きを含んだ風を鼻び腔こうに感じて、オルバは槍やりを握った手を放した。

「おれは、エイメンへいく」

　大きな声でこそなかったが、それは、その場に集つどった兵士たちほぼすべての耳に届いた。

「おれはガルダなど恐れない。おれは魔ま術じゆつなど怖くもない。行軍中、おれが気をつけなきゃならんのは、ガルダの小ざかしい魔道の罠わななどではなく、おれにガルダを斃たおさせてはならじと暗殺の剣を向ける貴様らだろうよ」

　いい終えるが早いか、オルバの身はひらりと馬上に飛んだ。

「シーク、ギリアム！　オルバ隊、おれにつづけ。ゼルド人の誰だれより早くガルダをこの手で討うつぞ！」

　おうっ、と傭よう兵へいたちが拳こぶしを突き出し、声を揃そろえた。その大半は、オルバの声、オルバの姿に真の感銘を受けたのだったが、タルコットなどは乗せられた自分自身が恨うらめしくてか、拳をあげたまま顔を赤くした。

「はっ、あの小僧め」

　そう毒づくギリアムも、さっさと自分の馬を選んでしまって、その鐙あぶみに足をかけている。と、同じく馬を運んできたシークのほうへ目を向けた。

「どうした、シーク？」

　そう聞いたのは、彼がいかにも満足げな顔をしているかと思ったのに、どこか寂しげとも見える顔つきでオルバを眺めていたからだ。シークはそっとかぶりを振った。

「いいや」

　と返事をしつつ、あとは小声でつぶやく。

（どこにいても、そして本人がたとえどれほど静かな暮らしを望んだとしても、彼はきっと）

「なんだ？」

「いいや、といったよ」

　シークは感傷を振り捨てるかのような勢いで馬上に身を躍おどらせ、そしていち早く駆け出したオルバの背中を追いかけた。

「つづけ、つづけ！」腕を振り、地上から兵たちをあおっているのはビシャムである。「メフィウス人に遅れを取るぞ。魔道士を討うち、タウランに剣の時代を取り戻すのは、我らゼルド人にほかならぬはずだ！」

　ゼルド人たちは先を競きそって、燃もえくすぶるカダインの街を逃げ惑う軍馬を捕まえた。火に脅えて野生のままにいななく馬を、それ以上の猛たけ々だけしさをもって押さえ込んで、カダインからいざ北路を目指していく。

　オルバは一度だけ後方を見やって、ゼルド人兵たちが駆けつけてくるのを確かく認にんした。

（さすがに竜は使えないか）

　馬はともかく、竜はもうとっくに、カダインの外がい壁へきを打うち壊こわしてでも外へ逃げ散っただろう。そうでなくとも荒れくるった竜へうかつに近づけば、さらに猛って、まだ生き残った住民たちの命とて危うくなる恐れがあった。

（ホゥ・ランがいれば）

　ちらりとそう思わぬでもない。攻略戦、それも突とつ撃げき戦せんとなれば竜は一頭でも多いほうがいい。が、いまは部隊が壊かい滅めつしなかっただけでもよしとしなければならなかった。

（魔ま道どうなど）

　奥歯を強く嚙かみしめ、真まっ向こうから吹きつける風に顔を向ける。腰に鋼こう鉄てつある限り、そして胸に鼓動が打ちつづける限り、敗北はあり得ない。暴ぼう風ふうのごとく荒れる感情を、オルバは無む理り矢や理りにでもそう信じることで抑えつけた。




　オルバは自ら隊を先せん導どうして、街道ではなく、カダインの北に広がる岩山を突破する道を選んだ。このときに備えて周辺の地図は頭に叩たたき込んである。陽ひが沈むころには、山への入り口である、裾すそ野のの平坦な場所に宿営地を設けることができた。

　オルバが進むと決めた山道は、峡きよう谷こくの上を通っていて、道幅が狭い。かつての谷底には、カダインの湖沼地帯へ注ぐ川が流れていたが、ゼル・イリアスが牧草地のために流れを変えてしまい、挙句には枯渇している。

　この隘あい路ろを通り抜けるには、慎重さが要求される。夜中の進軍はことさらに危険だ。オルバは見張りを立てさせ、ここでひと晩野営することに決めた。オルバとて焦りのひとつもないわけではない。が、どんなに先を急いだところで、エイメンまでは丸一日以上かかる。

　夜営の際、オルバはビシャムに頼んで、小隊長たちに点呼を取らせて数を確かく認にんした。軍団の数はおよそ四百。残りはカダインで戦死したか、あるいは魔道の罠わなに我を見失って逃げたかのどちらかだ。

　非ひ戦せん闘とう員いんをつれていないため、長々とした行軍は当然ながら不可能。エイメンで補給を受けられねば、孤立した隊はチェリク方面に退ひくしかなくなる。だが敵はそれをこそ好こう機きと追おい討うちにかかってくるだろう。結果、全滅する。

「背水の陣、というやつかな」

　オルバがいうと、同じ天幕の下にいたギリアムが、億おつ劫くうそうに肩をまわしながらいった。

「飯を喰くらうには、そして寝床を確保するには、なにをおいても城を落とせ、か。まあおれには、これくらい単純なほうがいい。魔道だの、駆け引きだのよりはな」

「いまのはいいな」

「なにがいい？」

「飯を喰らうには、の件くだりさ。ビシャムどの」

「なにかな」

「いまの言葉、兵たちにお伝え願ねがえるか」

　オルバにしてみれば、カダインを発たつとき、兵たちをあおらねばならなかった立場もあって、檄げきを飛ばしすぎたかもしれないという思いがある。肩に力が入っていては、先を急ぐあまりに自滅しかねない。ギリアムの言葉は、その余計な力を落としてくれそうでもあった。

「わかった。……が」ビシャムがなんとはなしに笑えみを含んでオルバを見た。「あなた自身が口にしてもよさそうなものだが」

「ああいった手前、総大将の振りもできはしないよ。おれは若すぎる」

　そうだろうか、とビシャムは小声でいった。

　確たしかに、メフィウス人がゼルド人を率いるのは難むずかしかろう。しかし、別の土地や、それこそメフィウスでならば、この小僧はもっともっと頭角をあらわしているだろう、とビシャムは思った。

（いまはよい。よいが、あるいは危険だ。この男、自分が口にしたように、若すぎる）

　ガルダを討うつのが、この男であってはいけない、ともビシャムは思う。ゼルド人でなければ。もっといえば、これからのタウランを担うべき男でなければ。

　──ビシャムはヘリオの歩兵中隊長である。有能ではあっても、決して広すぎる視野を持つ男ではなかった。そんな彼が、いまや国こつ境きよう線せんを越え、タウラン全域の視点をもって物事を考えるようになったのも、ガルダや、他ほかならぬオルバに原因がないはずがなかった。
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　エイメンへと行軍している、アークス率いる六千余りの軍。こちらは敵からの攻こう撃げきを受けることもなく、順じゆん調ちように進軍していた。ソーマ湖を北上し、北との道をさえぎる高地の一端にして、唯一大軍勢が陣形を保ったまま出入りできるコルドリン丘きゆう陵りようをも越える。

　エイメンを西に望む街道まで出たアークスであったが、

（この期に及んで時間稼かせぎをするつもりか？）

　馬上にある彼の表情は決して冴さえない。

　エイメンへは頻ひん繁ぱんに偵察隊を出しているが、こちらに対する備えがほとんど見られない。アークスにしてみれば、敵はてっきりエイメン東の平原に布陣するものだとばかり思っていた。

　交易が現在おこなわれておらず、また都市内の男手すべてを兵隊にしている以上、都市の生産力は機き能のうしていないはずだ。

　膨ふくれあがりすぎた大軍をまかなわなければならないガルダ軍は、おそらく糧りよう食しよくもほとんど残されていまい。であればこそ、敵は時間のかかる包囲戦を嫌って、打って出てくるだろうとアークスは踏んでいたのだった。

「魔ま道どう士しとて、魔術で腹を満たせるはずもないのだがな」

　チェリクを発たって六日後。エイメンまでの距きよ離りにして、あとわずか半日。高原に陣したアークスは、いったん敵の動きを待つか、このまま一いつ気き呵か成せいに攻め込むべきかで頭を悩ませた。

　北には、ゼル・タウラン時代の牧草地が青々と広がっている。

（カダインはどうなったか）

　本隊とカダインとのあいだには岩山がそびえたっており、飛空挺や、その中継基地が乏しいこの辺りでは連絡しようにも時間がかかる。ともあれ、別働隊はもともとカダインを攻略するのを求められてはいない。駐ちゆう留りゆうする敵部隊への抑えになればいいだけだ。

「部隊をわけ、エイメンへ揺さぶりをかけてみるか。あるいは飛空船を基地より動かし、ゼル・イリアスへ向かわせてみるか」

　主だった将士の意見を募ってみても、大体がアークスと同じ、上記ふたつの案を述べるばかりである。ラバン・ドウの不在からもたらされる痛みがアークスの心に染みた。

　が、

（敵はガルダだ）

　アークスとて敵を過小評価していない。こちらの情報など敵に筒抜けだと思っていたほうがいい、とラバンから再三釘を刺されていたこともあって、

「全軍を押しあげるぞ」

　決断した。策が奏功しないなら、あとは物量と速度で押し切るのみだ。アークスは南の飛空船基地に伝令を飛ばすと、船二隻を招き寄せた。そこに兵員五百ずつを乗せ、いざというときの機き動どう部隊に用いるつもりだ。

　西方連合盟主アークスの決断である。同行していたラスビウスも異い議ぎは唱えなかった。こうして彼の指揮ぶりを間近にすると、なるほどバズガン家の威光とやらもなまじ捨てたものではない、と思える。

　飛空船が到着した日の翌日、アークスは陣をさらに進め、エイメンへと迫った。

　高地を南に陣取ったが、相変わらず敵の動く気け配はいがない。アークスは慎重に斥せつ候こう隊たいを走らせ、側面や背後にまわり込もうとする動きがないかを探ったが、まったくの無む駄だ足あしに終わった。

「ならば、かかるしかない」

　アークスは突とつ撃げきに備えて、いったん軍団に小休止を命じようとした。

　異変が起こったのはそのときである。




　ビシャムを総大将に据えた部隊は、岩山越えを図っている最中だった。幅の狭い道をいく、息の詰まるような前進を経て、陽ひが傾きはじめたころあいに、ようやく先頭のオルバ隊が足場の安定した道へと辿たどり着いた。

　だが、エイメンに近づくにつれ、馬上のスタンがふたたび顔色を悪くしていった。魔素エーテルの流れとやらを感じているのだろう。ということは、この先にもまた魔ま術じゆつの罠わなが待ち受けていることになる。

　が、オルバはあえて馬を猛スピードで飛ばした。エイメンには、カダインのときと異なり敵の兵力がある。

（となれば、最後には武力をぶつけてくる）

　そうわかっていさえすれば、すなわち相手が鋼こう鉄てつを振るう人間であるならば、戦いようはいくらもあるはずだ。

　あとはひたすら馬に鞭むちをくれるのみ。彼は、なんとしても敵の罠わなにかかる前にアークス率いる本隊と合流せねばならないと決意している。

（ここで）

　アークスを討うたれてはならない、という思いがあった。いま西方がまがりなりにも団結してガルダ軍にあたっているのも、あの男がいるからだ。

　すなわち、ゼルド人特有の同胞意い識しき、その根源ともいえる、ゼル・タウラン王ヤッシュ・バズガンの子孫が。

　アークスのすべてが、ゼルド人たちにとって理想そのままの王であろうとは、オルバも思わない。そもそも血筋など、政治をおこなう才能にはなんの関係もない、とすらオルバは考えている。

　だが、こうして混こん沌とんのただなかにある場所においては、血族もまた光であった。民たみや兵たちが同じ場所を見つめ、同じ目的を胸に抱くためには、その指針を光として指し示す指し導どう者しやが必要なのであり、そして時に血筋はなによりも──才能や、後世語り継がれるほどのすばらしい言葉や、その人物があらわしてきた偉大さの数々よりも──雄弁な説得力を持つことがある。血筋とは歴史そのものであり、才能も、名言も、偉大さも、そのすべてを含んでいるからだ。

　ヘリオ王妃マリレーヌの一件もあって、タウラン地域での紛争に身をおいたオルバは、それを肌で感じ取っていた。

（アークスを失えば、西方は瓦が解かいする。たとえ次の指導者があらわれたところで、いまほどの団結は望めまい。それではガルダには勝てない）

　と、なだらかな丘きゆう陵りよう地帯へと差しかかり、ここを越えればエイメンが見える、というところまで来たとき、

「見ろ！」

　誰だれかが空の一点を指した。薄うすく、藍あい色いろの帳とばりが落ちかけた空のとある一点だけが、黒々と不自然な色あいに染められている。

　もちろん行軍中の誰もが、カダインでの怪異を思い出したはずだ。

　しかしオルバは飛ばす。迷いのない態度と、まるでオルバその人が背後から放つなにかに導みちびかれるように、兵たちも馬を進めていった。




　空がにわかに搔かき曇くもったのは、カダインのときと同様だった。

　砂を含んだ風が吹きつけてくる。アークスは最初、砂すな嵐あらしの前兆かと思った。風はとどまるところを知らずに勢いを増して、雲が太陽を押し隠し、彼らの頭上を黒一色に塗りつぶしていく。

　この異変にいち早く不安を訴えたのは竜たちだった。高い吠ほえ声ごえをあげ、その声がさらに馬たちをも脅えさせた。あちこちで前脚を掲げて荒々しくいななき、武者たちを振るい落としにかかる。

　アークスは背中のマントで顔を隠していた。それほどまでに砂混じりの風がひどい。

　ここはいったん安全な位置へ陣を移して、天候の回復を待つべきか、とアークスがちらりと考えたとき。

　同じく砂から顔をかばっていた兵たちが、揃そろって頭上を見あげた。上空から何かが聞こえる。アークスも耳をそばだてた。

　羽虫がいく千いく万と集まって唸うなりを立てるようなその音に、何人が矢を射かけられたと気づいたか。

「散れ、散れ、散れ！」

　小隊長たちが声を張ったときには手遅れだった。数百の兵たちが、身体からだのあちこちを射抜かれ、ばたばたと倒れていく。

「なに！」

　アークスはすかさず剣を引き抜いて、脳天めがけて降り注いできた矢の一本を切り落とした。

　と同時に、ぴたりと風がやんだ。

　渦を巻いて虚こ空くうを舞まっていた砂が、一いつ瞬しゆん、薄うす茶ちや色いろのヴェールをつくり出していたが、それもやがて晴れたとき、西方連合軍の兵たちは、前方にわだかまる巨大な影かげを見た。

　あたかも、真っ黒い壁かべがエイメンへの道を封ふう鎖さしているようでもあったが、

「いけ！」

　中央から声が放たれると、壁はうねり、波打って、そこからひと塊の騎き馬ば集団を吐き出した。アークスが度肝を抜かれたときには、壁そのものが兵団と化して襲おそいかかってきたのである。
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　レイズス──いまやガルダと呼ばれ、西方中から恐れられている魔ま道どう士しは、このときと前後してゼル・イリアスを発たっていた。

　タウーリアでラスワン・バズガンが都市占拠に失敗したという報告と、カダインで彼の遣わした魔道士が斃たおされたという報告は、ほぼ同時にガルダの耳に入っていた。

　耳に、というよりも、身体で感じた、というほうがこの場合は正しい。ガルダは、配下についた魔道士たちのうち、自分と波長のあう数名を選び出して西方各地に派遣していた。古代の秘術をよみがえらせたガルダは、彼らを魔素エーテルの『通路』に仕立てると同時に、遠えん距きよ離りにある彼らと五感を共有していたのである。彼らの目がガルダの目であり、彼らの耳がガルダの耳であり、いうなれば、彼ら全員がガルダであった。それこそが、わずか短期間でガルダを西方の脅威たらしめたゆえんである。

　タウーリア、そしてカダインでの失敗により、さすがにゼル・イリアスで大きく構えていられなくなった。とはいえ、大型飛空挺を駆って、牧草地を悠々と突き進むその表情からは焦りなど見受けられない。

　エイメンまでの距きよ離りをわずか半日で飛んだ。その速度も異様なら、航続距離もまた異様。ガルダはあたかもその体内から半永久的に魔素エーテルを放出しているかのようであった。

　そして彼がエイメンへ到着したのとともに、南の方角からも別の魔ま道どう士しを乗せた飛空挺が舞まい降りたところだった。気を失った女性をひとり連れていて、その女性を仲間に預けたあと、

「申しわけございません」

　ガルダに謁えつ見けんするや、魔道士は頭こうべを垂れた。

「よい。そのほうの失敗は、すなわちわしの失敗だ。が、案ずるな。タウーリアを陥落させることはできなかったといえ、ここで奴やつらを殲せん滅めつさせればいいだけの話。そのための鍵かぎも、無事ここへつれてくることができた」

「は」

「安心して、死ね。ガルダの秘術は二百年の時を越えてよみがえる」

　そういって、ガルダはひざまずいた魔道士に近づいた。「死ね」という言葉から、あたかもガルダ本人が彼へ手を下すかに見えたが、ガルダは何もせずにすれちがったばかりである。にもかかわらず、魔道士はほどなくしてその場にくず折れた。

　フードからはみ出た顔には、およそ精気というものが欠けていた。彼をひと目見て、タウーリアでラスワン・バズガンに影かげのように寄り添っていた魔道士と同一人物だと見抜ける者も少ないだろう。ごっそりと肉が削そげ落ち、ほとんど髑髏どくろに皮一枚貼はりつけたような形ぎよう相そうになっている。それが、タウーリアからこのエイメンまではるばる遠い距離を、騎き馬ばで休みなく駆けるよりもはるかに速くやってきた代だい償しようによるものだとは、ガルダをはじめとした魔道士たちにしかわからないことだ。

　魔道士は薄うすい唇に笑えみのようなものを浮かべたまま、そこへ倒れたままついに動かなくなった。

　ガルダは一いつ顧こだにせず、階段をおりている。

　エイメンにおける竜神教の神殿とも呼べるこの建築物は、高い塔になっている。地上部分は一般の参拝客にも公開されているが、その地下となると、祭さい祀しクラスの人物でないと出入りも許されていない。

　地下にはじめついた風が流れていた。まるで巨大なひとつの岩を掘りぬいたかのように、左右の石いし壁かべには切れ目がない。足音も立てずに奥へと進んでいったガルダは、円形に開けた場所で足を止めた。

　ガルダが指をぱちりと打ち鳴らすと、その円形の壁に沿って炎が点々とあらわれる。広間の中央にいた人物が、その淡い光によって照らされた。

　エスメナ・バズガン。

「ようやく、お会いできましたな、バズガン家の姫君」

　ガルダは笑った。

　返事はない。エスメナは起きながらにして夢を見ているかのように、ぼんやりと突っ立ったきりだ。恐るべき西方の脅威を前にして、叫ぶも、取り乱すことも、怒りを露あらわにすることもない。

　エスメナばかりではなかった。円えん壁へきに沿って灯ともった火の下に、それぞれタウラン各国からさらわれてきた貴人の娘たちが並んでいる。なかに、リマ・カダイーンの姿もあった。いずれもエスメナと同じく、中空に視し線せんをさまよわせたまま、ふらふらと風にあおられる花がごとくに揺れているばかりで、ひと言も発そうとせず、またそこから逃げようともしない。

「探し求めていた魔ま道どう王朝の玉ぎよく璽じまでお持ちいただけるとは、好都合。もっとも、わしはこれを用いて西方の王を改めて名乗るつもりもないが」

　ガルダの腰には、アークス・バズガンが用いていた軍配が吊つってある。いうまでもなく、タウーリアから連れ去られたとき、エスメナが手にしていたものだ。

「本来なら、時間をかけてそなたの魔素エーテルを取り込みたいところだが……、いまばかりは残念ながらそうしている余裕がない」

　ガルダはエスメナへ近づくと、不意に、掌てのひらを彼女の眼前にかざした。白い面おもてに影かげがかかると、びくりとエスメナの細い両肩が波打つ。ゆっくりと何回か瞬まばたきした。ガルダはその間隔にあわせるかのように、微妙な角度で掌をうごめかしながら、

「そなたの心を、記き憶おくを、見させていただく。いまのそなたの心を占めるものはなんであるのか。すなわちいまのそなたをそなたたらしめている、もっとも重要なものはなんであるのか。さあ、恐れることなどなにもない。いずれは一心同体となるわれらぞ」

　エスメナの、瞬きの間隔が開いてきた。揺らめく炎によって生まれる陰いん影えいのせいか、エスメナの美び貌ぼうにかかる手の影が、竜か悪鬼か、ともかく不ふ可か思し議ぎな形へと変へん貌ぼうしていく。

　いくばくかの時間が流れたのち、

「ほう」

　ガルダの乾いた唇が不気味な笑えみの形を刻んだ。

「そなたの想おもい人びとは姦かん計けいにかかって死んだか」

　ガルダがいうや、エスメナの身体からだが震ふるえを帯びてきた。虚うつろにさまようようだった目には一瞬哀切の感情がよぎり、その瞳ひとみに光るものを浮きあがらせる。炎がさらに激はげしく揺らめいた。その色を反射した涙が、赤光をしたたらせて落ちていく。

「わしは西方一、いやさ世界一の魔道士よ。西方の荒地に余すところなく頭ず蓋がい骨こつを並べ、湖の数々を血の色に染めてきたわが名はガルダ。文明圏にある石造りの都と邑ゆうのことごとくにおいて、その街路はわが名を称たたえる声に満ち、その塔は天をつかむわが指であるかのようにそそり立って、神殿のすべてはわが分身たちによって魔素エーテルを操あやつる魔ま道どう器きと化すであろう。おわかりになられるか、姫。わしの強大さ、わしの恐ろしさ、わしの力。そのわしにかかれば、死人さえ墓の下からよみがえるのだ。そう、生前となにひとつ変わらぬ姿でな。そしてそのためには姫、他ほかならぬあなたの協力が必要なのだ」

　エスメナの顔を次いでよぎった感情はなんだったであろう。喜びか希望か、葛かつ藤とうか、絶望か。それは濃こい影かげに支配されて見えなかったが、ガルダの笑えみだけは確たしかに深くなった。

「ほう、感じるぞ。魔素の強い力だ。さすがはバズガン家。よい血筋を継いでいる。これならば、──」

　身み震ぶるいするほどの思いでエスメナを見つめていたガルダは、気づかなかった。

　誰だれも通してはならぬと厳げん命めいしていた塔の地下、そこにひとりの男が忍び込んでいたことに。

　男の名はカダインの赤竜モロドフ。

　槍やりを携えた彼が、円形の広間のすぐそばまで迫っていた。




「いけ！」

　ニルギフが叫ぶとともに、エイメンから打って出た総勢三千の部隊が、アークス率いる西方連合軍へと襲おそいかかった。

　数でいえば相手のほうが倍ほども上まわる。が、敵は罠わなにかかった。矢による人的被害もさることながら、なにより矢に傷ついた竜や馬が暴あばれて、アークスは陣形をととのえるどころではない。そこへ奇き襲しゆう同然に総力でかかられれば、いかにアークスとてこれを覆くつがすことはできまい。

　しかしニルギフのぶ厚い胸の奥に、たぎるような熱あつさはない。むしろ四肢に通う血液すべてが冷えかたまったような思いがあった。

　昨日きのう、エイメン入りしたばかりのニルギフは、恐るべき知らせを受け取っていた。山中において周囲の見張りをしていた部隊が、カダインの方角から立ちのぼる黒煙を数条目もく撃げきしたらしい。その数時間前には、エイメンからガルダ軍の飛空船が発たったのも確かく認にんされている。そこから導みちびき出される推すい論ろんはひとつしかない。

　ガルダは飛空船を用いて、連合軍の部隊を焼き払ったのだ。カダインごと。都市にいた大勢の住民とともに。

　ニルギフは大急ぎで馬に飛び乗ろうとした。まだ生き残った人々がいるかもしれない。すぐに救援に向かわねばならなかった。

　が、鐙あぶみにかかった足は空振りして、その場にニルギフは転倒した。

　それから立ちあがることができなくなった。地面が歪ゆがみ、空が割れていた。歳月がこれからいかに経たとうとももう埋めようがない空くう隙げきが心に生じたようで、ニルギフにはその穴の縁ふちにしがみつく手足の力さえもうほとんど残されていなかった。

　あとは、部下たちが見ているのもはばからず、彼は大きな背中を震ふるわせて号ごう泣きゆうした。

（死のう）

　と、彼は思った。

（もはや生き恥をさらしてなんになるのか。カダインの民たみを守るためだからこそ、このような屈辱にも耐え忍んできた。しかしそのカダインは、わが故国は、炎のなかに消えかけている）

　だが──、と、ニルギフの胸に鎌かま首くびをもたげた、毒蛇のごときどす黒い感情があった。その感情に衝つき動かされ、ようやくニルギフはおのが巨体を心に開いた穴から這はいあがらせることができた。

（ガルダ、貴様を討うってからだ。貴様の身を切り刻んで、首を獲とり、その首におれの歯を立てて、嚙かみ砕いてやらぬ限りは、おれの命もやらん。誰だれにもやらん！）

　そこへ駆けつけてきたのが兄モロドフだった。モロドフは、泣き崩れて、もはや前後の見境もなくし、兄にさえ食ってかかろうとするニルギフの両肩をがっしと摑つかんだ。

「よいか」と、兄はその力に反し、奇妙に澄すみきった顔で口を開いた。「ゼル・イリアスに捕まった人々、そう、おまえの家族も含め、彼らを見殺しにしてはならん。カダインは跡形もなく消きえ失うせたわけではない。いまも生き残る人々、彼らこそがいまやカダインであり、われらが故郷なのだ」

「しかし、しかし、兄者」

「しかしではない。おれはこのまま全軍を率いてアークスにかかる。おまえは精せい鋭えいを率いてゼル・イリアスにいけ。兵のすべてが出払っているいま、ゼル・イリアスは空のはずだ。いいか、おれたちは全力で戦う。おれたちが勝てば、ガルダにも油断が生まれるだろう。おれたちが負ければ、次の手を打とうとなにがしかの準備をするだろう。どちらにせよ、隙すきが生じる。おまえ自身がその手でガルダを討つのだ」

　はっとニルギフは顔をあげた。兄が、決死の覚悟をしていることに気づいたのだ。

「いいや、駄だ目めだ、兄者」ニルギフは涙をこぼしながらかぶりを振った。「おれでは駄目だ。おれは気が短く、隠おん密みつには向かない。きっとガルダに気づかれてしまう。おれが失敗すれば、カダインの民が皆殺しになる。兄者がいってくれ」

「ニルギフ」

「大丈夫だ。おれも、青竜と呼ばれた男ニルギフだ。どんな汚名を着ようとも、力の限りに戦ってみせる」

　兄弟は間近で見つめあっていたが、ややあって、モロドフが首肯した。

「アークスの首を獲れ、ニルギフ。それくらいの覚悟と意思を持たねば、魔ま道どう士したちに疑われるぞ。いたずらに部下を失うことにもなる」

「わかっているとも」

　そのときの会話を思い出しつつ、ニルギフは突進した。すでに泣いている。あふれる涙の一滴一滴も冷たかった。

　ニルギフを筆頭に、カダインの誇る騎き馬ば部隊、小型竜を駆るフグルムの騎竜部隊が密集隊形で中央を突き進み、胴どう鎧よろいと羽飾りをつけた兜かぶとで武装した、ラケキシュの長身で頑強な歩兵隊が左右から疾走する。

　さらにその左右、疾風はやてのようにすばやく連合軍を取り囲みにかかったのは、エイメンの戦車隊だ。射手数名を乗せた戦車を引くのは馬ではなく、中型竜のなかではもっとも小まわりが利くマントス二頭。長い胴体から生はえた六つの足を、あたかも車しや輪りんのように回転させて突き進んでいる。この戦車隊、それにつづく別の騎馬隊が扇状に膨ふくらんで、連合軍の退路を断つ構えだ。

　中央をいくニルギフの勢いたるや、まさしく竜そのもののごとく、紙を裂くかのようにアークスの大軍団を突破していく。

「許せ」

　わめきながらニルギフは槍やりを振りまわし、敵兵の首を飛ばした。

「許せ、許せ」

　誰だれに対する侘わびであるか、本人にもわからない。ニルギフの駆けるところ、その頭上に血が渦を巻いた。

　一方の連合軍は陣形をととのえる間もなく、敵の攻勢に退しりぞきはじめた。総大将のアークス・バズガンも白兵戦に巻き込まれている。

　アークスは手た綱づなを振り絞り、敵の槍を撃うち返しながら、伝令兵を呼んだ。

「飛空船を出す。敵とて後詰はあるまい。真後ろにつけろ！」

　そう叫ぶ顔に、返り血がしぶいている。

　アークスは親しん衛えい隊たいのなかでも数名を選りすぐって、伝令兵の護ご衛えいにつかせた。駆け去るのを見届ける間もなく、次から次へと敵が襲おそいかかってくる。好戦的で知られる山地族と思おぼしき兵の剛剣を、からくも顔面近くで受け止めた。

「おれをタウランの覇は者しやアークス・バズガンと知っての振ふる舞まいか。愚か者め」

「アークスだと。その首、貰もらい受けた！」

　すでに敵との距きよ離りが近い。アークスは槍を放ると、腰から剣を抜いた。敵総大将の名を聞いて敵も意気込んだのだろう、二に撃げき目めに振りあげた剣、その動作が大きい。アークスは鋭するどく敵兵の喉のどを突いた。

　さらに敵の三人を屠ほふったとき、空にアークス麾き下かの船せん影えいがふたつ見えた。これで敵背後に増援を下ろす計画だ。

　アークスはこここそ勝敗の分かれ目だ、とばかりに声を張りあげた。

「踏みとどまれ、勇士たち。どのような敵の姦かん計けいも、このアークスの前では無む駄だ、無駄、無駄。さあ、これより敵を前後から討うつぞ。ここを突破しさえすれば、われわれの勝利だ！」
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　敵味方大勢の喚声が入り混じって、総大将のアークスにももはやこの騒さわぎが、味方の意気あがる声なのか、敵の嘲ちよう笑しようなのかもわからない。

　ともあれ、声をあげた当人である以上、アークスも必死に踏みとどまった。何度剣を振りあげて、何度敵へ突き刺し、何度敵を馬上から蹴け倒たおしたことか。アークス自身、肩や腕に浅い手傷ができている。精力に満ちあふれていた顔にも、やや疲れが見えはじめた。

　霞かすみかけた目で、アークスは上空を見あげた。いよいよ飛空船が敵の頭上を飛び越え、その背後につこうとしている。

　と、アークスの見あげる先で、船の挙動がおかしくなった。右へ左へと、嵐あらしに揉もまれる木この葉はのごとくふらついたかと思うと、そのままエンジンから魔素エーテルの放出をやめてしまい、舳へ先さきから地面へと叩たたきつけられたのだ。

「愚か者め」

　もちろんこのときアークスに聞こえたはずもない。エイメンの塔、その地下でガルダは哄こう笑しようしていた。幻げん影えいも、砂嵐も、すべてかの魔ま道どう士しの招いたものであることからわかるとおりに、この地における魔素はすべてガルダが掌しよう握あくしていたのである。

　アークスは爆ばく炎えんを遠目にし、血がしたたるほどに歯は嚙がみした。あともう一隻がかろうじて航行をつづけていたが、すでに高度は低い。馬上から手をのばせば届きそうなほどだ。このまま先ほどの船と同じ運命を辿たどるのは目に見えていた。

（退ひくべきだ）

　ここで兵力の大半を失ってしまえば、あとはガルダ軍の侵攻を止めるすべはなくなってしまう。

　アークス・バズガンの肩に鋭するどい痛みが突き刺さった。敵の繰くり出した剣を肩に受けたまま、アークスはその兵の首筋へ剣を刺突する。兜かぶとが外れ、死に顔が露あらわになった。若い男だった。

「おのれ！」

　誰だれにともなく、アークスはおめいていた。










　七章　西方の王者
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　モロドフは慎重に歩を進めた。音で気づかれる恐れがあったので、甲かつ冑ちゆうはつけていない。剣は革製の厚い鞘さやに入れて腰に吊つるし、右手には短めの槍やりを手にしていた。

　弟をいさめた彼だが、胸のなかにある無念さ、そして怒りはもちろん弟に引けをとらない。末代まで汚名を着る覚悟で戦ってきた彼だった。自分の名と引き換えにしてでも守りたいと思うものがあればこそだ。それを、ガルダは一いつ瞬しゆんで灰かい燼じんに変えた。

　民たみの無念さを思えば、彼とて、弟のように頰ほおを熱あつい涙で濡ぬらしたくもなる。実際、モロドフは涙こそ浮かべていなかったが、心のなかではすでに涙枯れるまで泣きつくしていた。

　だが、すべての面において竜神に見放されたわけでもなかった。モロドフがいちばんの懸け念ねんを抱いていたのが、ゼル・イリアスまで早くとも一昼夜はかかるということだった。それまでの行程で戦いくさが終わってしまえば、ガルダに近づく好こう機きは二度と訪れなくなる。

　が、いつしかそのガルダ、西方にあらわれて以来ずっとこもっていたゼル・イリアスを出て、このエイメンに移ってきた。しかも兵力のすべてをアークス軍に当てているため、塔への侵入も容易であった。

　モロドフがいま手にしている槍やりは投とう擲てき用ようのものだ。一いち撃げきで決める、と自らに期していた。

（もっと早くにこうしていれば）

　という思いもある。が、あえて考えないことにした。いまのいままで待ちつづけ、アークスが西方を取りまとめて動いたからこそ、いまこの千せん載ざい一いち遇ぐうの機きがあるのだ。

　円形の広間には、リマ・カダイーンをはじめ、十名余りの女性たちがいた。その中央にガルダ。タウーリアの姫君と思われる女性を前に、手をかざしている。モロドフの、槍を握った手が熱ねつを帯びてきた。

（考えるな。無心で。無心で、奴やつの心しん臓ぞうを貫く）

　自分の腕前ならば、ただひと息に踏み込んで槍を放つ。それで終わりになるだろう。

　だが──、とここに来てモロドフはややためらった。相手が人間ならばそうだろうが、果たしてガルダを人間になぞらえてよいものか？　もう一歩近づいたほうがいいのではないか。好機は一度しかないと見ていい。より確かく実じつに決めるためには、せめてもう半歩動いて、距きよ離りを縮ちぢめるべきではないのか。いや、しかし十分に接近している。ここで下へ手たに動いては、ガルダに気け取どられる恐れもある。ならばこのまま──。

「愚か者め」

　瞬しゆん間かん、モロドフの額ひたいになにか突き刺すような痛みがあった。聞こえてきたのはガルダのしゃがれ声だ。気づかれたか、と臓ぞう腑ふのすべてが凍こごえる思いのしたモロドフだったが、ガルダは依然こちらに背を向けている。その代わり、モロドフの目に異様なものが飛び込んできた。

　いや、肉眼で見えたというべきではない。モロドフの五感に訴えかけるおびただしい不快感があった。脳にひらめいたモロドフのイメージを映像化するなら、タウーリアの姫君を中心にして、十名以上の女性から靄もやめいたものが立ちのぼったのだ。それらが螺ら旋せんを描いて、広間をいっぱいに満たした。天てん井じようにかかる雲のごときその靄は、今度は逆方向に螺旋を描いて、矢にも似た形状にまで収しゆう縮しゆくすると、一気にガルダの脳天を縦たてに貫いた。

　ガルダが哄こう笑しようした。「愚か者め」と嘲あざけったのは、このとき飛空船を出してきたアークスに対してである。

　モロドフは頭痛と吐き気に襲おそわれ、身を折りそうになりながらも、歯を強く食いしばり、全精神力を駆使して、かろうじて物音を立てないことに成功した。

（これが魔ま道どうか）

　この世にあってはならない力だと思えた。なにか、生きとし生けるものを冒ぼう瀆とくし、唾つばを吐きかけるような光景が眼前にあった。

（ならば、神よ）

　モロドフは槍を投擲する姿勢に入った。力こぶが盛りあがり、肩と背中の筋肉も大きく張りつめる。

（竜神でも、精せい霊れいでも、この世で信じられているあらゆる神、誰だれでもよい。神よ！　現世の法則をねじ曲げる魔ま道どう士しを討うつ力をおれに与えたまえ。このつまらぬ身をよりしろとして、邪悪の化身を討ちはらいたまえ）

　思いきり右半身を引いて、一歩だけを鋭するどく踏み込んだ。

　たわめられた全身の筋肉が、わずか一いつ瞬しゆん、目標物と定めた一点のみを目指して解放される。

　びゅっ。

　槍やりはガルダの胸を貫いてなお勢いがやまず、胸から穂先を飛び出させて、床とガルダとを縫ぬいあわせる──。

　確かく実じつにそうなるはずだった。

　だが、実際には一歩を踏み込んだ姿勢のままモロドフはかたまっていた。槍はいまだ手のなかにある。鉄の感触が、まるで掌てのひらに吸いついたかのように離はなれない。

「愚か者め」

　その声が、今度は、まぎれもなくモロドフ本人に向けられていた。

　フードの下から覗のぞく老人の顔が正面にある。浮かべた笑えみの、なんと邪悪なことか。

「おまえの存在に気づかぬわしだと思うてか。いまのわしにはいかなる企たくらみも、いかなる剣も、槍も、通じぬ。周囲一帯に起こるあらゆる事象が、手にとるようにわかり、そして実際、この手で自在に動かすことができるのだ」

「き、きさ、貴様」

　モロドフは食いしばった歯の合間から、か細い声を洩もらした。全身全霊の力をもって、この呪じゆ縛ばくから放たれようともがいているのだが、ガルダに一歩でも近づこうとするたびに、目には見えない鉄索が全身に喰くい込んでくるかのようだ。その痛みたるや、歴戦の猛将と知られるモロドフの意い識しきをも刈り取りそうになるほどだった。

「わ、わかっていて、なぜ」

「もはやおまえらは用済みだ」

　言こと葉ば尻じりに、ガルダは「うふっ」と奇怪な笑い方をした。

「用済みだと？」

「アークスを討てば、次はおまえたちの番だ。西方の人間は、ひとり残らずわしに魔素エーテルを捧ささげるための供物となる。無む論ろん、ゼル・イリアスにいるすべての人間もな。が、おまえは誰よりもよく戦ってくれ、このガルダにつくしてくれた。その礼に、わしが戦場すべてを吞のみ込み、魔素を得るところを見せてやろう。それこそ、魔道王ゾディアスに次いで、世界を支配する人物の誕たん生じようする瞬しゆん間かんなのだ」

　モロドフの目は血走って、節々の筋肉に筋が浮き立った。誰も彼も殺すというのだ、この魔道士は。アークスとその軍団のみならず、弟も、リマ・カダイーンも、そしてゼル・イリアスにいる民たみたちでさえも。

　モロドフは吠ほえた。その異名どおりに竜さながらの咆ほう哮こうだったが、身ひとつ自由にならないのでは、ただただむなしいばかり。ガルダと彼とのあいだには闇やみが横たわり、闇を踏破するには命をいくら費やしたところで、また百年だろうが千年だろうが経過したところで果たせそうもなかった。

（おのれ！）

　モロドフはかろうじて自由になる眼球をぎょろぎょろと左右に動かした。十余名の乙女おとめたちから、相変わらず靄もやめいたものが放たれるのを感じる。

　と──、

「む」

　ガルダが眉まゆ根ねを寄せた。

　なにかに急せき立てられてか、モロドフのほうへ身を向けたまま、左の手首にした腕うで輪わを見やる。そこにはめられた球体状の宝石に、小さな影かげがよぎるのをモロドフは見た。

　魔ま道どうのなんたるかも理解しないモロドフには知りようもなかったが、その表面上に浮かびあがったのは、いままさにエイメンの外でおこなわれている合かつ戦せんの風景だった。あたかもその一部を切り取って押し込めたかのように、遠く離はなれたこの場所でまざまざと再現されていたのである。

　ガルダが想定していたとおりに、アークス軍はいよいよ崩れたっている。ニルギフ率いる軍は、この手にある攻勢をいっときたりとも手放してはならじと、一いつ気き呵か成せいに押しつづけていた。

　戦場を経へ巡めぐっていたガルダの視し線せんが、とある一点でぴたりと止まった。

　戦車隊、そして騎き馬ば隊たいに退路を断たれて、前後からの挟はさみ撃うちにあいかけていたアークス軍の後方から、土煙を巻きあげて迫る一団がある。槍やりと剣とを掲げた彼らは、それこそ手から放たれた槍のごとき勢いで戦車隊へ突きかかった。

　思いもかけぬ奇き襲しゆうに、戦車隊の射手たちは次々と中型竜マントスから跳ね飛ばされ、騎馬隊も浮き足だった。

　強い。

　そして、速い。

「カダインを生きのびた一隊か」

　ガルダは憎々しげにつぶやいた。その存在はわかっていた。カダインには通路となる魔道士を配しており、彼に魔素エーテルを送り、そして彼からもカダインで得た魔素を送られていた。その人物の死をも嗅かぎ取ることのできたガルダだ。逆にいえば、それからのカダインのことはさしものガルダにもわからない。

　魔術の罠わなにかけられ、散々痛めつけられたであろう人間たちが、このエイメンめがけてやってくるとは想像外だった。

　なにより、先頭を駆けているあの一いつ騎き。小こ兵ひようでありながら、群むれだつ槍やりや竜の爪つめを恐れもせずに、乱戦の場を駆けている。軍団の勢いはこの男に牽けん引いんされているところが大きかろう。顔に、仮面をつけていた。

　その男が、不意に、馬の首に下げていたものを片手で引っつかむと、肩より上に高々と掲げていた。

「カダインの魔ま道どう士しは死んだ！」

　四方から鋼こう鉄てつの刃やいばが降りかかるなかにあって、彼の声は朗々と響ひびいた。

　その手が天空に差し出したのは、とある男の生首であった。

「魔道士とて、斬きれば死ぬ。ガルダも同じだ。いつまで魔道士ひとりの手て管くだに乗せられている。おまえらが戦うべき相手はおれたちではない。おれはこれよりガルダを討うつ。邪魔だてする者こそ、西方に仇あだなす者と思え！」

「なに」

　ガルダの目が、憎悪を宿して震ふるえた。

　その一いつ瞬しゆん、意い識しきが逸それたためか、モロドフの身を粉々に砕かんばかりだった呪じゆ縛ばくが解かれた。モロドフが前へと進み出る。

　それに気づいたガルダがはっとなり、ふたたび身構えかけた。しかしこのとき反応が遅れたのは、モロドフの狙ねらいが不可解だったためだ。身を翻ひるがえしたモロドフは、彼とはまったく別方向めがけて槍を投とう擲てきしようとしていた。

　槍が手から放たれた。その狙ねらいは、ガルダではなかった。

　風をも従わせ、その槍の向かう先には、ひとりの女性。

　リマ・カダイーンであった。




　　　　２




「なんだと」

　返り血に色いろ濃こくく化粧された顔で、ニルギフが低く呻うめいた。

　あの仮面の剣士のことはもちろん覚えている。兄ともども煮え湯を飲まされた仲だ。その男が、人の生首を高々と掲げながら、戦場を横切ろうとしている。

　ニルギフは、カダインに詰めていた魔道士の顔も当然覚えていた。それがいま、男の掲げた顔と一致することに、ニルギフは身み震ぶるいした。

　ニルギフのみならず、彼ひ我が入り乱れた戦場に、敵味方問わず動揺が伝わっていくのがはっきりとわかる。

　よろよろと航行していた連合軍の飛空船も、この一瞬、我を取り戻したかのように飛行を安定させると、モロドフらの背後に船体を下ろした。なかから、タウーリア第六兵団長ナトーク率いる五百の兵が、飢えた野犬の群れのごとく解き放たれる。

　ガルダ軍は前後からの襲しゆう撃げきに挟まれる形となった。

「青竜！」

　呼びかけられた声に、ニルギフはあたかも兄に叱しつ責せきされた気分になった。その声にまっとうな怒りを感じたとき、すでにニルギフの心は打ちのめされていたかもしれない。

「隊をまとめ、アークス・バズガンにつけ。おまえがつけば、ガルダ軍は次々に味方になってくれるはずだ」

「な、なにを」

　ニルギフが驚おどろきの感情を浮かべたのは、そういいながらも仮面の剣士がまっすぐ馬を駆ってこちらへ向かってきて、あまつさえ剣を振りあげたからだ。かろうじて槍やりで弾はじいた。ふたつ、三つと武器を撃うちあわせながら剣士はさらに馬を寄せ、

「おれはカダインにいた」

　囁ささやくような声でいった。ニルギフがはっと目をみはる。

「ガルダの爆ばく撃げきで大勢の人が死んだ。それでもまだ民たみは大勢残っている。おれたちと──、おまえたちカダイン武人の勝利を信じて、あそこで生きている」

「…………」

　それ以上どんな言葉が必要だったろう。ニルギフは髭ひげ面づらをまた涙で濡ぬらした。それは思いがけず、熱あつい涙だった。

「ガルダはどこにいる。ゼル・イリアスの神殿跡か」

「い、いや」交わった剣と槍、おのおのの武具を挟んだ向こうで、ニルギフはなぜかそう答える自分を不ふ思し議ぎと思わなかった。「この先のエイメンだ。塔の地下にいるはず」

「なら、都合がいい」

「な、なんの都合だ」

　仮面の下で、剣士がにっと笑ったので、ニルギフは心底度肝を抜かれた。

「奴やつをここで斃たおしてしまえば、すべてが終わる。さすがのガルダも、死んだあとになってはゼル・イリアスにいる人質に手出しはできまい」

　いうなり、剣士は馬の脇わき腹ばらに蹴けりをくれると、ニルギフのほうなど警けい戒かいもせずに走り出したのだ。「ま、待て」と叫んでも剣士は一いつ顧こだにしない。ニルギフは啞あ然ぜんとしながらも、こればかりは聞かねばならぬと声を張った。

「名は。貴様、名はなんという」

「オルバ」

　とだけ返ってきた。

　あとは一いつ直ちよく線せんに駆ける、駆ける、駆ける。オルバの掲げた魔ま道どう士しの生首は、あたかも彼を刃やいばから守る護ご符ふのようで、ガルダ軍の兵たちは近づけない。いや、少なくともその半数は、もはや『ガルダ軍』などと呼称されるべき存在ではなかった。

　ビシャム率いる五百余りの兵たちは、すかさずアークスのもとへ馳はせ参じていた。守りをかためられ、さらには後方からナトークの部隊が迫るとあっては、ガルダ軍の兵たちも先ほどのように攻勢一辺倒というわけにはいかなくなった。風の運んできた砂が、煙のように巻きあがった戦場において、それは一種異様な沈滞を生んでいた。

　そしてオルバにはその沈滞で十分だった。

　傭よう兵へいたち数名のみを率いて、一路エイメンへと駆けていく。追いすがろうとする敵てき影えいはほとんどなかった。あったにしても、そこにためらいが混じっていては、シークの双剣、ギリアムの戦せん斧ぷに弾はじき返されるだけである。

（あれか）

　外がい壁へきの向こう、確たしかに天へそそり立った塔が見えてきた。どんより曇くもった空だったが、その塔のてっぺんから周辺にかけて、さらに色いろ濃こい雲が渦巻いているかのように、オルバの目には見えた。

　エイメンの門を越えたオルバたちは、中央にあるその塔へとまっしぐらに向かった。街に人ひと影かげはない。路上を乾いた風が吹きわたっていた。

　塔を目前に馬から飛び降りたオルバたちだったが、その門前にものいわぬ影がわだかまっていた。影はばらっと砕けたかと思うと、ひとつひとつが黒衣の兵士となって腰から剣を抜きつれる。

「そこをどけ」戦斧を担いだギリアムが唸うなるようにいった。「ガルダを討うちさえすれば、もう奴やつに脅されることも、家族が危険にさらされることもないんだ。さあ、どけ！」

　しかし黒衣の兵たちは聞く耳持たぬとばかりに撃うちかかってきた。耳どころか、かけ声をあげる口も、また自分で考える頭があるとも見えなかった。

「無む駄だみたいだ」

　スタンがいった。魔素エーテルの影えい響きようゆえか、顔色は依然悪いし、腰もふらついていたが、彼自身も剣を抜いている。

「おかしな『色』が見える。脅されている連中じゃないだろう。ガルダの私兵かもしれない」

「やって構わねえ、ってことだな」

　そういうが早いか、ギリアムはいち早く戦せん闘とうのただなかへと身を投じた。戦斧と剣とがぶつかりあったのを皮切りに、静まり返っていた街がたちまちのうちに干かん戈かの響ひびきで満ちる。

　敵の腕前はいずれも確たしかだ。いつもスタンの背中こそが安全な位置だと決めつけているタルコットも、スタンが本ほん調ちよう子しでない以上、前に出て剣を振るうしかなくなった。悪態をつきながらも、こちらはこちらですばやい剣さばきを見せつけている。

　オルバはひとり、彼らの戦いぶりを眺めるかのような位置にいたが、そろりと足を進めたかと思うと、彼らの背後や側面を通って一気に駆け抜けた。

　単身、塔のなかへと飛び込んだのである。

　いまはガルダにくれてやる時間は一秒たりとて惜しかった。いかに優ゆう勢せいな立場にあるとはいえ、魔ま術じゆつの恐ろしさは身に染みている。だからこそ、この手でじかに命を奪うまでは油断できない。

　背後から黒い殺気が迫るのを感じたが、それを横あいから突き飛ばしたのはギリアムだ。

「この際だ、隊長さん。西方の誰だれより手柄を立てやがれ」

「感かん謝しやする」

　ひと言いい捨てて、オルバは塔のなかへ姿を消した。ギリアムは軽く跳ちよう躍やくし、前後から襲おそいかかってくる剣から身を離はなしながら、

「感謝する、だと？」

　鬣たてがみにも似た髪や髭ひげを震ふるわせて笑った。斧おのを大きく振るって、

「ラスビウスが前にいったとおりだ。あいつは、まるで王侯貴族のようだぜ」




　槍やりが勢いよく突き立った。

　リマ・カダイーンは目を大きく見開き、息をも止めて硬直していた。

　柔らかな髪がそよいだすぐその隣となりに、槍の穂先はすっぽりめり込んで、石いし壁かべの八方にひびを走らせている。

　褐色の顔を青ざめさせていたリマの瞳ひとみが震ふるえ、やがて大粒の涙があふれ出はじめた。

「ぬう」

　ガルダの呻うめき声ごえがした。彼がつれさってきた乙女おとめたちは、いうまでもなく生きながらにして魔素エーテルを供給する役割をしている。槍の一いち撃げきで、リマが正気を取り戻しつつあるのはあきらかだ。そのため、魔素供給システムの一端が崩れたのだ。

　魔術を知らぬモロドフだったが、五感で感じた不快感を振り払うため、ほとんど野生の勘めいたものでそれをはなから狙ねらっていた。

　モロドフはすぐさま腰の剣を引き抜いて、ガルダめがけて走った。一刀で首を斬きり飛ばせる位置まで、一秒もかからない。ガルダの、平凡な老人じみた顔に動揺が見えた。

　が、

「馬ば鹿かめ」

　見えざる盾に剣を弾はじかれて、モロドフの巨体が後方へとよろめいた。ガルダの、枯れ木にも似た両手がこちらめがけてのびている。フードの下で顔中に脂あぶら汗あせを光らせながら、

「ただの人間の分際で、よくぞ判断できたものだ。褒ほめてやる。だがしょせんはそこまでだ。貴様ひとり片づけるのに、なんの力も持たぬガルダだと思うてか」

　広間に渦巻いた魔素を、すでにいくらかガルダは取り込んでいる。モロドフは声も発せぬ様よう子すで、さらによろめいた。あたかも広間内の空気が数十本の腕と化して、その怪力をもって首を絞めあげられている気分だった。

　手から剣が抜け落ちた。こめかみに太い血管が浮きあがり、顔が真まっ赤かに染まる。が、急きゆう激げきにその顔色が青ざめてきた。唇から泡が洩もれ、顔にはうっすらと死相が浮かんだ。

「モロドフ！」

　そのときガルダの背中めがけて駆けてきた影かげがあった。モロドフに気を取られていたガルダは、意外にたやすく接近を許した。

　鋼こう鉄てつのきらめきが迫る。切っ先がめり込んだ。

　その人物が、剣の達人であるか、いやそうでなくとも一般的な筋力を備えた成人男性ならば、あるいはガルダはこのとき命を絶たれていたかもしれない。だが、相手はリマ・カダイーンであった。モロドフの剣を拾いあげ、駆けてきたはいいが、姫君の腕に剣は重すぎて、ガルダの背中の皮一枚を裂いたばかりで、その場に転倒してしまった。

「おのれ！」

　背中に火を吐きかけられたような痛みと、憎悪とに眉まゆを逆立てて、ガルダは猛然と振り返った。モロドフの巨体がどうと石床に倒れる。

「カダインの者どもめ、つくづくわしに祟たたりおる。もうよい、ここで仲よく殺してくれるわ」

　ガルダが腕うで輪わを光らせ、指をひょいと上向ける。床に転がっていた剣がひとりでに蠢うごめいたかと思うと、軽々と宙へ舞まいあがった。切っ先を回転させながら高度を得た剣が、ぴたりと止まる。蹴けつまずいたリマの背中へまっすぐ切っ先を向けていた。

　あとは一気に宙を飛んだ。

　モロドフが先ほど投とう擲てきした槍やりの勢いにも劣らず、ぐんぐん加速していく剣は、リマの肉体など造作もなく貫けるはずだった。

　寸前、新たに投げ入れられた剣光がなければ。

　剣と剣とが中空でぶつかりあい、火花を散らしながら地面へと落下した。

「なにっ」

　ガルダが血走った目を広間の出入り口へと向ける。

　そこから疾風はやてのように駆けてくる影かげがある。影は、ガルダの視し線せんが追いつかぬうちに前転し、床に落ちた剣を拾いあげると、一気にガルダの懐ふところへと入ってきた。

「かっ」

　瞬しゆん間かん、ガルダも新たに魔ま術じゆつを発動させた。落下した剣がふたたび命を得て、ガルダとその人影とのあいだに突き立つ。

　影がぴたりと身動きを止めた。しかし、剣を挟んだ向こうから燃もえるような敵意がびりびりと感じられる。

　鋭するどい視線が、仮面越しに魔道士を射いていた。




　いま、オルバの眼前にガルダがいる。二百年の昔よりゼルド人を恐れさせてきた男の名を名乗り、西方を蚕さん食しよくしてきた軍団の長にして、大勢の人間を生いけ贄にえに捧ささげてきた魔ま道どう士し。見た目はただの老人のようですらあり、また、意外なことにどうやらゼルド人ではなさそうだ。その額ひたいには宝石のかけらのようなものが埋め込まれ、オルバの眼前できらめいていた。
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「おまえが」

　とオルバがいえば、

「貴様は」

　とガルダが憎々しそうにいった。先ほど、腕うで輪わのなかで見た剣士と同一人物だと気づいたのである。

　両者のあいだに突き立った剣がまたも宙に浮き、きらめいた。それを横に払いながら、オルバはさらに一歩を踏み込もうとしたが、ガルダは、足に羽が生はえたかのような身軽さで後方へ跳ちよう躍やくする。

「ゼルド人ではないな。貴様がごとき小僧に討うたれるガルダだと思ってか」

「おれに剣を向けられ、これ以上なにができるとも思うな、魔道士」

「うふっ。腕に自信があるようだな。確たしかに、ここまでわしを追い詰めた手腕、モロドフにつづいて褒ほめてやるぞ」

「カダインにいた魔道士も同じことをいった。そしてその直後、命を落とした」

「たかだかわしの通路を破は壊かいしただけで思いあがりおって。カダインでの目的は果たした。通路を通じ、ゼル・イリアスには魔素エーテルが満ち満ちていよう」ガルダはやや黄ばんだ歯を見せて不ふ遜そんな笑えみを浮かべた。「さらにはこの戦場にてより多くの魔素も得られる。ここにはエスメナ・バズガンもおることだしな」

　ガルダの指摘どおり、広間には、オルバも見知った少女の姿がある。当然それには驚おどろきを禁じ得なかったが、戦いのさなか、動揺を面おもてに出す愚は犯さなかった。

「小僧、ひと足遅かったな。おまえがもう少しでも早く辿たどり着けていれば、あるいはわしに勝てたかもしれんぞ」

「黙だまれ」

　オルバが間合いを詰めようとしたとき、ガルダの両手が左右にあがった。そして両方の腕うで輪わから黒い煙があふれ出た。いかなることがあろうと、オルバは足を止めまいとかたく胸に決めていた。魔ま道どう士しに幻惑される恐れがあるからだったが、それはオルバの読みをもはるかに上まわる速度で、瞬またたく間まにオルバの眼前を、いや見えていたものすべてを闇やみに閉じ込めたのである。

「なにっ」

　突きかかった剣は闇を裂いた。前のめりになりかかるところを、かろうじて強きよう靭じんな足腰で踏ん張る。

　さすがに動きを止めざるを得ず、剣を構えなおした。

　四方八方すべて、闇。

　自分の手足も、腕に重い鋼こう鉄てつのきらめきも見えない。オルバは一度だけ深い呼吸をした。それからは息をひそめ、野生の獣けものよろしく、匂においや空気の流れ、わずかばかりでも敵の兆候がないかと五感をフル稼か働どうさせる。

　どれほどじっとしていただろう、ただの闇ならばそろそろ目が慣なれてもいいころあい、突然赤い色が横からオルバの目を射した。

　はっと剣をあげ、目をかばいながらそちらへと顔を向ける。

　そこに火の色が立ちのぼっていた。肌に熱ねつを感じたときには、四辺を、オルバの身の丈より高い炎の壁かべに取り巻かれている。

（これも幻か、それとも）

　下へ手たには動けない。この炎でオルバを焼きつくそうというのか、それともこれに気を取られている隙すきに、こちらの死角へまわり込もうという算段か。

　と、彼の背後で空気が揺らめくのが知覚された。

（そこか）

　声もなく、オルバは爪つま先さきをひねって身を回転させざま、剣を大きく振るおうとする。

　その切っ先が、不意に静止した。仮面の奥でオルバの目が動揺する。そこにいたのは、憎むべき魔道士などではなかった。完全武装した黒衣の剣士でもない。

「オルバ」

　と、その男は語りかけてきた。

「兄にいさん」

　呼びかけた自分自身の声に、オルバは目もくらむ思いがした。「兄さん」などと声に出して呼びかけるのは何年ぶりになるのか。

　オルバの眼前にいたのは、まぎれもなく兄のロアンだった。

　だが、その兄の顔は青白く、こちらに差しのべた手も血に濡ぬれていた。我知らず、オルバはあとずさる。隣となりにはアリスの顔もあった。その衣服がちろちろと青白い火を放っている。村に火をかけられたときの光景が、まざまざとオルバの脳裏によみがえった。

　そして、そのふたりの後ろに、忘れ得ぬ母の姿。どこか輝かがやきを失い、曇くもったその目は、ロアンがアプターにいって以来我を失ったような母親の姿そのものだ。

（ちがう）

　こんなものは真実じゃない。そうわかっていて、なおオルバは彼らの姿から目を放せなかった。求めてやまなかった人たちだった。すでに失われた人たちだった。

　そんな彼らが、オルバに足を近づけてくるたびに、顔から血の気を取り戻し、曇った目に輝きを帯おんで、生前そのままの姿でオルバに笑いかけてくる。

「オルバ、オルバ。どうしたんだい」

　ロアンが、暴あばれん坊だった弟を優やさしくたしなめる顔をした。

「本当、なによ、その仮面？」アリスがくすくすと笑った。「まだ英雄ごっこをやっているのね。そろそろお家うちに帰って、母かあさんの手て伝つだいでもしたらどうなの？」

「そうだよ」

　母が──喧けん嘩かから帰ってきたオルバをひと目見るなり、いつもそうしていたように──、半分はあきれて、半分は仕方なさそうに微笑ほほえんだ。

「ロアンみたいになれとはいわないよ。でもおまえもいつまでも子供じゃないんだからね。本当、おまえは無鉄砲だった父とうさんに年々似てくるわね」

（やめろ）

　そういったはずだった。声の限りに叫んだつもりだった。しかしオルバは実際には唇を震ふるわせたきりで、声を出すことはおろか、そこから一歩たりとて動けず、亡ぼう霊れいたちの接近を許している。

　ロアンの手が持ちあがって、オルバの肩にかかろうとした。瞬しゆん間かん、説明のつかない嫌悪感が身内に湧わいた。

「やめろ！」

　その手を振り払い、オルバは二、三歩後ろへ跳び下がった。剣けん尖せんをあげて身構える。

「どうしたんだ、オルバ」

　が、気がつけばロアンの姿は正面になく、右手側に立って、剣を握ったオルバの手を摑つかんでいた。

「そうよ、もう遊びはおしまいだといったでしょう？」

　左側にはアリス。意外なほど強い力でオルバの左手を封じている。アリスは耳もとで薄うすく笑って、

「それとも──」

「わたしたちも、殺す気かい？」

　正面からは母が迫った。徐々に吊つりあがった唇は、不気味な笑いを形成して、なお上へ上へと引き裂かれていく。そして口こう腔こう内ないから別の顔が、血のぬめりをともなってあらわれた。

「そう、殺す気なのか？　おれたちのように」

　いつしか、オルバの周囲に人ひと影かげが増えていた。

　血を流したそれらの顔は、オルバがこれまで斬きり伏せてきた剣けん闘とう士したちであり、そして戦場で出会ってきたいくつもの顔であった。

　背後には炎が噴ふきあがっている。常にオルバの戦いを彩ってきたように──。

　そしてもうひとり。

　今度こそオルバはその口から悲鳴を迸ほとばしらせそうになった。

　亡ぼう霊れいたちの中央を割って、こちらへよろよろと進んできたのは、オーバリー・ビランだった。




　　　　３




「き、貴様」

　オルバの口から、ひび割れたような声が洩もれ出た。

　オーバリー・ビラン。

　かつて、兄ロアンが兵士として出向いたアプター砦とりでにおいて、兄を見殺しにした男だ。そして、オルバたちが逃げ込んだ先の村を焼いた男だ。

　とっくに死んでいるはずだった。オルバは、罠わなにかけたこの仇きゆう敵てきに止とどめこそ刺さなかったが、皇太子暗殺の罪を着せることに成功している。もう処刑されているものだろうとオルバは思っていた。

　しかしその男が、顔中を煤すすにまみれさせながら近づいてくる。

「騙かたり者ものめ」

　焼やけ爛ただれた唇を開いて、オーバリーがいった。

「メフィウス皇太子を騙るぺてん師め。なぜ、おまえなどに殺されねばならなかった」

「なぜ、なぜだと」

　オルバは叫んだ。身体からだはロアンとアリスに束そく縛ばくされたままだ。オルバは近づいてくるオーバリーに、視し線せんのみで殺気をぶち当てながら、

「わかっているはずだ。すべて、貴様が自分で招いたことだ。そうだろう！」

「いいや」

　オーバリーはオルバをまっすぐに指差した。指はすべてへし折られていたので、半ばより先がだらりと垂れ下がっている。

「おまえは、王侯貴族などではない。それなのに大勢の人間を動かし、大勢の人間を殺した。それは、義務を負った人間のみに許された権利だ。おまえは民たみに認められてもいない存在であるにもかかわらず、己おのれの目的、己の欲望がためだけに、偽の采さい配はいを振るった。そして殺した。殺した。殺した。殺した」

　殺した、殺した、殺した──。

　オーバリーの声を、剣けん闘とう士したちが唱和する。それはオルバを取り巻くごく狭い器うつわのなかで反はん響きようする鐘かねの音のように、凄すさまじい音響をもって耳を圧した。

　オルバはそれに負けじとするかのように叫んだ。

「貴様が、殺したからだ。貴様が殺さなければ、おれは、誰だれも殺しはしなかった！」

「いいや、いいや、いいや、いいや」

　青白い顔をした亡もう者じやたちがいっせいに首を振る。

「オーバリーを殺したのはおまえだ。ロアンを殺したのもおまえだ。アリスを、母を斬きりつけ、炎に投じたのもおまえだ。義務をはなから捨て去って、権利のみを求めたおまえが、罪なき民を殺し、いわれなき烙らく印いんを負わされた奴ど隷れいを斬ざん殺さつして、死者の群れをこの世に築いたのだ」

　オーバリーの手が中空をのびてくる。剣闘士たちの手の群れがそれへとつづく。兵士たちの手もまた。

　オルバは心しん臓ぞうが止まりそうな思いで、視野いっぱいを埋めたそれらが迫りくるのを見ていた。

　もはや幻覚なのかそうでないかなどという判断は彼には不可能だった。死者たちの声はオルバの胸、そのいちばん奥深いところに秘されていた痛みをよみがえらせ、ことさらにひけらかして、ねじりあげた。

　オルバの口から、子供のような悲鳴があがった。

　迫る手、手、手、手。

「やめろ！」

　オルバは剣を振りまわした。熟じゆく達たつした剣士とも思われない、ただでたらめな振り方だったが、偶然、迫りくる手のひとつを斬り飛ばした。すると、

「殺すのか」

　耳もとでロアンの声が囁ささやいた。

「やはり、殺すのか、オルバ。おまえの邪じや魔まになる者は、都合の悪い者はすべて」

「ちがう。ちがうんだ、兄にいさん。ちがう」

「なら、剣を引いて」今度はアリスの、懇こん願がんするような声。「殺さないで、オルバ。わたしたちは、ずっとあなたを待っていたのに」

（ああ）

　仮面の下で、オルバの目から涙が滴したたっていた。

　誰だれの声も耳にしたくなかった。ロアンやアリス、母親に、責められたくなどなかった。自分は復ふく讐しゆうを果たそうとしただけだ。失ったものを取り返す、そんなことは不可能など知りながら。それ以外の、どんな目的もありはしなかったというのに。

「おいで、オルバ」

「あなたはここにいればいいのよ」

「もう恐れも迷いもいらない。あなたの心は、わたしたちが貰もらうから。そうすれば、ずっといつまでもいっしょにいられるから」

「さあ、オルバ」

「さあ」

　手の群れが雪崩なだれれかかってくるのを、オルバは半ば呆ぼう然ぜんと、そして半ばはある種の恍こう惚こつ感かんさえ覚えながら見あげていた。

　肉体からは力が抜け落ちて、剣けん尖せんも垂れさがっている。

　そしてオルバは包まれた。

　数多くの指が、オルバの肌を撫なでた。オルバの手を、足を、胴体を、背中を、股こ間かんを、そろそろと這はっていく指の感触が、幼児のころ、母に抱かれて眠ったときのような安あん堵ど感かんを彼に与えていた。

（ああ）

　張りつめていたものすべてが闇やみに溶けて、気負っていた心が指にほぐされ、このまま消えていくかのようだ。

　指の群れが首筋にかかり、そして唇へと這いのぼってきた。

　オルバは、心身をその柔らかな感触にゆだねかけた。ゆだねてしまえば、二度と現世に戻れぬという警けい告こくの声が頭の片隅で絶えず鳴なり響ひびいていたが、本能が訴えかけるその声もいまはわずらわしいのみ。

　仮面の裏側で、オルバの瞼まぶたがゆっくりと落ちかけた。いまや肉体の感覚すら遠くなりかけている。

　オルバをオルバたらしめている要素のほとんどが、押し寄せてくる黒い波に砕かれ霧む散さんし、最後に、その意い識しきまでもが、白く濁にごった。




　ガルダはこのとき、オルバの目と鼻の先にいた。姿をくらましたわけでも、実際に闇やみからなる異空間を出現させたわけでもなかった。オルバが包まれているのは、ほかならぬ自らの心の生み落とした闇やみにすぎない。

　どのように偉大で、高貴な人物であれ、心が余すところなく鋼こう鉄てつの鎧よろいに覆おおわれた者はない。必ずやどこかにか弱い、柔らかい部分があるはずで、その向こう側には誰だれしもが大なり小なり闇を抱えているものだ。

　ガルダは相手の心を掌しよう握あくしようとするとき、手はじめにその闇を増幅させるところからはじめる。相手をただ排除するのだけが目的ならば、あとは手を加える必要はなかった。人はおのが闇に吞のまれ、心を死滅させる。

　剣を手落とし、その場に両りよう膝ひざを折った戦士の姿に、ガルダが勝利の笑えみを浮かべた。

「ふむ。こ奴やつ、使えるかもしれんな」

　カダインの魔ま道どう士しを斬きり、逃げ散っていてもおかしくない兵士たちをまとめあげてエイメンまで引きつれてきた男だ。それになんといってもこのガルダの眼前にまで迫った。

　さらってきた乙女おとめたちにそうしてきたように、記き憶おくそのものをさらいあげてガルダ自らの手でつくり変えるには、時間を要する。だからこの戦いが終結したあと、オルバを洗脳し、自らの親しん衛えい隊たいに──黒衣の剣士たちがまさしくそれだ──加えるつもりだった。

「そこでしばし悶もだえておれ。西方の連中めが調ちよう子しづかぬうちにもう一いち撃げきを加えておかねば」

　改めて腕うで輪わにはめられた宝石を見やると、戦いくさの様よう子すが変わりつつあるところだった。鮮せん血けつを散らした平野において、兵たちは、誰が敵で、誰が味方かもわからぬ様子でにらみあっている。いまだ相打つ者たちもいたが、いつしか辺りは蛮声や叫びより、傷ついた者の低い呻うめきや風の吹く音のほうが高く聞こえるようになっている。

　ガルダは精神を集中して目を閉じた。

　このとき、多数の兵たちを吐き出したあとの飛空船が、人間に手で叩たたきつぶされた羽虫が最後の抵抗を示すかのようにぴくりと蠢うごめいたのを、戦場にいた兵士たちも気づかなかった。

　ガルダは戦場に渦巻いた魔素エーテルをもって、この飛空船を飛ばし、おそらくこのあと群れなしてエイメンへ向かおうとする兵たちへ頭上から叩き落すつもりだった。もはやガルダにとっても敵味方は関係ない。敵の追い足は確かく実じつに鈍にぶり、そのわずかな猶ゆう予よさえあれば、ガルダも飛空挺でゼル・イリアスへ向かうことができる。

　ここ以上に魔素を蓄えた魔都ゼル・イリアスにおいて、残り少なくなった外敵を迎むかえ撃うつのだ。当然、当初からの計画どおりではないものの、こうなるともう手段を選んではいられなかった。

「よいわ。軍勢などどうせすぐにまた搔かき集められる。しかしこのガルダにこうまで歯向かった以上、貴様らに二度と安らかな夜は訪れないと思え。西方中の人間を抹まつ殺さつし、根こそぎその魂から魔素を抽出してくれる」

　ガルダの両手が空中に複雑な模様を描く。飛空船がなおも巨体をうねらせる。魔素を放出するエンジンに火が灯ともったようだ。

　ガルダがにっと笑った。

「そうだ、タウーリアの姫。わしにもっと強い魔素エーテルを送るのだ。もっと心を開き、わしと一体となるほどの境地で、そのすべてをわしに捧ささげるがいい。もう少しだぞ、もう少しでおまえの願ねがいもかなえられる」

　すると、エスメナから立ちのぼる靄もやは濃のう度どを増し、それに比例して飛空船の動きも激はげしくなった。ガルダの額ひたいにある宝石のかけらが、何色とも形容できぬ色あいに染まり、不気味な輝かがやきを放ちはじめる。

　ガルダは体内に強い魔素の波動を感じ取って、哄こう笑しようした。

「そう、おまえの愛するギル・メフィウスがよみがえるのだからな！」




　このとき。

「ギル・メフィウス」

　の名前が、遠くから吹きわたってくる風のように、オルバの耳もとをかすめた。

　はっと目をみはったオルバは、自分を取り巻くいくつもの手を、そしてその向こう側にいくつもの顔が巡っていくのを認めた。

　彼の記き憶おくから呼び覚まされた死者たちは、炎に取り囲まれて、黒とも白ともつかぬ異様な色あいに染められた空間内を漂いながら、オルバに笑いかけ、オルバを罵ののしって、オルバに語りかけてくる。

　だが、そのなかにあってただひとり、こちらに背を向けている人物がいた。

（誰だれだ）

　その人物に対する関心が、霧む散さんしかけていたオルバの意い識しきを、海底から泥をさらうかのごとくに浮上させていく。

（誰だ、貴様は）

　オルバはいく度となく呼びかけた。それはともすれば他ほかの顔や手の群れに邪じや魔まされて見えなくなり、瞬まばたきをしたわずか一いつ瞬しゆんの隙すきにいなくなるのではないかというほどはかない姿だったのだが、

（あっ）

　肩越しにこちらを向いた人物の横顔が見えたとき、オルバの浮上が急加速した。

「おまえは」

　日焼けした顔に、吊つりあがった双そう眸ぼう。戦士としてはやや小柄な体格だが、いかにも軽けい捷しようで、オルバがこのまま追いつめようにもするりと逃げてしまいそうなほどだ。

　なぜだろう、それは鏡かがみの前に立つ際、必ずオルバ本人の目の前にあらわれる姿とまったく同じであったはずなのに、

「ギル・メフィウス」

　オルバは彼の名をそう呼んでいた。

　相あい対たいする男の唇がわずかにほころんだように見えた。あたたかみのある笑い方ではなかった。それはひどく相手を蔑さげすみ、見下した、感情を波打たせずにはいられない嫌いやな笑い方だった。

「おまえが、なぜここにいる」

　なぜだかひどく落ち着かないものを感じた。『彼』はもうこの世にいないはずだ。本物のギル・メフィウスが、という意味ではない。オルバがなり代わり、いく多もの戦いをくぐり抜けた皇太子ギルは、オルバ自らが葬り去ったはずだった。

（おれを、まだ嘲ちよう弄ろうしようというのか。無邪気なまでに人を使い、殺してきたおれを）

　一いつ瞬しゆんそう思ったオルバだったが、このとき、オルバを押し包もうとしかけていた亡もう者じやの群れが──つまり同じ幻であるはずのそれらが──、むしろ敵意を剝むき出してギル・メフィウスのほうへと向かったのである。

　亡者たちはいずれも、オルバがギルとして指揮を振るった戦場で敵対してきた兵士たちの顔をしていた。ガーベラ人の騎き士しがいれば、ザット・クォークに従って謀む反ほんを起こしたメフィウス人の戦士、タウーリアの兵たち、そしてエンデの武者たちがいた。膨ぼう大だいなその数の亡者たちにたかられて、ギルもまたオルバと同様にその肉体を、心を溶かされていくかに見えた。

　が、

　炎を反射した、赤い剣のきらめきが数条、オルバの眼前をよぎった。

「やめろ」

　思わず声を出しかけた。しかしギルはまったくのためらいも見せず、彼らを次々と斬きり倒していく。あまりに呆あつ気けなく、無造作であったので、亡者たちはあたかもギルにもう一度殺されるためだけに跳びかかっていくかのようだった。

　首が舞まい、手足が飛んで、それぞれの部位を失った肉体の部分がオルバのほうへとしなだれかかってくる。

「やめろ、やめろ、やめろ」

　オルバは叫びながらも、

（なにをためらう必要がある）

　そんな自身の声を、オルバはわが身の内側で耳にしていた。いや、もしくはそれはギル・メフィウスの幻げん影えいが投げかける声であったのか。

（彼らを殺したのはおれだ。おれが直接手を下さずとも、おれの命令に従った者たちの手で殺した。ふたたび殺すことになんでためらいが要ろうか。彼らを殺した過去を事実と受け止めねば、むしろそのほうが彼らも浮かばれまい）

　オルバは呆ぼう然ぜんと、ギル・メフィウスの姿をしたものが亡者たちを振り払い、この異空間を取り巻く炎のほうへと足を進めるのを見やっていた。

　彼もまた自ら死を選ぶかのようだった。が、ギルが炎へ足を踏み出した瞬しゆん間かん、斬きり倒された亡もう者じやたちがぎくしゃくと起きあがった。そして、ギルが部下に命令を下すのと同じ挙きよ措そで手を振りあげると、彼らは糸で吊つられた人形にも似て、肩車をし、手足をつなぎあわせると、前のめりになって、そのまま炎の海を飛び越えるアーチ状の橋を築いた。

　ギルはためらうことなく、彼らの背中を踏みしめて橋を渡りはじめた。

「待て」

　このときオルバは、ギル・メフィウスに置き去りにされることが無性に恐ろしく思われて、ほとんど考えもしないままに追いかけていた。ギルと同じく、亡者の背中に足をかけようとしたとき、

「オルバ」

　またもロアンの声がした。ただし後ろから追いすがってきたわけではない。それは前方、いままさにオルバが足をかけようとした『橋』の方角からだった。

「ひっ」

　オルバが奇声を発してあとずさる。青白い肌をして、他ほかの者たちと手足を複雑な形に絡ませあっているその亡者は、ロアンその人の姿をしていた。

「どこへいく、オルバ？」

「わたしたちを置いて逃げようというの？」

　ロアンの手に足を絡ませ、橋の一端を形成しているのはアリス。そのさらに向こうには、母親や、村の見知った人々が見えた。

「オルバはそんなことはしないさ。そうだろう？」

「そうよね。あなたはわたしたちと永遠にここにいる。それがあなたの願ねがいだもの」

　後ろから迫ってくるのもまた、ロアンやアリスの声であり、それは幾いく重えにも鳴なり響ひびいて、オルバを前後から挟はさみ撃うちにするかのようだ。

　愕がく然ぜんと立ちすくむオルバを、アーチ状になった橋の頂点にまで辿たどり着いたギル・メフィウスが、振り返って見ていた。

（来ないのか）

　とその目は訴えかけている。嘲ちよう笑しようをまじえながら、

（恐ろしいか。この者たちに二度と会えなくなるのが。どこまでも馬ば鹿かな奴やつだ）

「なにっ」

　思わずオルバが吠ほえかかったとき、ギルは薄うすい笑えみを残してその場から忽こつ然ぜんと姿を消した。

　その代わり、

（ギルさま）

　遠くから投げかけられる声があった。はっとオルバが目を剝むく。ギルがいなくなったことで、橋の先が見えていた。

　なにかが揺らめいている。辺りを取り巻く闇やみが、その一点のみわずかに晴れて、そのさらに向こう側が透けて見えていたのだ。

　ガルダがいた。そしてガルダとオルバの両者のあいだに立ちはだかるようにエスメナの姿があった。

　自らも魔ま術じゆつの術中にあったせいだろうか、このとき、オルバの目にも、エスメナから魔力の波が立ちのぼっていくのが見えた。エスメナのか細い肢体に見えざる巨大な手が喰くい込んで、あたかもその生き血を最後の一滴まで搾しぼり取らんとするかのごとき光景に、首筋の毛が逆立った。そんななか、

（ギルさま、ギルさま、ギルさま）

　子供のようなすすり泣きがひっきりなしに聞こえていた。

　わずか一、二度しか会ったことのない男の名を心のなかで呼びながら、タウーリア国王女は泣いていた。頰ほおを伝う涙は血の色をしていた。

　オルバは多量の唾つばを飲み込んだ。

（おれは──）

　オルバは身動きできない自分を感じた。亡ぼう霊れいの手に束そく縛ばくされていたときとは理由が異なる。手足を、ではなく、身体からだの内側にあるもののなかで、鍛きたえようのない、もっとも柔らかい部分を鷲わしづかみにされたように感じた。

　前方には屍しかばねの橋、後方からは迫りくる亡もう者じやの群れ。

　このとき、なぜだろう、オルバの目には、立ちのぼる炎の向こう、痛苦に苛さいなまれるエスメナの姿や声が、まったくの別人のそれに重なりあって知覚されていた。

　エイメンが焼やき討うちにあったとき、子供を庇かばって死んだ母親の姿に見えた。また、子供を亡くして路面を引ひっ搔かく若い母親の泣き声が、エスメナのそれに混じって聞こえてくるようだった。

　剣けん戟げきの響ひびきが鼓膜を震ふるわせた。いまなお戦う仲間たちや西方の兵たちが、確たしかな実像を備えて見える気がした。

　炎の熱ねつが、オルバの全身をじっとりと舐なめている。胸の鼓動が耳に痛いほど高鳴っていた。

　手をのばそうにも、無む論ろんエスメナには届かない。民たみや兵士たちのすすり泣きと苦痛の喘あえぎは、耳を塞ふさごうにもオルバの体内へ直接響いてくる。

（彼らのもとへいくためには）

　いま、眼前に連なる死者たちを踏み越えていかねばならない。失って、なお求めてやまぬ人々を、振り払わねばならない。

　オルバは理解した。なぜギル・メフィウスが亡者たちの幻げん影えいにまぎれてあらわれたのかを。オーバリーに復ふく讐しゆうして以来、自分自身でも摑つかみようのなかった、心の内側にあふれていた思いを。

　そして──。

　いま、エスメナの髪は白金プラチナに揺れて、オルバの目に、まったく別の少女の姿を映し出したのである。

　強いまなざしで、ひたむきなまでに正面から視し線せんをあわせようとする少女だった。オルバは──偽りの仮面をつけていた彼は、いつも、その視線から逃げがちになるのだった。その少女が、いままた、まっすぐに瞳ひとみを差し向けてくる。

　オルバは顔を伏せた。

（おれは）

　しかしすぐさま視線を上げた彼は、あたかもその強いまなざしに引き寄せられるかのように、亡もう者じやの背中を踏みつけていた。ロアンの頭を踏みしめ、アリスの背中を蹴けって、炎の熱ねつ波ぱを眼下に感じながら、彼は橋の上を駆けていた。

「待て」

　背後から亡者たちが敵意をいっせいに発すると、彼らもまた橋を越え、再度手の群れをのばしてきた。

「待て」

「待て、待て。逃げるのか」

「待て、待て、待て。おれたちを置いて。あたしたちを放って。逃げるつもりか」

（いいや）

　振り返ったオルバは、その手に剣を振りかぶっていた。

　唸うなりをあげた剣は追いすがりかけていた手の群れを、そして周囲を押し包んでいた闇やみそのものをも、ばっさりと斬きり裂いていたのである。

　今度は傍ぼう観かん者しやとしてではない。オルバ自らの意思で剣を振るっていた。

　真っ二つに割れたもののなかには、ロアンの、母の、アリスの顔もあった。仮面の奥にあるオルバの双そう眸ぼうが湿っていた。

（逃げるんじゃない。おれは、むしろ）

　恨うらみがましい目を向けてくる彼らから、オルバは視線を逸そらさず、周囲から闇が晴れていくのに身を任せた。




　　　　４




　オルバの身体からだが急にずしりとした重みをそなえた。それは肉体の、そして他者にゆだねて舞まいあがるようだった心の、真実の重みであった。

　咳せき込んだオルバの声に気づいたガルダが、はっと顔を動かした。

「なにっ」

　よろめきつつも立ちあがりかけているオルバの姿に、一いつ瞬しゆんガルダは驚おどろきの表情になったが、

「ええい、貴様にかかわっている暇はない。もうしばらく寝ておれ！」

　ガルダはいよいよ本格的な敵意を目から迸ほとばしらせ、手にした杖つえを差し向けてきた。なおも闇やみがあふれかえりそうになる寸前、オルバは仮面の奥で目を閉じた。

　戦場で出会った何人もの『ロアン』たち。いましがた幻で見たいく多もの顔が瞼まぶたの裏をよぎった。街を焼かれ、家族と日常の暮らしを奪われた母やアリスたちもまた、ここ西方タウランで飽きるほど目にしてきた。

（もう、おれは）

　オルバの内側でいかなる逡しゆん巡じゆんがあり、いかなる決断があったか。

　その手が持ちあげると、指が仮面の縁ふちにかかっていた。

「ただの人間が、なにをしようと無む駄だなことだ」

　せせら笑うガルダは、再度その幻術でオルバを取り込もうとした。

　と同時に、オルバの手が仮面を取り払った。素肌にひんやりとした風が当たる。

「おれだ。姫。ギル・メフィウスだ！」

　声の限りに彼は呼びかけた。
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　無む論ろん、このときガルダに想像すらできたはずはない。剣士がその顔を隠していた仮面を外したということ、それはすなわちもうひとつの『仮面』を身につけたことを意味するものだとは。そしてその『仮面』があらわれるや否や、エスメナから放たれていた魔素エーテルの流れが急速に動きを止めようなどとは。

　茫ぼう洋ようと、夢見ているかのようだったエスメナの顔に、みるみる生気が舞まい戻ってくる。頰ほおには赤みが刺し、瞳ひとみは鉄灰色の輝かがやきを盛りあがらせた。オルバはふたたび叫んだ。

「メフィウス皇太子ギル・メフィウスは、死にも、逃げ隠れもせぬ。ここにいる！」

　エスメナの顔が驚きに打たれ、そして両の目から涙がこぼれるとともに、

「どういうことだ。これは──」

　ガルダが狼ろう狽ばい気味にエスメナのほうを見た。

　瞬間、

　オルバの足が地面を蹴けった。

　矢のような鋭するどさで一気にガルダとの距きよ離りを詰める。魔ま道どう士しははっとして、またも年ねん齢れいからは考えられない速度で後退した。しかしオルバの足も止まらない。跳ちよう躍やくしざまに敵の脳天めがけて剣を落とす。ガルダは手にした杖を振りかぶった。

　オルバの足が地面についた。剣先は瞬時に軌道を変え、横殴りに魔道士の胸を払った。

「ぐっ」

　髭ひげを血のりで汚してよろめいたガルダ、しかし生命にしがみつこうとする執念は失わず、杖をなおも振って、止とどめを刺しにきたオルバの剣とあわせた。

　びりっとした衝しよう撃げきが腕を走る。老人の腕力とも思えない。これも魔術の力なのだろう。両者、しばし無言で格かく闘とうした。

「送れ」

　開いた口から血の飛沫しぶきを飛ばしながら、ガルダがわめいた。

「いますぐに、ゼル・イリアスの魔素エーテルをわしに送れ。聞いておるか、タヒー。なにをしている！」

　このとき、魔ま道どう士しにしか理解し得ぬ領域で、なにが起きたのか。ガルダは、ある意味でエスメナから魔素の供給が断たれたときよりもよほど驚おどろいた顔になった。

「なぜ、なぜだ。わしの魔素が吸いあげられる。なにをしておる。これでは、まるで──、わしのほうこそ、通路のようではないか！」

「ガルダ」

「そう、わしがガルダだ。ガルダその人なのだ」

　力押しに押していたオルバが、不意に、数歩跳びさがった。狂気じみた叫びをあげ、杖つえを振りかざしてくるガルダの一いち撃げきを避けざま、オルバは剣にきらめきの弧を描かせた。

　ひゅうっ──。

　風が唸うなる間もあらばこそ、今度こそガルダの脳天へと鋼こう鉄てつが叩たたき込まれた。

　恐るべき形ぎよう相そうをした老魔道士は、ぎょろっと白目を剝むくと、その目め尻じりからも血をあふれさせ、それから声もなく崩れ落ちた。

　その拍子に、ガルダの顔からこぼれ落ちるものがあった。額ひたいで輝かがやいていた宝石の欠片かけらめいたものだ。深く喰くい込んでいると見えたのに、あたかも所有者の生命とともに宝石そのものも力を失ったかのように、不気味な輝きもひそめられ、なんの価値もない石ころ同然に床へ転がっていった。

　オルバは、荒々しく息をしながら、一いつ瞬しゆん前まえまで西方を手中にしかけていた男の亡なき骸がらを見おろしていた。身体からだから急速に熱ねつが奪われていくのがわかる。いつものことだった。戦いが終結を迎えた瞬間、燃もえあがるようだった心は身体とともに冷めていき、代わりにいい知れぬむなしさと脱力感に見み舞まわれるのだ。

「モロドフ──、モロドフ！」

　女性の叫び声が聞こえた。見ると、倒れたモロドフが意い識しきを取り戻すところだった。そこへ、リマ・カダイーンが──当然、オルバはその名前も素性も知らないが──ひざまずいて抱き起こそうとしている。

「ひ、姫」

　息を喘あえがせながらモロドフが上体を起こした。泣きじゃくるリマを呆ぼう然ぜんと眺め、それからはっとしたように、広間内を見わたした。ガルダの死体、床に転がった仮面、そしてオルバのほうへと視し線さんを動かして、

「わ、わっぱ。おまえか。おまえがやったのだな」

「──」

　オルバはにこりともせず、軽く顎あごを引いたきりだった。モロドフは身体の深奥からしぼり出したようなため息をついた。やがて、自分を気遣うように触れるリマから身を離はなして、

「姫。わたしは、姫に槍やりを向けた男です。こうして、お顔をあわせていただくこともかなわぬ身」

「なにをいうのです。モロドフ、わたしはあなたのおかげで」

「少しでも狙ねらいが逸それれば、姫のお命をも奪っていたでしょう。……いいえ、あの一瞬、それでも構わぬ、とさえわたしは思ったのです。そんなわたしがカダイーン王家にどうして顔向けできましょう」

「そう、モロドフ。あなたは、わたしを殺してくださったのです」

「ひ、姫」

　リマの目は涙にきらめいて、髭ひげ面づらの勇将に、まるで恋焦がれる男性のように寄り添い、その腕を取った。

「わたしこそカダインを破滅に導みちびいた身。そんなわたしを、あなたは殺して、救ってくださった。礼をいいます、モロドフ。あなたこそ、カダイーン王家の真の守しゆ護ご者しやたる者」

　ここに来てついに、モロドフも落らく涙るいを許した。

　肩を上下させ、しゃくりあげるその姿は弟によく似ている。

　と、それを見ていたオルバは、

「あ、あなたは──」

　前方に立ちはだかる影かげを感じて、正面を向いた。

　エスメナ・バズガンがいる。目を丸くし、震ふるえた手を捧ささげ出すようにしながら、

「あなたは、ギル皇子？　本物の、ギル・メフィウス殿下でいらっしゃいますの？」

　オルバは、応こたえられない。仮面は、手をのばせば届く距きよ離りに落ちているはずなのに、なぜだかひどく遠かった。

「わたくし、まだガルダの魔ま術じゆつにたぶらかされているのでしょうか。これも甘い幻覚なのでしょうか。お願ねがいです、殿下。なんとかおっしゃってください。自分は、ギル・メフィウスその人なのだと、おっしゃってくださいませ」

　鉄灰色の目からあふれる涙は際限がない。オルバは剣を振るい、血のりを飛ばした。

「姫。おれは……」

　名乗ろうにも、声が出ない。

　視し線せんもエスメナから逃げがちになる。

　ただひと言、いえばいいのだとはわかっている。「おれはギル・メフィウスだ」とそれだけを口にすればよかった。だが、

「おれは──」

　そうくり返すことしかできない。と、

「構いません」

　エスメナが叫ぶようにいうなり、オルバの身を熱あつい感覚が包んだ。

「構いません。夢でも幻でも、構いません。ギル殿下！　お願いです、せめて夢のなかだけでも、このままでいさせてくださいませ」

　エスメナは泣きじゃくりながら、予想以上に強い力でオルバの身体からだにしがみついていた。










　終章




　エイメンの塔、その前面でおこなわれていた戦いも終わりを迎えていた。

　黒衣の兵たちはそれぞれおのが血を抱いて路上に転がっている。結局、剣を抜いて死ぬまでのあいだ、彼らはひと言も発することがなかった。

　シーク、ギリアムをはじめたとした傭よう兵へいたちが、息をついて、血にまみれた武具を地面に下ろしかけたとき、荒々しい馬ば蹄ていの響ひびきが迫った。

　馬上にあるのは、青竜ニルギフ。あとにつづく騎き馬ば隊たいもカダインの者たちだ。

「ちっ」

　ギリアムが斧おのを担ぎなおした。

　いまだ誰だれが敵で、誰が味方なのか判然としない状況下、ニルギフらと傭兵たちは一いつ瞬しゆんにらみあう格好となったが、

「兄者！」

　ニルギフが一気に殺気をゆるめ、面に喜色を浮かべて叫んだ。とともに、

「オルバ」

　シークたちも同じ方角へ身を向けた。

　塔の入り口から、それぞれ姫君を抱えたオルバ、そしてモロドフが出てくるところだった。

　タウーリア王女エスメナ、カダイン王女リマ、どちらも目を閉じ、武人の腕のなかで眠っている。魔ま術じゆつの後遺症か、緊きん張ちようの糸が切れた両者はそのまま倒れ込んでしまったのだ。

「兄者」気が急せいたようにニルギフが呼ばわった。「兄者、やったのか」

「さて」

　赤竜モロドフは、疲れたとも、満足したともいえぬ顔つきで、隣となりのオルバのほうを見やった。いまは仮面をつけている。モロドフもその理由などをあらためて問いただすことはなかった。

「この男に聞くがいい」

　兄の奇妙ないいように、ニルギフが当惑の表情になる。促されたオルバも口を開こうとせず、隊の者に姫を預けていた。

　ほどなくして、エイメンへ立てつづけに各国の兵馬が駆けつけてきた。

　フグルムの者もあれば、ラケキシュの兵もいる。彼らと先刻まで戦っていたヘリオの武人たちもいた。

「オルバどの」

　こちらも急いたように声をかけたのは、ヘリオの別働隊をまとめていた中隊長ビシャムである。

「ガルダは？　まさか、貴公がやったか？」

「アークスさまをこちらへ」

「なに？」

「アークス・バズガンさまをこちらへ。それまではどの国の人間の、どのような問いにも応じられん」

　オルバのもの静かないいように、一いつ瞬しゆんその場に集つどった全員が呆あつ気けに取られた顔をした。

「馬ば鹿かげたことを！」

　大だい喝かつするように吠ほえたのは、フグルムの将らしき男だ。戦場にて何度も斬きり結んだ証あかしとして、鎧よろい兜かぶとを真まっ赤かに染めている。当然、彼が屠ほふった敵とは西方連合軍だ。それなのに、いま連合軍であるヘリオ兵と肩を並べ、いまは矛ほこをおさめているのも、ガルダが亡き者になったかもしれない、という期待があるからだ。

　逆にいえば、もしそうでなければ──、ここまで追いつめてなお、ガルダを取り逃がしたとあっては、彼らはやはり家族を守るため、隣となりのヘリオ兵に襲おそいかかっていくかもしれない。自分自身の運命がどう流転していくか、おそらくは彼らにもそのときが来なければわからなかったろう。

「答えよ！　まさか貴様、ガルダの遣いではなかろうな。奴やつはどうなったのだ？」

「応じられぬといった」

「話にならん」将は鼻息を噴ふいて、近くにいた部下たちのほうを見た。「塔のなかへ。その目で確かく認にんしてこい」

　はっ、と応じた兵数名が塔へ駆け込もうとしたが、そのときオルバは誰だれもが想像しなかった行為に出た。

「オルバ隊！」

　叫ぶとともに抜剣。

　その号令に従って、傭よう兵へいたちもいっせいに剣を引き抜いて、塔の前に居並んだのである。なかへ踏み込もうとした兵たちがあわてて足を止めた。

「なっ、なんのつもりだ」

「誰も足を踏み入れさせん」オルバが無感情にいった。「われわれ以外の誰にも、その資格などありはしない」

「資格だと？」

　いよいよオルバの意図が読めず、ビシャムが困惑の声をあげた。と、今度はフグルムの兵が同じく剣を持って、

「貴様を殺した男にその資格があるとでもいうのか？　ならば望みどおりにしてやってもいいぞ！」

　そう脅しつけたのだが、オルバは鼻で笑った。

「この塔を占拠したのはわれわれだ。主君たるアークスさまのご命令がない限りは、明け渡すわけにはいかない」

（占拠──）

　というその言葉が、兵たちの胸を順じゆん繰ぐりによぎった。

　戦いくさが終わったのかそうでないかもわからぬこの曖あい昧まいな状況下、兵たちの気は立っている。ここにおいて殺しあいがふたたびおこなわれたところで不ふ思し議ぎはなかったが、オルバの発したその言葉、加えて、大勢の兵たちを前に落ち着きはらったオルバの態度が、ゼルド人たちの胸に灯ともりかけていた希望の灯ともし火びをあおっていた。

　苛いら立だちと、期待と、相あい反はんする不可思議な気持ちで、彼らは塔の前に陣取った仮面の剣士、そして彼に従う傭よう兵へいたちを見やった。その表情、気力充じゆう溢いつして、いかにも大事をなし遂げた戦士たちのそれであり、その場に集つどった男たちを吞のむような迫力がある。

　ラケキシュの将が激はげしく舌打ちした。

「ええい、いまさら争ってもなにもならん。アークスどのをこちらへ。お迎えにあがれ！」

　あとはフグルムだろうが、ヘリオだろうが、エイメンであろうが、出自も所属も関係なく、大勢の兵たちが来た道を逆に辿たどった。

　しばし、不自然なまでの沈ちん黙もくが、砂を含んだ風とともにエイメンの路上を吹きわたった。

　オルバは自身の剣を杖つえ代がわりに、両手を柄つかにかけながら、塔の前で番人のごとく立ちつくしている。

　そうしている間にも、大勢の兵がエイメン入りしていた。先に来ていた者たちが事情を説明するかすかなざわめきと、馬の鼻息、遠くで死者を貪むさぼり食っているであろう竜たちの吠ほえ声ごえ。そうした物音が、なぜだか、彫像めいて動かぬ仮面の剣士、その存在感を際立たせている。

　ややあって、馬の足音がいくつにも重なりあって近づいてきた。

「おお」

　先頭にいるアークス・バズガンの姿を認め、大勢の兵たちがどよめき、先を競きそうように道を開けた。そこには敵味方もなかった。誰だれもが彼の到来を待ちわびていた。このとき、ビシャムがはっとしたような顔つきになる。

（そういうことか）

　もちろんここへ至るまで話は聞かされていたろう、アークス・バズガンが馬から飛び降りて、オルバの前へとつかつか歩み寄る。

　アークスとオルバ、両者の目があった。

　と、オルバは剣を床におくと、しなやかな動作でその場にひざまずいた。後ろに居並んでいた傭兵たちもそれにならう。

　アークスがオルバの前で足を止めた。

「聞こう」とアークス・バズガンはいった。「ガルダはどこだ。そのほう、いかにした」

「ガルダは、この塔の地下におります」

　オルバの声、その一言一句を聞き逃すまいとするように、いっそうゼルド人たちが静まり返る。そしてオルバはつづけた。

「天より授けられしアークスさまのご武運、われらもお預かりいたしました。まちがいなくこの剣でその首、刎はねましてございます」

　一いつ瞬しゆん、そこへ魔ま道どう王朝伝えるところの、人の声を奪うという凶鳥ナーガが舞まい降りたかのようだった。

　人々が爆ばく発はつしたのは、

「でかした！」

　アークスが大きくオルバの肩を叩たたいたときである。

　人が住まなくなって久しい廃都のようだったエイメンに、いままでの沈ちん黙もくを補ってあまりある歓声が満ちた。

　その声たるや、西方中を駆け巡って、早馬や飛空挺などよりよほど早く、彼らの勝利を人民たちに伝えたのではないかというほどだった。

　ラケキシュやフグルムといった、比較的早くに魔道士の襲しゆう撃げきを受けた国の将たちはゼル・イリアスに招かれたことがあり、ガルダ本人と直接顔をあわせている。アークスの許可を受けて、なかへ確かく認にんに入った彼らが、まちがいなくガルダの死し骸がいを発見すると、いよいよその昂たかぶりは抑えられないものとなった。

　笑う者、泣く者、抱きあって喜ぶ者、なかには惚ほうけたようにその場に膝ひざを折る者たちもいる。いまや、国も、敵味方もなかった。ゼルド人たちは誰だれ彼かれ構かまわず飛びつきあい、肩を叩たたきあい、互いの髭ひげ面づらをこすりあって、それからなおも歓呼の声を轟とどろかせた。

「わっぱ！」

　その狂乱のさなか、オルバに近づいたモロドフが、弟を後ろに従えながら、

「いや、弟から聞いた。オルバというらしいな。オルバ、われわれはこれよりゼル・イリアスへいく。家族の姿をひと目見なければ安心できぬのでな。あとでまた会おう」

「馬上で、槍やりを携えていなければいつでも」

「ははん」

　モロドフはにやっと笑い、ふとその顔を近づけた。誰にも聞き取れぬほどの声で、

「タウーリアの姫がおまえにいわれたこと、いまは忘れておいてやる。興きよう味み深ぶかい内容だったのは確たしかだがな」

「さて」オルバは仮面を伏せがちにした。「魔術の影えい響きようで、姫は幻を見られたのだろう。おれにはわからないことだ」

　モロドフは答えず、ただ先ほどアークスがしたようにその肩を叩いて、弟や部下たちとともにその場を引き払っていった。

　この間、アークスはオルバ隊が預かっていた娘との再会を果たしている。まさかエスメナが連れ去られていたとは知りようもなかったアークスだから、これにはある意味で、敵が砂すな嵐あらしにひそんで奇き襲しゆうしてきたとき以上に驚おどろいていた。

　そのアークス・バズガンを称たたえる声が、エイメン中にこだましてやまない。

　オルバは剣を腰に戻しながら、それを耳にしていた。

　ガルダを討うったのは、仮面の傭よう兵へいではない。西方をひとまとめにして魔ま道どう士しに立ち向かったアークス・バズガン。歴史書にはまちがいなくその名が記されることとなろう。

（タウランには王がいない）

　オルバがくりかえしそう考えてきたのは、すなわち、タウランには王が必要だと痛感していたということでもある。

（王がいない。いなかった。──いままでは）

　支配者の存在を自分がこうまでも求める日が来ようなどと、当然オルバは想像だにしなかった。

　王や貴族とは、民たみにとってどのような存在であるべきなのか。オルバの脳裏を、メフィウス皇帝やガーベラ王子、エンデ公子の顔がよぎって、次いでアークスやマリレーヌの姿があとにつづいた。

　が、ふとそんなもの思いにふける自分がひどく愚かしく思われ、オルバは仮面についた砂を指で払い、つとめて捨すて鉢ばち気味につぶやいた。

「あとは知らぬことさ」

　狂気的までに喜びあう大勢の人々を見わたしながら、

（またぞろ覇は権けんを争うのか、あるいはちがう道を選ぶのか。あとは、知らぬことだよ）

「なにを格好つけていやがる」

　オルバの身がよろめいた。ギリアムの手で急に背中を叩たたかれたのだ。激はげしく咳せき込んだオルバのもとへ、隊の面々も揃そろってやってきていた。




　時同じくして、ゼル・イリアス。

　かつてガルダを名乗ったレイズスが鎮ちん座ざしていた祭さい壇だんの前に、ふたりの人ひと影かげがあった。

　堂々たる風格をした老人ザファルと、ただそこに立っていてさえ身のしなやかさが伝わってきそうな魔女タヒー。

「そうか。ガルダが討うたれおったか」

　しかしそこにいんいんと響ひびいた声は、両者のうちどちらのものでもない。

　魔道士ふたりは祭壇の前にひざまずいており、その祭壇の上には、竜人の頭ず蓋がい骨こつを模したと思おぼしき水晶がおかれてあった。

「存外に、早かったな」

「は」ザファルが頭こうべを垂れる。「申しわけございません。わたしどもにもっと介入が許されておれば、タウラン中の人間から魔素エーテルを集めることもできたのですが」

「よい」

　いずこからともなく声は聞こえる。

「下へ手たに力を駆使して、他ほかの魔ま道どう士しどもに気け取どられたくはない。いまは準備だけに専念しておけ、と申しつけたのはわたしだ」

「は」

「ともあれ、計画どおりに西方の地ならしは済んだ。それで十分だ」

「ゼル・イリアスはいかがなさいます？」タヒーが、厚ぼったい唇を開いて問うた。「ここにはまだ、西方から捕らえた人間どもが残っております。それらすべて、首を刎はねて魔素を集めることもできましょうが」

「いらん。いずれ、そこへは兵たちも駆けつけてこよう。そ奴やつらが勝利の余よ韻いんを味わえる時間はごく短い。無粋に邪魔だてすることもあるまい、捨ておけ」

「は」

「ザファル、兵が去ったあとで神殿に戻るのだ。結界を張って、他の魔道士を近づけるでないぞ」

「はい」

「わたくしは？」

「タヒーには、バルバロイでの役目がある。時期が来るまでは好きにせよ」

　勝利に浮かれる西方タウラン地域とはまるで別の土地のように、いにしえからの静寂に包まれ、繁はん栄えいの名残なごりをとどめるゼル・イリアスに、謎なぞの問答はつづく。

　しばし言葉が交わされたのち、

「間もなく軍勢が動く。半月もせず平らげることができよう。そののち、改めて顔をあわすとしようか」

「は、楽しみにしております」

「メフィウスにて、お会いできる日を」

　そこには依然ふたりの姿があるきりだったが、神殿内から、確たしかにひとつの気け配はいが途と絶だえた。

　それから丸一日が過ぎ去ったあとになって、西方諸国の兵たちが駆けつけてきたとき、神殿には人質とされていた人々がいるばかりで、魔道士たちの姿は跡形もなく消え去っていた。







　こうして、西方の乱はおさまり、少なくともいましばらくのあいだは、将兵たちも軍装を解き、民たみ人びとたちも平和な生活を送ることができるかとも思われた。

　だが。

　エイメンにおいてガルダが討うたれて、十日も経たたぬうち。

　恐るべき知らせがタウラン諸国を駆け巡ることとなる。

　東のメフィウスが、一万以上もの軍団を動かし、タウーリアとの国こつ境きよう線せんを越えたというのだ。










　あとがき




　小説を書く際、大体は、まずプロット（簡かん単たんなあらすじ）を書いて、それを担当の編へん集しゆうさんにお送りするところからはじまります。

　それをもとに、ああだ、こうだ、と話しあいをしながら内容を固めていくわけですが、今回、この烙らく印いん６巻を書くにあたって、そのプロットをお送りしたときの、担当さんとの電話による会話。

「プロット拝見しました」

「はい」（ゲームをいったんポーズして、テレビの音を消しながら）

「全体の流れはいいと思うのですが」

「はい」

「これによると、今回。いや今回というか、今回も、ビリーナ、出ませんね？」

「（うっ）出ません……ね」

「ねえ」

「ヒロインなんですけど」

「これで二冊連続」

「出ませんね」

「今回でシリーズ六冊目ですから、全体の三分の一、ヒロイン不在ということになります」

「ははは」

「笑いごとでなく。ただでさえ、男くさい、地味な話ですから、せめて絵面はきれいにしときたいなと」

「ですねえ」

「なんとかねじ込めませんか？」

「不可能じゃないですが、長くなります。いまの分だけでも、結構いきそうなんで……」

「長いのはなあ」

「長いのはねえ」（ミュート状態のままゲーム再開）

「次、出ます？」

「次があれば」

「不穏なこといわんでください。作者本人が」

「わたくし本人の意思は出す気満々ですが。それだけではなんとも」

「じゃあ次があると仮定して。出ますね？」

「そりゃもう」

「女の子を書くの、嫌いですか？」

「嫌いじゃないです。ただ、他社のノベライズ作品で、女の子ばっかり書いてたんで、その反動が出ちゃったんですかねええ、ってええええっ、おい、ちくしょおお！」

「ど、どうしました？」

「いいえ……」（呂りよ布ふに瞬しゆん殺さつされた……）

「じゃあ、このプロットで執筆を開始してください」

「はい……」

　電話を切ったあと、武将のレベルアップに励みました。

　こんな作者ですが、次回はビリーナ姫、必ず出ます。お約束します。

　ただし西せい方ほう編へんが今回で終わりというわけでもありません。本編をすでにお読みになられた方はお気づきでしょうが。

　ともかく、次回をご期待あれ。




追伸

　お手紙くださった方々、ありがとうございます。すべてが人生の宝物です。レアアイテムです。ユニーク武器です。わたくしにお返しできるのはこの身ひとつきり。といってもお届けしたところで迷惑千万な話ですので、作品でなんとかご恩返しできればなと思う次第であります。


杉すぎ原はら智とも則のり
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杉すぎ原はら智とも則のり

３月生まれ。鹿児島県出身。今年はテレビ、パソコンと買い換えて出費がかさむ。サブＰＣも一台欲しいし。景気よくなれ、と呪文みたいに唱えてもよくなるわけでなし。仕事頑張るしかなさそうです。ええ、わかっていますとも。わかっているんだけどさ。
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イラスト／３

パソコンを新調していい気分。

しかし機械の性能が上がっても絵の出来には関係しないのが難しい所ですね。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「杉原智則先生」係

「３先生」係







[image: ]









[image: ]電撃文庫





烙らく印いんの紋もん章しょうVI




いにしえの宮みやに竜りゅうはめざめる








杉すぎ原はら智とも則のり
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